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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　冬休み最終日の午後──春はる亮あき達は冷たい風に身を縮ちぢめながら街を歩いていた。普通に食材の買い出しに行くだけなので、黒くろ絵えは家で留る守す番ばんをしている。このはが荷物持ちとして同行してくれるのはわかるが、フィアがわざわざコタツから這はい出してついてきたのは少しばかり不ふ思し議ぎだった。てっきり黒絵と一いつ緒しよにぬくぬく留守番コースを選えらぶと思っていたのだが。

　そんなことを考えながら、春亮は隣となりを歩く銀ぎん髪ぱつ頭あたまにちらりと視し線せんを向ける。と、

「むー……寒い！　以上！」

「いきなり何だ？」

　フィアは微妙にむくれたような表情になって春亮の顔を見返してきた。

「寒さ以外何もないではないか、というのを再さい確かく認にんしてしまったのだ！　せっかくの冬休み最終日なのだぞ、一日中コタツでグータラしておるのもどうかと思ってついてきてみたが……一つくらい何か面おも白しろいことが起こってもよいだろうに！」

「何を今いま更さら。ただ買い出しに行くだけなのに、そんなに面白いイベントとか起こるわけないじゃないですか」

　このはが呆あきれ顔がおで言うと、フィアはさらに仏ぶつ頂ちよう面づらになって、

「ふん。せっかくの時間を無為に過ごして満足できるなど、私にはとても信じられん……が、まぁお前には理解できなくても仕方あるまい。普段ふだんからそんなハレンチな肉にく塊かいをぶら下げて平然としていられるような無神経女なのだ、休みを最後まで味わい尽くしたいというこの心の機き微びなどわからなくて当然であろうな」

「誰だれが無神経女ですか！」

「お前だお前！　貴き様さまのデュアル肉にく袋ぶくろはいつもいつもこちらの視界を邪じや魔まっけに占有してだな、私やクロエが普段からどれだけ目め障ざわりで不快な気分になっておるか……！　迷めい惑わくで無神経なことこの上ない！」

　いつもの騒さわがしい言い争いを聞きながら、春亮は小さく頰ほおを緩ゆるめた。まぁ大事な冬休み最終日だ、のんべんだらりと一日を過ごすのが勿もつ体たいない、という気持ちはわからなくもない。

「そう簡かん単たんに面白いことなんて起こらないとは思うけど……仕方ないな。散歩がてら、今日きようはちょっと駅前のほうのスーパーまで行ってみるか。いつものお店に行くよりは新しん鮮せんだろ」

「おっ。いいではないか、普段行かない場所に行くというのはそれなりに期待が持てるぞ。今まで見たことのないおせんべが売っておるかもしれんしな！」

「その程度で満足できるんですか……まぁいいですけど。あなたのせいで遠くのお店に行くことになったんですから、そのぶん荷物は多めに持ってもらいますよ」

「そのくらいどうということもないわい。そうと決まればさっさと行くぞ！　待っておれ、まだ見ぬおせんべー！」

　フィアの歩ほ調ちようが劇げき的てきに速まり、春亮とこのはは顔を見合わせて苦笑する。

「面めん倒どうかけちゃってごめんな、このは」

「あ、全然いいですよー。早く帰っても暇ひまなのは確たしかですし、買い物ついでのお散歩ということなら。帰り道はまたあの子が『ツマラン！』とか言ってむくれてる姿しか思い浮かばないんですけど」

「ありうる。つーか、クリスマスも正月もいろいろあったし、俺おれとしては結構波は瀾らん万ばん丈じようの冬休みだったと思うんだけどな……あいつにゃまだ遊び足りないのか」

「でしょうね。とりあえずわたし達はのんびり散歩メインでいきましょうよ」

　言葉通りにのんびりと、春はる亮あき達はフィアの後を追って歩き出す。急ぐことはない。散歩そのものを楽しめば充分だ。そうだ、普段ふだんとは違うスーパーに行くことにしたくらいで、そう簡かん単たんに特別な出来事なんかが起こるわけがない──




　と、思っていたのだが。




　その数分後、春亮達は足を止めていた。場所は駅前にほど近い一角。

　行く手から歩いてきたのは、ひどく目立つ特徴を持った一人ひとりの少女だった。やや遅れてこちらの存在に気付き、彼女も足を止める。そして僅わずかに首を傾かしげるようにしながら言った。

「我わが感想・奇き遇ぐうという発言。あけましておめでとうございますという挨あい拶さつを挨拶します」

「ン・イゾイー……ふん。いろいろあって忘れておったが、そう言えば貴き様さまはまだこの街におるのであったな。出会っても不ふ思し議ぎはない、か」

　フィアが腕組みをしながら呟つぶやく。反射的な行動か、このははン・イゾイーの顔を見るなり僅かに眉まゆを寄せていた。だがすぐにその頭は微かすかな嘆息と共に左右に振られ、漂ただよいかけていた緊きん張ちよう感かんもそれを合図に和やわらいでいく。

　アフリカの部族出身だという彼女──ン・イゾイーは《闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの研究室長国》という組そ織しきの一員であり、そもそもは敵として自分達の前に現れた。反射的に警けい戒かいしてしまうのも無理のないことだ。だがクリスマス付近にいろいろあったので、彼女自身が悪い人間ではないというのは既すでに春亮達の共通認にん識しきになっている。

「で、どうしたのだお前」

「我が返答・今後の生活の準備と答えます。いろいろと揃そろえるものが」

　いつもの無感動な顔でン・イゾイーが答える。フィアはさらに彼女の全身を眺め回すようにしながら、

「まあ明日あしたからいろいろと忙しくなりそうだしな、貴様が買い物などしておることには別段不思議はない……が、私が聞いたのはそれとは別のことだ」

「別とは？」

「だーかーら、その姿はどうしたと聞いておるのだ、私は！」

　褐かつ色しよくの肌。不揃いな灰はい色いろ髪がみ。ヘソを出した白衣に、民族衣い装しようのようなスカート。そのスリットからは太ふと股ももが覗のぞいており、足元は当然のように裸足はだし……彼女はいつもの恰かつ好こうだ。しかしいつもとは違う部分もそこにはある。まず一つは、胸の前に布包みを抱えていること。買ってきたものがその包みの中に入っているのだろう。そしてそれよりも気になるのは、

「あのさ、お前……なんで、そんなに汚れてるんだ？」

「……？」

　春はる亮あきに言われて初めて気付いた、というようにン・イゾイーが自分の身体からだを見下ろす。明らかに汚れていた。スカートには紙くずらしきものがくっついていて、白衣は皺しわくちゃで染しみが浮いている。灰はい色いろ髪がみはいつも以上に跳はねており、その顔かおにも煤すすけたような汚れがついていた。

「まさか、また誰だれかに襲おそわれたとかいうんじゃないでしょうね。あんな騒さわぎはもう御免ですよ」

「我わが発言・否。これは──ただの汚れだという説明を説明します」

「ただの汚れ、なぁ……？　まぁ、誰かに襲われたわけではないのならそれでいいのだが」

　全体的にボロッとした様よう子すのン・イゾイーを眺ながめながら、フィアが首を傾かしげて呟つぶやく。ふと気付けば彼女に怪け訝げんな目を向けているのは自分達だけではなかった。忘れていたが、ここは駅前の商店街にほど近い場所──つまりはそれなりに人通りも多い。ただでさえ目立つ風ふう貌ぼうの少女が不自然に汚れているのだ、人目を惹ひかないはずがなかった。「なにあれ」「裸足だし、ホームレス？」「不法滞在のナントカじゃね？　警けい察さつ呼ぶ？」などという通行人達の会話が聞くともなしに聞こえてくる。フィアとこのはは何かが聞こえるたびにじろりと失礼な通行人達を一ひと睨にらみして彼らを散らせるが、当のン・イゾイー本人がそれらを気にしている様子はなかった。

「我が安心・納なつ得とくしてくれたようで幸いです。ではこれで」

「いや、待て待て！」

　ぺこり、と軽く頭を下げて歩き出そうとしたン・イゾイーをフィアが慌あわてて呼び止める。

「何か？」

「むー……いや、何でもない、ないのだが……お前、家はここから遠いのか」

「我が返答・それなりに。少し歩きます」

「そうか。それは……ぬぅ……」

　どうしたものか、というような困り顔になるフィア。チラチラとン・イゾイーの顔を見ては、何かを言いかけてまた止める。その葛かつ藤とうの間にもまた新たな通行人が無ぶ遠えん慮りよな視し線せんをン・イゾイーに投げかけてくるので、八つ当たりのようにクワッと威い嚇かくして追い払う。それを何回か繰くり返したとき、

「あの～」

「ええい、何だ！　今私は忙しいし、このイナカ女は見せ物では……っと、誰かと思えば」

「わっ、やっぱりフィアちゃん達だー！　どしたの、こんなとこで？」

　そこで声をかけてきたのはサヴェレンティだった。理事長秘書補佐見習いという役やく職しよくである彼女はメイド服を着ていることが多いが、今は私服姿だ。ボーイッシュなパンツルックで、いつものように人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべている。

「あら、サヴェレンティさん……白しら穂ほさんは一いつ緒しよじゃないんですか？」

「ちょっと風か邪ぜ気味で、家にいるよー。今日きようはボク一人ひとりでお買い物」

「マジでか。正月にいろいろ無理させたから、あのせいかもな……帰ったら謝あやまっといてくれ」

「あははー、了解！　で──えーと、この子は？」

　サヴェレンティがそこでン・イゾイーの存在に気付き、ぱちぱちと瞬まばたきをする。ン・イゾイーも彼女の顔に目を遣やり、

「……我わが想起・《王権を果たすサヴエレンテイ・完全パーフエクシヨン・人形ドール》。室長からも世せ界かい橋ばしガブリエルからもその存在を聞いています。既き知ちです」

「あ、思い出した！　そういやボクも理事長や漸音ぜのんさんから聞いてたよ、三学期からうちの生徒になるんだよねっ？　えーと、名前は、ん……ん～……？」

「ン・イゾイーという名を名乗ります」

「だ、だよね、勿もち論ろん覚えてたよ！　ンっちゃんンっちゃん！」

　サヴェレンティが頭を搔かきながら愛あい想そ笑わらいする。どうでもいいがその愛称は最高レベルに呼びにくいと思う。

「ていうか、なんだか汚れてるね？　大丈夫？」

「我が返答・特に問題はありません」

「アリアリだよ！　女の子なんだから身だしなみには気をつけなくちゃー。今日の占うらないでのラッキー行動は《人に優やさしく》だったし、ボクにお任せ！　待ってて、ハンカチハンカチ、っと」

　サヴェレンティがハンカチでン・イゾイーの顔を拭ぬぐい始める。どうやら、その行動が葛かつ藤とうしていたフィアの背中も押したらしい。

「む……サヴェレンティがそうしたいというのであれば仕方ないな。うむ、本当にまったく仕方ないので私も手伝てつだってやろう」

　などという建前的なものを呟つぶやきつつ、フィアもン・イゾイーの白衣をぱたぱたとはたき始める。小さな呆あきれの溜ため息いきをついてこのはもそれに参加した。春はる亮あきも一いつ瞬しゆん手伝おうとしたが、女の子の服やらスカートを引っ張るのはなんとなく男として気が引けた。とりあえず彼女達を見守ることにしておく。

「んー、なかなか落ちないねぇ。ハンカチだと限度が……」

「適当で結構ですという主張を主張します」

　なすがままになっていたン・イゾイーがぼんやりと言うが、サヴェレンティは「そういうわけにもいかないよー」と諦あきらめ悪くその手を動かしていた。しかし結局ン・イゾイーの顔の汚れは落ちない。むー、と口をへの字にしてしばらくその汚れを見つめていたサヴェレンティが、やがて何かを思いついたように顔を上げる。

「そうだ！　ねえねえ、春亮くん達、これから時間ある？」

「え？　まぁ、あると言えばあるけど……この辺あたりに来たのも、暇ひま潰つぶしの散歩がてら、って感じだしな」

「じゃあ丁度いいね！　こないだお買い物してるときにいい場所見つけて、一回入ってみたいって思ってたの。行こうよ！」

「よくわからんが、このままここに突っ立っておっても目立つばかりだしな……私は構わんぞ。で、どこに行くのだ？」

　よくぞ聞いてくれました！　的な気配けはいを漂わせながら、サヴェレンティはそのフィアの問いに胸を張って答えた。

「ズバリ……銭せん湯とうだよ！」
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　まるで時の流れから取り残されているかのような場所だった。とはいっても、さすがに木造だったり蔦つたが這はっていたりはしない。ボロいとまでは言わないが、少しばかり古いことには間違いがない、年季の入ったコンクリート造づくりの建物。小さくもなければ大きくもないその建物の上には、長い煙突がにょっきりと突き出ている。とりたてて目を惹ひくものもない、まさに《昔ながらのただの銭湯》といった風ふ情ぜいだったが、銭湯というものを初めて目まの当たりにする彼女達にとってはやはり全すべてが新しん鮮せんに感じられるものらしい。

　店の前に垂たれ下がる♨の暖の簾れんを見上げながら、おおー、とフィアが感嘆の声を漏もらした。

「これが銭湯か！　テレビで見て知っておったが、本当にあるのだな！」

「なんか懐なつかしいですねえ。昔はもっといっぱいあったんですけど」

「我わが疑問・銭湯とはなんですかという問い。未知です」

「あー、公衆浴場……ってやつだな。お金を払って、みんなで広い風ふ呂ろに入るんだ」

「なるほど。既き知ちになりました」

　こくこくとン・イゾイーが頷うなずく。遠い国からやってきた彼女は、フィアに負けず劣らずこの国の常じよう識しきというものに疎うといのだ。

　そのとき、背後──銭湯の向かいから声がする。見るとそこにはおでんの屋台があり、店主がひょいと顔を覗のぞかせてきていた。

「おお、このはちゃん。みんなで銭湯？」

「あ、おでん屋さん。どうも、お久しぶりです」

　商店街のほうにもたまに来る屋台の人ですよ、とこのはが軽く説明してくれる。本屋でバイトしているときにでも知り合ったのだろう。

「今日きようはここでお仕事なんですか？」

「おうよ！　結構鉄板の商売どころなんだぜ、ここは。風呂上がりにアツアツのおでんでキューっと一杯……最高だろ？　このはちゃん達もよかったら一杯やってってくれや！」

「いえその、わたし達、未成年なんで、きゅーっと一杯とかは……」

　などと愛あい想そ笑わらいしつつ、このはは軽く会え釈しやくしておでん屋さんとの会話を終える。その後で、お風呂上がりのお酒……美お味いしそうなのは確たしかなんですけど、とどこか残念そうに呟つぶやいていたのは聞かなかったことにしておこう。

　そこでフィアと同じくキラキラした目で暖の簾れんを見つめていたサヴェレンティが、ぴょんと跳はねるように一歩を踏み出した。こちらを軽く振り返って、

「というわけで、入ってみない？　タオルとかはレンタルできるんでしょ？」

「まぁ……いいんじゃないか。このはは？」

「そうですねぇ。暇ひまだ暇だ言ってた誰だれかさんもなんだか満足してくれそうな気配けはいですし。銭せん湯とうでまったりして冬休みを終えるってのもアリかもしれませんね」

「何だ、私の話か？　そうだな、こんな未み体たい験けんイベントなら文句はないぞ。それに、ここならこいつの汚れを落とすこともできるだろうからな。別にこのイナカ女と慣なれ合う気はないが──アレだ、道みち端ばたで見つけた野の良ら猫ねこがあまりに汚れていたので風ふ呂ろで洗ってやった、的な意味合いだ！　うむ、では行くぞ野良猫よ！」

「……？　自分は猫パルキではありませんという主張を主張──」

「いいからいいから。ゴーゴー！」

　首を傾かしげるン・イゾイーの背中をぐいぐいと押しながら、フィア達が暖簾を潜くぐって銭湯に入っていく。春はる亮あきとこのはも遅れて続いた。

　ガラス戸を開あけた瞬しゆん間かん、石せつ鹼けんのいい匂においが鼻び腔こうに届いてくる。入ってすぐの場所はロビーのようなくつろぎスペースになっていた。三た和た土きで靴を脱いでそこに上がる。

　ロビーはそれなりに広く、自じ販はん機きに椅い子すにテーブル、コインで動くマッサージチェアなどが適当に配置されていた。休きゆう憩けい用ようの椅子やマッサージチェアのあたりには何人かの客がおり、それぞれ思い思いにくつろいだ様よう子すを見せている。

「なあなあ春亮、ウワサに聞くアレはどこだアレは!?」

「アレって何だよ？」

「コーヒー牛乳とかフルーツ牛乳とかに決まっておるだろ！　この世で一番美う味まい飲み物らしいではないか！」

「気が早すぎる！　ありゃ風呂上がりに飲んでこそだ！」

　興きよう味み津しん々しんの様子で店内を見回しているのはフィアだけでなく、サヴェレンティやン・イゾイーも同じだった。

「わー、いいねぇ、なんか落ち着くー。みんなでお風呂、楽しみだねっ」

「わざわざ代金を払って他人と湯ゆ浴あみをする……いささか不可解です。商売として成り立つのかという疑問を疑問に思います。夏はどうするのでしょう──皆で川に入って水浴びをすればいい話だと思うのですが」

　ロビーの奥には二つの通路があり、その入り口にはそれぞれ赤と青の暖の簾れんがかけられている。その通路の奥に脱衣所へのドアがあるのだろう。二本の通路の間にある凸とつ部分の先端、赤青の暖簾に挟はさまれた場所にはカウンターのようなものがあった。そこには椅い子すに座った老ろう婆ばの置物が──もとい、皺しわくちゃのおばあちゃんがぴくりとも動かずに椅子に座っている。

「あのー……男一人ひとり、女四人、なんですけど……もしもし？」

　置物は無言だった。目は閉じているのか開いているのかもわからない。口元がたまにむにゃむにゃ動くのが見えたからよかったが、そうでなければぶっちゃけ死んでいるのではないかと本気で疑うところだった。

　耳が遠くて目も悪いおばあちゃんが店番でどう商売をやっているのか──と思いきや、カウンターをよく見れば疑問はすぐに解けた。カウンターの上にはミニ賽さい銭せん箱ばこのようなものがあり、それには入浴料とレンタルタオル代の書かれた料金表が貼はりつけられている。

「セルフサービスみたいなもんか……？　平和な店だなー」

　などと呟つぶやきつつ、春はる亮あきは人数分の入浴料とタオル代を計算して料金箱に入れる。それからカウンター横の棚たなに積つまれていた清せい潔けつなバスタオルをゲットし、準備は完了。

「じゃあ、とりあえず入るか。せっかくだし時間は気にせずのんびりしようぜ」

「うむ。いや待て春亮、一応言っておくが……覗のぞくなよ。ここはハレンチ小僧のハレンチ特性が最大限に発揮できる場所とみた！」

「そうですねー。それはつまり、春亮くんのふしだらを防止したりおしおきをしたりするのも最大限にやらなくちゃいけないってことですよね。もしものときには、いろいろ覚悟しておいたほうがいいかもしれせんよー？」

　フィアがキッと警けい戒かいの視し線せんをこちらに向け、このははにこやかに恐ろしい笑顔えがおを浮かべる。

「覗かねえよ！　まったく……じゃ、俺おれはこっちだから。フィア、あんまり騒さわいだりすんなよ。他ほかのお客さんもいるんだ」

「わかっておるわい、馬ば鹿かにするな！　呪のろうぞ！」

　ン・イゾイーのことは彼女達に任せておけば大丈夫だろう。自分は自分でのんびりさせてもらうことにするか、と春亮は男湯の暖簾を潜くぐる。

　フィア達と別れる瞬しゆん間かんに見えたのは、「あ、そっか。そういうことになっちゃうのかー……」とか呟きながら首を傾かしげているサヴェレンティの姿だったが──言葉の意味がよくわからなかったので、特に気にはしなかった。
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　レンタルしたタオルを片手に、赤い暖簾を潜ってフィアは女湯の脱衣所に入る。さらに石せつ鹼けんの匂においが強くなった。清せい潔けつ感かんと清せい涼りよう感かんのある、どこか懐なつかしい匂い。それだけで気分がうきうきしてくる。

　脱衣所には何があるのだろう、と周囲を見回す。籐とうの籠かごが並べられた棚たな、大きな鏡かがみつきの洗面台、扇せん風ぷう機き、ドライヤー、紙コップと給水機。隅すみの小さなドアはトイレだろう。

「ふむふむ、なるほど……このカゴに脱いだものを入れるわけだな」

「散らかしたらダメですよ。他ほかの人だって使うんですから」

「ええい、ハレンチ小僧といいお前といい、私ばっかり注意しおって！　今はもっとジョーシキ知らずな奴やつがおるではないか、そいつのほうを注意しろ！」

　まったく喧やかましい女だ、とぷんすかしつつフィアは服を脱いでいく。

「ここに荷物を置くのですか、という問いを問います」

「そうですよ。言うまでもないですが、タオル以外のものは持って入れません。物ぶつ騒そうなものは置いておくように。あなたが何かをしてこない限りはわたし達も平和的に接するつもりです」

「……受じゆ諾だく。そちらと敵対するつもりはまったくありません」

　こくんと頷うなずき、ン・イゾイーは抱えていた布ぬの袋ぶくろをカゴの一つに押し込んだ。そして服を脱いでいく。まずはヘソ出し白衣のボタンをぷちぷちと外す。この寒いのに上半身はそれ一枚だったのか、白衣の下に押し込められていた褐かつ色しよくの膨ふくらみがぷるるるんと現れた。それと同時にこのはも服を脱ぎ出しており、こちらもブラジャーのホックを外すとぷるるんぷるるんと──

「おのれ、淑しゆく乳にゆう同盟に喧けん嘩かを売っておるな、そこの二人ふたり！　物騒なものといえばそれが一番物騒だ、物騒すぎる！　置いてけ、私が預かっておく！　もしくは……ええと、もげろ！」

「？」

「あの子の言うことは気にしないでいいですよ。持たざる者の僻ひがみです」

　などというやりとりで敵対勢力の幹部達は軽くこちらをスルー。腹立たしい。

　次にン・イゾイーは身を屈かがめ、左足の指に巻いていたゴム弓を外はずして纏まとめる。民族衣い装しよう的てきなスカートを脱ぎ、長い褐色の脚きやく線せん美びを露あらわにする。スカートを適当にカゴに入れると、その内部のホルダーに入っているであろう矢だかナイフだかが硬質な音を立てた。そして最後に、ひどく布が小さく尻しりに食い込んでいる形状の下着をするすると下ろして足を抜き、脱衣完了。

　ほぼ同時にフィアも服を脱ぎ終えて、

「で、あそこのガラス戸の向こうが風ふ呂ろ場ばだな……おや？　サヴェレンティ、どうした？」

　見るとサヴェレンティはまだ服を脱いでいなかった。何かを迷っているような様よう子すでもじもじしている。だがこちらの問いで彼女は何かを決めたらしい。えへへと笑って、

「えーと、ボク、ちょっと用事思い出しちゃった！」

「トイレか？　ならばそこのドアがそうだと思うが……」

「いや、トイレじゃない、けど──とにかく、ボクのことは気にしないで先に入ってて！　ごめんねっ」

「ふむ……まぁよいか。では、とりあえず先に入っておくぞ」

　サヴェレンティを残し、フィアはがらりとガラス戸を滑らせて浴場に入った。立ち込める熱ねつ気きと湯ゆ気げ。ぴたぴたという自分の足音が心地ここち好よい。

「おお──テレビで見た通りだ、これぞまさに銭せん湯とう！　広いし、シャワーがたくさんだし、あのタイルの絵も綺き麗れいだし、しかも貸し切りだ！」

「騒さわいだらダメですってば！　後で人が入ってくるかもしれませんし、大きな声出したら男湯にまで声が聞こえちゃったりしますから！」

　このはの言葉を耳に素通りさせつつ、フィアはさらに浴場を歩く。山型に積つまれた桶おけと風ふ呂ろ椅い子す。シャワーの一つ一つに鏡かがみがついているのはなぜだろう。ううむ、興きよう味み深ぶかい──と思っていたとき、脱衣所のほうから「ひゃわー!?」という声とけたたましい音がした。またサヴェレンティがいつものドジを発揮して何もないところで転んだのだろう。何の用事があるのか知らないが、あいつも早く来ればいいのに。

「よし。では早速、この広い湯ゆ船ぶねの浸つかり心地を確たしかめ──」

「待ちなさい、まずはかけ湯です！　他ほかにもタオルはお湯に浸けてはいけないとか、いろいろ教えることはありますよ。一いつ緒しよに入る以上、わたしが銭湯マナーをきっちり教授してあげます。反抗は許しません……！」

「むー。メンドクサイ女だ」

「マナーだから守らなくちゃダメなんです！　あなたも──って、どうしました？」

　ン・イゾイーも最初は物珍しそうに周囲を見回していたが、今はじっと広い湯船を見つめて動きを止めていた。何かを警けい戒かいしているような視し線せん。彼女はその距きよ離りを保ったまま、それ以上湯船に近付こうとはしない。どうしたのだろう、とフィアが思ったとき、その口が動いた。

「これが、銭湯……あそこの池のような場所に浸かるのですか。湯気の立つ広い池──故郷にあるシカキニラの洞どう穴けつを思い出します」

「あら、あなたの故郷には温泉があったんですか？　いいですね」

「我わが返答・よいとは思えませんという断言」

「どうしてですか？」

　ン・イゾイーは警戒の視線を湯船に向けたまま、大おお真ま面じ目めな顔で答えた。

「……そこに近付くと死ぬと言われていました。たまに毒の空気が湧わくのです」
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　広い湯船に肩まで浸かり、ほふぅー、と春はる亮あきは息を吐はく。肌を刺し激げきする熱あつめの湯が心地好い。

「銭湯って久しぶりに来たけど……あー。やっぱ、落ち着くなぁ……」

　男湯には春亮以外の客はおらず、完全な貸し切り状態になっている。いろいろ偶然が重なって来ることになっただけなのに、これほどくつろげるとは。サヴェレンティとン・イゾイーに感かん謝しやしたほうがいいのかもしれないな、と春はる亮あきは思った。

　そんなとき、女湯のほうから声が聞こえてきた。騒さわがないようにとは言ったが、この銭せん湯とうは昔ながらの構造──男湯と女湯を仕切る壁かべの上部が空あいた造つくりになっている。声くらいは聞こえてきて当然だろう。というか聞こえてきたこのはの台詞せりふが「だ、大丈夫です！　死にませんから！」だったのが謎なぞすぎて気になる。女湯で何が起こっているのだろう。

　そこでカラカラと男湯のガラス戸が開いたのに気がついた。どうやら新しいお客さんが入ってきたらしい。女湯の声に聞き耳を立てていると誤解されては困るので、春亮は仕切りに向けていた視し線せんを戻して目を閉じた。じっくりとお湯の温度を味わう。

　新しい客がシャワーを使う音。桶おけにお湯を溜ためる音。それから春亮が浸つかっている湯ゆ船ぶねにとぷんと新しい波が立って、

「うわ、あっつーい。じんじんするよー」

「慣なれたら大丈夫になるって。むしろこんくらい熱あつくないと銭湯に来たって気がしないと思うぞ。日本人は熱い湯好きだからなー」

「そうなんだ。じゃあボクも我が慢まんして……うー……あ、ちょっと慣なれてきたかも。うん、あったまるー」

「たまたま入ったところだけどなかなかいい湯だよな──ってオイ!?」

　強烈な違和感が唐とう突とつに脳を貫く。あまりに自然な流れだったのでスルーしていたが、これは絶対にスルーしていい事態ではない。春亮はクワッと目を開いて隣となりでお湯に浸かっているもう一人ひとりの客の姿を確かく認にんしようとしていや待て確認するのもまずいのではないかと速攻でまた目を閉じようと──

「あははー、だいじょぶだよ春亮くん。ボク、脱衣所で男の子モードになってきたから」

「……あ」

　恐る恐る、その姿を確認してみる。隣にいる客は間違いなくサヴェレンティだ。だが──髪はさっきまでより微妙に短くなっていて、胸の膨ふくらみもなくなっていて、下半身は……お湯の中なので、どうなっているのかよく見えなかった。大丈夫なのだろう、多た分ぶん。

「そ、そっか。あんまり見ないから忘れてたけど、そっちのモードもあったっけ」

《王権を果たすサヴエレンテイ・完全パーフエクシヨン・人形ドール》は所有者と恋をする。そのために作られた人形だ。そして恋をするのは男であり女である──その役割を完かん璧ぺきに果たす人形であることを求められたサヴェレンティは、所有者がどちらの性別であっても対応できるよう、男女両方の身体的特徴を制御できる機き能のうを具そなえているのだった。

「うーん、家だと結構男の子モードにもなってるんだけどね。やっぱり白しら穂ほと」

「いや待て、なんかそれ以上聞いたらまずい気がする！　その話ストップ！」

　そう？　とサヴェレンティは怪け訝げんに首を傾かしげた。名前が出て気付いたが、白穂──サヴェレンティの恋人である彼女に今の状況を知られたらどうなるのだろう、と春はる亮あきは考えてぞっとした。「サヴェレンティと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったですって!?　よっぽど命を捨てたかったみたいね、人間！」とかひどいことになりそうな気がする。男モードだったからといって見み逃のがしてくれるとは思えない……もう一緒に入ってしまっている以上、今いま更さらどうにもできないのだが。

　ともあれ、今のサヴェレンティは確たしかに男だ。しかし……普段ふだんは基本的に女性体だし、声もほとんど変わっていないし、そのイメージのせいかなんとなく居い心地ごこちの悪い感覚がある。できるだけサヴェレンティのほうを見ないようにしながら、

「それより──ええと、なんでいきなりこっちに？　いや、別にこっちに来たのが悪いってことじゃないんだが。なんとなく、お前はフィア達と一緒に入って遊ぶようなイメージが」

「最初はそうするつもりだったんだけどね。ほら、ボクがあっちに行ったら春亮くんが一人ひとりで男湯に入ることになっちゃうじゃない？　それもちょっと寂さびしいかなー、と思って……その、ひょっとして、迷めい惑わくだった……かな？」

　ちら、と上うわ目め遣づかいの視し線せん。顔立ちは基本的に女性体時と同じなので、何やらドキリとした。

「い、いや、言っただろ、別に全然悪くない。むしろ礼を言うべき……だよな、うん。やっぱり一人でこれだけの大きさの風呂は勿もつ体たいなかったり寂しかったりで、だな」

「そうなんだ、よかったー。今日きようのラッキー行動、《人に優やさしく》をまた達成できたよっ、とか言っちゃったり。えへへ」

　はにかんだ笑顔えがおにまたドキリ。いや落ち着け、今のサヴェレンティは男だ。ドキリとする要素は皆かい無む。冷静になれ自分。

　きっとサヴェレンティのことを見ているからいけないのだ。見ないようにすれば大丈夫に違いない。熱あつい湯だけに意い識しきを集中させながら、春亮は修しゆ行ぎよう僧そうのような心持ちで目を閉じる。すると吞気のんきなサヴェレンティの声だけが耳に届くようになり、

「はふー。こんないっぱいのお湯に入ってると、誰だれかにぎゅっと抱きしめられてるような感じがするねぇ」

「お、おう……」

　脳のう味み噌そが上う手まく働かない。止やめてくれ、あんまり甘い声を出さないでくれ。

「熱いのも慣なれてきたし。身体からだがじんじんして、奥のほうから気持ちよくなってくるよぅ……」

「そ……そう、だな」

「ああ、ボク、蕩とろけちゃう……もう、ダメかも。はぁん……気持ち、いい……」

　まずい。目を閉じたことでより想像力がおかしな方向に行ってしまう。やっぱり少しは目を開あけておいたほうがいいのか、と微かすかに瞼まぶたを持ち上げてみる。と──

　──たゆゆん。

「!?」

　慌あわてて再度目を閉じる。一いつ瞬しゆん、おかしなものが見えた。いや幻げん覚かくだ。変な声を聞いていたせいで脳の回路がおかしくなっているのだ。そうに決まっている。だからほら、もう一度目を開あけてみれば今度こそ──

「う～ん、と。銭せん湯とう、サイコ～」

　気持ちよさそうにサヴェレンティが伸びをする。その胸元で微かすかな波が立った。たゆゆんぷるるんと立った。

「幻げん覚かくじゃねぇーっ!?　ちょっと待てお前、出てる、なんか飛び出てるぞっ!?」

「ん？　どしたの？」

「だから──む、胸が出てるんだよっ！」

　大おお慌あわてで春はる亮あきは身体からだを回し、彼女に背中を向けた。湯ゆ気げやら何やらのせいで完全には見えなかったが、間違いない。今確たしかに、湯ゆ船ぶねの上に二つの膨ふくらみが浮かんでいた。つるつるの曲きよく線せんが雫しずくを滑らせていた。なぜだ。
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「へ？　……あ、ホントだー。えへへ、ごめんね。あまりに気持ちよくて気を抜いてたから、思わずぽんって出ちゃったみたいで──」

「いや説明はいいから、早くなんとか！」

「ええと、下は……あ、男の子のままだから大丈夫だね。じゃあこっちだけ、んしょ、んしょっと……」

　サヴェレンティが何かを行い、ちゃぷちゃぷと湯船に波が立つ。胸を引っ込めるにはちょっと物理的に刺し激げきしなくてはならない、とか以前に言っていたような気がする。なのでおそらく揉も──駄だ目めだ考えるな。

「だ、だいぶ温まったし身体からだを洗ってくるよ。お前はゆっくりしといてくれ」

　いろんな意味でのぼせてしまいそうだったので、春はる亮あきは逃げるように湯船を出た。
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　このような場所に来たことはなかった。

《未知》の場所だ。

　ならば既き知ちにしなくてはならない。

　ン・イゾイーはぼんやりと女湯の中を見回す。その中にもいくつもの細こまやかな未知があった。シャワーの使い方などはさすがにわかるが、今までに使ったことがあるものとは形状が違うような気もする。同じ使い方で大丈夫なのだろうか。置いてある石せつ鹼けん液えきは誰だれのものなのだろう。忘れ物か。でなければ代金を払う必要はあるのか。

「おい、ウシチチ……見ろ、あのキョロキョロっぷりを」

「やれやれ、いろいろ教えなければいけないのはあの子もでしたね……仕方ありません。あなた、とりあえずここに座ってください。湯ゆ船ぶねに浸つかる前に汚れを落としましょう」

　村むら正まさが息を吐はきながら、シャワーの前に一つの小さな椅い子すをセットした。隣となりにもう一つの椅子を用意してそこに座り、手招きをしてくる。大人おとなしく従った。シャワーの下にある鏡かがみが自分の身体を映し出してくる。部族の戦士としては華きや奢しやな身体。

「で、こっちがシャンプー、こっちがボディソープです。髪洗い用と身体洗い用ですね」

「我わが疑問・自由に使ってよいのですか」

「平気ですよ。サービスっていうか、入浴料に入ってるんでしょう」

　なるほど。既知になった。鏡かがみを見ると確たしかに顔が油で汚れていたので、まずは身体洗い用の石鹼液でそれを落とすことにする……落ちた。次は身体を洗う。最近重くなってきた胸を両手で洗っていると、左隣に座った箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブがじーっとこちらを見ていることに気付いた。

「……何か？」

「気にするな。ウシチチに貴き様さま、敵対勢力の奴やつらがその兵器の手入れをするのを初めて見たのだ。敵情視察くらいさせろ……そうか、下に手を潜もぐり込ませて裏側までも洗う必要が……むぅー。ふん、まったく面めん倒どうなことだな！　やはりそれは邪じや魔まなだけの無用の長物、そんな兵器は一刻も早く廃はい棄きすべきだと私は主張する！　軍ぐん縮しゆく！　軍縮！」

「兵器……軍縮……？」

「気にしないでいいですってば」

「いやウシチチ、貴様こそがもっとも気にするべきだ。何だお前、そのワザは！　片手で持ち上げながら片手で裏を洗うとか……信じられん、なんという面めん倒どうなメンテナンス！　これはどう考えても私のようなコンパクトサイズのほうが優すぐれていると言わざるを得んな！」

「そっちが優れているかどうかはさておき、洗うのが面倒なのは確たしかですね。重いですし」

「く、その余裕がさらにむかつく……！」

　仲がよいのか悪いのかよくわからない。そもそも何を話しているのかがよくわからない。この世にはまだ未知がいっぱいだ。

　そうこうしているうちに身体からだを洗い終えたので、次は頭を洗う。そして石せつ鹼けん液えきを洗い流すべくシャワーのボタンを押したが、

「……？」

「む、止まってしまったぞ。なんだ、壊こわれておるのか」

　首を傾かしげていたのは自分だけではなく、銀ぎん髪ぱつを泡だらけにした隣となりの少女も同じだった。

「銭せん湯とうのシャワーはちょっと経たったら自動で止まるようになってるんですよ。お湯の無む駄だ遣づかいできないようにってことでしょうね」

「む、それは少しばかり面倒だな。いちいち押し直さんといかんのか」

　軽く口を尖とがらせていた箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブが、ふとこちらに視し線せんを向けてくる。

「仕方ない、分業制といこう。おいお前、ボタンを連打しておけ。洗い流すのは私がやってやるわい……その代わりに、私の髪を洗い流すのはお前がやるのだぞ！」

「受じゆ諾だく」

　かっしゃかっしゃとシャワーのボタンを押す。シャワーのホースを握った銀髪の少女が後ろに回り、こちらの髪を片手でまさぐり始めた。ほどよい温度の湯。小さな手が適度な力加減でこちらの髪を搔かき回してくる。正直──心地ここち好よかった。

　それから立場を交替し、自分が箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブの髪を流す係に。困った。誰だれかの髪や身体を洗ったことなどないので力加減がわからない。

「にょっ。ちょっと強いぞ、そんなにごしごしするな。いや、それだと弱すぎる」

「慣なれていないのですみませんという謝しや罪ざいを謝罪します」

　力加減に四苦八苦しているうちに終わってしまった。初めてだったので仕方ないのかもしれないが、次はもっと上う手まくやりたいものだと思う。次があるかどうかはさておき。

「ふう、っと。そっちも綺き麗れいになりましたね。じゃあ湯ゆ船ぶねに浸つかりましょうか。ここでの注意点は、タオルを湯船に浸けないようにということと──」

「いよいよだな！　よーし、誰もおらんし、せっかく広いのだし、私の華か麗れいなる泳……」

「当然、泳いでもいけません。そんなことをするのは世間知らずで常じよう識しき知らずのオコサマだけです」

「……ではなく、華麗なるオトナの入浴を見せてやろう。私の芸術的なくつろぎっぷりに恐れ戦おののくがいい！」

　湯ゆ船ぶねに浸つかる。身体からだが痺しびれるほど熱あつい。だが我が慢まんできないわけではなかった。身体が慣なれてくると、逆にその熱さが筋肉に沁しみ込んでくるような感覚を覚える。

「はぁ……」

　思わず、吐と息いきが漏もれた。これが銭せん湯とう。こんなに気持ちいいものだったのか。素す晴ばらしい。何より毒の空気が出ないのがいい。

　だがこれは自分が慣れていないからなのかもしれない。彼女達も同じように気持ちよくなっているのだろうか、と二人ふたりの様よう子すを窺うかがってみる。すると──

「……」「……」

　おかしなことに、二人は顔を険けわしくしていた。どうしたのだろう。熱さが我慢ならないのか。いや──二人の視し線せんは同じ方向を向いている。どうやらそちらから聞こえてくる音が険しい表情の原因らしい。ン・イゾイーも耳を澄すませてみる。

　そして仕切り壁かべの向こうから小さく聞こえてきたのは、

「あっ……春はる亮あきくん、上じよう手ず……気持ちいい、よぉ……」

　などという、中性的な誰だれかの声だった。
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「お、おかしな声出すなって」

「だって、しょうがないよ。気持ちいいんだもん……」

　どうしてこんなことになっているのか。眼がん前ぜんにはサヴェレンティの背中がある。

　湯船から脱出して身体を洗おうとした。サヴェレンティも追ってきた。日ひ頃ごろお世話になっているお礼と言われて強引に背中を流された。ならばこうするしかないではないか。背中を流されてお返しをしないのは何にせよ失礼すぎる。

　サヴェレンティのおかしな声を脳内から追い出し、春亮は無心で手を動かす。滑なめらかな肌にボディソープを塗ぬりつけ、優やさしく擦こすっていく。白く小さな背中。華きや奢しやな肩。後ろ髪の張りついたうなじがなぜか色っぽい。男の子モードのはずなのに、どうしてこんなに綺き麗れいな後ろ姿になっているのだろう。

「春亮くん、もっと強くやっても大丈夫だよ？　あと、もうちょっと下もお願ねがいできるかなー」

「し、下、と言われても」

　彼の背中に向けていた視線を僅わずかに下げる。そこには、ああ、椅い子すに座っているせいで柔らかく潰つぶれたお尻しりがあって、いや男だから別に気にすることはないのであって──

　そのとき。

「こらー！　ハレンチ小僧め、何をやっているのだ！　呪のろうぞ！」

「うおおっ!?」

　突然の怒ど声せいに背筋が跳はねる。椅い子すに座ったまま背後を振り返ると、女湯との仕切りの上からフィアが悪あつ鬼きのような顔を覗のぞかせていた。ジャンプして縁ふちに摑つかまったのだろう。そしてその隣となりから、さらにこのはがもじもじした様よう子すで顔を出すが──

　男湯の様子を確かく認にんするなり、一いつ瞬しゆんで笑顔えがおになった。背筋が震ふるえる笑顔に。

「最大限のおしおき……望んでたみたいですね、春はる亮あきくん？」

「待て、これは違うぞ！　マジで違う！」

「あ、フィアちゃん達だー。ごめんね、こっちに入っちゃってるよー」

「入っちゃってるよー、ではないわい！　サヴェレンティ、何を考えておるのだ！」

「わ！　フィアさん、ちょっ……！」

　フィアがさらに上半身を持ち上げて身を乗り出し、このはが慌あわてて片腕を横に伸ばしてその胸をこちらの視し線せんからブロック。ふう、とこのはが息を吐はくのと同時、

「大丈夫、今は男の子モードだから！　ほら！」

「そいやー！」

　今度はサヴェレンティが立ち上がってくるりと仕切りのほうを向いた。反射的に春亮も腕を横に伸ばし、フィア達の視線からサヴェレンティの下半身をブロック。ふう、と春亮も息を吐いた。男女両方の姿になれる本人的にはフィア達に見られてもどうということはないのだろうが、やはり教育上いろいろとまずい気がする。

　危険な仁に王おう立だちを見せるサヴェレンティに、フィアが僅わずかに頰ほおを赤くする。が、

「た、確たしかにムネはないが……いや、いくら男モードでも許されないことがある！　とにかく駄だ目めだ、駄目なのだ！　お前はこっち！」

「そうですよ！　春亮くんと二人ふたりでお風ふ呂ろに入るなんて、そんなうらやまし……じゃなくて、いったい何やってたんですか！　ヘンな声が聞こえてましたよ！」

「あは、普通に背中の流しっこしてただけだよー。新年になったし、日ひ頃ごろのお礼とか、これからもよろしくね、みたいなこと改めて春亮くんに伝えたくて……で、せっかく銭せん湯とうにいるんだし、やっぱり背中の流しっこしながらが一番かな、と思って」

「そ、それはそうかもしれませんが……」

　そう言えば、サヴェレンティが背中を流してくれたときにそんなことを言っていたような気がする。記き憶おくにはその言葉よりも柔らかい手の感触のほうが強く残ってしまっているのだが。

　そんなとき、唐とう突とつに背後から声が聞こえた。距きよ離りはひどく近い。

「──我わが理解・これからよろしく、ということを伝える手段の発見。それが一番というのであれば是ぜ非ひ自分もやるべきだという判断を判断します。背中の流しっこというものを」

「なっ？」

　とん、と背中に何かが触れた。ン・イゾイーだ。ン・イゾイーの……これは、きっと、足だ。絶妙の力加減で、彼女の足が春亮の背中をなぞる。なぜここにいるのだ。仕切りを飛び越えてきたのか。

「手の力加減がわからなくとも、足ならば大丈夫なのではないかという思考を思考します。マッサージと似たようなものです」

「お、おい？」

「我わが要求・振り向かないでくださいという懇こん願がん。さすがに、全裸なので……恥はずかしいです」

　珍しく、言葉通りに恥ずかしそうな声こわ音ねだった。いつも足とかヘソとか丸出しのこいつにもやっぱり羞しゆう恥ち心しんはあったのか──とか考えている場合ではない。

　言われるまでもなかった。振り向けない。絶対に振り向いてはならない。きっと彼女はすぐ後ろに立っていて、足で背中を擦こすっているということは足を持ち上げていて、つまりは──振り向いただけで、間違いなくとんでもないものが見えてしまう。

「う、ウシチチー！」

「ふ──ふしだらブロッカー（銭せん湯とう編へん）！」

「目がッ!?」

　このはが腕を振った瞬しゆん間かん、そこから飛んできたボディソープの液が春はる亮あきの目を直ちよく撃げきして視力を奪うばう。続いてどたばたという音──涙で滲にじむ視界の中、肌はだ色いろの物体が二つほど仕切りから飛び降りてきたような気がしたが、当然のようによく見えない。

「あぶなっ！　反射的にカウンター蹴げりとか止やめなさい、あなたのためですから大人おとなしく！」

「……失礼しました。凄すさまじい殺さつ気きを感じたもので──それで、なぜ自分は荷物のように肩に担がれているのでしょう」

「わわ、なになにーっ!?」

「サヴェレンティ確かく保ほ！　そして離り脱だつー！」

　強くタイルを蹴る音。どぼんと湯ゆ船ぶねの中に着地する音。

「いつつ。いったい、何が……？」

　春亮が目の洗剤を洗い流し、視界を取り戻したときにはもう、男湯には誰だれの姿もない。ただ女湯のほうから、フィアとこのはがぎゃあぎゃあとサヴェレンティ達に説教をしている声が聞こえてくるだけだった。

　助かった、とは思わなかった。きっと自分に対しては、風ふ呂ろから出た後で、今聞こえているものより数百倍もキツイ説教（おそらく肉体ダメージつき）が行われるのだろうから。

　それからほどなくして、サヴェレンティがよいしょよいしょと仕切りを乗り越えて帰ってくる。依然として男モードではあったが、このはか誰かがやったのか、その身体からだにはタオルが巻かれていた。腰だけでなく、平坦な胸にもだ。本当は男湯に帰したくないが服がそちらにあるから仕方がない、だからせめてこれくらいは、という苦肉の策なのだろう。さっきの飛び出し事件のことがあるのでやりすぎだとも言えない。

「あうー。すごく怒られたよぅ……」

「同情したいところだけど、未来の自分のことを考えるととてもそんな余裕はねえよ。とりあえず、もっかい身体からだを流すか。ゆっくり心を落ち着かせてから上がろう……」
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　こってりと絞しぼったサヴェレンティを男湯に返す。服があちらの脱衣所にあるから仕方がない。向こうに先に出られて逃げられると困るので、フィア達は早めに女湯を出ることにする。

「ふぃー。いい湯ではあったが、それ以外のところで疲れたような気がするぞ」

「まったくですよ。なんというふしだらな……」

「我わが謝しや罪ざい・失礼しました。上が空あいているのだから、あちらに移動することも許されているのだろう、と思ったもので」

「普通の人はあそこを一跳びで跳び越えたりできませんから！」

　などと話しながらガラス戸を開けて脱衣所に入る。その瞬しゆん間かん、脱衣所からロビーのほうに出ていく長い髪の背中が見えた。騒さわいでいたから入るのを躊躇ためらったのだろうか。悪いことをしたかもしれんな、と考えながらフィアは身体を拭ふく。そして脱いだ服を入れていた籠かごに歩み寄り、再び服を着ようとしたところで──

　隣となりの籠をまさぐっていたン・イゾイーが、不自然に動きを止めたのを見る。愕がく然ぜんとした表情で籠の中を凝ぎよう視ししていた。

「どうした？」

「……ヌポワがありません……！」

　フィアは首を傾かしげる。日本語にまだ不ふ慣なれらしいこのイナカ女がおかしな部族語を使うのはいつものことだが。

「ヌポワとは何のことだ。何にせよそのカゴに入れておったのならなくなるはずがあるまい、よく捜してみれば──おや？」

　もう一度、首を傾げる。背伸びして自分の籠の中を覗のぞき込み、服を何度も搔かき回し、目当てのものが見当たらないのを確かく認にん。ない。本当にない。一番に身に着けるべきアレがない。そしてそれはどうやらこのはも同じだったらしく、

「……!?　ちょ、なんで、なんでないんですか!?　確たしかに入れておいたのに──」

「ウシチチ、お前もか！」

「ヌポワが……どこに……」

「その様よう子すからすると、フィアさん達も……？」

「おう。由ゆ々ゆしき事態だ、これは由々しき事態だぞ」

　フィアはこのはと視し線せんを合わせ、すっと瞳ひとみを細める。大問題だ。これはひどく単純だが、絶対に看過できない大問題だ。そう、一言で言えば、

「──パンツがなくなっておる」
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　春はる亮あきとサヴェレンティは嘆息しながら男湯を出た。これからの説教を考えると気が重い。

　脱衣所で身体からだを拭ふき、脱いだ服を再度着込んでいく。サヴェレンティも自分の籠かごに手を伸ばすが、そこで彼は「……あ」と何かを思い出したように顔を上げていた。何か忘れ物でもしたのだろうか。

　どうしたんだ、と春はる亮あきが聞こうとした丁度そのとき、脱衣所内にあるトイレのドアが開いて一人ひとりの男性が姿を見せた。スリムなズボンとシャツを着た二十歳ほどの小柄な青年だ。春亮達が風ふ呂ろ場ばにいる間に入ってきていたのだろう。

　春亮が軽く会え釈しやくをすると、彼も会釈を返してきて、

「あの……一つ聞きたいんだけど、このお店、料りよう金きん箱ばこにお金を入れるってシステムでいいのかな？　僕、この銭せん湯とうに来たの初めてで……あの店員のおばあちゃん、何を話しても無反応だから困ってさ」

「あー、俺おれ達も初めてで困ったんですけど……大丈夫なんじゃないすかね？　というかそうする以外の手が見つからない、みたいな」

「そっか。しょうがないね。間違ってたら今度来たときに謝あやまろう」

　と、青年がぽりぽりと頭を搔かいたときだった。がらりと男湯とロビーを繫つなぐ戸が開かれ、

「緊きん急きゆう事態だ！　全員集合ー！」

「のわぁ!?　こらフィア、ここは男湯だぞ！　開あけんな！」

「そんなことを言っている場合ではないのだ、この銭湯内にいる人間全員に命令する、とにかく早くロビーに集まれ！」

「全員って……僕も？　これから入るとこなんだけど」

「む……男か。いや、一応来い」

「お前なー、他ほかのお客さんにまで迷めい惑わくかけるなって。すいません、気にしないで入っても──」

「ハレンチ小僧め、これは本当に！　本当に緊急事態なのだぞ！　一刻も早く解決せねばならん事件が起こったのだ！」

「事件って？」

　うむ、と頷うなずいたフィアは腕組みで大きく胸を反そらし──だがすぐに、はっと何かを思い出した様よう子すでスカートを押さえる。それから、恥はずかしそうな、同時にひどく怒っているような顔で春亮を睨にらんで言った。

「簡かん単たんに言えば……下着ドロだ。私やウシチチ、イナカ女の下着が全すべて盗まれた」




　フィア達の号令で、銭せん湯とうにいた他ほかの客全員がロビーに集められる。その数は六人。さっき男湯で出会った青年、強こわ面もての男とその知り合いらしき派は手でな中年女性、仏ぶつ頂ちよう面づらで携帯を弄いじっている女子高校生、「ったく、何なのよ」「ホント、バイトに遅れちゃうじゃん」などと話しながらコンパクトを使って化け粧しようをしている女子大生らしき二人ふたり組ぐみ。春はる亮あき達がこの銭湯に入ったときに、マッサージチェアや休きゆう憩けい用ようの椅い子すには確たしかに何人かの客がいた。だがどんな人間がいたのかまではさすがに覚えていない。おばあちゃん店員は相変わらずむにゃむにゃと口元を動かしているだけで、いかなる証言も取れそうにないのでそのまま椅子に座っていただいている。いないものとして扱っても差し支えはあるまい。

　銭湯の外に出ていたこのはが、厳きびしい表情で戻ってきた。

「ずっとこの銭湯の前にいたおでん屋さんに聞いてきました。わたし達がここに入ってから、銭湯から出た人はいないそうです」

「なるほど。ならばやはり、犯人はこの中にいる、ということだな！」

　大きく頷うなずくフィア。サヴェレンティはなぜか居い心地ごこち悪そうにもじもじとしていた。そしてン・イゾイーは、

「ヌポワを盗むとは許せません。我わが意・相応の報むくいを受けさせます……！」

　ギラリ、と戦せん闘とうモードの瞳ひとみで一同を眺め回している。恐ろしい。いつスカートの中から足でナイフを摑つかみ出すかわからないような気配けはいだ。というか、大きく開あいたスカートのスリットは今の状況と合わせて考えるといつにもまして危険なように思える。

「お、おい。事情はわかったが、落ち着けって」

「我が返答・とても落ち着くことなどできませんという反はん論ろん。ヌポワが盗まれたのです。あれは、とても神聖なものであるのに……！」

「そ、そうなのか……？」

　神聖な下着とか聞いたことがないが。しかし大地の気がどうこうとかで常にヘソを出している女だ、そういうこともあるのかもしれない。

　引ひき攣つった顔で春亮が言うと、ン・イゾイーは大おお真ま面じ目めに頷いて、

「我が返答・そうなのです。我われらの部族では親から子へ受うけ継つがれることもあります。貴方あなた達には理解できない未知かもしれませんが、毎夜拝おがめば幸運が訪れるとされ、火事や台風や他部族の襲しゆう撃げきの際にはまずそれを持ち出すべきなのです」

「毎夜拝む……!?　なんつーか、す、すげぇな……」

「ですから、それを盗むなど絶対に看過できません。皮を剝はがれようと燻くん製せいにされようと毒どく蛇じやの巣す穴あなに放り込まれようと文句は言えない大罪です。我が決意・犯人を見つけた暁あかつきには必ずや報むくいを受けさせるという確かく定てい事項……！」

「お、お手柔らかに頼むな……？」

　冗じよう談だんだと思いたいが、その剣けん吞のんな視し線せんと気配がとても冗談で済まされるレベルではないのが困りものだ。いざというときにはフィア達に止めてもらう必要があるのかもしれない──似たような剣けん吞のんさで容疑者達を見回している様よう子すから判断するに、むしろ加勢に入る可能性のほうが大きいが。そしてサヴェレンティは「は、はわわ……！」とン・イゾイーの迫力に怯おびえた様子で肩を縮ちぢめているだけで戦力にはならない。つまるところ、最終的には自分が身を呈して犯人の命を守らなくてはならないような気がする。勘弁してもらいたい。

　そうこうしている間にフィアは客達に対する事態の説明を終えていた。改めてぎろりと容疑者達を睨にらみ、

「もう一度言う……外に出た奴やつがおらん以上、犯人はこの中におる！　名乗り出るなら今のうちだぞ！　と、言っても卑ひ怯きようなヘンタイがそんな潔いさぎよいことをするわけがないか。誰だれか不ふ審しんなものを見かけた奴はおるか？　女湯にコソコソ入っていく影かげを見かけたとか」

　まずは女子大生の二人ふたり組ぐみが顔を見合わせ、化け粧しようの手は止めないまま、

「はあ、マジうっざ。そんなの気にしてるわけないじゃん」

「そーそー。ずっと女湯のほう見てたわけでもないしー」

　続いて大人おとなしそうな女子高生が「メールに忙しくて。彼氏と別れるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんです」と言い、男湯で会った青年は「残念だけど」と首を横に振り、強こわ面もての男と中年の女は「さっさと警けい察さつに届けろ、早く帰らせろ」と苛いら立だったように主張する。

「ケーサツなぞあてになるものか！　そんな悠ゆう長ちようなことをしておる隙すきに逃げられて、その間に犯人が戦利品をどうにかしたら……おお、おぞましい！」

「同感です。そんな恐れ知らずの変態には、わたし達の手で直接制裁を加えなければならないのです……！」

　フィアとこのはが頷うなずき合い、お互いの本気度を確かく認にん。そして、

「ともあれ──誰も怪あやしいものを見た人間がいないというのであれば、一人ひとり一人ひとり調しらべていくしかあるまい。女中心にな」

「ん、なんで女なんだ？　普通、男を疑うんじゃ……」

「私達が風ふ呂ろから上がったときにな、慌あわてて脱衣所から逃げていくあからさまに怪しい影を見たのだ。その瞬しゆん間かんはまだ犯行に気付いておらんかったので、長い髪をしておったことくらいしか記き憶おくにないのだが……なんにせよ、脱衣所から風呂に入らず出ていくなど不自然すぎる。そいつが一番の容疑者であろう」

「テレビで見たことあるんですけど、悪い男が女性を使って女湯の盗とう撮さつをさせたり下着を盗ませたり、ということもあります。その類たぐいかもしれません」

　このは達の言葉を聞きながら、春亮はそっと客の様よう子すを窺うかがう。客の中にいる女性は全すべて髪が長い。条件は全員に当あて嵌はまる。

「さて、まずは持ち物検査でもさせてもらいましょうかね。わたし達のぱん……おほん、アレが最強の証しよう拠こ品ひんなのは確たしかです。あれを見つけさえすればどんな言いい逃のがれも無意味です」

「うざー」「プライバシーとか知らないの？」とか女子大生達が不満げに口を尖とがらせて言う中、それより大きなアクションを起こした人間が二人ふたり。強こわ面もて男と中年女のカップルだ。

「勝手にやってろ、俺おれは忙しいんだ！　おい、帰るぞ！」

「そうね、付き合ってられないわ！　私達を疑うなんて、これだから今時の若い子は！」

　と、二人はくるりと踵きびすを返して、銭せん湯とうの出口に歩いていく。だがその瞬しゆん間かん、春はる亮あきは褐かつ色しよくの何かが動くのを見た。

　常人離ばなれした瞬発力と跳ちよう躍やく力りよくで、褐色の肢し体たいが跳とぶ。スカートを翻ひるがえらせながら春亮の頭を軽く飛び越え（それを認にん識しきした瞬間に春亮は慌あわてて顔を伏せた）、出入り口に向かっていた強面男達の前に着地。そして流れるようにスカートの中から足でナイフを摑つかみ出し、スリットを割り開きながら褐色の太ふふ股ももを高く持ち上げ──足の指に挟はさんだ刃やいばを、強面男の首筋にぴたりと押しつける。石せき化かしたように動きを止める男。ぽかんとした表情でそれを眺める他ほかの客達。

　その姿勢のまま、ン・イゾイーは冷れい徹てつな殺さつ気きを込めた瞳ひとみを男に近付け、

「我わが尋じん問もん・ヌポワを盗んだ犯人なのかという確かく認にん。率そつ先せんして逃げた不ふ審しんは不審すぎます」

「ひ……」

　ぺたん、と腰を抜かしたように強面男と中年女が尻しり餅もちをつく。ン・イゾイーは、さてこの獲え物ものをどう解体してやろうか、というような視し線せんで二人を見下ろしており、ナイフを持った足は持ち上げたままで、その太股に引っ掛かっていたスカートが重力に引かれて滑ってスリットがさらにぱっくりと──
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「ちょ、足、足ー！」

　ざざー、と彼女の前に滑り込んできたこのはがスカートの裾すそを引ひっ摑つかみ、わたわたと彼女の太ふと股ももとその奥にあるものを隠いん蔽ぺいする。

「状況をわきまえて動いてくださいよ、持ち上げすぎです！」

「……？　よくわかりませんが、わきまえて動きました。もし犯人であれば報むくいを受けさせるべく……！　具体的に言えば、まずは血抜きから、と」

　はわわわ、とその光景を見てサヴェレンティの怯おびえがさらに大きくなる。そんなに怖がらなくても、と思うが、サヴェレンティがン・イゾイーの戦せん闘とうモードを見るのは初めてのような気がする。仕方のないことかもしれない。

「……おほん。あー、なんというか、だ……見ての通り、あのイナカ女は未開の地の出でありこの平和な日本の常じよう識しきは通用しない。勿もち論ろん、一応知り合いであるから私達がどうにかすれば止められることもあろうが、奴やつは今興こう奮ふんしておるので、場合によっては不幸な事故が起こってしまうやもしれん……うむ。だから、下へ手たな動きはしないほうがよいと思うぞ？」

　と、フィアが重々しい口く調ちようで言う。せっかくなのでン・イゾイーの本気っぷりを利用させてもらおうということなのだろう。どう考えても脅きよう迫はく以外の何物でもないが。

『……』

　客達は動きを止めていた。銀行強盗に人ひと質じちにされた不幸な一般人達のように。

　全部終わった後にこっちが通報されなけりゃいいんだけどな、と春はる亮あきは深い溜ため息いきをつきながら思った。
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　それからは客達も協力的になった。銀行強盗の指示通りに金庫を開く行員レベルには。

　フィア達は一同の荷物をチェックしていく。まずは女。女子高生、女子大生二人ふたり、中年の女。誰だれの荷物からも証しよう拠こ品ひんは出なかった。ううむ、と首を捻ひねったフィアが残りの客に視し線せんを向け、

「えっと、僕のも？」

「うむ。男が誰か女に命じて下着を盗ませた……という共犯の可能性もあるからな。戦利品を既すでに受け取っておるのかもしれん。調しらべさせろ」

「いいけど……はい」

　青年のバッグを開あけさせてもらい、春亮はフィアと共に中を覗のぞき込む。ぱっと見で外れだとわかった。中にあるのは携帯用の音楽プレーヤーと文庫本が一冊で、他ほかには何もない。

「なんだ、これだけか。ポケットに入れておけば済む量ではないか……着替えは？」

「前、ポケットに入れて音楽聴きいてたら落としちゃってね。壊こわすのが怖いから最近はいつもバッグに入れてるんだよ。着替えは……ここの前を通りがかって、思いつきで入ってみようかなって思っただけだから。持ってきてないよ」

「私達と似たようなものだな。よし、では次、そこのオヤジ」

　チラチラとン・イゾイーを気にしながら、強こわ面もて男おとこが自分のボストンバッグを開く。着替えに交じって、不動産関係らしき難むずかしそうな書類が入っていた。それから──封ふう筒とうに入った金も。

「アヤシイ。なんだこれは」

「仕事で使う金だ、やましいことは何もない」

「我わが質疑・本当ですかという問い。もし噓うそをついていれば……」

「──本当です！」

　ン・イゾイーが顔を近付けて聞くと、なぜかぴーんと背筋を伸ばして敬語で返答。血抜きをされかけたショックがまだ残っているのだろう。

「うぬぅ……弱ったな、出てこんではないか！　どこへやった!?」

「どこかに隠かくしたのかもしれませんね。ちょっと自じ販はん機きの下とかも捜してみますか」

「あるいは──ポケットに入れておるとか、身に着けておるのかもしれんな。よしウシチチ、お前達はこのロビーを調しらべろ。私とイナカ女で身体検査をしてみる」

「わかりました。じゃあサヴェレンティさん、手伝てつだってもらえますか。手分けして……サヴェレンティさん？」

「ふぇ？　あ……え、ええと、ここ調べるんだよね？　おっけーおっけー、任せてー！　よーし、ボク、頑がん張ばって捜しちゃうぞー、みたいな！」

　心ここにあらずといった感じでそわそわしていたサヴェレンティが、おかしなテンションでこのはに答えて下着の捜そう索さくを始める。身体検査を手伝うわけにもいかないので、春はる亮あきも捜索班に加わった。

　フィア達は「下着を受け取った共犯の男が身に着けて隠している」という嫌いやな想像に眉まゆを顰ひそめながら、あの青年やら強面男のポケットに手を突っ込んだりズボンを引っ張ったりしていた。青年は照てれ臭くさそうに笑っているだけだったが、強面男は相変わらずン・イゾイーの取り調べに蛇へびに睨にらまれた蛙かえる状態。妻か愛人かは知らないが、あの中年女性に愛あい想そを尽かされなければいいなと他ひ人と事ごとながら心配になった。

　そして次は女性陣の身体検査。さすがに公衆の面前でやるのはどうかと思ったのだろう、フィア達は女湯の脱衣所に彼女らを連れていき──春亮達があらかたロビー内を調べ終えたころ、仏ぶつ頂ちよう面づらで帰ってくる。

「どうでした？　こっちは何もありませんでしたが」

「成果なしだ。ついでに女湯の脱衣所のほうも調べておいたが、何も見つからんかった……本当に、どこにやったのだ？　まさかムシャムシャ食ったわけでもあるまい」

「不気味なことを言わないでくださいよ。ま、そこまで突き抜けた変態行動で隠したのなら、ある意味感心してしまいますけど……」

「ていうか、ホントに見つかんないな。どこにあるんだ？」

　犯人が誰だれかはわからないが、現実にフィア達の下着はなくなっている。犯人が外に出ていない以上、物理的に存在するそれが煙のように消えるわけがない。外に投げ捨てたりした可能性も一いつ瞬しゆん考えたが、このロビーにも、そして当然、脱衣所にも窓はない──だからこの銭せん湯とうのどこかにはあるはずだ。

「むむむ……いや、まだ事件は迷めい宮きゆう入いりではないぞ。まだ調しらべておらんところがある。男子の脱衣所とかだ」

「わざわざ犯人が男子の脱衣所に隠かくしたりなんかするかな……？　まあ、他ほかに調べる場所もないし、一応行ってみるか」

　春はる亮あきはフィアと共に男子の脱衣所に向かうことにする。このはは「もう一度ここを調べてみます。見み逃のがしていた場所があるかもしれませんし」とロビーに残った。鈍にぶい動きでその手伝てつだいをするサヴェレンティと、容疑者達の逃亡を阻止する見張り役のン・イゾイーも一いつ緒しよだ。

　春亮は脱衣所に入り、適当に周囲を見回す。当然ながら、ぱっと見ではいかなる異常もない。

「造つくりは女湯のほうとあまり変わらんな……よし、手当たり次第に捜さがしていくか。春亮、真ま面じ目めに捜すのだぞ」

「了解だ」

　棚たなの隙すき間まを覗のぞき込んでいるフィアの様よう子すを横目で見つつ、春亮は適当に籐とうのカゴをまさぐってみる。ない。この籠にもない。当然のようにない。まぁ隠すんならもっと見つけにくいところに隠すよなあ、たとえば──とか考えていたときだった。

「……ん？」

　違和感。柔らかいものが手に触れていた。籠かごの中からそれを引っ張り出してみる──

（あるーっ!?　な、なんでだっ!?）

　あまりにあっさりすぎて逆に混乱した。手中を見やると、そこにあるのは白く小さな一枚の布。一枚だけだ。何やら高級そうな手触りで、生き地じが薄うすくて柔らかくて、レースとかついていて大人おとなびていて、それどころかけっこう面めん積せきが過か激げきに小さくてこれはもう大人びているというよりは純粋になんだかエロさが漂ただよっていて、いったい誰がこんな下着を……いや待てマジマジと観かん察さつしている場合ではない、と混乱から立ち直りかけたその瞬しゆん間かん、

「ぬっ！　そう言えば大事な注意を忘れておった！」

　いきなりの大声に、どっきーん、と心しん臓ぞうが跳はねる。反射的に下着を手の中で握にぎり潰つぶし、下着ごとその拳こぶしをポケットの中へ。なぜそんな行動を取ったのかは自分でもわからない。

「だ……大事な注意って何だ、フィア？」

「見つけたら速すみやかに私に渡すのだぞ、ということだ！　もしも、これ幸いと手で弄いじったり匂においを嗅かいだり頭に被かぶったりポケットに突っ込んで隠いん匿とくするようなことがあれば──私は喜んであのイナカ女に貴き様さまの首を差し出すだろう！」

「は……はは、は。そんなこと、するわけ、ない……だろ？　ははは」

「あからさまに不自然な笑い……怪あやしい。じー」

　数秒前の自分の行動を呪のろう。そして後悔する。

（うおお、何やってんだ俺おれは……!?　間違えた、明らかに行動の選せん択たくを間違えたーっ！）

　驚おどろいたせいだとはいえ、どうしてポケットに突っ込んでしまったのか。女性物のアレを手にしているという後ろめたさからの本能的退たい避ひ行動か。世の男性達も同じ状況にあれば同じことをしてしまうのだと信じたい。

　ともあれ、フィアの不ふ審しんな視し線せんは完全に自分をロックオンしている。隙すきをついて隠かくし直すのも難むずかしそうだ。いや、今から胸を張って取り出して「いやあ、ビックリしたせいで咄とつ嗟さにポケットに入れちゃってさ！」とか明るく言えばフィアは信じてくれるだろうかそんな馬ば鹿かな。

　春はる亮あきは頭をフル回転させてこの状況を切り抜ける手を考え、

「いや……実はさっきからトイレ我が慢まんしててさ。ついでにトイレの中も調しらべてくるから、お前はこっちを調べといてくれ」

　とりあえずフィアの視線を切るのが第一だと判断した。有う無むを言わさずトイレに駆かけ込み、ほっと一息。さてどうする。トイレの中で見つけたことにするか。疑われないようにどこかに隠しておいて、今まさに見つけた体ていでフィアを呼んで──よし、その手で行こう。

（で、隠し場所として不自然じゃない場所は……と）

　トイレの中にも小さな鏡きよう台だいがあった。その下に棚たながあったので、そこを利用させてもらうことにする。棚の扉を開あけ、中に詰まっていたトイレットペーパーを動かして隙間を作りながら考える。見つけられたのはよかった。だが一枚だけだ。まだ謎なぞは残っている。他ほかのはどこにあるのだろう。そして犯人は──？

「あれ、何かが奥に……って、これは……!?」

　そして春亮は見つける。

　棚の奥、トイレットペーパーの山の裏に──全すべての謎の、答えを。
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　ロビーに戻る。のしのしと歩いたフィアは、受け取れ、とばかりにそれを──長い髪のカツラを、犯人に向かって投げつけた。

　春亮とサヴェレンティが脱衣所で出会った、あの青年に。

「トイレで見つけたぞ。これだけではない、女物の服と、私達の下着もだ」

「フィア達が下着を盗まれてるのに気付いた後、男子脱衣所のトイレに入っていたのは……あなたですよね」

　春はる亮あきが言うと、青年は唇を嚙かんでその顔を俯うつむかせた。その反応は自白に等しい。

「最初は女の恰かつ好こうでこの銭せん湯とうに来て、犯行に及んだ後で着替えた、というわけですか……」

　このはがすっと瞳ひとみを細めながら呟つぶやくと、フィアが頷うなずき、

「私達が風ふ呂ろから上がった瞬しゆん間かんに姿を見られたので、追いかけられれば逃げ切れない、と思ったのであろうな。表におでん屋がいたことも把は握あくしていれば、あのオヤジが『こっちに逃げた』などと証言することでさらに逃げるのが難むずかしくなるとも考えたのかもしれん。それで咄とつ嗟さに男子の脱衣所に入り、変装を解除して逃げようとした──といったところであろう。他ほかの客は別のことに夢中だったようだし、ここはカウンターの中を通れば暖の簾れんを潜くぐることなく女湯から男湯へ移動することのできる造つくりになっておる。あの老婆店員を気にせず、しゃがんでカウンター内を移動すれば、誰だれにも見られず男湯に入ることも難しくはなかったはずだ」

「ああ──わかりましたよ。最初から、もしものときにはそういう逃げ方をするのも想定範はん囲い内だったんでしょうね。この人の荷物は不自然に少なかったじゃないですか。元々バッグには男物の服が入っていたんだと思います。トイレでそれに着替えて、着ていた女物の服を隠かくした結果、スカスカの状態になった、と」

「く……」

　青年が追い詰められていく。女子大生達が「うそ、マジで」「サイテー」などと囁ささやき合い、女子高生は汚けがらわしいものを見るような目で身を退ひき、強こわ面もて男おとこと中年女は自分達の疑いが晴れたことにほっと胸を撫なで下ろした様よう子すで、しかし同時に「お前のせいで！」というような視し線せんを向けて青年を糾きゆう弾だんする。多重の圧力。

　それに耐えきれなくなったか、

「し……知らない！　僕は何も知らないぞ、退どけ、退けぇっ！」

　青年が銭湯の出入り口に向けてばっと走り出した。

　犯人であることがバレたために我われを失ってしまったのだろう。大事な記き憶おくを忘れてしまったのだろう。その行動が過ちであるのは明らかだった。

　そう──そんな逃亡が許されないのは、さっきのことで、わかりきっていたはずなのに。

　褐かつ色しよくの影かげがすっとその前に立たち塞ふさがる。

「我わが断罪・ヌポワを盗んだ罪の重さ──思い知るべきという宣言を宣言します！」

「ちょ、待った、頼むからナイフはナシだー！」

　春亮の決死の訴えに、ぴくりと眉まゆを震ふるわせたン・イゾイーが持ち上げかけていた足を下ろす。それを好こう機きと見たか、青年はさらにスピードを上げてン・イゾイーに突進。拳こぶしを振り上げ、なりふり構わず彼女を殴り倒して逃げようとする──が、研究室長国の戦士たるン・イゾイーがそんな素人しろうとの攻こう撃げきに後れを取るはずがなかった。

　人間離ばなれした体術で跳ちよう躍やくし、青年の拳を回かい避ひ。同時に彼女は空中で両足を突き出し、青年の頭をその太ふと股ももでがっしりと挟はさみ込んでいた。背筋を反そらせながら、挟み込んだその頭を軸にして振り子のように回転──相手の走っていた勢いを利用し、そのまま両足で頭を引っこ抜くようにして青年の身体からだを床ゆかに叩たたきつける。簡かん単たんに言えば、プロレス技のフランケンシュタイナーだ。ン・イゾイーがそれを知っていたのかどうかはわからないが。

　背中を床に打ちつけられ、青年はぐったりとする。ン・イゾイーはその胸の上に馬乗りになり、青年の顔を冷静に見下ろしていた。

　しかしそのとき、「……？」と彼女が小さく首を傾かしげる。青年の様よう子すに何か怪け訝げんなものを感じたのだろう。その理由は春はる亮あきにはわかっていた。わかっていないのはきっと彼女だけだ。

　このはがふるふると首を横に振りながら、呆あきれた様よう子すで呟つぶやく。

「ナイフを使わなかったのはいいですが──ふぅ。どうして、今の状況でフランケンシュタイナーなんて危険な技をやっちゃいますかね……？」

　確たしかに、今の技は危険すぎた。太ふと股ももで挟はさんでの投げ。スカートでの足技。今も顔の前で馬乗り。まだ彼女は下着を取り戻していない。

　だから彼がこうなってしまったのも当然の帰結なのだろう。

　青年は、まるで天国を覗のぞいたかのような表情で幸せそうに気絶していた。
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　脱衣所のトイレで犯人が隠かくした物品を見つけたとき、「何はともあれ犯人を懲こらしめるのが先決だ！　逃げられてはならん、急げ！」とフィアが慌あわててロビーに戻ったので、そこから持ち出していたのは犯人を追いつめる証しよう拠こ品ひんたるカツラだけだった。だが犯人を逃がす恐れがなくなったことで、ようやくフィア達が捜さがし求めていたものを取り戻すときがやってくる。できればン・イゾイーにはフランケンシュタイナーの前に取り戻しておいてほしかったが。

　一応の付つき添そいとして春亮は男子の脱衣所へ。被害者であるフィア達だけがぞろぞろとトイレの中に入っていく。そこでふと春亮は何かを忘れているような感覚に囚とらわれた。はて。

　しかし首を傾かしげているうちにトイレの中から女性陣の声が聞こえてきて、

「あ、ホントにありました！　よかったー、これ、結構高かったんですよ……んしょ、っと」

「私のはこれだな。やれやれ。で、残りの──このヒモみたいなのは貴き様さまのか。ほれ」

「……我わが理解・なるほど。貴女あなた達はこれを捜していたのですね」

「？　お前だって捜しておったのだろ？」

　そんなことを話しながらフィア達がトイレから出てくる。途端とたん、春亮の隣となりで待っていたサヴェレンティが今までにも増してソワソワモジモジを始めた。

　脱衣所に出てきたン・イゾイーはフィアをぼんやりとした目で眺め、

「我が羞しゆう恥ち・気付いていませんでしたと告白。それどころではなかったもので」

「はぁ？　どういう意味だ、お前はいったい何を──」

「心苦しいのですが、事件は終わってはいないという報告を報告します。ヌポワがまだ見つかっていません」

　ン・イゾイーは再度瞳ひとみを険けわしくした。振り出しに戻ったかのように、圧迫感のある気配けはいで周囲を見回しつつ呟つぶやく。

「誤解があったようです。ヌポワは下着ではなく、我わが部族内における家の守り神のようなものだという説明を説明します。これは何か力を持っている、と感じた石や獣けものの骨などを家の象しよう徴ちようとして保管しておくもので、家を移す際にはまた新しいヌポワを用意します。この街に引っ越しをすることになって探していて、今日きようここに来る前にようやく見つけたのですが」

「ええと……下着の他ほかに、それも盗まれていた、と……？」

「肯定します。それがまだ見つかっていない以上、まだ事件は終わって──」

　と、ン・イゾイーが決意の口く調ちようで喋しやべっていたときだった。

「す……すみませんでしたーっ！」

　びたーん、と猛もう烈れつな勢いで土ど下げ座ざする人物が一人ひとり。

「サヴェレンティ!?　い、いきなりどうしたのだ？」

「ごめんなさい、ボク、あれがそんなに大事なものだとは思わなくて……！　悪気はなかったの、ホントに！　でも、見たらつい我が慢まんできなくて──」

　額ひたいを擦こすりつけて平身低頭、完かん璧ぺきなジャパニーズ・ドゲザで謝しや罪ざいの意を示すサヴェレンティ。何だ、どういうことなのだ。確たしかに、さっきから少しばかり様よう子すがおかしかったが。

　そんなサヴェレンティの前にすっとン・イゾイーが立つ。

「ひゃあ……ご、ごめんなさいー！　なんでもするから皮は剝はがないでー！」

「ヌポワはどこにあるのですか。我が要よう請せい・案内を」

「ひ、ひゃい。こっちに……」

　ビクビクしながらサヴェレンティが向かったのは、脱衣所からガラス戸一枚隔へだてた向こう、男子用の風ふ呂ろの中だった。

「え、ここにか!?」

「うん……春はる亮あきくんのところに行こうとしたときにね、女の脱衣所のほうで転んで籠かごをひっくり返しちゃって、そのとき見つけちゃって……そのままこっちに持ってきたの」

「でも、いったいどこに？」

「あそこ……春亮くんが最初に湯ゆ船ぶねに入ってたとき、アワアワにして浸つけといたの」

　サヴェレンティが指し示したのは、浴場の隅すみに置いてあった一つの風呂桶おけだった。水と石せつ鹼けんの混じった液体が湛たたえられており、泡をくっつけた状態でその中にぷかぷか浮いているのは、

「ヌポワ……！」

　薄汚れたぬいぐるみだった。デフォルメされた犬のようだが、正直に言えばあまり可愛かわいくはない。全体的に歪ゆがんでいるというか首が据すわっていないというか子供が夜中に見ると泣き出しそうというか──かつて穏おん天てん崎ざき切せつ子こという少女が持っていたキモ可愛かわいいクマのぬいぐるみの犬版、のような感じだ。ひょっとしたら同じシリーズものなのかもしれない。

「このぬいぐるみが……？　サヴェレンティさん、なんで水に浸つけてるんです？」

「えとね、最初見たときはもっと汚れてて。それで、洗ってあげようかな、って」

　ン・イゾイーは中腰になってその風ふ呂ろ桶おけをじっと見つめ、ぬいぐるみを救出すべきかどうか迷っているような様よう子すを見せていた。そしてその姿勢のまま、ぽつりと、

「ゴミ捨て場で見つけたので。我わが感想・この国の人間は何もかもを捨てすぎです」

「ああ──だからお前、会ったときになんかボロボロになって汚れてたのか。ゴミの中に潜もぐり込んでこいつを救出してきたってわけだな」

　春はる亮あきが言うと、ン・イゾイーはこくりと頷うなずいた。そしてまた、風呂桶の中のぬいぐるみをじーっと見つめる。その無言の時間に耐えきれなくなったのか、

「えと……何度も言うけど、それがそんなに大事なものだなんて知らなかったの！《人に優やさしく》が占うらないでラッキー行動だったからっていうか、一応ボクのお仲間みたいなものだからあんまり汚れてるのも見過ごせなかったっていうか──その、と、とにかくごめんなさいー！」

　サヴェレンティがもう一度、肩を縮ちぢめながら頭を下げる。それから恐る恐るといった感じで顔を上げるが、ン・イゾイーはまだぬいぐるみしか見ていない。なのでサヴェレンティは困った様子で首を傾かしげ、それからまた恐る恐ると言った様子で、

「えと……ごめんなさいー、みたいな……？」

「──！」

　風呂桶に入っていたぬいぐるみがぴょんと綿わたの手足を使って飛び出し、ン・イゾイーに対して深々と頭を下げる。人形を操あやつれるという、サヴェレンティの《王権》に由来する能力だ。

　ン・イゾイーの反応は劇げき的てきだった。手を伸ばしてがっしとぬいぐるみを摑つかむ。

「ひゃあ！　よ、喜んでくれるかなと思ってやったんだけどやっぱりダメだったよね勝手に動かしてゴメンナサイこれが火に油ってやつー!?」

「許します」

「……ふぇ？」

　ン・イゾイーはそのぬいぐるみをぎゅっと胸元に抱くようにしていた。そのキモ可愛い人形を見る視し線せんは、なんというか──とても、ぽわぽわとしたものだった。

「我が判断・こちらによかれと思ってしたことだと理解します。貴方あなたのような人形の禍具ワースが他ほかの人形を気にするのも当然のことで、汚れを落とそうとしたのは厚意からであり、実際汚れはとても落ちていて、つまりこれはさらに素す晴ばらしいヌポワとなっており……」

　うんうんと頷うなずきながらン・イゾイーは独ひとり言ごとのように呟つぶやく。そのうちにまたチラリとサヴェレンティを見やって、

「……で、これはもう動かないのでしょうか」

「え？　いやまあ、ボクが見てる間はいくらでも──」

　ン・イゾイーに抱だき締しめられていたぬいぐるみが、万歳をするように手を持ち上げて雫しずくを散らす。それを見てン・イゾイーはさらにぎゅっとぬいぐるみを抱き締めた。一見いつものぼんやり顔だが、やはりその瞳ひとみにあるのは隠かくしきれないぽわぽわ感。ぬいぐるみの魅み力りよくにヤラレてしまっているのだろう。冷れい徹てつな戦士のようなイメージの強かった彼女だが、意外に女の子らしいところもあるのかもしれない。

「やれやれ……まあ、これで一見落着ということであろう。ひとっ風ぷ呂ろ浴びに来ただけなのに、まさかこんな騒さわぎになるとはな」

「何か面おも白しろいイベントはないかー、とかここに来る前はぶーぶー言ってたくせに……」

「うるさいぞウシチチ！」

「とにかく、許してくれてよかったー……ホントに皮を剝はいだりされたらどうしようかと思ったよぅ……」

　弛し緩かんした空気の中、春はる亮あきはまだ胸中の違和感を拭ぬぐいきれないでいた。さっきからずっと、大事な何かを忘れているような気がするのだが──その内容が思い出せない。

　ううむ。自分はいったい、何を忘れているのだろう？
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　犯人の男を適当に放置し、春亮達は銭せん湯とうを後にした。あまり公権力に関かかわりたくないからだったが、あそこにいた客の誰だれかが通報くらいはしてくれるだろう。

　銭湯を出てもまだ帰るわけにはいかない。元々の目的である買い物を済ませなければならなかった。サヴェレンティとン・イゾイーも途と中ちゆうまでは同じ方向だというので、そこまでは一いつ緒しよに行くことにする。

　春亮達の前、一同の先頭をン・イゾイーとサヴェレンティの二人ふたりが肩を並べて歩いていた。ン・イゾイーの掌てのひらにはあのぬいぐるみが乗っており、隣となりを歩くサヴェレンティの微笑ほほえみを受けて奇き怪かいなダンスのようなものを踊っている。ぬいぐるみ自体のキモ可愛かわいさと相あい俟まって、それはやはり子供が夜中に見ればトラウマになりそうな謎なぞの動きだったが、ン・イゾイーはぽわぽわした目でそれを眺めながら満足げにこくこくと頷うなずいていた。

「なにやら不ふ思し議ぎな光景だなぁ……あの女が、こうして私達と一緒に歩いておるなど。もし文化祭のころの私がここにいれば迷わず襲おそいかかっているであろうに」

「そうかもしれませんね。こんな感じになるなんて想像もしてませんでしたよ」

　フィアが呟つぶやき、それにこのはが静かな言葉を返す。春亮は前を歩く二人の姿を眺めながら、

「だな……でも、想像もしてなかったって言ったらお前らのこともだぞ。フィアが来て、サヴェレンティとか白しら穂ほとかと会って──こうなるなんて、俺おれも全然予想してなかった。今はみんながいるのがもう完全に当たり前で、それが《いつもの光景》で……それ考えるとなんか不ふ思し議ぎなんだけどな」

「時間が経たてば……今のこの光景も、《いつもの光景》になっていくのだろうか」

「さあ、どうだろ。そうなったら、嫌いやか？」

　フィアは腕組みをしながら、ふん、と鼻を鳴らして視し線せんを明後日あさつてのほうに向けた。

「わからん。奴やつは相あい容いれない組そ織しきの人間で、キリカともいろいろあるしな。だが奴はもうすぐ同じ学校の生徒になってしまうのだし……おかしなちょっかいをかけてくることがなくて、ただの同級生のイナカ女という観かん点てんだけで考えれば──まぁ、別に、そうそう目くじらを立ててピリピリ警けい戒かいするようなこともなくなるような、という気がする、かもしれん」

　何やら回りくどい言葉でぶつぶつ呟つぶやくフィア。このはも嘆息して、

「少なくとも今日きようは、あんまり警戒しすぎてもなあ、って気分にわたしもなっちゃいました……下着のことにも気付かないくらいボケてるし、その状態で足技とかするし、ぬいぐるみ見ながらあんなにぽわぽわしてますし。気を張ってるのが馬ば鹿からしくなります──というか、明日あしたからはもっと近くであの人の顔を見ることになるんでしたね。どうなることやら、ですよ」

　ン・イゾイーが自分達の近くに来ることで、何が変わるかはわからない。何かを変える必要があるのかもわからない。結局のところ、

「まぁ……なるようになるだろ。いろいろ考えすぎなくても、普通にやっていけばいいさ」

　春はる亮あきが苦笑しながら出した結けつ論ろんは、そんなものだった。

　彼女が悪い人間ではないことはわかっている。そして、これから同じ学校の生徒になって、一いつ緒しよの時間を過ごしていくのも確たしか。ならば──信念や立場のせいで対立する可能性が将来的に残っているのだとしても、そればかりを考えていては仕方がないではないか。

「ところでフィア、初はつ銭せん湯とうの感想はどうだった？」

「おお。いろいろ事件はあったが──楽しかったぞ！　風ふ呂ろは広かったし、湯は熱あつかったし、家とは違う気分でまったりできて実によい場所だ！　ただ、今日は目め障ざわりな敵対勢力が多すぎたのがいかん。知っておるか春亮、奴らはなんと片手で持ち上げて片手で裏を洗うなどというメンドクサイことをせねばならないらしく、それを見て私は大は小を兼ねるという格言は間違っておるのだとはっきりと理解──」

「こ、こらーっ！　何言ってるんですかフィアさんっ！」

「単なる事実ではないか。ともあれ、今度はクロエとも一緒に来たいものだな。なりゆきだったとはいえ、私達だけで銭湯に行ってしまって少しばかり悪いことをした」

「また今度誘さそってみればいいよ。二つ返事でついてくるだろ……と、そういや結構時間使ったな。まだ買い物して帰んなきゃいけないし、遅いー、とかあいつが文句言ってなきゃいいけど」

　時間を確たしかめようと、春はる亮あきはポケットから携帯を取り出す。その弾はずみで同じポケットの中にあった何かが零こぼれ出たらしく、

「おい春亮、何か落ちたぞ」

「ん？　あ、ほんとだ。でも俺おれ、ポケットにこんなの入れて、たっけ、な……っ!?」

　道路に落ちたそれを拾ひろい上げる。その丸まった小さな布を、何気なく広げてみる。その瞬しゆん間かん、思い出した。自分が今まで忘れていたことを完かん璧ぺきに思い出した。そうだ。男子の脱衣所で見つけて。トイレに一旦隠かくそうとして。でもそこでカツラとかを見つけてしまって、犯人の確かく保ほに忙しくて忘れてて、いやしかしなぜだまだ足りないのだったら誰だれかがそれを言っているはずで、何が何やら理解できないが、とにかくまずい。これはまずい！

「おい、ハレンチ小僧……どうして、そんなものがポケットに入っておる……？」

「はーるーあーきー、くーん……？」

　頰ほおをピクピクと震ふるわせながら、フィアとこのはがじりじりとこちらを包囲してくる。その様よう子すに気付いたか、前を歩いていたサヴェレンティ達もこちらを振り返った。そこでサヴェレンティはこちらの手にあるものを見、きょとんとした表情で首を傾かしげる。

「あれ？　なんかそれ、見たことがあるような……」

　そして彼女は思い出したように自分のお尻しりをわさわさとまさぐった。そうして何事かを確かく認にんしてから、照れたようにえへへと笑って、

「えっと……ゴメンね、多た分ぶんそれ、ボクのだよっ！　今気付いたけど、穿はくの忘れちゃってたみたい。ほら、お風ふ呂ろから上がったときにいろいろドタバタしてたから……」

（お前が普通に忘れてただけかーっ!?　もっと早く気付いてくれ、というかなぜ穿き忘れる!?）

　最後の謎なぞが解けた。これはサヴェレンティがいつものドジを発揮した結果の、事件とは関係のないただの忘れ物だったのだ。元々女の姿だったサヴェレンティが男モードで風呂に入ったのだから、男の脱衣所に女物の下着が残されていても不ふ思し議ぎはない。

「よ、よーし、わかった。これがサヴェレンティのなのはわかった。で、それを踏まえて言っても、やっぱり俺には何もやましいところはなく、男子の脱衣所でこれを見つけてたまたま言うのを忘れていただけで──」

「ほぉう……お前は女の下着を見つけると、たまたまポケットに入れる癖くせがあるのか。何も言わずに。そうかそうか」

「言ってくれたら、すぐボクもはいてないのに気付いたと思うんだけど……その、ひょっとして、ひょっとしてだよ？　春亮くん……」

　もじもじと頰ほおを染そめたサヴェレンティが、ちらり、と上うわ目め遣づかいでこちらを見つめてきて、

「その……ボクのぱんつ、欲しかったの……？　だったら、家に帰ったら他ほかにも可愛かわいいのはいっぱいあるし、それは別に、あげてもいい、かなって……」

「誤解だ！　だから、これは本当に不幸な偶然が重なっただけの話で！」

「いや、よいのだ春はる亮あき。わかっておる。もうわかっておる」

「そうですね、もう説明は大丈夫です。心配しなくても平気ですよ」

　ぽん、と春亮の肩にフィアの手が置かれる。逆の肩にも、このはの手が、ぽん。

　そして──メキョリ。

「肩から聞いたこともない嫌いやな音がっ!?　いたたた！」

「つまりはこういう話だったのだな。窃せつ盗とう事件の犯人は、あの変態男とサヴェレンティの二人ふたりだけではなく……三人目がいたと！」

「心配しなくても、最大限のおしおきを具体的にどうするかはちゃんと考えてありますから。冬休み最後の思い出がこんなことになって残念ですね、春亮くん……？」

「待てこのは、俺おれの記き憶おくに何を刻み込む気なんだ!?」

　フィア達にがっしりと動きをロックされながら、春亮は周囲を見回す。そこにいるのは、依然として「白しら穂ほに怒られちゃうかな。でも、ぱんつくらいなら……」ともじもじしているサヴェレンティと──

「我わが感想・楽しそうで結構なことです。この国の格言を一つ既き知ちにしていますが、今がまさにその言葉を使うにふさわしいときだと判断します。つまり──仲良きことは美しき哉かな、と」

　なぜか感心したような様よう子すで、あのぬいぐるみを胸に抱いてこくこくと頷うなずいているン・イゾイーだけだった。







[image: ]







[image: ]







[image: ]







　三学期が始まってしばらく経たった、何の変哲もない冬の日のこと。

　このはは顔見知りの酒屋の主人を夜や知ち家けの玄関で出迎えていた。昔ながらの御用聞きというか、基本的にみりんや醬しよう油ゆなどの調ちよう味み料りようは付き合いのある近所の酒屋さんにこうして配達してもらっているのだ。

「ほいよ、いつものみりんな」

「はい、ありがとうございます。やっぱり本ほん職しよくの人が扱う調味料っていろいろ深みとかが違いますよねー。この家が、っていうか春はる亮あきくんが昔から贔ひい屓きにしてるのもわかりますよ」

「嬉うれしいこと言ってくれるねえ！　でも悪いがこのはちゃん、おだててもまからねえぜー。この景気悪いときに、っておかんに怒られちまう」

「あはは、バレました？　じゃあこれ、お代金」

「へへ、毎度！　ていうか忘れてたが、これが今年ことし初めての配達だったな。明あけましておめでとう、って言っとかなきゃ駄だ目めだったぜ！」

「そう言えばそうですね。今年もよろしくお願ねがいします、と」

　受け取ったみりんの瓶びんを抱えたまま、ぺこり、と笑顔えがおで頭を下げる。酒屋の主人はそこで何かを思い出したように、しまったなあ、という顔でぽりぽりと頭を搔かいた。

「そっか、新年一発目だったか……そりゃ何かサービスしなきゃ逆にお得意さんに対して不義理だなぁ。それこそおかんに怒られちまう。今いま更さら値引きもなんか違うし──なんかオマケでもつけるか！　ちょっと待っててくれこのはちゃん、トラック見てくるから」

「へ？　はぁ……」

　このはが首を傾かしげるのと同時、主人はくるりと踵きびすを返して玄関を飛び出していった。言われるままに待っていると、数分後、どたどたと主人が帰ってくる。その手には、何か──細長い包みのようなものがあった。

　主人は微妙な迷いのある視し線せんで手中のそれをちらりと見やってから、

「あー……ところで、このはちゃん。崩ほ夏なつさんはまだ帰ってこねえのかい？」

　なぜいきなり崩夏の話が出るのだろう、と疑問には思ったが、このはは素直に答える。

「帰ってくる気配けはいなんて全然ないですねぇ。お正月にも何の連絡もありませんでしたし」

「そっかぁ。うーむ、ホントは醬油とかオマケでつけられればよかったんだけどよ、トラックに積つんでなくてよぉ。これしかなかったんだ」

「いえいえ、オマケとか全然気にしないでくださいよ」

　うーん、とさらに酒屋の主人は何かを悩むように首を捻ひねっていた。しかしややあって、

「ま、いいか！　建前は崩夏さんが帰ってきたとき用ってことで！　よく考えりゃ、俺おれは高校生のときにはもうバリバリだったからな……酒屋の息子むすこだったからかもしれねぇがよ。間違ってるのは確たしかだが、若者が若者らしくちょっとぐらい間違うのにはそんなに目くじらを立てることもねえよな、っと。うん、じゃあやっぱりこれをオマケにしよう、今年もよろしくな！」

　細かいことを気にするのは止やめだ、というように主人は豪ごう快かいに笑い、持ってきたその包みをこのはの前に立てて置いた。

「いやまあ繰くり返すが崩ほ夏なつさんのためだからな！　建前的には！　そんじゃ！」

「……へ？　あ、はぁ、どうも……ありがとうございます……？」

　いきなりの流れでよくわからなかった。このははきょとんとした表情で、酒屋の主人が玄関を出ていくのを見送る。

　そして後には謎なぞのオマケだけが残された。

　なぜか、今自分が持っているみりんの瓶と似たような形をした──謎のオマケだけが。




　数分後。このははひどく難むずかしい顔でそれを見つめていた。

「うー……どうしましょう……」

　春はる亮あきとフィアは買い物に出かけている。黒くろ絵えも美容室の仕事からまだ帰ってきていない。当然ながら、相そう談だんできるような相手はいなかった。

　だからただ、このはは居い間まのテーブルに載のったそれに苦悩の視し線せんを送り続ける。

　凄すさまじい存在感なのだった。威圧されるような。気け圧おされるような。こんなことなら包みを破らなければよかった、と心しん底そこ後悔する。

　どうすればいいのか。このアイテムをどう処理すればよいのか。

「由ゆ々ゆしき問題です。ええ、これは由々しき問題です……」

　視線を逸そらさないまま、このはは真剣な口く調ちようで呟つぶやく。この対処には慎しん重ちようを要する。よく考えて行動するべきだ。さあ考えろ、まずはどうする？

「まずは……まずは……」

　そこでふと、視界の隅すみに一本の瓶びんが映る。女の子座りしている自分の足の横に置いてある、みりんの瓶。ついさっき酒屋さんに届けてもらったもの。そうだ、何をしていいかわからないときは、わかっているところから先に片付けていくべきだろう。

　だからこのはは渾こん身しんの意志力でテーブルの上のそれから目を離はなし、みりんの瓶を摑つかんで立ち上がった。自分のおさげを引っ張る磁じ力りよくのようなものを後方に感じながら台所に行き、いつも調ちよう味み料りようを保管している戸と棚だなにみりんを仕し舞まい込む。そうしている最中も、やはり頭にあるのは居い間まに残してきたブツの対処について。

「勿もち論ろん……駄だ目めですよ。駄目に決まってるじゃないですか。当然です」

　戸棚を閉めてから、次は食器の並んだ棚の前へ移動。からりと戸を開いて、グラスを一個取り出した。そう、当然なのだ。当然駄目なのだ。独ひとり言ごとはぶつぶつと止まらない。

「そうですよねえ。別に悩む必要なんてないんでした。だって決まってるんですもの。うん、迷うことなんてありませんとも」

　グラスを持ったまま、冷凍庫の扉を開あける。がらがらとグラスに氷を投入。そのガラス越しに、ひんやりとした冷感が掌てのひらに伝わってくる。心地ここち好よい。

「♪～～～」

　その心地好さがなぜか鼻歌を呼び起こす。リズミカルに肩を揺ゆらしつつ、ふわふわした足取りでこのはは居い間まに戻った。

　よーし、問題は解決した。葛かつ藤とうは終了した。困こん難なんは消失した。気分がいい。だが……はて、その問題とは、いったい何だったか……？

　首を傾かしげながら、このはは氷入りのグラスをテーブルに置く。ぺたんと座って、グラスの横のそれに手を伸ばした。きゅるきゅると先端のキャップを回して、つまりは蓋ふたを外して、それからその瓶びんを傾けて中身をグラスにトクトク注ぐ。氷がカランと回って、ゴクリと喉のどが鳴って、とっても美お味いしそうで──

「って、用意してどうするんですかわたしー!?」

　ハッと我われに返った。自分は何をしていたのか。頭と身体からだがバラバラに動いていたような気がする……やはりこれはその存在感と威圧感にふさわしい魔ま力りよく的な何かを持っているのか。

　戦々恐々としながら、このはは全身のパワーをフルに使ってグラスから手を離はなした。その拍子にまたカランと氷が揺れてこちらの精神を攻こう撃げきしてきたがなんとか耐える。

「ううっ。お、恐ろしい力……！」

　ぐっと丹たん田でんに力を込め、心に芯しんを入れる。そうしなければ危ない。そうしてこのははもう一度それを見やった。

　酒屋さんが持ってきたモノ。それはみりんと同じような大きさで、同じような形状をした一本の瓶だ。けれど中身が違うのは見ただけでわかる。半透明の瓶の底には、小さな果実がいくつか沈んでいた。緑みどり色いろをした魅み惑わくの果実。

　梅うめだ。

　つまり、それが浸つかっているこの液体の正体は、間違いなく──

「う……梅酒、ですね……？」

　ごくり、とまたこのはは唾つばを飲み込んだ。久しぶりだ。とても久しぶりだ。

　いやいや待て待て、とこのはは首を横に振る。今の自分は高校生ということになっている。立場上、アルコールなど飲んでいいわけがない。さっきの脳内会かい議ぎ的てきにもそういう結けつ論ろんになったはずだ。駄だ目め、ゼッタイ。

　……じーっ。

　そう結論が出てはいたが、なぜか視し線せんはグラスに注いでしまった梅酒から離れない。数あるお酒の中でも一番好きな梅酒から離れない。数年ぶりに目の前にある梅酒から離れない。数百年前に初めて飲んで感かん激げきした梅酒から離れない。

　このははそっと舌で自分の唇を舐なめた。そして、誰だれに言うでもなく、

「でも。でも、ですよ。せっかく酒屋さんがくれたんですし。もう注いじゃったんですし。それを捨てるの……勿もつ体たいなく、ないですか……？」

　瓶びんにラベルはなかった。あの酒屋さんの手作りなのかもしれない。そうでないにしても、原料のお酒は誰だれかが丁てい寧ねいに時間をかけて作ったはずで、この梅うめだって人間に食べられるためではなく本当は種を広げるために実を成したはずで、それを奪うばっている以上けっして無む駄だにしてはいけないもののはずだ多た分ぶん。自然への敬意とかそういう感じで。

　うんうん勿体ない、と一人ひとりで頷うなずきつつ、そろそろと手を持ち上げる。だがそれがグラスに到達する寸前、

「いや！　いやいや、落ち着きましょうわたし！　思い出すんです、お正月のことを！　お神み酒きでミスったばかりじゃないですか、春はる亮あきくんに迷めい惑わくをかけたばかりじゃないですか……」

　真新しい記き憶おくが天使の囁ささやきと化してその手の動きを押おし留とどめてくれる。そうだ、あのときはひどかった。他ほかにも二人ふたりほど酔っ払いがいたとはいえ、自分が迷めい惑わくをかけてしまったことには変わりない。過あやまちを繰くり返すわけにはいかない。

　だが──微かすかに漂ってくる酒の匂におい。梅の香かおり。水滴の浮いたグラス。それらが悪あく魔まの囁きを呼び起こす。

　でも。しかし。逆に考えて。ひょっとしたら。

　むしろ、あのような失態を今後起こさないようにするためにも、少しずつでもアルコールに慣なれておく必要があるのではないか……？

「……」

　誰かが決定的な過ちを犯す瞬しゆん間かん、というものにはパターンが存在する。

　ダイエット中の誰かが「一個だけだから」と食べてしまうケーキ。禁煙中の誰かが「一本だけだから」と吸ってしまうタバコ。勉強中の誰かが「一冊だけだから」と読んでしまう漫まん画が。

　それとまったく同じものが、このはの目の前にはあった。

「も、もう注いじゃいましたし、ねぇ？　この一杯を処理する、くらいなら……」

　そう、一杯だけだ。その後はちゃんと放置しておいて、彼が帰ってきてから「オマケでこんなの貰もらっちゃって、どうしましょう？」とか判断を仰あおげばいい。そうだ、仕方がない。農家と酒屋と自然と地球には敬意を払わねばならなくて、そのためにはこれを流しに捨てたりするわけにはいかなくて、だから──

　グラスを摑つかんで。口元まで持ち上げて。ゆっくりと傾けて、

「んっ……」

　くぴり。この家に来てからは一度しか飲んだ記憶のない、そしてそれ以来、なぜか春亮も崩夏もこれだけは絶対自分に飲ませまいとしていたような気がする梅酒が──

　熱あつく冷たく心地ここち好よく、喉のどに滑り落ちていく。

　なぜ二人が自分にこの大好きなお酒を飲ませまいとしていたのかはわからないが。何にしても、今飲むのはこのグラスの一杯だけだ。それですっぱりとおしまい。だから、せめてこの一杯だけは素直に味わってもいいだろう、とこのははさらにグラスを傾けていって──

「ふわぁ……美お味いしい……」

　それがこのはの、決定的な過あやまちの瞬しゆん間かん。「一つだけだから」パターンの証明。

　言うまでもなく──それはほとんどの場合、一つだけでは終わらない。




「ただいまー」

「おお、寒い寒い……早くコタツに入ってぬくぬくおせんべタイムを始めなければ！」

　春はる亮あきはフィアと共に買い物から帰ってきた。玄関を開あけるなり、フィアは慌ただしく靴を脱いで家に上がる。それからコタツを目指してどたばた走り出す──と思いきや、

「……ん？」

「どした、フィア？」

「いや……何か違和感がある、ような。ニオイっぽいな。はて、何のニオイだ……？」

　春亮も鼻をヒクつかせてみるが、特に変な臭においは感じられない。鋭えい敏びんな感覚のフィアだからこそ気付けるような何かということか。

「なんか焦こげてる臭いとかじゃないよな？　火事系はさすがに勘弁してほしいぞ」

「いや、そういうのではないな……ま、とりあえず行ってみればよかろう。どうやら居い間まから漂ってきておるようだ」

　フィアの言葉に従って、買い物袋ぶくろを持ったまま居間に向かう。廊下を歩いて、居間へ通じる襖ふすまの前に立ち──そこでなぜか、春亮の背筋がぶるりと震ふるえた。本能が何かを訴えかけてきているような気配けはい。

　どういうことだろう。理屈はまったくわからないが、この襖の向こうに、何かとんでもないものが待っているような気がする。眼前の襖の隙すき間まから、何かどす黒い瘴しよう気きのようなものが溢あふれ出しているような錯さつ覚かくを覚える。異様な重圧。いいのか。本当にここへ入るつもりなのか、後悔しないのか……とさっきから生存本能が繰くり返し警けい告こくを発している。

「？　何を固まっておるのだ、さっさと入ろうではないか」

「いや、ちょっ……」

　どうやらフィアには春亮のような防ぼう衛えい本能は働いていなかったらしい。横から手を伸ばし、居間の襖をさっと開けてしまう。そして見えたのは──

　庭を向いて縁えん側がわに座っている、彼女の背中。

　その背中を見た瞬間、なぜか、春亮の全身に鳥とり肌はだが立った。

「ひぃっ……！」

　絶望的な気配が脳のう髄ずいを襲おそう。ここは死地だと訴えてくる。事態を理解していないフィアはまだ怪け訝げんそうに首を傾かしげている。彼女の背中を眺めている。

「ウシチチ？　何をしておるのだ、あいつは」

　その呟つぶやきが聞こえたか、ついに彼女が振り返った。

　真まっ赤かな顔で、眼鏡めがねを半分ずり落とした顔で、振り返った。

　そして、手にした梅うめ酒しゆの瓶びんをラッパ飲みしながら──蕩とろけた笑顔えがおで、言ってくる。

「お～……お帰りなさいぃ、はりゅあきくぅん。どこ、行ってたのかえ……？　わりゃわは、とっても、待ちくたびれましたよおぅ……？　ひっく」
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　まずい。これはまずい。何が何でもまずい。

　カクカクと引ひき攣つった愛あい想そ笑わらいでこのはの蕩けた笑顔を受け流しながら、春はる亮あきはとりあえず居い間まの様よう子すを確かく認にんした。微かすかに漂うアルコールの匂におい。フィアが感じていたのはこれだろう。テーブルの横あたりでは、氷の入ったグラスが倒れて畳たたみにシミを作っていたが、いつもと違うのはそれくらいだった。思っていたよりもまだ被害は出ていない。

　だが。

　縁えん側がわに視し線せんを戻すと、そこにはこれから様さま々ざまな被害を生み出しそうな存在が鎮ちん座ざしている。

　それはこのはではあるが、確実に、いつものこのはではなかった。

　紅こう潮ちようした頰ほお。半分ずり落ちた眼鏡。ふらふら揺ゆれる背中、首もあまり定まっていない。おさげも片方だけが解ほどけていた。そして一番の問題は──服。

　このははなぜか、赤い一枚の和服を身に着けていたのだった。ぞんざいに帯で巻いているだけなので、彼女の身体からだが揺れた程度でも即座に危険なモノがぼろんと零こぼれそうになる。それ以前に、片かた膝ひざを立てたあぐらの姿勢というのが既すでにかなりデンジャーだ。

「こ、このは、なんでそんな服……」

「んー？　なんじゃか、暑くなってしもうてのう……ですよ。洋服もよいが、わりゃわは、やっぱり和服のほうが動きやすうて──むふ。はりゅあきくんは、どっちが、好きですかぁ？」

「い、いや、今は俺おれの好みは関係なくて、だな」

　流し目で見つめられた。口ごもっていると、ようやく事態を把は握あくしたらしきフィアが、

「そうだ、ハレンチ小僧の好みなど関係あるまい！　ウシチチめ……何をふざけておる！　貴き様さま、さてはまた酔っておるのだな!?」

　と、縁側のこのはにノシノシ近付いていく。

「ちょっと待てフィア、不用意にっ……！」

　春亮の警けい告こくは間に合わなかった。瓶を奪うばおうとでもしたのか、フィアが軽くこのはに向けて手を伸ばす。それに気付いたこのはが、座ったままその赤ら顔を上げるのが見え──瞬しゆん間かん。

「なっ……!?」

　フィアの身体が微かすかに揺れ、同時に彼女が驚きよう愕がくの呻うめきを漏もらす。春亮も我わが目を疑った。このはの姿は、フィアが伸ばした手の先ではなく──フィアの肩の上にあった。

　なんという俊敏性か。何がどうなってそうなったのか、途と中ちゆうの経過がまったく見えなかった。理解もできなかった。

　このははフィアの左右の肩にそれぞれ両の足を置き、しゃがみ込むように膝ひざを曲げて股またを開いている。背中を丸め、フィアの顔を斜め上から覗のぞき込むようにしている。片手の瓶びんは当然のように離はなさない。そしてもう片方の手は、フィアの顔の前。鉤かぎ状じように曲げられた二本の指が、フィアの目に突き込まれる寸前で止まっていた。

　人を襲おそう狒ひ々ひの怪かい物ぶつじみた姿のまま、このははとろんとした目を細めて言う。ぞっとするような酷こく薄はくな気配けはいを薄うすく漏もらしながら言う。

「汝なんじ、どこかで、見たような気がしゅる故ゆえ……一度は、確たしかめてくれよう。答えよ。こむしゅめ……こむしゅめ、貴き様さまは、わりゃわの、敵なのかえ……？」

　絶句していたフィアだったが、立ち直りは早かった。犬歯を剝むき出だしにして、

「こ、このっ……！」

　顔の前にあったこのはの指を両手で摑つかむ。そこを支点にして、一本背負いのようにこのはの身体からだを投げ飛ばした。だがこのはは着物を幽ゆう玄げんに翻ひるがえしつつ、身を捻ひねって音もなく縁えん側がわに着地する。くい、ともう一度梅うめ酒しゆの瓶を傾けて、

「ぷ、はぁ……ほほぉう。つまり、こむしゅめよ。貴様はやはり、わりゃわの──」

「い、いや待て、ストップー！　俺おれがバッチリ答えを言うけど、敵違う、味方！　マジ味方！」

　一触即発の空気で睨にらみ合う二人ふたりの間に、春はる亮あきは平和の使者であることを示すべく両手を上げて突入。ミサイルが飛とび交かう地じ雷らい原げんに足を踏み入れるような心境だったが、自分がやらなければどうしようもない。

　むう、とフィアが眉まゆを寄せ、このははふっと肩の力を抜いて微笑ほほえむ。

「ありゃあ……はりゅあきくん。こむしゅめ、敵、違う……？」

「お、おう。違う。仲間仲間」

「……ほんとに？」

「ほんとほんと」

　かっくんかっくん頷うなずいてやると、このははフラフラと首を回しながら胸を張った。和服の端はしが膨ふくらみの先端にギリギリ引っ掛かって止まる。そこでようやく春亮はその上半身が和服一枚らしきことに気付いて戦せん慄りつしたが、それはともかくこのはも満足げに頷いて、

「うむ、なりゃばよし！　かっかっか！」

　愉ゆ快かいそうに笑いつつ、くぴりと梅酒の瓶を傾ける。春亮はほっと安あん堵どの息を吐はいた。

　それからこのはは再びその場に腰を下ろし、気分良さそうに梅酒をくぴくぴと飲み始める。眉を顰ひそめた表情でそちらを見ながら、フィアがそっと近付いてきた。小声で、

「おい、ハレンチ小僧よ……どうなっておるのだ？　あのウシチチはまぁ普段ふだんから胸のクリーチャーに知力を奪うばわれている感じでオカシイ女だが、今日きようはそれに輪わをかけてオカシイ。酒のせいだとしても、前に飲んだときはこうではなかっただろう」

「あー……お前は初めてか。なんつーか、このはは梅うめ酒しゆが一番好きらしいんだけど──問題があってさ。あいつ、どういうわけか梅酒飲むと特別に悪酔いするんだよ。こんな感じに」

「悪酔い……？」

「口く調ちようとか、ちょっと昔のこのはっぽい感じが混ざったり……それはまああんま実害ないからいいけど、問題はさっきお前とやりあったみたいなアレだよ。本能に忠実になるっていうか、喜き怒ど哀あい楽らくをセーブしなくなるっていうか」

「ふん。短たん絡らく的てきなバカになる、とはっきり言ってしまえばよかろう。お前の一言であっさり納なつ得とくするとか……いきなり襲おそわれた私のムカムカはどこに持っていけばよいのだ、まったく」

「おいフィア、だから、そういうの聞かれたら『わりゃわを愚ぐ弄ろうしたなー！』とかでまたややこしいことになるんだって……！　今後はもっと慎しん重ちように」

「はーりゅあーき、くぅんー」

　ビクッ、と背筋を震ふるわせて振り向く。まさか今のが聞かれたか。

「は、はい……？　なにかな、このはさん……？」

「んー？　んー。ふふふ。呼んでみただけー」

「そ、そうですか」

　ほっとした。何にしても、一番困るのは直接的なバイオレンスだ。それが回かい避ひできるのなら、ちょっとくらい面めん倒どう臭くさかったり意味不明だったりするのも甘んじて受け入れよう。そう、バイオレンス以外だったらもう何でもお相手しますよ──とか思っていたのが悪かったのか、

「にしても……ふぃぃい。まだ、何やら、暑いです、のぉう……」

「っ、うっ!?」

　不意打ちで、またこのはが和服の襟えりを摑つかんでぱたぱたと胸元に空気を送り込んだ。襟が開くのと閉じるのに合わせて、揺ゆれる。震える。揺れる。視界に映る肌はだ色いろの面めん積せきも、大、中、大。けっして小にはならないのが根本的な現状の窮きゆう地ちを表している。角度のおかげで膨ふくらみの先端は辛かろうじて見えなかった。けれど、だからと言って救われたわけではない。攻こう撃げきは続く。

「おや……？　……んふーふ。わりゃわの座り具合が悪いから、余計に暑いのかもしれんのぅ、ですよぉ……？　よいしょ、と」

「おうっふ!?」

　横目で意味深にこちらを見たかと思えば、次にこのははがばりと片かた膝ひざを立てて、今度はその裾すそをぱたぱたと扇あおぎ始めた。軽く唇を曲げて、何かを愉ゆ快かいがるような目でこちらを見ている。

　すらりとした足の上を和服の裾がぱたぱた踊る。その太ふと股ももの奥地までが見えてしまいそうな予感。慌あわてて後ろを向くと、

「むふふふ！　ういやつじゃ、はりゅあきくんはぁ～」

　背後からくすくすという笑い声が聞こえた。完全にからかわれている。

　自分の頰ほおが赤くなっているのがわかった。ここにいてもさらにからかわれるだけのような気がしたので、とりあえず体勢を立て直すことにする。

「そ、そういや買い物袋ぶくろがそのままだったな。冷れい蔵ぞう庫ことかに入れてこなくちゃ。えっと、フィア、手伝てつだってくれ」

「むー……ふん！　手伝うも何も、別に私一人ひとりでやってもよいのだが！　ハレンチ小僧め、どうせお前は暑がるウシチチのウチワ係か何かをやりたいと思っておるのだろ！　ハレンチなものがよく見えるからな！」

「そ、そんなこと思ってないぞっ!?　ほ、ほら、行こうぜ！　このははちょっとここで待っといてくれ！」

　と、なんとか居い間まを脱出する。後ろ手に襖ふすまを閉め、春はる亮あきはふうと溜ため息いきをついた。フィアが微妙に不ふ機き嫌げんそうに、

「で……どうするのだ、これから」

「それを今から考えるんだよ。台所で作戦会かい議ぎだな──と、その前にトイレ行かせてくれ。そういや買い物の帰り道から行きたかったんだ」

「勝手に行け。私は先に仕事を始めておくぞ」

　台所に入るフィアと別れ、トイレに向かう。

「いやー、ホントにどうするかな……ていうか誰だれがこのはに梅うめ酒しゆなんて渡したんだ。まさか自分で買ってきたわけじゃないだろうけど」

　そこでふと、廊下に何かが落ちているのに気付いた。拾ひろい上げてみる。

「……このはのカーディガン？」

　首を傾かしげながら顔を上げると、その先の廊下にも、脱ぎ散らかされた服が連なるように落ちているのがわかった。このはの行動を想像するに、居間で一杯→酔って暑くなる→脱ぎながら自室に行く→あの和服を引っ張り出す……という流れだったのだろう。

「まったく。普段ふだんとは全然違うよな、やっぱり」

　普段のこのははむしろ綺き麗れい好ずきで、どちらかと言えば自分やフィアのずぼらな行動を怒る立場なのだ。その立場の逆転が多少新しん鮮せんではある。

　放置しておくわけにもいかないので、春亮は廊下に落ちていた服を順番に拾い上げていく。靴下。ブラウス。タンクトップ。スカート。それから……それから？　脳内の危険信号は一いつ瞬しゆんだけ遅かった。スカートはさっき拾った。なのにまだ、廊下には何かが落ちていた。スカートの次にさらに脱ぐものとは何か。流れのままに、深く考えずに手を伸ばしてしまったが──たった今、自分が拾ひろい上げてしまったものは、何か？

　反射的に視し線せんを下げてしまいそうになるが、なんとかその衝しよう動どうをキャンセル。今すべきベストな行動は、慌あわててそれを視界に入れてしまうことではない。指で柔らかな手触りの材質を確たしかめることでも、二つのお椀わんのような形状をした布の大きさを調しらべることでも、それに重なっていたために摑つかんでしまったもう一枚の小さな三角形の布の色を知ることでもない。

　そう、この状況からのベストな行動は、それを見ないまま、腕に抱えているカーディガンやら何やらの中にそっと突っ込んで紛まぎれ込ませることだ……と、目視できないその布達を一気に持ち上げたとき。

「ほほぅ。はりゅあきくんは、わりゃわの下した穿ばきにぃ……興きよう味みが、あるんでしゅね……？」

「うおわああっ!?」

　でろーん、とこのはが背中に覆おおい被かぶさってきた。いつのまに忍び寄っていたのか。

「一人ひとりで飲むのは、暇ひまでぇ……捜しに来たら……うふふっ」

「いや、違うぞ。これは違うぞ。お前が脱ぎ散らかしてた服をだな？」

　さっき上下の下着を拾ったということは、間違いなく今のこのはは上下ともにそれがない状態なのであって、つまり本当に和服一枚しか着ていないのだ。それが証明されてしまった。

　そして今、その薄うすい和服一枚に包まれたこのはの重みがぐいぐいと背中に押しつけられている。意い識しきが全すべてそちらに持っていかれそうになる。二つの柔らかな膨ふくらみがほんの少しの体重移動で揺ゆれて震ふるえて角度と形と重みを変えてぷるりと潰つぶれて、こちらが身じろぎすると何かが擦こすれたのか耳の後ろでこのはが「あん……っ」と悩ましい吐と息いきを漏もらす。

「ちょ、そんなに乗らないでくれって、動けんっ……！」

「わりゃわも、動けん。歩けぬの、ですよ～。むしゅしゅ。おんぶで運んでくれるがよかろ～」

「噓うそだよなそれは確かく実じつに！　って、ほら、当たってる、当たってるから大人おとなしく！」

　顔の横から伸びていた二本の白い腕が、こちらの首をゆっくりと捻ひねって横を向かせた。肩の上で、このはと目が合う。

「のう。下穿きよりも、興味があるもの……ほしいと、思うもの……ないの、かえ……？」

「いやっ……だ、だからこれは別に興味があったとかそういうことじゃなくて！　落ちてたから！　えっと、そう、俺おれは今からこれを脱衣所に持っていったりトイレに行ったりしなきゃいけないので速すみやかに離はなれて頂けると助かりますのでこのはさんどうかよろしく、って!?」

「といれ……厠かわやか。んふ。ならば、ゆこう……？」

「な、なぜ押すー!?　一人ひとりで行けるぞ、俺の家なんだから！　ていうか歩けない設定はもういいのか!?」

　背後からスライムのように圧のし掛かかっていただけだったこのはが、急に足に力を込めて歩き出した。こちらの首をがっしりロックしたまま。

　無む論ろん、このはの力に力で対抗できるわけがない。脱出は不可能だ。ずるずるとトイレの前まで連れて行かれ、ドアまで開あけられて、

「さあ……入って、一いつ緒しよに、うふふふ？　チャックも、下ろして、あげましゅからね……？」

「そ、それだけは勘弁してくれぇぇっ!?」

　よくわからないが、ここに入ってしまえばきっと何かとんでもないことが起こる。起こってしまう。渾こん身しんの力で抵抗を続けていると、

「な、ななな、なんという！」

　救世主が──あるいは新たな混乱の火種が廊下の向こうに現れた。この騒さわぎを聞きつけて台所から出てきたのだろう。フィアは一いつ瞬しゆんで状況を把は握あくし、

「貴き様さま、本ほん性しようを現しおったな……逆に貴様っぽく成せい敗ばいしてくれる！　ふしだらナントカー！」

　ポケットから取り出したルービックキューブを黒くろ鉄がねの拷ごう問もん車しや輪りんに変え、それを振ふり被かぶって突進してきた。さすがにそれを無視するわけにはいかなかったのか、このはは素早すばやくこちらの身体からだを解放して身を翻ひるがえす。廊下が軋きしむ音がさらに何度か続いた。フィアが踏み込みながら車輪を振るう。このはがふらふらと揺ゆれながら回かい避ひ。さらに追つい撃げきするフィア。億おつ劫くうそうにこのはが瓶びんを持っていないほうの片手を上げ、手しゆ刀とうでその攻撃を受け止める──

　ぎりぎりと鍔つば迫ぜり合いのように力を拮きつ抗こうさせながら、二人ふたりは睨にらみ合う。

「言い忘れて、おったな……（轢れき殺さつ編へん）と、つけておこう……！」

「うんー？　おかしい、ですねぇ。はりゅあきくんが言うには、こむしゅめ、わりゃわの敵ではないと……？」

「ふん。お前が、私の敵なのかもしれんぞ……！」

「にゃるほど、のぅ。ならば、降りかかる火ひの粉こは、払うべき、かの……？　ひっく」

　再び、一触即発の空気。春はる亮あきはごくりと唾つばを飲み込んだ。また身を呈して止めなくては。しかし止められるか。さっきと違って、今回はもう物理的に衝しよう突とつしてしまっているのだ。

　無む駄だだとはわかっていたが、誰だれか助けてくれ、と他た力りき本ほん願がんに思わざるを得なかった。無理は言わない。とりあえずこの場だけでいい。二人のバトルを止めてくれるような誰かが、二人の戦う気を削そいでくれるような誰かが現れてはくれないものか──

　くれた。

「ただーいまー。今日きようもうちはよく働いたよ……おや？」

　玄関の開く音に、春亮は首を回す。

　そこに立っていたのは──無む論ろん、背の低い黒髪幼女。つまりは黒くろ絵えだった。

　普段ふだんより帰りの時間が微妙に早いが、まぁ疲れたか飽あきたかしたのだろう。美容室《壇だんノの浦うら》の営業時間は彼女の気分に応じてフレキシブルに変更される。

　事態がまだ摑つかめていないのか、黒絵は拷問車輪と手刀で鍔迫り合いをしている二人をいつものぼんやり眼まなこで見ながら「？」と可愛かわいらしく顔を傾けているだけだ。しかしそのとき、

「ぬわっ、と？　おいこら、ウシチチめ！　どこへ行く！」

　拮きつ抗こうしていた圧力を一方的に破は棄きされてつんのめるフィア。このははそんなフィアの様よう子すなど全く気にせず、ふらーりふらーりと玄関の黒絵に歩み寄っていった。

「へ、へ？　あ、あの、このさん、今日きようは何やら様子が違──」

「うふ。わりゃわ、勿もち論ろん、知ってますよぉー。黒くろ絵えしゃん。むふふ……改めて見ると、やはり、とっても！　可愛かわいい！　のであるな！」

　不気味な笑い。指をわきわきと動かす。酒さけ臭くさい息を、ぷはー。

　そうしてじりじり近付いてくるこのはに、さすがに黒絵も悪夢の気配けはいを感じ取ったらしい。能のう面めんのように動きのない笑えみをにこりと浮かべてから、乾いた声で、

「あははは。ありがとお──さて。うちは用事を思い出したのでこれで」

「ふひ、わりゃわから逃げられると思うたかーっ！　うりうり！」

「わー!?」

　黒絵を抱だき締しめて強引に頰ほお擦ずりを始めるこのは。その光景をぽかんと眺めているフィアの存在はもはや忘れ去ってしまったらしい。やはり悪酔いしたこのはさんは気き紛まぐれだ。まったく行動が読めない。

　ともあれ、一触即発の事態はなんとか回かい避ひできたのだ。それは確かく実じつによかった。

　グッジョブだ黒絵、と春はる亮あきは心の底で親指を立てて彼女の救世主っぷりを称しよう賛さんする。

　その救世主は早くも、撫なでられすぎて無の境地に至った子こ猫ねこのようにこのはの腕の中でぐったりしているだけになっていたのだが。
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「金で人を仕置きする話かぇ……むぅ、あの代官、ひどく底意地の悪い顔をしておるのぅ。ひっく、きっと徳とく川がわの系けい譜ふに違いないな、胸むな糞くそ悪い……」

　そんなことをぶつぶつと呟つぶやきながら、このはは居い間までテレビを見ていた。梅うめ酒しゆの瓶びんと、ありあわせの材料で春亮が作ったおつまみを交互に口に運んでいる。

　春亮達は彼女からテーブルを挟はさんだ位置に座って気配を殺していた。なんだかんだいって、このははテレビに気を取られている。作戦会かい議ぎをするチャンスは今しかなかった。

「……把は握あくしたよ。このさんは梅酒を飲んだときは必ず悪酔いする。猫にマタタビ、コレクターに限定版、みたいに特別に理性を失わせるものじゃったと。そういうことじゃね」

「その通り。ところで黒絵、髪がボサボサだぞ」

「うう、ナデナデされすぎてまだちょっと頭が熱あつい……摩ま擦さつ熱ねつで発火するかと思ったよ」

　のろのろ、と黒絵の髪が動いておのずから髪型を整ととのえる。その緩かん慢まんな髪の動きからも疲労感が窺うかがえた。

　テレビを見ているこのはの様よう子すをちらりと窺ってから、春亮は小声で口を開く。

「で……考えなきゃなんないのは、だ。単純に、これからどうするか、ってことなんだけど」

「それこそ単純な話だ。今の奴やつは傍ぼう若じやく無ぶ人じんで我わが儘まま放題で酒さけ臭くさくて目め障ざわりでハレンチ！　今すぐなんとかせねばならんな。私は三つの言葉を組み合わせるだけのシンプルな案を主張しよう。すなわち、力ずく！　気絶！　ロープ！　……フフ、以上だ」

　ギラリ、と猛もう犬けんのような目をこのはに向けるフィアに、春はる亮あきは嘆息した。

「実力行使かよ。そういう、このはを拘こう束そくするみたいな作戦じゃなくて、俺おれ的てきにはもっと穏おん便びんにやりたいんだけど……」

「でも、ふぃっちーの作戦も方向性としてはアリなんじゃないんかしらん。今のこのさんを力ずくで簡かん単たんに止められるとは思えんけど、そろそろ飲むの止やめてください、って言って素直に聞くとはとても思えんし。あの梅うめ酒しゆもチビチビ飲んじょるみたいじゃからそんなに消費ペースは速くない……ストック切れを待つのもちょっと難むずかしいよ」

「まあ……そうなんだけど、な」

　そこで黒くろ絵えが軽く首を傾かしげるようにしながら言ってきた。

「なんだか歯切れが悪いねぇ……何か、穏便に済ませたい事情があるん？　ハル的に」

「ハレンチ小僧め、もしや既すでにウシチチに籠ろう絡らくされているのではなかろうな！　はっ。そう言えば、先さき程ほど貴き様さまが廊下で持っておった下着やら何やらはどこに……？　あれがワイロか！」

「違ちげえよ、ちゃんと脱衣所に置いてきた！」

「では何なのだ！　隠かくしだてなど許さんぞ！」

「やれやれ……つーか、事情なんて大おお袈げ裟さなもんじゃないんだけどさ……」

　このはの姿をもう一度見やる。番組が佳か境きようを迎えているのか、微妙に身を乗り出してテレビを覗のぞき込んでいた。

「よしそこじゃ、やってしまえぇい……おほ、簪かんざしが刺さったぞ、グッサリと！　腐れ代官には似合いの死しに様ざまじゃのう！　くふふ、祝杯、じゃあ……」

　膝ひざをぺちぺちと叩たたき、満面の笑えみで酒さか瓶びんを傾ける。ぷはーと息を吐はき出して、ぐったりと倒れた代官の絵え面づらを見てまたケタケタと笑う。

　まあ、その笑っている内容自体はともかく。

　すげえ楽しそうだな、と春亮は思っていたのだった。

「なんていうか……ああやって大笑いしてるこのはって、最近あんま見てないなって思ったりしてさ。よくよく考えれば、あいつが何もかも忘れて楽しんでる姿ってかなりレアだろ。いつも家事とか手伝てつだってくれるし、たまにバイトとかもしてるし、きっと普段から変な奴らが近くにいないか警けい戒かいして気を張ってるんだろうし……いろいろ大変で、ストレスとか溜たまってたんじゃないかって気がする」

「まあ、言われてみればそうかもねえ。このさん、あんまり弱音とか吐かん人じゃし」

「……だから、このまま好きに酔っ払わせておこうとでもいうのか？」

　眉まゆを寄せ、ぶーと口を尖とがらせながら不満げにフィアが呟つぶやく。

「そうしたいところだけど、さすがに延々あのモードでいられたらこっちの受けるダメージもデカすぎるからな……だからまあ、間を取って、穏おん便びんになんとかできないかって話だよ。全面戦争で気絶させて自由を奪うばって、とかじゃなくて、もっと自然な流れで。こうなっちゃったもんはもうしょうがないから、せめてこのはにはちゃんとストレス解消して楽しい気分で元に戻ってほしいな、とか……」

　なんか都つ合ごうのいいこと言ってるかなあ、と春はる亮あきは頭を搔かいた。ちらりと顔を上げると、なぜか黒くろ絵えは優やさしい微苦笑を浮かべている。フィアは頰ほおを膨ふくらませつつ、「まったく……こいつは、そんなハレンチ顔で、いつもいつも……」と明後日あさつての方向に顔を向けてぶつぶつ呟つぶやいていた。

「ハルらしいねぇ。そういうことなら、うちは従っちょこうかな」

「ふん、呆あきれてしまうな。まあ、だからこそハレンチ小僧はハレンチ小僧なわけだが……いや違う、私はまだ納なつ得とくしたわけではないぞ！　しかしお前がどーしてもというのなら取引してやらんでもない。おせんべを十……いや、二十枚。それで手を打ってやる！」

「やれやれ、しょうがない。足元見られてる感じだけど、後で払おう」

「よし、交渉成立だ。仕方ないので穏便にやってやることにする」

「穏便になんとかする手ねぇ……どこまでを穏便と判定するかにもよるけども。あ、そう言えばハル、最初からこのさんに梅うめ酒しゆを飲ませたらこうなるって知っちょったよね？」

「ああ。昔──お前達がこの家に来る前のことだけど、一度だけ似たようなことがあってさ。よく覚えてないけど俺おれも親父おやじもひどい目にあって、そこで俺達はこのはに梅酒だけは飲ませないようにしようと心に誓ったわけだ」

「前にも似たようなことがあったのなら、何か役立つ情報の一つや二つはありそうなものだが。何かないのか、お経きようを唱えると苦しんだとかニンニクの臭においに弱かったとか」

「妖よう怪かい扱いかよ」

「というか、そのときは結局どういう結末を迎えたんかな？　ただひたすら耐えたのか、それとも何か特別な方法を使ってこのさんを元に戻したのか……そこ重要よ」

　黒絵の言葉に春亮は首を捻ひねる。眉み間けんに皺しわを寄せ、精神を集中。だが、

「うーん。実はさっきからずっと考えてるんだけど、まったくそのときのことが思い出せなくてな。おかしい、記き憶おくにフタがされてるみたいに、ホントにそこだけスッポリと……」

「こ、子供のハルには辛つらい記憶じゃったのかもしれんね。精神を守る心の防ぼう衛えい機き構こうが働いたみたいな……じゃったら、あまり無理して思い出さないほうが！」

　脂あぶら汗あせ的なものをたらーりと流しながら黒絵が言う。まあ何かの拍子にひょっこり思い出すかもしれないし、それだけに集中するのは止やめておこう。

「で、話を戻すが、これから具体的にどうするつもりなのだ。ただひたすら奴やつの横おう暴ぼうに耐え続ける、などというのはゴメンだぞ。穏便に奴を元に戻す手を考えなければ」

「ああ。結局は、このはの酔いを醒さますにはどうすればいいか、って話になるな」

　考える。酔いを醒さます。最も簡かん単たんで基本的なのは、時間だ。どんな酔っ払いも、時間が経たてばその酔いは必ず醒めていく──飲み続けていれば話は別だが。

　それはつまり。

　逆に言うなら、飲み続けてさえいなければ必ず酔いは醒めていく、ということだ。

「飲み続けるから酔っ払い続けるんだ……梅うめ酒しゆの摂せつ取しゆをストップさせるのが第一の目標だな。でも、あの瓶びんのストック切れはまだまだ、と。だったら」

「瓶を奪うばう、しかないねえ」

　黒くろ絵えの言葉に、一同は視し線せんを合わせて頷うなずく。

　作戦の方向性は決まった。これ以上の梅酒の摂取を止める。そのために瓶を奪う。

「ただ奪うだけじゃと、すぐに取り返されて終わる気がする。中身を水とかジュースとかにすり替える、のがええかもしれんね。今のこのさんなら気付かんと思う」

「ああ、こっそりすり替えられれば最高だな。そんなチャンスがあればいいけど」

「もし瓶を確かく保ほする途と中ちゆうでウシチチにバレた場合は、死なばもろともで強引に中身を捨てるようなことが必要なのかもしれんが……まあ、そこは臨りん機き応おう変へんにいくしかあるまいな」

「《瓶すり替え作戦》じゃとそのまますぎて危険かも。万一聞かれても大丈夫なように、符ふ丁ちようを決めんとね。言いい換かえるなら、《瓶を交換しようとする美少女達の作戦》ということで、略して──んむ！《ビンカン美少女作戦》と今後は呼称しよう！」

「俺おれは男なんだが。ていうか、その美少女って単語は特に含める必要がないような……」

「ハル、細かいことは気にしないー。作戦は主に四つのフェイズに分けられると思う。即すなわち、フェイズ①『すり替え用の瓶を用意する』。フェイズ②『このさんに瓶から手を離はなさせる』。フェイズ③『慎しん重ちように、そして大胆にすり替える』。そして最後のフェイズ④『補給が途と絶だえ、酔いが醒める』──と」

「うむ。そのフェイズを一つずつクリアしていけば、自然と勝利が見えてくる──というわけだな。やってやろうではないか。それで、具体的には……」

　と、さらにその《ビンカン美少女作戦》とやらの詳細を詰めようとしていたとき、視界の片かた隅すみに置いていたこのはの頭がひょいとこちらを向いた。ギクリ、と春はる亮あき達は息を止める。

「……じー」

　やぶ睨にらみの視線。さっきまで悪代官の死しに様ざまで爆ばく笑しようしていたのに、急に機き嫌げんが悪くなったような気がする。梅酒の瓶を一度傾けてから、

「うー……ひっく。今……ないしょばなし、しておったです、な……？」

「し、してないぞ？　内ない緒しよでもなんでもない、世間話。そう、ただの世間話」

「わりゃわを……のけものにして……三人だけで……？」

　ぶすー、と子供っぽく頰ほおを膨ふくらませながらこのはは言った。普段ふだんのこのは相手では見られない表情が非常に新しん鮮せんだ。しかし今はその新鮮さを味わっている場合ではない、むしろ窮きゆう地ち。

「の、のけものになんてしちょらんよ？」

「……」

　ぶっすすー、とさらに頰ほおが膨ふくらむ。蕩とろけた目が三人の顔を順に射い貫ぬき、閻えん魔まのようにその表情から噓うそを暴あばこうとする。そして、

「正座」

「……は？」

「せーいーざ！　しゅるのです！　ここ！」

　びったんびったん、と近くの畳たたみを叩たたく。目が完全に据すわっていた。

「おい何だ、私達が何をしたというのだ」

「しっ、フィア、とりあえず機き嫌げんは損ねないようにしようぜ。せっかくやること決めたのに話がややこしくなる。ほら黒くろ絵えも……って、早っ!?」

　目を疑うノータイムっぷり。さっきまで隣となりにいたのに、もう黒絵は言われた通りの場所にちょこーんと正座していた。

「うちは既すでに、今のこのさんに対しては無抵抗主義を貫くことに決めちょる」

　このはの不機嫌な眼がん光こうと圧力は消えない。春はる亮あき達も黒絵に倣ならって正座する。このはは三人の前にどっかとあぐらを搔かいて座った。梅うめ酒しゆを一飲みしてから、じろりと一同の顔を見て、

「よし……では。なにか、愉ゆ快かいなことを、せよ！」

「ちょっと待てこのは、いきなりどういう指令だ!?」

「むーん？　知らぬ、のです！　できる！　わりゃわをのけものにしていたのでなければできる！　よって、やるべき、なのれす！」

「無む茶ちや苦く茶ちやな論ろん理りだ……」

「できんの、かえ？　では、やはりわりゃわを、のけものに……？」

　ふっ、とこのはの瞳ひとみが寂さびしそうに揺ゆれる。なぜか物もの凄すごい罪悪感。

「ち、違う違う。のけもの違う。ただ、何をすればいいのかなー、と迷っててだ！」

「ぷはぁー。では、わりゃわが、決めてやってもよいぞぉう。ふむー」

「この酔っ払いが私達の行動を決めるのか。それは恐ろしい遊びすぎるな……！」

　その呟つぶやきが耳に届いたか、このはの瞳がフィアをロックオンする。それで最初の犠ぎ牲せい者しやが決まってしまった。

「そうじゃなあ。とりあえず、こむしゅめはぁ」

　ごくり、と一同は唾つばを飲み込んだ。何かを考えていたこのはが、やがて不敵に笑って、

「うむ──脱ぐ、のがよいな！」

「だ、断固拒否するっ！　なんだそれは、ハレンチな！」

　フィアが顔を真まっ赤かにして身を乗り出す。だがこのははケタケタと上半身を揺らしていた。

「ひゃは、冗じよう談だん、じゃあ……では、酌しやく、じゃ。こむしゅめ、お前は酌をせよ！」

　これはチャンスかもしれない。春はる亮あきと黒くろ絵えはちらりとフィアに視し線せんを向けた。お酌しやくということは酒さか瓶びんをフィアに預けることになる。今すぐどうこうはできないかもしれないが、今後の流れのためにそれはひどく重要だ。

　フィアは小さく頷うなずき──そして拳こぶしを握りながら、ゆっくりと立ち上がる。

「一刻も早く奴やつを倒さねば、我われ々われに未来はない。やってやろうではないか。春亮、クロエ、後は任せたぞ……！」

　大おお袈げ裟さな台詞せりふにふさわしく、その表情は、まるで大義のために恥ち辱じよくを嚙かみ締しめる武士のように悲壮な決意に満ちたものだった。
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「ほれ、空あいておるぞぉ……？」

「くっ……わかっておるわい」

「これ、そんなに乱らん暴ぼうに注つぐでない。こむしゅめは、ほんに不器用じゃのう……はっは」

「ぐ、ぐぐぐっ……！」

　堪こらえてくれフィア、作戦のためだ……！　と春亮はお酌をするフィアに思念を送る。今のところは大人おとなしく言われた通りに動いているが、普段ふだんからよく対立しているこのは相手に下げ僕ぼくのように酌をしているのだ。ストレスは溜たまる一方に違いない。

　黒絵の姿はここにはなかった。このはは今、元から居い間まに転がっていた普通のグラス（最初の一杯を飲むときに使ったものだろう）でフィアの酌を受けているのだが、「このさんにそんな安物のグラスなんて似合わないと言わざるを得ませんとも！　ちゃんとした杯さかずきを探してきますのでちとお待ちを、へっへっへ」などと揉もみ手てをしながら先さき程ほど居間を脱出していったのだ。勿もち論ろんそれは建前で、今いま頃ごろは──例の《ビンカン美少女作戦》フェイズ①。『すり替え用の瓶を用意する』を大急ぎで進めているはずだった。

　近くのコンビニでカリカリ梅うめや梅ジュースを確かく保ほすると言っていたから、まだしばらく時間がかかる。だからフィアにはもう少し時間を稼かせいでもらわなくてはならないのだった。

　ちなみに春亮もそのフェイズ①を手伝てつだうために何度か居間を出ていこうとしたのだが、なぜかそのたびにこのはが不ふ機き嫌げんオーラを出しまくるので断念せざるを得なかった。結局、今は自分の番の《愉ゆ快かいなこと》で何をすればいいか考えている、という体ていでフィアをただ見守っている状態だ。まぁこのはがたまにチラリとこちらを見てはにんまりと幸せそうに笑ったりするので、あるいは彼女の酒の肴さかな的てきな何かになっているのかもしれなかったが。

　しかしたまには別の肴にも箸はしを伸ばしてみたくなったのか、このはがフィアの顔をふと見やる。じーっと見やる。

「な、なんだ」

「こむしゅめぇ……綺き麗れいな髪を、しておるの。暇ひまなことでもあるし、ほれほれ、近ちこう寄れ……ひっく。なぁに、悪いようにはせんわい」

「う、うう、うううう。ぞわぞわする、何やらぞわぞわするぞぉぉ……？」

　このははフィアの銀ぎん髪ぱつを摘つまみ、暇ひま潰つぶしだろう、器用に三みつ編あみを作り始めた。傍はたから見ればかなり微笑ほほえましい光景だが、普段ふだんの二人ふたりの関係性からすればレアすぎるとしか言いようがない。フィアも、どう反応すればいいのかわからない、というように背筋を震ふるわせているだけだ。

　そうしてフィアの髪は、今のこのはと同じく片側だけ三つ編みにされる。髪かみ留どめのゴムは床ゆかに落ちていたもの、つまり元々このはの髪を留めていたものを使ったようだった。

「ほれ、お揃そろいじゃ……んふ。はりゅあきくん、どう思います、かえ？」

「に、似合ってると思うぞ。まるで、あれだ、姉妹みたいだな？　ははは」

「気色悪いことを言うな、ハレンチ小僧め！　おべっかを使いおって……！」
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　愛あい想そ笑わらいで答えると、フィアは微妙に赤くなった顔でこちらを睨にらんできた。おべっかでも何でもなく、感想自体はわりと素直に感じたままを言っただけなのだが。

　このはは自分と同じ髪型になったフィアを満足げに眺めてから──どうしてか、ぺろりと舌を出して自分の唇を舐なめた。

「ふぅむ。こうして見ると、こむしゅめ。お主ぬしも、なかなかに、可愛かわいい顔をしておるの……」

「はあ!?　いや待てお前、なんのつもりだウシチチ止やめろ近付くな首に手を回すな顔を寄せるな！　く、クロエにやったようなことを私にもやるつもりか!?　あれはまさに、心を喪うしなわせる悪あく魔ま的てき所業以外の何物でもなく──！」

「んー？　黒くろ絵えしゃんにやったような……とは、こういうの、かえ……？」

「ほぁああああ!?」

　頰ほおと頰をくっつけてスリスリ。このはが頭をがっしりとホールドしているので、フィアは背筋を仰のけ反ぞらせることしかできない。

　そしてさらに、このははフィアのほっぺたに沿って顔をゆっくりと下げていき──

「おおーう、つるつるじゃ、つるつるのすべすべのぷにぷにじゃ……饅まん頭じゆうのようじゃのう。んふ、美味しそう……」

　かぷり、と。

　フィアの首筋を甘あま嚙がみした。

「ヒィィィ!?　食われるぅぅ!?」

　さすがにそれは我が慢まんできる限界を超えていたらしい。ぞわぞわぞわ、とフィアは一ひと際きわ大きく背筋を震ふるわせたかと思うと、力任せにこのはの腕を振ふり解ほどいて逃げ出した。

　このはは宙に放り投げられていた梅うめ酒しゆの瓶びんを片手で事もなげにキャッチし、フィアが逃げ去っていった縁えん側がわのほうを見ながら不満げに呟つぶやく。

「なんじゃー、つまらん……」

　だが彼女がまたラッパ飲みでくぴりと瓶を傾けたとき、居い間まの襖ふすまが力強く開かれた。

「いや！　ふぃっちーの生きざま、うちはしかとこの目で見届けたよ……！　今度はうちが頑がん張ばる番じゃね！」

　黒くろ絵えが帰ってきたのだった。春はる亮あきがこっそり腰を浮かせて彼女の背中を見やると──ある。髪で支えられるようにして、このはからは見えない死角に似たような形の瓶が保持されていた。

（おお、あれこそが俺おれ達の希望の光……伝説の聖剣レベルで頼もしい！）

　こちらの視し線せんに気付いたか、黒絵は後ろ手でぐっと親指を立ててきた。作戦フェイズ①のパーフェクトな完了。

　後は《ビンカン美少女作戦》フェイズ②『このはに瓶から手を離はなさせる』、フェイズ③『慎しん重ちように、そして大胆にすり替える』を実行するだけ。

　そうすれば、残るは最後のフェイズ④『補給が途と絶だえ、酔いが醒さめる』。その幸福な未来が訪れるのを、ただひたすらに待つだけでいい──

「さて！　ふぃっちーがどこかに行ってしまったので、ここはうちが代わりにお酌しやくを。ほら、ちゃんとした杯さかずきも見つけてきたし。なのでその瓶はうちにお任せ──」

「ほぅ……でかした。じゃが、二人ふたり続けて酌をさせるだけというのも、飽あきるのぅ。それはありがたく使わせてもらいましゅが、黒絵しゃんには別のことをしてもらおう、かのぅ……」

「うっ」

　いきなり目もく論ろ見みが崩くずれた。だが黒くろ絵えは素早すばやく気を取り直し、

「で、ではマッサージとかどうかな、このさん！　うちの髪マッサージは天下一品、身も心も蕩とろけさせるよ～？」

「ほおう、按あん摩まじゃな。酒を飲みながら、というのは贅ぜい沢たく……頼もうかのう」

「らじゃー！」

　黒絵がこのはの後ろに回り、その髪をしゅるると動かす。それはいくつかの房に分かれ、足を伸ばして座っているこのはの身体からだに絡からみついた。首筋に。腕に。胸の谷間に。太ふと股ももに。そしてその髪はゆっくりと収しゆう縮しゆくしてこのはの筋肉を揉もみ解ほぐし始める。

「おっほ、ほっほ……これは、なかなかに……よいぞ」

「気にいっていただけてなによりー」

　一見チャンスだが、黒絵はその髪でこのはを拘こう束そくするような軽挙は行わない。刀であるこのはと黒絵の髪は相あい性しようが悪すぎるのだ。その気になれば簡かん単たんに切断されてしまう。

　隙すきを窺うかがうべく、黒絵はさらに髪でのマッサージを続けた。このはは全身を弛し緩かんさせ、その動きに身を預けている。首に回した髪が肩をもみもみ。このはの吐と息いき。髪が太股を軽く持ち上げる。胸の谷間の髪が動くと、それを挟はさんでいたモノがぷるりと揺ゆれる──慌あわてて春はる亮あきはこのはではなく黒絵に意い識しきを集中させた。事情を知らない人間がもし見れば、豊満な身体からだの和服美人が緊きん縛ばくされている、というふうにしか見えないだろう。そんなキケンな絵え面づらだった。

「んっ……あ、そこ、下、もっと……」

「おっけー。うちに任せて、力を抜いてね」

　そのとき、黒絵の頭から新たな髪の房が無音で持ち上がった。黒絵の瞳ひとみも微妙に鋭するどくなる。その髪の房がゆるゆると進む先にあるのは──このはが右手で握っている、梅うめ酒しゆの瓶びん。

　やる気か、と春亮はひっそりとテーブルの下で拳こぶしを握にぎり締しめた。

　フェイズ②『このはに瓶から手を離はなさせる』が難むずかしいと見て、黒絵はそのフェイズを飛ばして強引にフェイズ③へ進むことを決意したのだ。

　確たしかに、今のこのはは完全に快楽の虜とりこになっている。素早すばやく瓶を奪うばい、黒絵が背後に隠かくしているダミー瓶にすり替えることができれば。気付かれずにというのは難むずかしいかもしれないが、一いつ瞬しゆんでもその視界から消すことができればいい。マッサージの邪じや魔まになるかと思ったからとか、ついでに髪で酌しやくをしようと思ってとか、いろいろ言いい訳わけはできる。

　春亮としてはもう祈るしかなかった。頼む、黒絵……！

　ゆるゆる、と髪が瓶に近付く。もう二十センチ。十センチ。五センチ──

　が、そこで、このはがすい～と瓶を動かして杯さかずきに酒を注ついだ。髪が空振りする。

「……ん？」

「な、なぁに？」

　ぴた、と黒絵がその髪をその場に停止させ、おかしなところはありませんよこれはマッサージ用の髪ですよ、という気配けはいで愛あい想そ笑わらい。振り向いていたこのはは軽く首を振りつつ、

「いや……続けよ」

「ら、らじゃー」

　ミッション再開。髪が、ゆるゆる。けれどぎりぎりで、酒さか瓶びんがすい～。ぴたりと止まる。

「……ん？」

「ん!?　な、なにか？」

　そしてまた、ゆるゆる。すい～。ぴたり。このはが振り向く。黒くろ絵えがたらりと汗を垂たらしつつ愛想笑い……完全に、だるまさんが転んだみたいな状況になってしまっていた。

（ど、どうする!?）

　新たな作戦フェイズ２・５の発生。『このはの意い識しきを逸そらす』だ。

　このままでは、いつこのはに気付かれるかわからない。少しでいい、意識を逸らして、隙すきを作る必要がある。そのために、自分には何ができるか──？

「……」

　すぐに思いついたが、それにはいくつかの問題があった。しかし背に腹は代えられない。今まで自分はずっとこのはの酒の肴さかなとして座っているだけだったのだ。フィアと黒絵だけに頑がん張ばらせるわけにはいかない。いろいろ危険なのは承知しているが、これが何かの援えん護ごになるなら、やるしかない──

　と、覚悟を決めたときだった。逆にこのはのほうから、

「ん……あふ……っと、そうそう。この髪の按あん摩まもよいが、やはり人の手も欲しいのぅ……ということで。はりゅあきくん、こっち来いー。揉もむ、のじゃ……ひっく。黒絵しゃんは、引き続き、髪に集中せよ～」

「──わかった」

　マッサージの手伝てつだいをして、意識を拡散させる。可能ならいろいろ話しかけたりしてこのはの気を逸らす。このはのほうから誘さそってくれたのは好こう都つ合ごうだった。その行為に潜ひそむ危険が減ったわけではなかったが。

　このはは片足を伸ばし、もう片方の足を曲げた状態で座っていた。その伸ばした足のほうをちらりと見下ろし、

「では──まずは、ここを揉んでもらおうかのぅ。両手で、しっかりな……？」

「お、う」

　春はる亮あきは膝ひざ立だちでその足の横へ。和服の合わせ目から伸びる、白く肉感的な太ふと股もも。巻きついている髪の黒くろ色いろが余計にその白さを際きわ立だたせているように思えた。

　何も思うな考えるなこれはただの作戦フェイズ２・５、と自分に言い聞かせつつ、春亮はその太股──黒絵の髪が巻きついている隣となりの部分に両手で触れる。むにぃぃ、という瑞みず々みずしい弾力。それでいて溶けそうなほどに柔らかい。つるつるですべすべで摩ま擦さつという概がい念ねんを知らない肌。太ふと股もも。ふともも！　駄だ目めだ考えるな心を閉じろだから危険なのだこれは！

「あっ……ん、揉もんで、そこ、揉んで……」

　力を込める。柔らかな肉に指が微かすかに埋没し、震ふるえ、温度で包み、弾力を持って跳はね返してくる。もう片方の足も伸ばされた。そちらに移動。軽く膝ひざを立てるようにしながら、背筋を反そらすようにしながら、このはは熱あつい吐と息いきを漏もらしていた。

「あ、あ、気持ち、いい、気持ちいい……もっと、して……はりゅあき、くぅん……」

　身体からだの芯しんが熱あつくなるような囁ささやきが聞こえる。限界だ、なんかもう限界だ。まだなのか黒くろ絵え。

「え、えっと……次は別のところ！　肩とかどうだ、このは!?」

「あんっ。ふ、う、む、それも、よいれすねぇ……じゃあ、膝立ちになって、ここで」

「いや、肩揉みといえばやっぱり後ろから……」

「こ・こ！」

「……はい」

　どうしてか、対面式の肩揉みを強制された。その肩に手を伸ばす。黒絵の髪と共に揉む。このはの頭越しに「まだか？」と視し線せんで黒絵に問い掛かけると、「もう少し隙すきを作って！」というような目配せが返ってきた。

「えーっと、こんなものですかね、お客さん」

「うン、ん、もっと、早く、動かしても、だいじょうぶ……そう、いち、に、いち、に。がんばって、がんばって……あ、あ、あ……」

　半分ずり落ちた眼鏡めがねの下から、蕩とろけたこのはの目が春はる亮あきを見つめていた。震しん動どうでその顔がリズミカルに揺ゆれる。吐息と共に揺れる。それだけでなく、このはの肩に引っ掛かっていた和服の襟えりがずりずりと広がり始めた。もはや完全に肩が剝むき出しになっている──

「待て、ちょっとストップ！　お前の服が！」

「いいの、今、いいところ……動いて、まだ、もっと、動くのぉ……ん。場所も、次は、もうちょっと下……」

「下……!?　肩の下はもう肩じゃないぞっ？」

　このはは杯さかずきを持った手をこちらの腕に乗せてきた。ぐっと下向きに圧力をかける。正面から肩を揉んでいた手がじりじりと下がっていく。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきにしがみつくように、彼女の鎖さ骨こつに指が引っ掛かる。すぐ外れる。そして傾斜が始まる。その傾斜はだんだんと角度を深くし、柔らかみを増していき、そこはもう肩ではなく──

「で、でええええーいっ！」

　渾こん身しんの力で腕ごと身を捻ひねり、春亮は魔まの傾斜から指先を脱出させる。ほっとしたのもつかの間、その強引な動作のせいでバランスを崩くずして顔から倒れてしまった。そこで鼻先をぷにょんと柔らかく受け止めたのは──揃そろえて伸ばされていた、このはの両足。さっきまで揉んでいた太股が目の前にある。視界いっぱいに広がる、剝いた卵のように滑なめらかで白い肌。その肌に自分の鼻息が跳はね返る。唇も少しだけ触れてしまったような気がする。

「ご、ごめん、このはっ！」

「うふ。いいんです、よぅ。はりゅあきくんも、疲れておる、よなぁ……？　ここで、しばしの休息を取るとよい、ぞ……んふ。ひざ、まくっらっ……」

　このはは杯さかずきを放り捨て、空あいた手でがっしりと春はる亮あきの頭を摑つかんだ。瓶びんはまた片手で持っている。それを一飲みしつつ、このはは膝ひざを動かして正座の姿勢に。春亮は頭を摑まれているので脱出できない──せめてもの抵抗として首を回したが、それもまた失敗だった。

　下着をつけておらず、薄うすい和服をはだけさせているこのはに膝ひざ枕まくらされた状態から、このはのほうを見てしまえばどうなるか。慌あわてて目を閉じ、春亮はその答えを知ることをぎりぎりで回かい避ひした。何かが見えたような気がしたがきっと見ていない。影かげで見えなかったのだ、そうに決まっている。

「え、えーと、このはさん。この状態は、いつまで……？」

「わりゃわの身体からだを、気持ちよーくしてくれたはりゅあきくんが、癒いやされるまで、よ……」

「も、もう充分癒されました！」

「いやあ、まだまだ……おっと、この状態、はりゅあきくんを癒すに丁度よい方法……思い出しました、よぅ……」

　春亮はさらにじりじりと首を回し、なんとか目を開あけられる位置にまで顔を動かす。おそるおそる瞼まぶたを開くと、零こぼれかけた膨ふくらみを下から見上げるような状態になっていた。さっきよりはマシだと思うしかない。だが嫌いやな予感がする。その膨らみの間から、このはがひどく妖よう艶えんな笑顔えがおでこちらを見下ろしている──

「のう、はりゅあきくん……お主ぬしは、わかめ酒、というものを知っておるかぇ……？　わかめの酒というわけではなく、ふふ、とても楽しい、酒の飲み方……」

　知らないがとにかく嫌な予感がした。知ってはならない何かだという予感がした。

　そんな絶望的な気配けはいの中──見上げるこのはの顔の後ろで、何かが高速で動いた気がする。

（く、黒くろ絵えっ……！）

　このはは覆おおい被かぶさるようにしてこちらを見ている。つまり瓶から完全に視し線せんを外している。その一いつ瞬しゆんの好こう機きを見み逃のがさず、黒絵が一気に髪を奔はしらせたのだ。

　終わる。フェイズ③『慎しん重ちように、そして大胆にすり替える』が──これで終わる！

　未来が見えた。

　なんじゃー、と瓶を奪うばわれたこのはが振り返って、うちが注つぐよー、と黒絵が愛あい想そ笑わらいで瓶を持っていて、しかしその瓶は既すでにすり替えられたもので──完かん璧ぺきだ。助かった！

　だが。

「あ……ありゃ……？」

　黒絵の疑問の声と同時、ぱさぱさぱさ、と何かが畳たたみに落ちる音。

　その瞬しゆん間かん、春はる亮あきは自分の頭が自由になっていることに気付く。つまり、今までその頭をロックしていたこのはの腕には何か別の役割が与えられたのだ。春亮は絶望的な気分で身を持ち上げ、何が起こったのか確たしかめてみる──

　このはは自分の手が形作っている手しゆ刀とうをぼんやりと見やり、それから床ゆかに落ちている黒くろ絵えの髪の毛をまたぼんやりと見やった。そしてその手で自分の頭を搔かき、カチコチに固まっている黒絵に対して、なんでもない様よう子すで言う。

「気をつけいよー。ひっく。わりゃわの近くで、一定以上の速さで動くと……攻こう撃げきと判断して、自動的に、迎撃してしまうぞぉ」

「へ、へぇぇぇ。知らんかったねぇ。な、なんでかな？」

「癖くせのような、ものじゃのう……よく矢が飛んできたりした故ゆえ、なぁ。しかし、どうして、この酒に対して、そんなに速く髪を伸ばしたの、かえ……？」

　くぴ、と酒を一飲みしてから。

　このはは瞳ひとみを細めて、続けた。

「まさか──わりゃわの酒を奪うばおうとしておったのでは、なかろうな……？」

　ぞっとするような冷気が薄うすく漏もれ始める。黒絵はぶんぶんと両手を胸の前で振って、

「いいえ、めっそうもないー！　それこそまさか、じゃね！　うちはただ、このさんがわかめ酒を作るのを手伝てつだおうかなと！　さ、やろう、今すぐ！」

（た、魂たましいを売りやがったーっ！）

　ゴメンネ、というような謝しや罪ざいの視し線せんが黒絵から届く。それにどんな視線を返せばいいのかわからない。

　何にしても、今のでこのはの警けい戒かい心しんが上がってしまったような気がする。簡かん単たんに瓶びんを手放すようなことが今後あるのか。素早すばやくすり替えようにも、今のこのはは自動的に迎撃してくるらしい──恐ろしすぎる。作戦を修正すべきなのかもしれない。だが、どこからだ？　フェイズをどこから修正すればいいのだ？

　そんなとき、ぴんぽーん、と玄関でチャイムが鳴った。このはがぴくりと顔を上げて、

「お。そう言えば、そうよ……来たか。むふふ！」

　なぜか急に機き嫌げんがよくなっていた。わかめ酒なる謎なぞの酒のことも忘れてしまったようだ。

「ええと、このは……何が来た、って？」

「そろそろつまみだけでは足りなくなってきた、ところ……腹を満たすものよ。うむ、さあ、取りに行くの、ですよぅ。全員で行かねば、運べんかも、しれんなあ……？　ほれ行くぞ、ついて来い、そこのこむしゅめも～」

「うっ!?」

　いつのまに帰ってきたのか、フィアは縁えん側がわから柱に隠かくれるようにしてこちらの様子を覗のぞき見みしていた。観かん念ねんしたように居い間まに入ってきたフィアを加え、三人は顔を見合わせる。

　よくわからないが──

　どうやら、悪酔いしたこのはが引き起こす騒そう動どうはついに居い間まを飛び出していくらしかった。
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　それはとてもこのはらしいことではあった。

　だがどうしてだ、と春はる亮あきは問わざるを得ない。

　どうして。なぜ。

　この、昨日きのうまでは平へい穏おんだった夜や知ち家けの庭に──




　豚の丸焼きが鎮座しているのか。




　日が暮れかけた夕方の庭に、香こうばしい匂においが漂っている。

　ぱちぱちと枯れ木が爆はぜる音。薄うす闇やみに映はえる赤い炎。赤い着物を纏まとった女が、豚ぶたを貫く巨大な串くしのようなものを支持台の上でぐるりぐるりと回していた。そして含み笑いを漏もらしていた。

「ふっふっふ……よい、匂いじゃあ……もう少し、かのう……？」

　正直なところ、かなり魔ま女じよのサバト会場っぽかった。思い出したように梅うめ酒しゆの瓶びんを傾ける魔女の宴うたげだ。ちなみに、裏の林から枯れ木を集めてきたり消火用のバケツを用意したりして甲か斐い甲が斐いしく彼女を手伝てつだっている魔女の手下的な幼女も一人ひとりいた。依然として瓶をすり替える隙すきを狙ねらっているのかもしれなかったし、あるいは単に保身に走っているだけかもしれなかった。

「ううむ……私達が帰ってくるより前に、既すでに注文しておったということか」

　そのサバトを眺めながらフィアが言い、隣となりにいた春亮は肩を落として答える。

「なんかそうみたいだな。肉屋さんにはかなり無理言ったんだと思うぞ……？」

「うむ。持ってきたさっきの男、半泣きだった気がする」

「あの肉焼きセットとかもそうだし、そもそも最初からだいたい焼けてただろ。完全に生から焼くのは時間がかかりすぎるからだろうけど……あとは少し温め直すだけの豚の丸焼きを用意しろとか、どういう無む理り難なん題だいだ。代金は計算してから明日あした請せい求きゆうするよ、って肉屋さん言ってたな……おお、凄すさまじく恐ろしいっ……！」

「なあ春亮、私としても心苦しいが、さらにお前をぞっとさせるようなことを言わねばならん。あのウシチチ女、今まさに新しく電話をかけておるぞ。どこにかは知らんが」

「なにぃっ!?」

　黒くろ絵えに借りたのか、確たしかにこのはは携帯を耳に当て、ぐるぐると豚を回転させながらどこかに電話をかけていた。止めるべきかと思ったが、時すでに遅し、このはは満足げな顔で通話を終えて黒絵に携帯を投げ返す。

「か、家計の大ピンチかもしれないっ……」

「追加でウシの丸焼きとかを注文したのでなければよいがな。祈るしかあるまい」

　そしてフィアは不ふ機き嫌げんそうに腕組みしたまま、

「まだまだあいつの酔いが醒さめる気配けはいはないな。《ビンカン美少女作戦》は結局、フェイズ①を終えたのみか。偽にせ物ものを作ったところで、すり替えられなければどうしようもないぞ」

「わかってるけど、フェイズ②と③、瓶びんを手放させるのも実際すり替えるのもなんか難むずかしくなってきたような気がするんだよな……ひょっとしたら、根本的に作戦を見直したほうがいいのかもしれない」

「まったく、お前が甘すぎるからこういう面めん倒どう臭くさいことになるのだ。何がストレス解消させてやりたいだ、ウシチチを甘やかしすぎであろう！　もっとビシッと言うべきだ！　あるいはガスッと実力行使するべきだ！」

「甘やかしすぎ、なのかなぁ……？　まあストレス解消とか、たまには何もかも忘れて気分良くやってもらいたいっていうのは本音だし。でも、ああいうこのは、なんか微妙に懐なつかしいからかな……ちょっと止めどきを見失ったな、とは思うよ」

「……懐かしい、のか？」

「んー。ま、この家に最初に来たときのこのはは、お前が最初に会ったようなこのはとは全然違ってたからな。ちょっとアルバム見てるみたいな感覚だよ」

「懐かしめるような、昔から……一いつ緒しよに、おるのだな。お前達は。ふん……」

　その呟つぶやきは小さすぎてよく聞こえなかった。首を捻ひねると、フィアは頰ほおを膨ふくらませて明後日あさつてのほうを眺めていた。

「ん？　何か怒ってるのか？」

「べ、別に怒ってなどおらんわい！　機嫌も悪くなっておらんし私とウシチチを比べてもおらんしまして羨うらやましいとか思うはずもなく！」

「いや、確かく実じつに今まさに機嫌が悪くなってるようなっ？」

「うるさい黙だまれ、呪のろうぞ！」

　そんなことをやっていたとき、きいきい、と鳴っていた串くしの回転音が止まった。見ると、このはが豚ぶたを支持台から持ち上げてその焼け具合を確たしかめている。合格点に達していたのか、このはは豚の刺さった串を片手で持ち（おそらく普通の人間には無理な重さだろうが）、満足げな笑えみを浮かべてその先端を炎の横の地面に突き刺した。

「さあさあ、焼けたぞぇ……こっち来ょ、はりゅあきくん……」

　手招きされたので素直に行く。豚の丸焼きは、見た目はともかく、非常に美お味いしそうなものではあった。香こうばしい匂におい。ぽたぽたと滴したたる肉汁。

「あ、このさん、ナイフとかお皿とかを持ってきちょらんかった。ちょっと待って」

「ふふ、用意するのはよいが、わりゃわは待ち切れんぞぉ。味見味見、と……」

　しゃがみ込んだこのはが右手の手しゆ刀とうを一いつ閃せん、魔ま法ほうのように肉の一部分が切り取られてこのはの指先に移動した。ぽいと投げるようにしてそれを食べたこのはが、ふむ！　と満足げに頷うなずく。

「さすがわりゃわが焼いた肉、美び味みじゃな！　黒くろ絵えしゃんも、よく働いた……皿を取りにいく前に褒ほう美びを取らせよう～」

　しゅぱしゅぱ、と手刀で切り取った肉を黒絵に食べさせる。黒絵は「むおお。ほっぺたが落ちるー」などと口をもぐもぐさせながら家に皿を取りに行った。

「次は、はりゅあきくん～。うふふ、あーん」

「……」

「イヤ……なの、かえ？」

「い、いただきます！」

　一いつ瞬しゆんだけ氷結地獄コキユートスの風が吹ふいてきた気がしたので、素直に口を開くことにした。このはの指先が唇に触れ、アツアツの豚ぶた肉にくを口に入れてくる。実際、それはとても美お味いしいものだった。

「ほふほふ……なんてこった、マジで美う味まい」

「そうじゃろうそうじゃろう。さて、こむしゅめは……？」

　だがフィアはこの期ごに及んでもフィアらしかった。犬歯を剝むき出だしにして、

「い、いらんわい！　少なくとも、貴き様さまの手から食べるなどというのはありえん！」

「ま、よいが。こんなに美味いのに、のぅ」

　余裕の表情で、このはが手切り肉をもう一枚。その勝ち誇った顔がフィアの癪しやくに障さわったのか、

「ふん！　いくら美味くても、そのせいで余計な肉がついてしまってはたまらんからな！　不法投とう棄きのタイヤ山レベルで邪じや魔まなプヨプヨ胸！　汚お染せんされた小川のように醜みにくく波打つだけのタプタプ腹！　放置された化学物質から生まれた怪かい奇き生物のようなダルダル四し肢し！」

「なんでワイドショーの《違法業者を追え！》コーナーみたいになってるんだ……？」

「うるさいな、ハレンチ小僧め。許されざる罪のようなニュアンスが満まん載さい、実にピッタリの比ひ喩ゆではないか。とにかく、それらの罪は全すべてその見苦しい食欲によって生じるのだ……！　はん、その肉汁やら匂においやらは食虫植物的な罠わなであるのにな！」

　なんですってえ！　といつものこのはなら肩を怒らせて言い返すところだったが、ここにいるのはいつものこのはではない。依然として余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で、もう一切れ肉を切り出す。

「くくっ。足りないよりは、余っておるほうが、ましではないですか、のぅ？　肉を食わんから、こむしゅめはぁ、そのように……わびしい、のじゃぁ」

「わ──わ・び・しいっ……!?」

　ピシリ、とフィアの表情が固まる。このははそんな彼女をちらりと見てから、

「うふふ。はりゅあきくんも、大きいほうが、好み、でしゅよねぇ……？　大きいお肉だと、ほら、我が慢まんせずに、こんなこともぉ……できますしぃ」

「こ、こんなこと？」

「んふ。おかわりですよぅ……二人で、食べましょう……？　は、む」

　このはは先刻切り取った大きめの肉の端はしを口に咥くわえた。だがそれ以上咀そ嚼しやくすることはなく、そのまま春はる亮あきのほうに近付いてくる──

「お、おいこのは。まさか、それを、俺おれに……!?」

「んー♪」

　その肉の塊かたまりの。空あいている端っこを咥えろと。食べろと。そういうことですか!?

　なぜかこのはは目を閉じている。こちらが何を言っても、何をやっても、止まることはないのだろう。そんな気がした。

　だが──春亮以外の誰だれかは。

　それを止める手段を持っていたのだった。

　次の瞬しゆん間かんに聞こえてきたのは、ざばー！　という水音。

　春亮が思わず閉じていた目を開あけると、見えたのは──肉を咥えたままのこのはが、頭からずぶ濡ぬれになっている姿だった。

　その水は、黒くろ絵えがたき火の消火用に用意したバケツに入っていたもの。水滴を垂たらすだけになったそのバケツを適当に放り投げながら、フィアが真ま面じ目めな顔で言った。

「おや。手が滑った」

「ふ、フィア……」

「だが丁度よいと言えば丁度よいな。頭が冷えれば酔いも醒さめるかもしれん。ひたすら水をぶっかけてみる、というのを《ビンカン美少女作戦》に替わる作戦その２にしてみようではないか。いや、首根っこを摑つかんでバケツに頭を突っ込ませる、とかのほうが手っ取り早いか？」

「ふっ……ふっ、ふっ、ふっ……愉ゆ快かいなことを、しおるなぁ……」

　バケツの水を引っ掛けられた程度では、このはの酔いは全く醒めていないようだった。咥えていた豚ぶた肉にくを獣けもののように口に引っ張り込む。そして咀嚼。濡れた髪が顔に張りついているので、表情はよくわからない。声的には笑っているが、けっして笑っていないのだけは確たしかだ。

「うわーお。帰ってきたら大変なことに……！　これはもう無理じゃね。ハル、こっちに」

　皿や箸はしなどを台所から持ってきた黒絵がぎょっとその光景を見て立ち止まり、それから春亮の腕を引っ張って危険地帯から後退させる。

「なにがあったん？　ふぃっちー、今まではガマンしちょったのに」

「まあ……いろいろあったんだよ、いろいろ」

　瓶びんを高々と持ち上げるようにして、このはが自分の口にまた梅うめ酒しゆを流し込む。ごくり、と喉のどが鳴るのが聞こえた気がした。

　そして、このはの身体からだがゆっくりと前傾姿勢になっていって──

「簪かんざしを持っておらんのが悔くやまれるのう！　仕置き、じゃっ！」

「こっちの台詞せりふだぁぁぁっ！　十九番機き構こう・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》！」

　手しゆ刀とうを構えたこのはと、ルービックキューブを拷ごう問もん具ぐに変えたフィアが同時に走り出す。そして激げき突とつ。螺ら旋せん槍そうと刀が打ち合わされる音。高速で位置を変え、あらゆる角度から攻こう撃げきを繰くり出し、空気を弾はじけさせながら回かい避ひし、お互いに罵ののしり合って、また突撃──

　それだけでも頭を抱えたくなるようなことなのに、今はこのはの姿がさらに事態を悪化させていた。和服一枚だけの姿で、しかもびしょ濡ぬれになっているのだ。その状態で獣けもののように疾しつ駆くしたり跳ちよう躍やくしたり回転したり蹴けりを繰り出したりしているのだ。

　春はる亮あきは顔を片手で覆おおって嘆息する。さらに頭をぷるぷると横に振りながら後ろを向いた。

「悪い黒くろ絵え、ちょっと今回は、俺おれには止めらんない気がする……」

「言うまでもなく、うちにもムリよ。髪を伸ばしても速攻で切られる気しかせん」

　背後からの戦せん闘とう音おんは止やむことを知らない。がきんがきんぎりぎり。罵り声も止まることを知らない。こむしゅめ大人おとなしくしろお前こそいい加減胸を仕し舞まえさっきから零こぼれておるすまんな大きすぎてむきぃぃぃ。

　春亮と黒絵はただ嵐あらしが過ぎるのを待ち続ける。できることはそれしかなかった。

　そして──




　止まない雨はない。消えない嵐はない。

　しばらく経たったころ、唐とう突とつに、今までとは異なる音が背後から聞こえてきた。

「……へっくしゅん！」

　春亮はゆっくりと振り返り、久方ぶりに視し線せんを戦場に戻す。二人ふたりの動きは止まっていた。

　フィアは眉まゆを寄せ、このはの様よう子すをじっと見ている。このはは自分の髪を軽く搔かき上げ、ぼんやりと虚こ空くうを見上げるようにして──また、くしゅん。高速でバトルしたせいだろう、濡れていた身体からだはそれなりに乾いている。その気き化か熱ねつで体温が奪うばわれたのかもしれない。

「見て、ハル……！」

「おお！」

　身体を温めようとしたのか、このはが梅うめ酒しゆの瓶びんを傾ける。が、すぐに口を離はなして怪け訝げんに首を傾かしげた。軽く振って中身の重さを確たしかめ、このはは不満げに口を尖とがらせる。

　信じられない思いで、春亮はそれを見やっていた。

「す、ストック切れか……!?」

「ふぃっちーが水をぶっかけた作戦その２のおかげで、頭も身体もだいぶ冷えちょるはずよ。つまり合わせ技で、《ビンカン美少女作戦》フェイズ④、『補給が途と絶だえ、酔いが醒さめる』が経過を飛び越えていきなり達成されるかも！」

　目の前の霧きりがぱっと晴れたような感覚。頰ほおから勝手に力が抜けていく。温かいものが胸中に浮かんでくる。希望。未来。喜び。感かん謝しや。幸福──その温かいものに名前をつけるとすれば、それはきっとそんなものだった。

「いや、経過とかもう正直どうでもいい。終わりよければ全すべてよし、だ！」

「同感じゃ。長かったうちらの戦いが、ようやく終わるんじゃね。厳きびしい道のりじゃった！」

　ハッピーエンドの気配けはいを全身で感じながら、春はる亮あきは黒くろ絵えと顔を見合わせた。彼女が浮かべているのは、安あん堵どと解放感に満ちた最高の笑顔えがお。仮にその瞳ひとみから涙が零こぼれ始めても驚おどろきはしない。おそらく、自分も同じような顔をしているのだろうと思う。

　だが──そのときだった。

　春亮は目を丸くし、ぱちぱちと瞬まばたきをする。黒絵の笑顔の後ろに、ここにいるはずのない人間の顔が見えたのた。なぜ彼女が、このタイミングで、ここに？

「い、いんちょーさん……？」

「はあ、はあ……夜や知ち。何があった？」

　春亮達のクラスの学級委員長。上うえ野の錐きり霞かは、ここまで急いで来たらしく、大きく肩で息をしていた。長いポニーテールが上下に揺ゆれている。

「な、何が、って……？」

　凄すさまじく嫌いやな予感を覚えながら聞き返す。錐霞は眉まゆを寄せながら、手に提さげていたビニール袋ぶくろを軽く持ち上げてみせた。

「さっきこのはくんから電話があって、《なんでもいいから酒を持ってきてくれ。できるだけ急いで》などと言われたんだが。このはくんの声が少しおかしかったこともあったし、私はてっきり、何か呪のろわれた道具に関するトラブルが起こって、その呪いを抑おさえるためにとかそういう理由で酒が必要なのだと──」

　ぴきん、と世界が罅ひび割われる音が聞こえた気がした。勿もち論ろん、その罅から滲にじみ出てくるのは絶望感という名の黒い液体だ。春亮は先刻このはが豚ぶたを焼きながら電話していたことを思い出す。あの相手は錐霞だったのか。

「おう……丁度、酒が切れたところよぉう。さすがわりゃわ、先見の明がある……さて、錐霞しゃんも、一いつ緒しよに、ね……？　むふふ。居い間まで、飲み直しじゃあ……」

「こ、このはくん……？」

　近付いてきたこのはが錐霞の手からビニール袋を奪うばう。事態を把は握あくした錐霞がはっと顔色を変えるが、彼女が逃げるより早くこのはがその肩に腕を回して抱きついた。錐霞のいかなる抵抗も許さず、そのまま強引に居間に歩き始める。

「終わった……」

　ガクゥー、と地面に手をついて項うな垂だれる黒絵。春亮もそうしたいところだったが──何かが、頭の奥に引っ掛かった。なんでもいいから酒を。酒。梅うめ酒しゆではない、酒。

「ほれ、お主ぬしらも。肉を忘れるでないぞぉー？」

　このはが軽く振り向き、今まで戦っていたフィアに対しても簡かん単たんに言う。気き紛まぐれこのはさんの本領発揮だ。

「おいどうするのだハレンチ小僧、せっかく梅うめ酒しゆが切れたのに！　またアルコールが追加されてしまったではないか！」

「ああ……いや、とりあえず言われた通りにしよう、フィア。何か、何か思い出せそうなんだけど……なんだっけな」

　庭のたき火の後片付けをしてから、豚ぶたの丸焼きを持って居い間まに戻る。途と中ちゆうで台所に寄って、居間のテーブルで食べる用の大皿やら何やらを用意した。

　このはがホクホク顔で、錐きり霞かの持ってきたビニール袋から酒を取り出している。

「ほほう、純米に、麦酒、焼しよう酎ちゆう、こちらは芋いも焼酎か……よいのぅ。おっ、これは、洋酒じゃなあ。あまり飲んだ記き憶おくはないが、はてさて、どのような味が──」

　とん、とこのはがテーブルの上に置いたのは、ウイスキーの瓶。

　そこで春はる亮あきの脳の回路が繫つながった。全身に電流が走るような衝しよう撃げきで繫がった。

「あ……あああああっ!?」

　思い出した。思い出した！

「こ、このは……飲もう、それ、今すぐ飲もう何よりもまず飲もう！　ウイスキー、きっと超美お味いしいぞさすがいんちょーさんだなあ！」

「む？　はりゅあきくん、いきなり何を……しかし、わりゃわは先に、この芋いも焼じよう酎ちゆうを──」

「いやそれより先に！　グイッと！」

　視界の隅すみで、フィアと黒くろ絵えが何かを悟った様よう子すでその顔を見合わせるのが見えた。するするとこちらの背後に近付いてきて、

「ハレンチ小僧。どういうことだ」

「ウイスキーを飲ませると……どうなるん？」

　春亮は小声で、

「思い出したんだ。あの状態のこのはは洋酒に弱い。一杯で寝るくらいに弱い……！　昔もそれで助かったんだ。そんとき買い出しに行かされたのは親おや父じだったけどな」

「ほほう。もっと早く言え、などと文句を言うのは後回しにしておこう。やるべきことが決まったのなら、もはや迷うことはないな……おいウシチチ！　私からも言うぞ、このウイスキーを飲め！　命令する！」

「うわ、ふぃっちー、それはさすがにあからさますぎ──！」

　黒絵の懸け念ねん通り、このはは眉まゆを寄せて、

「なんじゃあ？　こむしゅめにそう言われると、不ふ思し議ぎに天あまの邪じや鬼く精神が出てきます、の。焼酎じゃ、まずは焼酎じゃ～」

「こ、この……よしわかった、一杯だけでよいのならばもはや多少強引になっても構うまい！　無む理り矢や理りに流し込んでくれる！　春亮、クロエにキリカ！　ウシチチの動きを止めるのだ！」

「も、もうやるしかないのかもしれん……ええいっ！」

「大丈夫、このさんはハルだけは傷つけんと思うから！　……うちらはどうか知らんけど。ちょっとビビリつつ、モード《カオティック忠ただ盛もり》！」

「よくわからないが、私にも責任の一端があるような気がする。手伝てつだうしかなさそうだ！」

「なんじゃ、おにゅしらー！　わりゃわは、ただ好きに酒を飲もうとしておるだけ、であるぞ。それを邪じや魔まするというのなら、それ相応の覚悟をせいー！」

　居い間まは一気にカオスと化した。どったんばったん。黒い紐ひも状じようの何かが乱れ飛ぶ。拘こう束そく用ようの拷ごう問もん具ぐが手しゆ刀とうで弾はじき返される。春はる亮あきが顔を押し付けている大きな何かが柔らかく震ふるえて、「んはぁんっ……」と艶なまめかしい喘あえぎ声ごえ。なぜか後頭部を誰だれかに殴られる。誰だ。

　豚ぶたの丸焼きがひっくり返る。テーブルの上に載のせてあったパックの酒が飛んで零こぼれて春亮の頭を濡ぬらす。酒さけ臭くさい。同じようにして飛び散った酒が口に入ってしまったのか、「これは、どうしたことだぁ。身体からだが、熱あつくなって……おせんべが、空を、飛んでおるぅ……？」などとフィアがフラフラし始める。

　酒の臭においのせいか、体力を使いすぎたせいか、春亮は眩暈めまいのような感覚を覚えていた。騒さわぎは止まらない。まだなのか。何が起こっているかはわからない。事態が優ゆう勢せいなのか劣勢なのかもわからない。頭がぼうっとしてくる。瞼まぶたを開あけるのすら億おつ劫くうな気分だ。

　徐々に意い識しきが薄うすれていく中、聞こえてきたのは──

「ぬわっはっはっはー。まだまだ、じゃぞぉ。かかって、こんかーい……」

　やっぱり楽しそうではあるんだよなあ、と春亮は不ふ思し議ぎに微笑ほほえましい気分で思って。

　そしてそれが、この夜の最後の記き憶おくになった。
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　深夜──静せい寂じやくと暗くら闇やみに包まれた居間。

　時間の止まっていたその空間に、ふと、動きが生まれる。

　むくり、と起き上がる影かげ。その目は八割方閉じている。欠伸あくびをして、のろのろと歩き出した。身に着けていた和服がその拍子にどこかに引っ掛かり、帯が解ほどけていたことも相あい俟まってするすると脱げていったが、まだ夢の世界に片足を突っ込んでいる影はそれを気にしない。起伏のある身体を隠かくすこともなくのたのたと居間を出ていき、トイレに入る。用を済ませ、トイレを出て向かうのは自分の部へ屋やだ。ぼへー、とした視し線せんで部屋を見回し、怪け訝げんに首を傾かしげつつも、押し入れから布ふ団とんを適当にどさどさと引ひき摺ずり出す。敷しくというよりはただ広げただけの布団に、全裸のままもぞもぞ潜もぐり込んだ。

「んー……」

　そして彼女は、幸せな二度目の眠りに落ちていく。

　勿もち論ろん──一度目の眠りのときに何があったのかを、彼女が思い出すことはなかった。

　それもまた、幸せなことに。




　朝。

　目覚めるなり、このはは自分が全裸であることに布ふ団とんの中で首を捻ひねる。寝る前に脱いだ記き憶おくはないが……そもそも昨日きのうの記憶が何か曖あい昧まいだが……まあ、たいしたことではないだろう。あまり他人に言ったことはないが、寝ている間に暑くなって服を脱いでしまう、というのはたまにあることだった。素肌に滑る布団と毛布の感触を名残なごり惜おしく感じながら起き上がり、適当に服を着て居い間まに向かう。

　そこに一歩足を踏み入れた瞬しゆん間かん、このははぽかんと口を開あけた。

「な、なんですか、これは……！」

　居間は惨さん憺たんたる有あり様さまだった。押し入れの襖ふすまには少しばかり穴が開き、障しよう子じも破れ、お酒の瓶びんや紙パックが中身を零こぼして転がっており、そのせいでそこかしこの畳たたみが湿っている。そしてあろうことか、なぜか──丸焼きにされた豚ぶたらしきものが大皿から半分零れかけた状態でテーブルに載のっていた。

　問題はそれだけではない。滅め茶ちや苦く茶ちやになった居間には、三人の同居人の姿もあった。そしてなぜか錐きり霞かの姿もあった。誰だれもが、どこかぐったりした様よう子すで眠っている。フィアはルービックキューブを握にぎり締しめ、苦く悶もんするように眉まゆを寄せて歯ぎしりしながら。ぽりぽりとお腹なかを搔かいたのか、片方の手が服をヘソの上まで捲めくり上げている。錐霞は何か外界の恐ろしいものから逃げようとしているかのように、頭を抱えた姿勢で子供のように丸まっている。黒くろ絵えは魂たましいが抜けたような気配けはいで口を開けて寝ていて、奇き怪かいなのは、その髪が何房も伸ばされていることだった──まるで何かと戦った後のように。さらに、いくつかの房が畳の上で文字を描かいているのに目が留とまる。たった二文字、『ギブ』と読めた。はたしてこれにはどんな意味があるのか。

　最後に。

　春はる亮あきも、寝ていた。不ふ思し議ぎなことに、部へ屋やの押し入れに突っ込んでいたはずの自分の和服を頭に被かぶっている。まるで匂においを嗅かぐかのように。そして、そう──匂いと言えば、だ。春亮も、フィアも、黒絵も、錐霞も、この居間自体も──とっても、酒さけ臭くさい。

　そこでこのはは一つ大きく息を吸った。そうして気合いを入れて、眉を吊つり上げて、

「お……起きなさーいっっっっ！」

「ひぃっ。な、なんだなんだ？」

「はっ？　生前おせんべを粗末にしたものが堕おちるという、おせんべ地じ獄ごくは……!?　ゆ、夢か。二つに割れた巨大おせんべの合わせ目で永遠に挟はさまれ続けるというのは、私ですら背筋の凍こおるような拷ごう問もんだった……」

「ここは、夜や知ちの家──そうか、昨日は」

「ごめんなさい許してくださいうちのことは忠実なるしもべ一号とお呼びくだ……あれ？」

　四人が身を起こす。仁に王おう立だちしているこちらを見て、同時にギクリと背筋を震ふるわせた。

「こ、このは、まさか」

「まさかってなんですか、春はる亮あきくん。これは一体、どういうことなんですか!?」

　居い間まの惨さん状じようを指し示しながら言う。だが四人の反応は奇妙だった。春亮と錐きり霞かはほっと安あん堵どの息を吐はいている。フィアは疲れたように嘆息している。黒くろ絵えは手を合わせてどこかの神仏的な何かに感かん謝しやしている。

「よかった、いつものこのはだ……」

「よくないですよ！　このお酒の匂におい──考えたくありませんが、春亮くん！　みんなでお酒を飲んだんですね!?　こんな美お味いしそうな豚ぶたの丸焼きがおつまみだったんですね!?　わたしが寝ている間に……！」

「いや、その」

「言いい訳わけは聞きません。みんな、身体からだがお酒さけ臭くさいですよ。それが証しよう拠こです！　それから……春亮くん、それはわたしの服で、いや、そんなに匂いが嗅かぎたかったのならそれはそれで嬉うれしくもあったりするんですが、その、言ってくれたら今後はわたし自身も含めて貸しますからこっそり使うなんて真ま似ねはせずにちゃんと男らしくですね、聞いてます!?　そもそもわたし達は未成年なわけで、お酒なんて社会的にも絶対飲んではいけなくてお正月のときにも失敗している以上それを戒いましめにして行動すべきで……！」

　くどくどくど、と説教をする。結局のところ、この家はやはり自分がしっかりしなくては駄だ目めなのだ、と思った。叱しかるべきときにはちゃんと叱る、それが大事だ。

「いいですか!?　それと、わたしは──」

　と言葉を続けようとしたとき、ふと春亮と視し線せんが合った。彼は自主的に正座をしているので（こういう素直なところがとても可愛かわいいと思う）、下から見上げられていた。

　ふんわりと、とても優やさしい顔で、笑っていた。

　頰ほおが一気に熱あつくなる。でも駄目だ、今は。

「わ──わたし、怒ってるんですよ。ちゃんと反省してください、春亮くん。どうして笑ってるんですか」

　春亮はぽりぽりと自分の頭を搔かいた。優しい笑顔えがおを消すことなく、

「いや……やっぱり、こっちのこのはのほうがこのはらしいな、って思ってさ。ほっとしたっていうか、嬉しかったっていうか」

　黒絵と錐霞も、ほっとしたような微苦笑で顔を見合わせていた。フィアはふてくされたように視線を逸そらしていたが、それはいつものことだ。

「こっちのこのは……？」

「いやいや、何でもない。ところで、今日きようはなんか気分とか身体が軽かったりしないか？」

「へ？　そうですねぇ……言われてみれば、なんだか胸がスッキリしてる、ような。あ、でもこのお酒パーティーの件は別ですよ！」

「ならよかった。よし、じゃあ説教を続けてくれ！　全面的に反省する。で、終わったらその豚ぶたを温め直してみんなで食べて……それで全部水に流してくれると助かるな、うん」

　よくわからない。どうして急に潔いさぎよくなったのだろう。

　けれど。

　そのときの彼の顔には、優やさしさだけでなく、覚悟を持って何かを受け止める意志があって。

　つまりはまるで──胸を張って誇らしく生きている、武士のようで。

　それを見ただけで、自分を所有するのが彼でよかったと、彼のものでいられて幸せだと、そんな当たり前の想おもいを再さい確かく認にんしてしまった。どきどきと心しん臓ぞうが脈打ち始める。

　だからもう、自分にできることは一つしかなくて。

「は……反省したのならいいです。しょうがないですね。何か事情もありそうですし、詳しくは聞かないことにしますよ。さ、早く片付けて、朝ごはんにしましょう。勿もち論ろん、その豚さんのお肉はちゃんと有効活用しましょうね！」

　普段ふだん通りの微笑と、仕方なく許してあげるのだという演技で──

　このははいつものように、その幸福な胸の高鳴りを彼の目から隠かくしたのだった。




　勿論、いつかそれを隠さなくてもよくなる日が来ることを、心の底から待ち望みながら。
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　──そうして、フィアは再びその場に立ったのだった。

「私は……ついに、帰ってきた……」

　ただ真剣に前を見み据すえる瞳ひとみ。風に靡なびいて煌きらめく銀ぎん髪ぱつ。身の内に抱く複ふく雑ざつな想おもいを確たしかめるように、彼女は小さな声で呟つぶやく。

「あのときのことを思い出すたびに、後悔が募つのった。どうしてもっと手を動かさなかったのか。どうしてもっと足を動かさなかったのか。どうしてもっと目を見開かなかったのか。どうしてもっと──ああ、結局のところ、私はやるべきことをやってはおらんかったのだ。全すべてが中ちゆう途と半はん端ぱで、足りなかった。だから」

　その想いを爆ばく発はつさせる瞬しゆん間かんを、フィアは今か今かと待っていた。胸から漏もれ出たその想いが、数多あまたの気配けはいとなって彼女の周囲に蟠わだかまっている。

　緊きん張ちようと緊迫。

　不安と期待。

　使命感と高揚感。

　独白しながら、彼女はゆっくりと一歩を踏み出した。蟠るその気配全てに、停滞を打ち破るための方向性を与えた。

「だから、私はやり直す。前の私とは違うということを知らしめてやる。私は足が砕くだけようとも進むことを止めない。手が捥もげても悔くいはない。全てを記き憶おくに刻もう。あらゆるものを瞳ひとみに焼きつけよう。私の愚かな後悔を──乗り越えるために！」

　そして、前へ。

　初めはゆっくりと、だんだんリズムを速めて、けれどすぐに最高速度に到達し、ただ、前へ、前へ、前へ！

　走る。走る。走っていく──！

　そんな彼女の背中に向けて、春はる亮あきは半はん眼がんで声をかけた。きっと聞こえはしないだろうが。

「おいフィア。一応言っとくが、お前のそのテンションは間違ってる。俺おれ達の中の誰だれ一人ひとりとしてついていけてないからな？」

　彼女が見つめていた場所。そして今まさに彼女が走り込もうとしている場所。

　その看板には、以前見たときと変わらぬ文字が記されている。

　即すなわち、《ふれあいわんにゃんパーク》──

　フィアを狂わせる魔ま性しようの楽園の名だった。




　何の変哲もない日にち曜ようの朝は、フィアの唐とう突とつな思いつきによって激げき変へんした。そう、それまでは確たしかに、いつも通りの穏おだやかな時間だったのだ。

　春亮は朝食の後片付けを終えようとしていて、このははその手伝てつだいをしながらお茶ちやを淹いれる準備をしていて、黒くろ絵えは「いってきまー……」と美容室に出しゆつ勤きんすべく玄関の戸をガラリと開あけていて、そしてフィアは「んー、今日きようは何をして過ごすかなぁ……暇ひまだ」と退屈そうに寝転がってテレビを見ていた。

　だが、そのテレビにふもふもの犬が出てくるＣＭが流れたのが契けい機き。フィアは突然に何かを思い出した様よう子すで、がばっと立ち上がって叫んだのだ。

「そうだ！　ふれあいわんにゃんぱーく、と言ったか、もう一度あそこへ行こう！　なぜならこの前行ったときに堪たん能のうし尽くしたかと言われれば疑問が残るし、今日は暇だし、犬いぬ猫ねこはもふもふだし！　よしそうしよう絶対そうしよう！」

　瞬しゆん間かん、春はる亮あきは洗っていた皿を取り落としそうになり、このはは大きく嘆息し、黒くろ絵えは「いってきまー……せん！」と開きかけていた戸をピシャリと閉めてＵターンした。

「い、いきなりだな！」

「今から出掛ける準備は面めん倒どう臭くさいですねぇ。今日は家でのんびり、でいいじゃないですか」

「なになに、遊びに行くん？」

「くっ、援軍が戻ってきやがった。あと一秒早く出しゆつ勤きんしてくれていたら！」

「いやー、うちはいつでもふぃっちーの味方じゃけど、さすがに最近サボりすぎちょるような気もするしねぇ。一応話を聞きに戻ってきただけよ。行くなら行く、行かんなら行かん、という立場の中立軍ということでよろしく」

「仲間外れにされるのが寂さびしいだけでしょう？」

「そうとも言うね」

　いきなりのことに難なん色しよくを示す春亮とこのは、中立の黒絵。しかしフィアの決意は固く、

「ダメと言われても暇すぎる。場所もわかっておるし、私は一人ひとりでも行くぞ！」

　と部へ屋やに戻って実際にごそごそ出掛ける準備を始めた。

　どうにも諦あきらめる気配けはいはないし、さすがにフィア一人だけで遠くまで出歩かせて野放しに遊ばせるのは不安すぎる。というわけで、結局春亮達のほうが折れることになったのだった。

　それから準備を済ませて家を出て、バスに揺ゆられること数十分──目的地に到着するなりフィアが走り出し、そして今に至っている。

「うーん、やっぱり聞こえてねえ」

　テンションの違いを注意しても、当然のようにフィアの背中には届かなかった。入場ゲートに走り込む銀ぎん髪ぱつの後ろ姿を見ながら春亮は嘆息する。

「やり直す、とか言ってたけど……こないだも充分遊びまくってたよな？」

「そう見えましたけど。あの子の中では違うんでしょうね、ふぅ」

「こないだは時計とけいのこととか気にしちょかんといけんかったからねえ。思い切り遊んじょったように見えても実は、ってことじゃと思うよ」

「何をしておるかー！　早く入るぞ早く！」

　フィアは一足早くゲートを潜くぐり抜け、こちらに向かってぶんぶんと手を振っていた。どうやらチケットは自分の財布から金を出して買ったらしい。チケット自体はそれほど高いものではないから、今までバイトなどで稼かせいだ金で賄まかなえたのだろう……春はる亮あきはなんとなく、その成長に、嬉うれしいような、同時に少しだけ寂さびしいような気分を覚えた。

「えへへ。おーにーいーちゃーんっ♪　チケットよろしくねっ」

「いきなりブリっ子で何言ってるんだ。社会人さんは自分のお金で買ってください」

「むー。ふぃっちーの代わりにうちが甘えてあげようと思っただけじゃのに。社会人でも、最近はやっぱり不景気で困っちょるんよ？」

「だからこそ、今からでも戻ってお店開あけたほうがいいんじゃないですかね？　せっかくの日にち曜よう日びなのに、その稼ぎを完全放ほう棄きするなんて」

「アーアー聞こえなーい」

　春亮はチケットを買いながら、受付に掲示されている貼はり紙がみを眺ながめる。確たしかにこの前来たときはいろいろバタバタしていて、こうしてのんびり園内の地図や催し物などの貼り紙を眺めているような余裕はなかった。

　この《ふれあいわんにゃんパーク》は、ペットを連れてきて遊べる運動公園と動物園を足して二で割ったような施設だ。動物園と言っても象ぞうやパンダなどのレアな大型動物がいるわけではなく、あくまで犬いぬ猫ねこレベルだが。催し物を知らせる貼り紙には、《ウサギを抱っこしてみよう！》とか《ポニーの体たい験けん乗馬会》など様さま々ざまなイベントが告示されている。今日きようのイベントは──《毎月恒こう例れい・ふれあいわんにゃんカップルバトル！　優ゆう勝しよう者しやには豪ごう華か景品を贈ぞう呈てい！》というものらしい。なぜかその近くには見知らぬカップルの結婚式の写真がセットで貼られていた。どういう意味があるのだろう。

　このは達がチケットを買うのを待ち、それから三人揃そろってゲートを潜くぐる。フィアは眼前に広がる犬の運動広場を見て早くもうずうずしていた。

「おお、おお……やはり、ここは、いいぞ！　待っておれ、そこのもふもふ……！」

　我が慢まんの限界か、フラフラとフィアが一歩を踏み出す。春亮はひょいとその襟えり首くびを摑つかみ、

「もーちょっと予定とか立てようとはしないのか、お前は。遊び尽くしに来たんだろ……地図とか貰もらってきたから、これ見てどこ行くか考えようぜ。時間はいっぱいある」

　言って、春亮は広場に立つ大きな時計とけいをちらりと眺める。その針は、今はきちんと時を刻んでいた──少しばかり罪悪感。あのときはそれ以外に手がなかったのだが。

「むむ。一理あるな。この公園はいつでも来れるし、きっといつでも犬がおるだろう。他ほかにどんな場所があるかという話だ……おっ、この《猫まみれハウス》は前にも行ったが、大変に素敵すてきな場所だった。必ずもう一回行くぞ。それから──この《ウサギ庭園》というのもいいな。干え支とだしな、ウサギは外はずせまい。触れるのかな？　触れたらよいな。ウサギのもふもふは犬とか猫とは違うのだろうか他にも意外にいっぱいあるなポニー牧場とか鳥類館とかああもうどれから──ウハハハハハハ！」

「いかん、あまりの興こう奮ふんで笑いが止まらなくなっちょる。ふぃっちー、落ち着いてー」

「それは無理な話だな」

「無理な話ですよねぇ」

　春はる亮あきとこのはが嘆息した瞬しゆん間かん、フィアはばっと春亮の手から地図を奪うばって走り出す。

「さあさあ、まずはこっちからだ！　早く行くぞ、置いてくぞ！　はぐれて迷子まいごになるなよ！」

「完全にこっちの台詞せりふですよ！」

「予想通りすぎてある意味安心だな。フィア、行くから待てって、走るなー！」
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　それから春亮はのんびりとフィアの園内巡めぐりに付き合った。いきなり出掛けることに驚おどろいただけであって、春亮も動物が嫌いなわけではないのだ。ここに来てしまえば、暇ひまな日にち曜よう日びの過ごし方としてはそれほど悪いものでもない。

「おー。慣なれてるなあ。全然暴あばれない……そういう猫ねこだからここにいるのかもしれんけど」

「接客用ネコってことですかね？　うふふ、この子、ちょっと太ってて部長みたいな風ふう格かく……営業部長、ご苦労さまですー」

　穏おだやかな時間。今いるのはフィア垂すい涎ぜんの《猫まみれハウス》だ。イメージ的には小さな公こう民みん館かんや保育園のような空間で、そこにアスレチックタワーやら毛布入りのバスケットやらが設置されており──そして勿もち論ろん、主役である猫達が思い思いに時間を過ごしているのである。客として入った人間は、その猫達と自由に触れ合うことができるのだ。

　春亮は人慣れした三み毛け猫ねこの一匹を抱き上げながら、軽く視し線せんを周囲に向けた。このはは置いてあった猫じゃらしで肥満気味の猫にちょっかいをかけている。フィアはつぶらな瞳ひとみの子猫と同じ目線で見つめ合っていた。抱き上げているのではなく──顎あごを床ゆかにくっつけてお尻しりを持ち上げた、どうにもだらしない姿勢で。姿勢だけでなく、勿論、今にも涎よだれを垂たらしそうな口元や蕩とろけた目もこれ以上なくだらしなかった。

「でへ……なんという、可愛かわいさ……ふふへー」

　それからフィアはもぞもぞと顎を持ち上げ、床に肘ひじをつく。だらしない姿レベルがかろうじて一段階下がった。

「よ、よし、視覚で愛めでるのはそろそろこのくらいにしておこう。これは私の心しん臓ぞうへの負担を考えた単なる準備運動。準備運動だけで満足してしまっては本末転倒だ。次はいよいよ……さ、触る、ぞ……！」

　肘をついたまま、フィアがゆっくりと手先を子猫に伸ばしていく。子猫はきょとんと首を傾かしげてフィアを見ている。しかしフィアがその子猫に触れるよりも早く、逆に子猫のほうがとてとてと彼女のほうに歩いていった。

　フィアはお尻しりを上げて肘ひじをついた姿勢になっている。だから当然その服の襟えりは重力に引かれて垂たれていて、フィアがフィアであるという淑しゆく乳にゆう的てき理由でその襟の下にはぽっかりと空間が空あいていて、さらに猫ねこというのは狭せまい空間に入り込むのが好きな生物であって──つまり。

　すぽん、とその子猫はフィアの襟から胸元に飛び込んだのだった。

「ほわわっ!?　ちょ、どこに、ふああああしかしもふもふだ私の胸がもふもふ！　待て、そんなに動くとちょっと、変なところに当たって、ふひゃひゃくすぐった……んっ。こ、らっ……」

　笑ったり顔を赤くしたりおかしな吐と息いきを漏もらしたりして大おお騒さわぎしている。フィアの服の胸部が子猫の動きに応じてわさわさ揺ゆれており、フィアは襟から手を突っ込んで必死に子猫を救出しようとする。見みえ隠かくれする鎖さ骨こつ。その下に広がる無防備暗黒空間。引っ張りすぎて襟が伸びなきゃいいけどなあと逃とう避ひのように思いつつ、いつものように春はる亮あきはそっと視し線せんを逸そらした。

　だが逸らした先には黒くろ絵えがいて、じっとこちらを見つめてくる。どこか悲しそうに。

「うちが計算してやろうとしちょったことを……ふぃっちーは、ナチュラルにやってしまう。それが、ちょっと、羨うらやましいよ」

「な、何の話だ？」

「うん。ねえハル、見て……？」

　ぺたんと女の子座りしていた黒絵が、その小さな手で自分のスカートを摑つかみ──ゆっくりと、裾すそを持ち上げていった。脛すねが見える。膝ひざが見える。そして太ふと股ももが──

「ちょ、何やってんだっ？」

「ええの。見て。もう、我が慢まんできんの……むずむずするんよ。熱あついんよ。だから、ほら……」

「わー！」

　再度視線を逸らそうとしたとき、その黒絵の膝の間から──つまりはスカートの下から黒猫がひょこっと顔を出す。安息の暗がりが奪うばわれたことにどこか不満げな面おも持もちで、猫はてくてくと別の居場所を求めて旅立っていった。

「……」

「ばいばーい、と。んー、うちがどれだけ苦労してあの子をここに追い込んだか！　最適なスペースの広さとか考えて、足の閉じ具合とかも計算したのに……さすがのうちもふぃっちーに嫉しつ妬とせざるをえんね！　というわけで《意味深な台詞せりふでハルの誤解を煽あおってドキドキさせよう大作戦》はこんなところで放ほう棄き。ネタがかぶった以上、あんまり引っ張っても仕方ないし。次の作戦に移ります！」

「移らないでいいです！　まったく、わたしがちょっと目を離はなしてる隙すきに！」

「しかしあれだ、今までにない場所で体たい験けんするこのもふもふ感、もうこれはこれでいいのではないかという気が……ふひゃ、うン、ひぁっ!?　いやダメだ、なんかダメだ、おーい、いい加減出てこっオフゥー!?」

　──とりあえず。

　彼女達はそれぞれ彼女達らしく、ここでの時間をそれなりに楽しく過ごしているようだった。
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　ひとしきり動物達と触れ合っているうちに小腹が減ってきたので、フィア達は売店と食堂が並ぶゾーンで軽い食事を済ませていた。お昼には少し早い時間だったが、いろいろ途と中ちゆうで浮気うわきしたのでまだ向かうべきゾーンは半分ほども残っている。腹ごしらえは大事だ。

　フィアは食後の茶ちやをぐーっと飲のみ干ほし、

「なあ春はる亮あき、まだしばらくお前らはここで一服しておるのだろ。その間、あそこの売店に何があるか見てきてよいか？」

　食堂のテーブルで、ぼけーっとお茶を啜すすっていた春亮が視し線せんをこちらに向ける。吞気のんきな奴やつだ。この施設を悔くいなく完かん璧ぺきに楽しみ尽くすには一いつ瞬しゆんたりとも無む駄だにはできないというのに。

「いいけど……おみやげとかはまだ買うなよ。邪じや魔まになるからな」

「わかっておるわい、見るだけだ」

　食堂近くの売店に向かう。色とりどりの様さま々ざまなグッズが並んでいた。この《ふれあいわんにゃんパーク》のロゴが入ったステッカー。下した敷じき。キーホルダー。変わり種は、やはりロゴ入りの首くび輪わやリード、犬いぬ用ようの服。自分のペットを連れて入ってくる客を狙ねらったものだろう。この施設とは関係なさそうな、とりあえず犬いぬ猫ねこ繫つながりで集めましたというようなグッズもたくさんあった。文房具、貯ちよ金きん箱ばこ、ぬいぐるみ……

「む、むむむ!?」

　そこでフィアはぴたりと足を止めた。視線が一点に吸いつけられる。足はそれ以上動こうとしない。その場にしゃがみ込んで、手を触れられないよう柵さくの向こうにディスプレイされている巨大な物体を凝ぎよう視しした。

　カテゴリー的にはぬいぐるみである。猫である。しかしただの猫ではない。

「これは……知っておるぞ。この施設の大人気マスコット、とけにゃんこ……！」

　今まで堪たん能のうしてきた猫系のゾーンには必ずと言っていいほどこのキャラクターが看板や建物に描かれていた。無気力に寝そべった猫を極端にデフォルメしたもの。暑さで溶けたように、輪りん郭かくが微妙にでろーんとしている。その歪ゆがみ具合が絶妙なおかしみと可愛かわいさを生んでいるのだ。

　それを見つめたまま、意い識しきをその周囲に軽く広げてみる。どうやらこの柵の周りは、特別にとけにゃんこグッズだけを集めたコーナーになっているらしい。キーホルダーにストラップ、その他もろもろ。それら全すべてを守るように、あるいはそのコーナーのヌシであるかのように、推定身長一メートル強の巨大なとけにゃんこのぬいぐるみがどーんとその中央にディスプレイされているのだった。

「くっ!?　や、やりおるなっ──この私が、さっき一目でこのとけにゃんこに心を奪うばわれたと知ってのトラップか！　ほ、欲しい……っ！」

　ごくりと唾つばを飲み込み、

「うう……しかし。『非売品・触らないでね』か……それはそうだ。ヌシだものな、好き勝手に買えるようでは威い厳げんが足らん。仮に買えたとしても、私の財さい布ふの中にあるカネではとても手の届かぬ金きん額がくであろうしな……他ほかのとけにゃんこグッズで我が慢まんしておけ、ということか……」

　しかし、目は離はなれないのだった。じーっとその可愛かわいらしい威容を見つめ続ける。ふうう、と溜ため息いきが出る。そのとき、同時に自分の隣となりからもふううという溜め息が聞こえた。

「か……可愛い、ねぇ。とんでもなく……」

「ああ。まったく、とんでもない可愛さだ……」

　独ひとり言ごとだったのかもしれないが、自分が抱いだいていた感情と寸すん分ぶん違たがわぬ言葉だったので、思わずフィアは答えてしまう。微妙に聞き覚えがあるような気もする、少年の声。視し線せんはとけにゃんこに吸いついているため、その声の主の顔はわからない。ただ自分の隣に同じようにしゃがみ込み、同じぬいぐるみをうっとりと見つめていることだけがわかった。

「はあ……どうしてこんなに可愛いのかなあ。神秘的と言ってもいいよ……」

「ふさふさでありながらでろーんとしておるところが最高だな。まさに神秘的なバランスの外見だ……触ってみたい。どんな手触りなのだろうか」

「きっと、ふさふさでろーん、なんだよねぇ。うう、想像するだけでたまらないよ！」

「あれが、もし手元にあったら……もう何をしてしまうかわからんな」

「頭に乗せて被かぶってみたいね！」

「寝るときには、でろーんとしたこいつの下に潜もぐり込んで布ふ団とん代わりにしてやるのだ……そしてトーゼン、その状態で目覚めれば視界いっぱいにこのとけにゃんこの顔が！　ああ、死ぬ、朝から幸せすぎて死んでしまう！　コタツ以上の脱出不可能空間が生まれてしまうぞ！」

「ああっ!?　見て、あのミニぬいぐるみのほう、《お湯に浸つけたら色が変わります》って書いてあるよ！」

「なんと!?　そ、そんなハイテクな仕掛けが、もしこのヌシのほうにも搭とう載さいされていれば……た、大変なことに！」

　驚きよう愕がくに任せて首を回し、その少年の声が指し示すものを確たしかめようとして──そこでフィアは、今まで隣にいて会話していた彼の顔を初めて見てしまう。ばっちりと視線を合わせてしまう。二人ふたり同時に口を開いて、

『あれ？』

　微妙に声に聞き覚えがあったのも当然だった。それがあくまでも微妙なもので、聞いてすぐには気付けなかったのも当然だった。どちらかと言えば、自分達の前では、彼は彼女であることのほうが多いからだ。

「サヴェレンティ、お待たせ。ごめんね、トイレが少し混んでて……っ!?」

「おーいフィア、休きゆう憩けい終わりだ。そろそろ行くぞ──って、お前ら!?」

　そんな声が聞こえ、フィアは背後を振り向く。

　隣となりにいる男モードのサヴェレンティのことを考えれば、至し極ごく当然に。

　そこにはその恋人たる白しら穂ほがいて、春はる亮あき達の顔を見てぎょっとしたように身を退ひいていたのだった。




　胃が痛む。きりきりと痛む。

（うう……）

　園内の道みち端ばたにフィアとサヴェレンティが並んでしゃがみ込み、一匹の大おお型がた犬けんをお互いにわしゃわしゃと撫なでつつ笑い合っている。二人ふたりの後ろではこのはが首を伸ばすようにして同じ犬いぬの様よう子すをそわそわと窺うかがっている。自分も撫でたいが、フィアの前ではプライドが邪じや魔まして言い出しにくい……といった感じだろう。

　だが、そんな微笑ほほえましい光景が展開されているというのに。

　春亮の隣から聞こえてくるのは、チッという苛いら立だたしげな舌打ちの音なのだった。

　恐る恐る、横目でそちらを見てみる──さっきからずっと彼女の態度は変わらない。腕組みして、指で自分の肘ひじを不ふ機き嫌げんそうにとんとんと叩たたき続けている。

「ところで、黒くろ絵えさんのトイレ、遅いですね？」

「うむ。もうそろそろ帰ってきてもよさそうなものだが──おわ!?」

「ただいまー」

　タイミングよく帰ってきた黒絵を見やり、フィア達はぎょっとする。トイレに行くまでは普通の服だったのに、なぜか、帰ってきた黒絵はフカフカの犬型スーツのようなものに身を包んだ姿に変身していたのだ。

「わー！　何それ黒絵ちゃん、可愛かわいいー!?」

「パジャマらしいよー。トイレの帰りにこれ売ってるとこ見かけて、つい衝しよう動どう買がいを」

「パジャマなら家で着ればいいじゃないですか。何もすぐ着替えてくることないでしょうに」

「いやー、これは一刻も早く装着して、うちの愛らしさをみんなにアピールせねばならんかなと！　マスコットキャラとしての使命感！」

「何のマスコットなのかはよくわからんが、むぅ、それもなかなかイイな。とけにゃんこグッズの他ほかにも欲しいアイテムはまだまだある……困った！」

　それにしても可愛いねー、とサヴェレンティが着ぐるみパジャマを着た黒絵の頭をナデナデ。隣の白穂の呼気が荒くなり、とんとんとんとん！　と肘を叩く指の速度が増した。

　ずっと無言のままもどうかと思ったので、春亮はごくりと唾つばを飲み込んで、

「そ……それにしても、偶然だな。たまたま同じ日に同じところに遊びに来たなんて──」

「遊びになんか来てないわ、人間」
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　ぞっとするような声こわ音ね。白しら穂ほの瞳ひとみだけがつうっと横に動いてこちらを向く。凍こごえるような、感情のない昆こん虫ちゆうのような、心しん臓ぞうの悪い者なら今すぐ鼓動を止めてしまうような、視し線せん──

「私達はね。デートを、しに、来たのよ。わかる……？」

　ぞわわわわっ、と春はる亮あきの背筋が粟あわ立だった。一語一語を区切り、ゆっくりと、重々しく発せられたその言葉。鎌かまを持った死神がふわりとその言葉に乗って飛んでくるような気配けはい。

「わ、わかる……！　その、なんていうか、これは非常に不運であり悪いと思っ……」

「へえ。わかるのね。なら教えてもらいたいわ、人間。私は、この私は、最近あまりサヴェレンティとデートできてなかったから今日きようこそはと思ってだいぶ前から準備して予定を立てて最高に幸せな一日にしようと決意して二人ふたりきりで、そう、ふ・た・り・き・り・で、思う存分遊んで麻ま薬やくよりも麻薬的な快楽成分即すなわちサヴェレンティ分を身体からだ一杯に溢あふれんばかりに補給しようと思っていたこの私は、それを無神経に無む慈じ悲ひに無意味に無意義に無目的に阻はばんでくる邪じや魔ま者もの達に対してどう対処するのが正しいのかしら？」

　一歩。一歩。幽ゆう鬼きのように、生命という概がい念ねんに相あい反はんする酷こく薄はくなオーラを漂ただよわせ、ついに白穂が近付いてくる。笑えみに見えてけっして笑みではない薄うすら笑いを浮かべて近付いてくる。

「ひ、ひいっ……」

「ほら教えなさいよ人間、対処はどこまでが許されるの？　ちなみに私は死体遺い棄きか死体損そん壊かいあたりがラインだと思うわ」

「前提の殺人罪は当然許されてるのかっ!?　いや待て落ち着け、だからこれは不幸な偶然で、けっしてお前達の邪じや魔まをしようという意図なんかなくて──」

「意図があろうがなかろうが、現実に邪魔になってるのよ！　まったく、本当にウジ虫並みの知性しかない下等人間だわ……！　死んで転生してその知性にふさわしいウジ虫になって自分の死体にたかって死体遺い棄きの証しよう拠こ隠いん滅めつを手伝てつだってほしいものね、それはある意味実に貴方あなたらしい変態的マスターベーションだわ。気持ちいい？　気持ちいいの？　なら貴方を気持ちよくしてあげるという理屈になるから罪には問われないわよね、安心して殺して損そん壊かいして遺棄してそれから──」

「しーらーほっ」

　完全に通報レベルの発言と殺さつ気きでグイグイ接近してきた白しら穂ほの肩に、横からサヴェレンティが抱きつく。別に身を張って助けようとしてくれたわけではなく、単に白穂に話しかけるついでとしての平常スキンシップらしかった。

「黒くろ絵えちゃん帰ってきたし、次行こう？」

　白穂の変化は高速すぎて自然すぎた。にっこり、とその恋人に対して幸福いっぱいの笑顔えがおを浮かべる。優やさしく甘く蕩とろけた囁ささやきを発する。

「そうね。行きましょう。でも」

「あのさ、サヴェレンティ」

　つい口を挟はさんでしまった。サヴェレンティの視し線せんがこちらを向くのと同時、シャー！　と白穂がまた鬼おにか蛇じやかというような気配けはいで睨にらんでくる。いや待て、これはお前をフォローしてやろうと思ってのことだぞ。

「どしたの、春はる亮あきくん？」

「えーと、お前、今日きようは白穂とデートだったんだろ？　俺おれ達はたまたまここにいただけで、邪魔しちゃ悪いし……別行動ってことにしたほうがよくないかな？」

「そうね、サヴェレンティ、ぜひそうしましょう！　この愚かな人間がウジ虫レベルの知性をフルに使って絞しぼり出してきた提案だもの、受けてやらなければむしろ哀あわれだわ！」

「えー。せっかくだ、一いつ緒しよに見て回ればよいではないか」

　だがフィアが空気を読まずに反はん論ろん。板いた挟ばさみ状態になったサヴェレンティが軽く首を縮ちぢめるようにしながら、

「あ、うん。ええと、どうしよう？　ボクは別に、どっちでも、というか……」

「どっちでもいいのなら最初の予定通りに行きましょう。二人ふたりきりで、行きましょう。それで、次は……こっちね、鳥ちよう類るい館かん」

「鳥類館？　私達も次はそこの予定だぞ。行く先がカブっておるのなら、別に一緒でも」

「──と思ったけど、コース変更ね、サヴェレンティ。実は私、鳥とかあまり好きじゃなかったのよ。首を百八十度回転させてるフクロウとか見たら、無む理り矢や理りにもう一、二回転ぐらいグリッとさせてしまいかねないわ。フクロウの命のためにスルーの方向で」

「ぼ、ボクはフクロウ好きだよ!?　フサフサで可愛かわいいし……ていうか白しら穂ほ、そんなにフィアちゃん達のこと嫌いやがらないでもさ」

　白穂はふうと息を吐はいて、

「別に嫌がってはいないわ。ただ邪じや魔まだから出会いたくないだけよ」

「ボクも今日きようは白穂とのデートなんだから、基本的には白穂と二人ふたりきりで回るつもりだけど……会いたくないからってコース変えたりするのはやりすぎじゃないかなぁ。もっと普通にさ、会ったらちょっと挨あい拶さつしてお話とかしたりするとか、そういうのは別に」

「嫌よ。とにかく、私が、嫌なの。さあサヴェレンティ、行くわよ！」

「わあ白穂、引っ張らないでー！　えと、なんかそういうことだから、ごめんねっ。また後で会ったりしたらよろしく～！」

　そのまま白穂はサヴェレンティを引っ張って歩き去っていく。それを見たフィアは、「うむう。よくわからんな。シラホのあの機き嫌げんの悪さ……私達は何か悪いことをしたのか？」と心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげていて。

　勿もち論ろん、残された春はる亮あき達には、顔を見合わせて肩を竦すくめることくらいしかできなかった。




　そしてまた春亮達は二人と出会う前の状態に戻り、のんびりと園内を巡めぐり始めた──と言いたいところだったが。

「おお、ウサギだウサギ！　白い！　赤い！　ふかふか！」

「えっ!?　どこどこ、赤いウサギなんているの!?　大佐専せん用よう機きみたいなものっ!?」

「いや違う、目のことだ。って、サヴェレンティ？　また会ったな──」

「さあ行きましょう次行きましょうねサヴェレンティ今日はウサギ触れないみたいだし！」

　ウサギ広場では、こちらが辿たどり着くなり、そこにいた白穂がサヴェレンティの背中を押してぐいぐい歩き始める。無む論ろん、「ついてくるんじゃないわよ、殺すわよ！」というようなレーザー的視し線せんを最大出力で春亮達に照射しながらだ。

　たっぷり時間を使ってウサギを眺めてから場所を移動。だが、その次の場所でも白穂達と会ってしまった。あえて逆方向に進む形に順路を取っても、なぜかまた出会ってしまう。その次も。その次も。そのたびに白穂は舌打ちし、サヴェレンティとフィア達の会話を強引に打ち切り、恋人の背中を押したり腕を引っ張ったりして二人きりの逃とう避ひ行こうを続ける。

「向こうの運が悪いのか何なのか……マジで、あいつらが二人きりになるのを邪魔しようとしてるわけじゃないんだけどなあ」

「ううむ、やっぱり諦あきらめて一いつ緒しよに回ればいいではないか。まったくシラホめ、サヴェレンティを一人ひとり占じめしおって……おっ、まただ」

　フィアが何かに気付いて足を止める。園内にいくつか存在する、犬いぬが走り回る運動広場の傍そば──ベンチやいくつかの屋台が並んで休きゆう憩けい所じよのようになっているそこに、サヴェレンティの姿があったのだ。だが、さっきまでとは違って、白しら穂ほの姿は近くにはない。

「……？」

　春はる亮あきはふと不ふ思し議ぎに思った。白穂の姿がないというのもそうだが──サヴェレンティの様よう子すが、微妙にさっきまでとは違っているような気がする。

　ぼんやりと、運動場で走る犬いぬ達の姿を眺めているその目は。

　どこか、寂さびしそうな。辛つらそうな。苦しそうな。

　そんな複ふく雑ざつな色を湛たたえていた。
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　ふう、と白穂は息を吐はく。誤算だ。今日きようは完かん璧ぺきなデートのはずだったのに。

「えーと……お客さん？　どれにします？」

　その声に顔を上げる。そうだ。結構歩いたから一休みしようと、サヴェレンティに場所取りを任せて自分は屋台のシェイクを買いに来ていたのだった。

　頭が上う手まく回らない。正せい確かくには、一つのことしか考えられない。白穂はぼんやりとメニュー表を見やり、《大人気限定商品》と書かれていたものを適当に指差してそれを二つ注文する。

　一つのことしか考えられないのだから、シェイクの出来上がりを待っている間に考えるのも、当然そのことだ。大好きで大好きで大好きな、恋人のこと。

（ちょっと、やりすぎたかしら……）

　珍しく──それくらいは自覚している──反省、していたのだった。

　久しぶりのデート。今日はどうしても二人ふたりだけで思いきり幸せな時間を過ごしたかった。

　だから、一度別れてからは、あの変態ウジ虫達にはできるだけ近付かないようにした。近付かせないようにした。そう決定して、そう徹てつ底ていした。話していれば口を挟はさみ、目を合わせていれば視し線せんを遮さえぎり、遠ざけた。

　だが、冷静になって考えると。

（あの子にしてみれば……友達との話とかを邪じや魔まされた、ってこと以外の何物でもないわよね。ひょっとしたら、ひょっとして──あまり、楽しい気分には、なってないんじゃないのかしら）

　それは自分が彼女達よりも価値的に下にいるということではけっしてない。自分がサヴェレンティにとっての、唯ゆい一いつ無む二にの恋人である自負はある。その絶対的地位は絶対的に揺ゆるがない。それとはまったく別の次元の話として、恋人とペットの違いのようなものとして、彼女らはサヴェレンティにとってはそれなりに大事なものであるらしいのだ。

　思い起こせば、いつの時点からか、サヴェレンティが呆あきれたような気配けはいを出していた気がする。不満そうな気配を出していた気がする。いや、あくまで、気がする、だけだ。気のせいだ。でも、もしも、そうではなかったら──？

（もう少し、少しくらいは、あいつらと一いつ緒しよにいるのを認めても……）

　しかし──仮にそうしたら、どうなるか。想像してみる。

　たとえば心の底から愛の言葉を語りかけているときに、くだらない冗じよう談だんが聞こえてきたり。たとえばぎゅっと抱きしめて恋人としてのぬくもりを与えているときに、まさに犬いぬ猫ねこのようにサヴェレンティに飛びついてきたり。たとえば尊い誓いを込めた視し線せんでお互いの瞳ひとみを見つめているときに、「ん？　何をしておるのだ？」とかにょきっとその間に生はえてきたり。

「ゆ……許せないわ……！」

「ひっ!?　そ、そんなに時間をかけてた、つもりは……！」

「え？」

「な、なんでもありません、お待たせしましたーっ！　増量サービスしましたんで、本部にクレームとかは勘弁してくださいっ！」

　なぜこんなに怯おびえられているのだろう。自分はただ、目をぎらぎらと細めて屋台のカウンターを指で叩たたいて奥歯をぎりぎりと嚙かみながら許せないと呟つぶやいただけなのに。

　何にしても、サービスなら受け入れるにやぶさかではない。代金を払ってずっしりと重いカップを受け取り、白しら穂ほは待たせているサヴェレンティのところに向かって踵きびすを返す。

　距きよ離りはそう遠くない。少し歩いただけで、ベンチに座るサヴェレンティの後頭部が見えた。

　しかし──同じベンチの隣となりに、銀ぎん色いろの頭がある。横のベンチには変態男達の姿もある。

（また……！）

　白穂は唇を嚙み、やはり自分は間違っていない、との思いを再さい確かく認にんする。少しの情なさけも命取り。奴やつらは腐ったミカンで、腐海の胞ほう子しで、エイリアンの卵なのだ。完かん璧ぺきな二人ふたりきりのデートを完かん遂すいするためには、やはり手加減なく躊ちゆう躇ちよなく手心なく根こそぎ排除せねばならない──

　決意を新たにして、白穂は鼻息荒くのしのしと後ろからそのベンチに近付いていく。

　そのとき──サヴェレンティの呟きが、聞こえた。

　聞こえてしまった。

「なんだか……窮きゆう屈くつすぎ、だと思うなあ。窮屈なのって、やっぱり、苦しいよ……」

　白穂は愕がく然ぜんと足を止める。え。今。何を？

　こちらの存在には気付かず、ベンチに座って前を向いたまま、サヴェレンティはさらに言葉を続けていた。こちらの心しん臓ぞうを止める言葉を。

「……最初から、やり直すしかないよ」

　それに答えるのは、隣に座る銀色の後頭部。サヴェレンティの横顔をちらりと見て、

「だが、しかし、主人が何と言うか……？」

「知らないよ！　うん、やっぱり、悪いのは向こうだと思う！」

　語ご調ちようを強くして。

　はっきりと。

　サヴェレンティは言った。

（ああ、噓うそ、そんな！　違う、違う違う！　そんなのは違う！）

　脳から血液が蒸じよう発はつする感覚。背中の皮が一息に剝はがされる感覚。心しん臓ぞうが停とまってただの冷たく重い塊かたまりとして胸中に鎮ちん座ざする感覚。

　ああ──これは、恐怖だ。

　今、自分はひたすらに恐怖しているのだ。

「ちょ、待って、私……！」

　喘あえぐ喉のど。酸さん素そはどうやって取り込むものだったか。二酸化炭素はどうやって吐はき出すものだったか。言葉はどうやって発するものだったか。わからない。

　けれど、失いたくないもののために無む理り矢や理りに動かした。引ひき攣つる足も動かした。ベンチに向かって走って、走って、けれどそれも当然のように走り方を忘れていて、

「きゃっ……？」

「へ？」

　ベンチの手前で躓つまずく。サヴェレンティが振り返る。両手に持っていたシェイクが飛ぶ。「あぶなーい！」とサヴェレンティが咄とつ嗟さに隣となりのフィアの身体からだを押し、スローモーションになった視界の中でそのシェイクがさかさまになって二つとも完かん璧ぺきに呪のろわしい軌き道どうを描いてサヴェレンティの頭の上に襲おそいかかって──

　びっしゃー！

「……」

「あ……あ……」

　言葉が出ない。乳にゆう白はく色しよくに染そまった彼の頭部。違う。そんなつもりでは。言葉が出ないのは倒れて肺の空気が絞しぼり出されたからではない。喋しやべる内容が思いつかないわけでもない。伝えたいことは無数にある。

　ただ──サヴェレンティが、無言のまま。

　こちらを見下ろすその目の端はしに、薄うすく涙を浮かべていたからだった。

　今度こそ完全に、心臓が停まって。

　その瞬しゆん間かんに、サヴェレンティがばっと踵きびすを返して走り出した。「わ、サヴェちゃんー？」と黒くろ絵えが追いかけていくが、白しら穂ほの足に力は入らない。立ち上がれない。

　脳のう裏りに刻まれた、涙。視し線せん。無言。言葉。

　自分の愛が、重たいと思われたのか。付き合いきれないと思われたのか。

　中ちゆう途と半はん端ぱに身体を持ち上げていた腕の力すらもが抜け、どて、と地面に額ひたいを打ちつける。

「お、おいシラホー!?」

　誰だれかがばたばた走り寄ってくる気配けはいがするが、身を起こす体力も気力もなかった。

　死にたい。殺して。死にたい。死んだほうがまし。

　あの態度。今まで見たこともない態度。

　絶対に──嫌われた。
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「あは……あはは……」

　白しら穂ほはベンチに座り、真っ白な灰はいと化して虚うつろに空を見つめていた。サラサラとその身が風に散っていく幻げん覚かくまで見える気がする。不気味で自じ暴ぼう自じ棄きなくすくす笑いが痛ましい。

「まあ、サヴェレンティにシェイクぶちまけちゃったのはミスだけどさ……そんなにショック受けるほどのものでもない、だろ……？　あいつもそんなに怒ってるわけじゃないって」

　春はる亮あきが恐る恐る言っても、白穂の視し線せんは動かない。虚こ空くうの妖よう精せいと会話している。

　息を吐はいたとき、春亮のポケットで携帯が鳴った。メールの着信だ。

　このはが視線を向けてきて、

「誰だれです？」

「えっと……お、黒くろ絵えからだ。『追いついたよー。今はサヴェちゃんと一いつ緒しよに着替えられる場所とか探さがし中。心配ご無用、そこでちょっと待っててー』だってさ」

　ピクッ、と白穂の手が動くのが見えた。

「ほ、ほらな？　別に怒ってるとか書いてないし……」

「……一人ひとりで。走っていったのよ。私じゃなくて、あの幼女と一緒に着替えようとしてるのよ。ほら。私は、いらないのよ。やっぱり、私は、ああっ……」

　ぶつぶつと呟つぶやいたかと思えば、今度は頭を抱えて身を仰のけ反ぞらせる。本当に、どうしてこんなにショックを受けているのかわからない……ひょっとして、さっきのシェイクぶちまけの他ほかにも何かケンカをするような理由でもあったのだろうか。自分達にはそんな心当たりなど微塵もなかったが。

「大おお袈げ裟さな奴やつだなー。ま、クロエと一緒なら着替えてすぐに帰ってくるであろう。その間に……ふむ、私はすべきことをしてくるか」

　フィアは白穂の様よう子すをちらりと見てから、眼前の運動場にいた一匹の犬いぬに向かって歩いていった。初老の飼かい主ぬしと一緒にいる秋あき田た犬いぬだ。フィアはその飼い主に何事か話しかけ、それから犬の前にしゃがみ込んでごそごそと何かをしようとする。だが次の瞬しゆん間かんにはその秋田犬が運動場をマッハで走り出しており、「こら待てー！」とフィアがそれを追いかけ始める──

「あっちは平和だなぁ……」

　フィアの行動としてはいつも通りなので、特に気にする必要はない。白穂もそんな些さ事じに注意を向ける余裕などあるはずもなく、依然として灰はいになったままだ。

「なあ、平気だってば。そんなに気にすんなよ」

「そうですよ。それに、ほら、もしサヴェレンティさんの気分を損ねちゃったんだとしても、心を込めて謝あやまればきっと仲直りできますって」

「仲……直り……」

　唐とう突とつに白しら穂ほはベンチから立ち上がった。虚うつろな声で呟つぶやきつつ、フラフラと歩き始める。

「そう……仲直り、しなきゃ。絶対に。なんとしてでも──」

「ま、待てよ。今あいつらは着替えられるとこ探してて、終わったらここに帰ってくるから」

「待てないわ……待てるものですか」

　白穂の歩みは止まらない。むしろだんだんと速く、小走りに。いつしか全力疾しつ走そうに。

「ああもう！　えっと、ちょっと連れ戻してくるな！　黒くろ絵え達が帰ってくるかもしれんから、お前とフィアはここにいてくれ！」

「わ、わかりました！」

　フィアはまだ秋あき田た犬いぬを追いまわしているので、彼女を一人ひとりにするわけにもいかない。このはにこの場所を任せて、春はる亮あきは白穂を追いかけた。

　長い黒髪を散らして、無目的に走り続ける白穂。春亮の息が切れかけてきたとき、その足がゆるゆると速度を緩ゆるめ……そして、止まった。

「追いついて、謝って。それで、仲直り、できるのかしら……」

　その場に立ち尽くし、白穂は寂さびしげに呟く。

「ふう、はぁ……大丈夫、だろ？　俺おれもフォローするっていうか、手伝てつだえることがあるんならなんでも手伝うから。とりあえず落ち着けよ」

　追いついた春亮の言葉には、白穂は答えない。無責任で無関係で無根拠な発言であることは承知していたが。そんなに頑かたくなにマイナス思考しなくてもいいだろうとは思う。

　だが、そんなとき。

「謝る、方法……心を込めて……誠意を示して……あの子が、喜んでくれるような……っ!?」

　ぶつぶつと呟いていた白穂の声がぴたりと止まる。その視し線せんはある一点を凝ぎよう視ししていた。

　眼前には、このふれあいわんにゃんパークの中心部、イベントが行われるステージのような場所があった。そのステージの周囲は慌あわただしい。派は手でな飾りつけ、セッティングされる機き材ざい。

　春亮はここに入るとき、受付で見た貼はり紙がみを思い出す。今日きようのイベント。

　それよりもう少し詳しい情報の書かれた紙が、ステージ近くのボードにでかでかと貼られていた。白穂が凝視していたのはそれだった。

　毎月恒こう例れい・ふれあいわんにゃんカップルバトル。優ゆう勝しよう賞しよう品ひんは──

「非売品・超ジャンボとけにゃんこぬいぐるみ……？」

「サヴェレンティが……夢中になって見てた、あれ……」

　賞品の写真を見る限り、その通りだった。売店コーナーでフィア達が凝視していたもの。

　ふふ、ふふふ、という音が聞こえる。不気味な音が聞こえる。それは勿もち論ろん、

「ふ、ふ……わかったわ。わかったわよ。背に腹は代えられないわ。カップル限定？　なら仕方ないでしょう。絶対に大切なものを取り戻すためだもの。一度、落ちるところまで落ちるしかないのね。いいわ。今の私は、醜みにくい腐乱死体と手を繫つないでスキップして観かん覧らん車しやに乗ることだってしてみせるわ……！」

「あ……あの。白しら穂ほさん？　まさか……」

　嫌いやな予感。だが、こちらを見み据すえる白穂の顔に、もはや迷いはなかった。

「──なんでも手伝てつだうと。言ったわよね？」

「言ったけどぉぉ!?」

　春はる亮あきの手が白穂に握られる。いや、それは握るなどという生なま易やさしい行為ではなかった。ギリギリと骨が軋きしみ、皮が捩よじれ、肉が潰つぶれる、完全に攻こう撃げき的てきで残ざん虐ぎやく的てきな何かだった。

　だが、それは他人から見れば、仲なか睦むつまじい手つなぎでしかない。

　白穂はそうして春亮の手を強引に引っ張りながらステージに接近し、《参加受付》と書かれたテントの中にいたスタッフに向けて、にこりと完かん璧ぺきな美び貌ぼうでの笑えみを向けて言う──

「見ての通り──私達はカップルです。参加させてください」




　このははそれを見ていた。ベンチに戻ってきたフィアもそれを見ていた。

　この園内には、イベントを中ちゆう継けいして映すためのモニターのようなものがいくつか設置されている。その一つがベンチの横手にあったのだ。先さき程ほど電源が入り、これからイベントが始まること、賞しよう品ひんがとけにゃんこぬいぐるみであることなどがアナウンスされ──そして、現在の会場の様よう子すも少しだけ映し出された。

「……見ましたか？」

「ああ。見た」

　このははフィアと横目で視し線せんを交かわす。見間違うはずはなかった。

「春亮くんと、白穂さんが、なんで……サヴェレンティさんを追っていったのでは？　ていうかここに連れ戻してくるって話だったのに」

「うむ。というか、賞品だ。きっとあの賞品が目当てなのだ！　ぬけがけとは許せん！」

　このはとしては賞品のことはわりとどうでもよかったが、問題はこれがカップル限定イベントであるということだ。春亮と白穂が出ていることが何やらムズムズする。しかし、二人ふたりがそこに出ている理由についてはわからないでもない……あのぬいぐるみを仲直りの材料として使おうということなのだろう。このはも春亮と同じく、白穂が「サヴェレンティに嫌われた！」と思っているのは何かの誤解だろうと思ってはいるが。

　心情的には止めたいが、論ろん理り的てきには止める理由がない。

　むー、と口を尖とがらせていたとき、隣となりのベンチに一組のカップルが座った。なんとはなしにその会話が聞こえてくる。

「お、カップルバトルだ」

「有名なイベントなの？」

「ネットでここの下した調しらべしたときに、毎月恒こう例れいのイベントだって書いてあったからさ。それに──どうも、伝説があるらしいんだ」

「伝説って……？」

　彼氏がおほんと咳せき払ばらいをして、

「な、なんていうかさ……あのイベント、優勝したカップルは永遠に結ばれるっていうジンクスがあるみたいでさ！　ネットとかでも噂うわさになってて、ほら、入り口のイベント説明のとこでも結婚式の写真が貼はってあったりしたろ？　あれ、何回か前の優ゆう勝しよう者しやのやつなんだって。だからさ、その──よ、よかったら俺おれ達も参加とかしてみちゃったりして──」

「大変！　今日きようはバイトがある日だった！　ごめん、私もう帰るね？」

「え!?　ちょっ──！」

　カクカク、とこのははロボットのように首を回し、同じくその話を聞いていたらしいフィアと顔を見合わせる。

「た、たまたま……ですよ。そんな噂。偶然で、根拠のない迷信です」

「だが。もしも、本当だったら。どうなる……？」

　二人ふたりの目が次第に細くなっていく。脂あぶら汗あせが浮き出てくる。

「私は、あのハレンチ小僧が誰だれと結ばれようが、特に関係はない。ないが──」

「さ、サヴェレンティさんに悪いんじゃないでしょうかと思ったりいや絶対悪いですね！　確かく信しんはなくあくまで妄もう想そうで迷信ですが避けられるものならば避けておくべきです！　だから！」

「ああ……いや、そうだ、私はあのとけにゃんこぬいぐるみをゲットするという使命もある。シラホとサヴェレンティには悪いが、あれはそう簡かん単たんに譲ゆずれるものではないのだ。つまり！」

　ごくりと唾つばを吞のみ込んで。決意の視し線せんを交かわし合って。

　二人はその言葉をシンクロさせた。

『絶対に……阻止せねば……！』




「では、そろそろ受付を締しめ切らせて──」

「ちょっと待ったぁぁぁぁぁ！」

　春はる亮あき達はステージ上に並ばされてイベント開始を待っていた。その聞き覚えのある声に、春亮と白しら穂ほはぎょっとそちらを見やる。

　ラストの一いつ瞬しゆん、受付のテントに全速力で走り込んできたのは──なぜか、フィアとこのは。

「参加する！」

「あ……ええっと。これはカップル限定のイベントなので、申もうし訳わけありませんが……」

　ギラリ、とフィアとこのはの視し線せんが交こう錯さくする。注意していなければわからないほどの、ほんの一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんがあり、そして──

　二人ふたりは同時に腕を伸ばし、お互いの肩を抱き寄せた。がっしりと抱き合った。

　それからこのはは、火が出そうなほどに顔を真まっ赤かにして。

　フィアは、心が籠こもっていなさすぎて機き械かい音声レベルになってしまった抑揚のない声で。

「お……女同士のカップルですが何か!?」

「ソ、ソウダ！　ワレワレハ、ア、アイ……アイシアッテオル、ノダ！」

　そんな、受付のスタッフはおろか、その場にいた全すべての人間が啞あ然ぜんとするような台詞せりふを叫んだのだった。
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　この《ふれあいわんにゃんカップルバトル》は、前半戦と後半戦、二つの競きよう技ぎの合計点を争う催し物だという。前半戦は《フリップバトル》──司会者が出した質問に二人が答え、それが一致すれば得点になるというものらしい。

　その出番がもうすぐとなり、春はる亮あきと白しら穂ほはステージのすぐ横でスタンバイしていた。これからのフリップバトルも勿もち論ろん不安だったが、正直、それ以上に不安なことが他ほかにあった。言うまでもなく、すぐ後ろにある参加者の待たい機きスペース、そこのパイプ椅い子すに座ってケモノのような目でギラギラとこちらを睨にらんでいる同性カップルの存在だ。

「な、なんであいつら来てんだろうな……？」

「知らないわ。あの銀ぎん髪ぱつはぬいぐるみを物欲しそうに見てたし、賞しよう品ひん目当てじゃないかしら」

「うーん。フィア一人ひとりならともかく、そんな理由でこのはが付き合うかな……？」

　待機場所では他の男女カップルも出番を待っていたが、このはとフィアの周囲のパイプ椅子にはぽっかりとスペースが空あいていた。ちらちらと二人に向けられる好こう奇きと怪け訝げんの珍ちん獣じゆう的てき視線。

　ふんと白穂が鼻を鳴らして、

「何にしても、あれはサヴェレンティとの仲直りのために絶対に必要なものよ。横取りなんてさせるものですか……！　あいつらのことを気にするより先に、これからの勝負について考えなさい、人間！　出番はもうすぐなのよ！」

「そんなこと言われても、正直、全然自信ないんだが」

「わかっているわ、貴方あなたが持っている能力はせいぜい昆こん虫ちゆうレベルの知性と犯罪者レベルの理性。それでも物は使いようよ。死に物狂いでやったらなんとかなるかもしれないわ。というか死に物狂いでやってなんとかしなさい。優ゆう勝しようした瞬間にその場で実際に死んで狂うぐらいだとタイミング的に最高ね」

「おい、俺おれにどんな頑がん張ばりを求めてるんだ」

「言わなきゃわからないの？　昆虫レベルの知性とは、逆に言えば頭が捥もげてもとりあえず前に走り続けられるみたいなことよね。犯罪者レベルの理性なら、邪じや魔ま者ものを容赦なく殺して犯して辱はずかしめることができるわ。つまりはそういうことよ……この世には、未来のない下劣人間だからこそ果たせる役目というのも存在するの」

　ジト目で無言の抗こう議ぎをするが、今の白しら穂ほには何も通じない。そのうちに、いよいよ自分達にもフリップバトルの順番がやってきた。

「ええい、や、やるしかないのか……なんか緊きん張ちようしてきた。ていうかだ、なんか作戦とか立てといたほうがいいんじゃないか」

「そうね。さっきからお題を聞いてたけど、カップルだからこその質問が出るようだし」

「それはまずいだろ。俺おれ達、カップルでもなんでもないんだぞ」

「言うまでもないことを言わないで。なんとか手は打ってみるわ……ま、後はさっき言った通りよ、人間。気合い入れて、死に物狂いで、発狂するくらいの精神力を使って脳を回転させなさい。もしくだらないミスや何かで取れるはずの点を取とり零こぼしたら殺すわよ」

　そこで係員が手招きしたので、ステージ横の階段を使ってステージに上る。見物客の数はけっして少なくない──が、その視し線せんのほとんどは超絶美び貌ぼうの白穂に向けられているようだった。春はる亮あきに向けられているのは「なんであんな普通の男が？」というような視線ばかりだ。緊きん張ちよう感かんだけでなく居い心地ごこちの悪さも覚える。

　春亮と白穂は並び合った二つの机に座らされた。そこに用意されているのはサインペンとフリップが一組ずつ。机と机の間には可動式の板があり、それを動かすことでお互いの姿を隠かくせるようになっている。

「さあ、次のカップルさん達の登場です！　拍手～！」

「これはまたお綺き麗れいな人やねえ！　いやー、うまいことやりましたねカレシさん！　どんな罠わな使つこうて捕まえはったんですか？」

「こら、珍ちん獣じゆう扱あつかいしないー！　すみませんねぇ、この人わりと悪ノリしますんで！」

　司会はこのわんにゃんパークのジャンパーを着た男女二人ふたりのスタッフだった。関かん西さい弁べんの男がボケ役、女がツッコミ役……のような気がする。

　春亮が引ひき攣つった愛あい想そ笑わらいを浮かべていると、それ以上話が広がらないと悟ったか、司会の女性がさっさとルール説明を始めた。これから二人に関係するお題を出す。答えが一致すればポイント。つまりこれはいかにお互いがお互いのことを知っているかという競きよう技ぎである──

「あの、少しいいですか？」

「はい美人な彼女さんー！　どうぞ！」

「私達、付き合ってまだ日が浅い……というか、今日きようここに来たのが初めてのデートなので。できれば、ハンデみたいなのがいただけたらいいな、と。駄だ目め、ですかね、やっぱり？」

　白穂は自然な笑顔えがおで手を上げ、軽くはにかむような気配けはいを交えながらそう言っていた。完かん璧ぺきな演技──そうだ、白しら穂ほはかつて神童扱いされていたほどの演技の達人なのだ。

　その演技が功を奏そうしたか、

「いやー……仕方ないやんな！　こんな美人にお願ねがいされたら仕方ないやんな！　というわけで、僕の個人的権限で認めます！　すいません、男はこんなもんなんです！」

　男司会がぺこりと頭を下げ、そこかしこから苦笑が聞こえてくる。苦笑交じりのブーイングは、既すでに出番を終えた参加者達からだろう。それほど本気のブーイングではないのが救いだ。

「初デートでここを選えらんでくれたことに感かん謝しやして、ですね！　サービスです！　で、具体的には……ええと、じゃあ、我われ々われがヒントでも出すことにしましょうか！」

「せやねー。あんまりうまいヒントが出せるかどうかもわかりませんが、そこはそれ、楽しんで帰ってくれたらええっちゅうことでね！　それでええですか？」

「はい、ありがとうございます。できるだけ易やさしいヒントをお願いしますね、えへへ」

　白穂がエヘヘって笑ったぞオイ!?　と春はる亮あきは何か恐ろしいものを見たような気分でぎょっと目を見開く。途端とたん、そのはにかみ笑顔えがおのまま、テーブルの下の死角を使って白穂がこちらの脇わき腹ばらにコークスクリューブローを入れてきた。

「ほおっふ！」

「おっと、何やら彼氏さんの背が奇声と共にぴーんと伸びましたが、気合いの表れか彼女さんの笑顔に興こう奮ふんしたのか！　ではそろそろ第一問目にいきましょう！」

　机の間にあった仕切りが動かされ、白穂の姿がまったく見えなくなる。それから、デレン♪　とクイズ番組でよく聞く音が響ひびき、

「第一問！《彼氏さんの好きな食べ物は？》はいどうぞお書きください～！」

　春亮は反射的にペンを手に取り──そして止まる。いきなり困った。正直、自分は何を食べてもそれなりに「美お味いしいなー」と幸せになってしまうタイプなのだ。特別によく食べたり作ったりする料理や食材があるわけではない。だが何かを書くべきだろう。適当に？　いや、白穂に当ててもらわなくては始まらない。白穂が書きそうなもの。白穂が想像しやすいもの？

「さあ、まだどちらもペンは動いていませんよ～。どちらかが書いたらヒント出したりもできるんですけどねっ」

「くっ……」

　苦くるし紛まぎれにペンを動かす──書いたのは《せんべい》の文字だ。自分の好こう物ぶつなど白穂は知らないはずだが、きっとフィアの好物くらいは知っている。同じ家にいるのだから一いつ緒しよになってよく食べるとか、そういうことを頭に思い浮かべてくれれば──

　フリップを机の上に立てると、司会者達が口々に反応を返してきた。

「おっと、カレシさんの答え出た！　めちゃシブいやん！　ヒントとして言うけど、歯ごたえええよね！」

「あと、だいたい茶ちや色いろです！」

「おっと、そらヒント出しすぎちゃうんかなぁ……まあ一問目やしね！　大サービスでさらに大ヒント──よく飛ぶ！　びゅーん、ってね！」

「はい、ちょっとボケ的なヒント出ましたが、まぁ、飛ぶ……と言えば飛ぶ、かなぁ。形的にね！　と、ここで彼女さんも書き始めました！　さすがにこのヒントつきは易やさしすぎたか！」

　そこまで、という合図で、仕切りの向こうから聞こえていたペンの音が止まる。

「では、仕切りを外して確たしかめますよ～！　さあさあ、はたして二人ふたりの心は通じ合っているのかいないのか！　付き合い始めでも愛さえあればなんとかなるのかならないのか！　その答えが今ここにっ！　二人とも一応答えを読んでくださいね！　いきます、せ～のっ……」

　仕切りが動くのと同時、春はる亮あきは軽く白しら穂ほのほうにフリップを向けつつ、書き込んだ自分の答えを口にする。同じようにこちらにフリップを向けてくる、小さく眉まゆを寄せた白穂の困り顔もその一いつ瞬しゆんに見えた。そして、

「せんべいっ！」

「せ……セミ……？」

　しーん。

　無音。静せい寂じやく。沈ちん黙もく。

　それがたっぷり数秒ほども続いてから、

「ぷはっ……ざ、残念、ハズレですーっ！」

「うははは！　なんやカノジョさん、天然!?　あるいはウケ狙ねらいのボケ!?」

　ステージが爆ばく笑しように包まれる。白穂は珍しく頰ほおを赤く染そめていた。春亮は囁ささやき声ごえで、

「おい……セミはないだろセミは！」

「う、うるさいわね、人間！　貴方あなたのような変態的生物の好こう物ぶつで、歯ごたえがよくて茶ちや色いろくて飛ぶもの……セミぐらいしかないでしょう！」

「飛ぶ、は形的なボケだって言ってただろ！」

「だ、黙だまりなさい殺すわよ貴方がもっとわかりやすいものにすればよかったのよ！　それはあの銀ぎん髪ぱつの好こう物ぶつじゃない！」

「連想しやすくしてやろうと俺おれなりに考えた結果なんだよ……！」

「えー、なにやら仲なか睦むつまじく耳元で囁き合ってますが、どうですかカノジョ？　ひょっとして緊きん張ちようしてます？」

　男司会者にマイクを向けられた白穂は瞬時にあの作り笑顔えがおを浮かべて、

「は、はい、少し」

「ですよね、セミはいくらなんでも」

「ええ、夏にしかいないのに、ちょっと時期外れでした」

「時期の問題なんや!?」

　ざわ。観かん客きやく席せきから「まさかこいつ、本当に昆虫食を……？」的な視し線せんがいくつか届いてきたような気がする。いやいや、お願ねがいですから信じないでください。

　なんで誤解されるようなこと言うんだよ、という抗こう議ぎの視し線せんをちらりと横に飛ばすが、白しら穂ほは相変わらずナチュラルすぎる笑顔えがおのままだ。ギャグなのかテンパっているのかそれとも単にこちらを貶おとしめたいだけなのか。

「ま、まぁ、気を取り直して第二問！　僕らもちょっと反省しましてね、ヒントはもうちょっと数少なめでいきますわ。では！」

　デレン♪

「──《彼氏の、毎日の日につ課かといえば？》はいどうぞ！」

　これはさっきの問題よりはわかりやすい。きっと白穂もわかってくれているはずだ。

　春はる亮あきはサラサラとペンを滑らせ、《料理》とフリップに書く。唯ゆい一いつの趣しゆ味みといってもいいもの。

「今回は彼氏さん迷いなく書きましたね！　そうですね、ヒントは手作業です！」

「ええ、男はみんな毎日やってることやんね！　ほお、そうでっか、カレシさん、こんな大人おとなしい顔して……見かけによらず……」

「私は見かけ通りだと思いますけどもー！　と、ここでタイムアップー！」

　先刻と同じく、合図と共に仕切りが動く。頼む、これくらいは当ててくれ、と春亮は願いを込めてフリップを白穂のほうに向ける。先さき程ほどとは違い、フフ、と白穂の顔が自信に満ちた薄うすら笑いを浮かべているのがわかった。これは、もらった──！

「料理！」

「下着泥棒！」

　……。

　…………。

　さっきと同じ。いや、さっきよりも長く。

　しばらくの時間停止があって、ざわざわ、とまた観かん客きやく席せきがざわめき始める。

　おかしい。なぜ間違えた？　というように眉まゆを寄せる白穂の耳にまた口を近付けて、

「おい、なんで自信満々にその答えなんだよ!?　フフ、じゃねえよ！」

「自信満々というほどでもなかったわ。《風ふ呂ろ覗のぞき》とギリギリまで迷ったもの……どちらも男が毎日やりそうで、しかも手を使うことでしょう？　まったく、汚けがらわしい」

「そんなん迷いなく書くわけがないだろ……！」

「私はね、貴方あなたのことを実はとても評価しているのよ。常人にはとても理解のできない厚こう顔がん無む恥ちな変態行為に及べるという点で。だからここで自分の性犯罪行為を告白し、大勢のギャラリーに蔑さげすみの目で見られることで屈折した快楽を得ようとしているのではないかという……そう、さっき言ったけど、犯罪者レベルの理性の話ね。もう忘れたの？」

「くっ。お前、この本気の状況でそんなフリップが出せるってことは。マジで俺おれのことそんな奴やつだと思ってるんだな……改めて実感すると、ちょっとショックだ。いつか絶対誤解を解いてやる……！」

「いいから次よ次！　一問ぐらいは正解するのよ、人間！　貴方あなた、私に合わせようという気が微み塵じんも見られないわ。もっと協力しなさい！」

　一応いろいろ気を遣つかってはいるんだがなあ、と嘆息。

「えっと、何やらいろいろツッコミどころのあるカップルさんだっていうのがわかってきましたが……じ、時間もないのでとりあえず第三問いきますか！」

「せやね！　なんか、あまり踏み込んだこと聞いたらあかんような気がしてきたしね!?」

　デレン♪

「第三問！　うっ、ちょっとこれは酷こくな質問──《彼氏の嫌いなところは？》ですっ！」

「おおっ、カノジョさんがいきなりノーヒントですらすら書き始めたでっ!?　そして、それを受けてカレシさんもペンを動かしたーっ！」

　動かしたくない。実のところは、このペンを動かしたくはない。だが仕方がないのだった。

　顔を顰しかめつつ、心の痛みに耐えつつ、春はる亮あきはその文字をフリップに書き込んでいく。

「では発表タイム！　お互いの答えは──」

　ササッ。

「ぐっ……へ、変態……」

「変態なところッ！」

　止やめてくれ白しら穂ほ。そんな高らかに宣言しないでくれ。もらった！　みたいな顔でフリップを掲げないでくれ。違うんだ、俺おれは点数のためにプライドを捨てざるを得なかったからであって、けっして本当は──

「うわー！　なーんと、ここで正解でーす！」

「そ、そんな答えで当てられるなんて……なんちゅうカップルやっ！　こら僕らの常じよう識しきやら何やらを遥はるかに超えた、強すぎる絆きずなで結ばれとる二人ふたりっぽいでー！」

　好こう物ぶつはセミで、毎日下着を盗み、彼女に変態的行為を強要しているらしい彼氏に。

　勿もち論ろん、観かん客きやく席せきからの軽けい蔑べつの視し線せんとヒソヒソ声はとても冷たく届いてきた。
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「ふぅ、ふぅ、はあっ……くふ、くふふふ！」

「おい落ち着けウシチチ、興こう奮ふんしすぎで正直怖いぞ。血走った目で笑うな」

「はあ、そう、あれは演技、お芝しば居い、虚きよ構こう。彼氏彼女扱いされていたのは、全部っ……落ち着きましょう、わたし、とりあえず落ち着きましょう……！」

　次の順番となり、このははフィアと共にステージ横で待たい機きしていた。出番を終えた春亮達は既すでにパイプ椅い子すに戻っている。そちらを見ることはできなかった。精神衛えい生せい上じよう。

「はい、落ち着きました、落ち着きましたよ？」

「お前が手をついておったそこのコンクリート、いつのまにか刀傷で猛もう烈れつにズタボロになっておるな……見なかったことにしておこう」

「気のせいです。これからのことに集中しましょう。何にしても、二人ふたりの優ゆう勝しようを阻止するにはわたし達もポイントを稼かせがねばなりません。今までのでルールはわかりましたね？」

「私の好こう物ぶつはおせんべ。貴き様さまの好物は肉、とかだろ。ふん、別に望んでのことではないが、同じ家におるのだからな。ある程度は貴様についてもわかっておるわい」

「結構」

　そこで係員に呼ばれたので、二人でステージに出る。珍奇なものを見るような視し線せんが痛いが、耐えるしかない。並べられた机に座った。

「さて、次は異色、女の子同士の──しかも一人ひとりは綺き麗れいな外国の方というカップルです！」

「うおお！　こらまたえらいカップルですなぁ！　とりあえずお話を──」

「話などはよい。さっさと始めろ」

「そうです。始めてください」

　真剣な目で言うと、こちらの迫力に気け圧おされたか、司会の二人がビクリと身を退ひく。どうでもよかった。今は春はる亮あき達の優勝を阻止することだけが目的なのだ。

「あー……では、さっそく行きましょうかね！」

「せやね！　ええと、でも問題上、一応聞いとかんといかんのは、どっちがカレシでどっちがカノジョ役──」

　ギラリ、とこのは達は同時に司会を睨にらむ。さっさと始めろと言っているのに。

「ひっ？　そのー、わかりました！《おさげさん》と《銀ぎん髪ぱつさん》ということで区別しましょうね、そうしましょうね！　では第一問！」

　ヤケクソのような男司会者の言葉と同時、デレン♪　と効果音。

「カノジョ……じゃなくて、《おさげさんのいいところは？》です！　スタート！」

　このははペンを取り、思考する。好物とかのようにはっきりとした答えのあるものならばよかったが、こういう問題は難むずかしい。大事なのは《自分が》どう思っているかではなく、《相手が》どう思っているかだ。大丈夫、こう考えられるのなら自分の頭は冷静。集中力も充分に高まっている。後はすべきことをするだけだ。

　さっき春亮がそうしていたように──プライドを捨て、羞しゆう恥ち心しんを捨て、ただ目的のために邁まい進しんする。今はそれが必要だった。

「はい、では──オープン！」

　これこそが自分の出すべき完かん璧ぺきな答え！　とこのははフリップを持ち上げて叫ぶ。同時、フィアがひどく苦しげな声で、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で自みずからの答えを告つげるのが聞こえ──

「車に轢ひかれても自前のクッションでなんとかなるところ、ですっ！」

「くっ……優やさしくて、美人なとこ、ろ……！」

　瞬しゆん間かん、びたーん、とこのはは自分のフリップを机に叩たたきつけ、

「ちょっとぉぉぉ！　なんでこんなときにだけ無む駄だに空気読んでるんですかっ！」

「ぐわああああ！　それは私の台詞せりふだ、ウシチチめ！　お前ならきっと自分について厚こう顔がん無む恥ちにこう言うと思ったのに、なぜ私が、こんな、心にもないことをっ……私がピノキオなら今まさに鼻がにょきにょき伸びておるところだ！　恥はずかしい！」

「恥ずかしいのはこっちです！　これじゃわたしがただ単に自分の胸をクッション呼ばわりしてアピールしてる変な人に！」

「まあそれは紛まぎれもない事実なわけだが」

「だからそれを書けばよかったんです！」

　そのあたりで、周囲がぽかーんとしているのに気付く。おほん、とこのはとフィアは咳せき払ばらいして、横向きに睨にらみ合っていた姿勢を正した。

「わー。難むずかしいなー」

「あはは。でも楽しいですー」

　白しら々じらしい言葉と微笑ほほえみで場を支配し、何も言うな次のクイズへ行け、と司会者に念を送る。

「え、ええと、では次の問題へ……」

　今の第一問は、点は入らないわ二人ふたりとも精神的ダメージを負うわ、で考えうる限り最悪の展開だった。同じ過あやまちを繰くり返してはならない。わかったのは、フィアのほうも真剣にこの戦いに勝とうと考えているということだ。だからさっきは自分と同じく、プライドを捨てて相手に答えを合わせた。ということは？

「第二問。前の参加者さんのときにも出た質問です！　失礼ながら、彼氏……いや、《銀ぎん髪ぱつさんの悪いところ》と出ました！　お手柔らかに！」

　つまり今度は、自分は自分の思うままを書けばいいのだ。それで二人の答えは一致する！

　そしてこのははガバリとフリップを立て、

「落ち着きがなくて幼稚で完全にお子こ様さまなところッ！」

「ただひたすらに美しすぎるのが罪！」

「……」

「……」

　無む意い識しきのうちに、ガタッ、と椅い子すから立ち上がってお互いに睨み合っていた。
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「さあ、場所を変えて気分も変えて──カップルバトル後半戦！《わんにゃんらぶらぶトライアスロン》の開催です！」

「トライアスロン言うても、そないに大変なものやないですよ～。まずはポニーに二人ふたり乗りして、この直ちよく線せんコースをあっちまで行く！　そこで一つアクション！　そして二人三脚で帰ってくる！　というだけの簡かん単たんなお仕事！」

「えー、前半戦での得点は……正直、ほとんど平らです！　このトライアスロンで一位を取れば、どのチームにも優ゆう勝しようの可能性が！」

　春はる亮あき達は細長い公園のような場所に連れてこられていた。ポールと紐ひもで縦たて長ながに二分割されており、片側が往路、逆側が復路ということらしい。足元は芝生しばふで、少々転んだりしたところで怪け我がはしそうにない。春亮達が今いる逆側の端はし、つまり折り返し地点には簡かん易いトイレのような縦長のボックスがいくつも並んでいるのが見えた。何に使うのだろうか。

　同じ疑問を抱いたらしい他ほかの参加者が挙きよ手しゆし、

「あのー、向こうでするアクションって……？」

「お気持ちはわかりますが、秘密です！　向こうに着いたら係員が説明します！　毎月恒こう例れいのこのイベントで毎回同じことやってると、対策されてしまうのでね～」

「そっそ。あそこのアクションに関してはギリギリまで引っ張らせていただくんでよろしゅうに！　土ど壇たん場ばでのフレキシブルな対処にも二人の絆きずなが試されるっちゅうわけですわ！」

　それなら今考えても仕方ないか、と春亮は納なつ得とくする。むしろ考えるべきことは他ほかにあった。

「あのさぁ。今いま更さらだけど、お前ら、なんで……？」

「な、なんでも何も！　伝説──を信じるほど子供っぽくはないですが仮にそうだった場合のリスクが大きすぎるために仕方ないのであり、ええと！　いろいろ複ふく雑ざつな事情がありまして、とにかく春亮くん達に勝たせるわけにはいかないのです！　絶対に！」

「わ、私は別に単純だぞ！　あの優勝賞しよう品ひんの巨大とけにゃんこぬいぐるみを家に連れ帰って保ほ護ごしたいだけだ！　布ふ団とん代わりにしてふもふもでろーんなのだ！」

　近くにいたこのはとフィアが慌あわてたように言葉を返してくる。だが二人とも、瞳ひとみは真剣だった。白しら穂ほとサヴェレンティのために退ひいてくれと言っても聞いてくれそうにはない。

　白穂が目を細めて二人を見やり、

「あらそう……よくわからないけど、やはり、貴女あなた達は敵なのね。ならば容赦はしないわ。あれは絶対に譲ゆずれないのよ、私とサヴェレンティの未来のために……！」

　ゴゴゴゴ、とその背中から青白いオーラが立ち昇っているような気がした。極ごく寒かんの炎とでも言うべき、無む慈じ悲ひかつ情じよう熱ねつ的てきな気配けはい。

「わ、わたしだって負けられないのです。永遠に、なんて、そんなの絶対に不許可……！」

「私も退くつもりはない！　手加減など期待するな──っと、おいウシチチ、何か来たぞ何か！　つぶらな目でずんぐりフサフサな何かがっ!?」

「はーい、では皆みな様さまに乗ってもらうポニーくん達の入場です。ここで注意点を。大きめのポニーくんなのでギリギリ二人乗り可能なんですが、安全性のため、スタッフが一頭ずつ引ひき綱づなを担当させていただきます～」

　説明の間に、参加者達の前に一頭ずつポニーが連れてこられる。春はる亮あき達を担当するスタッフの人は若いお姉ねえさんだった。

　そのスタッフの手でポニーの背中に乗せてもらいながら、白しら穂ほが仏ぶつ頂ちよう面づらで言う。

「つまり、レースって言っても……結局、スピードはポニーの機き嫌げん次第なの？」

「あははー、まあ、そういうことになりますかねー。はい、彼氏さんはこの後ろに」

「え？　そ、そうか、二人ふたり乗りって言ってたもんな。乗らなくちゃ駄だ目めか……」

　慣なれない行為に四苦八苦しつつ、春亮もなんとか騎き乗じよう。すぐ鼻先に白穂の後頭部があった。なんだか……とても、いい匂においがした。

「大変だわ。私の匂いが凌りよう辱じよくされてる気がする。視し姦かんならぬ嗅きゆう姦かんね」

「き、気のせいだ！」

「そうね、貴方あなたは女の身体からだから出るものなら唾だ液えきでも体液でも髪の毛でも匂い粒子でも何でも取り込んで自分の快楽へと変えることのできるニュータイプ変態だけど、まさかこんな大勝負が始まろうかというときに自分の快楽を優ゆう先せんさせるようなゴミクズではないわよね。今すぐその鼻に自分の指を第三関節まで差し込んでくれるとそれを証明できるんだけど」

「明らかに致命的なところまで貫通するだろ！」

　そんなことをやっていると、じー、と強烈な視し線せん。同じくポニーに乗ったこのはとフィアのジト目×２だった。フィアが前で、このはが後ろだ。

　慌あわてて白穂の髪から身を離はなし（同じ背中に乗っているのだから限度はあるが）、やましいことは何もないとアピール。いろいろ注意すべきところが多すぎる。

　スタッフに促うながされ、参加者達の乗ったポニーはスタート地点に一列に並ばされた。そして、

「準備はいいみたいですね？　では、《わんにゃんらぶらぶトライアスロン》、開始ですっ！」

　馬を驚おどろかせないためか、音楽もピストル音もなく、のっぺりとしたスタート。かぽかぽという牧歌的な音を立てて、綱つなを引かれたポニー達が歩き始める。

　ただし、ただ一頭。春亮達の隣となりからスタートしたある一頭のポニーだけが──どういうわけか、まるで本当の競きよう走そう馬ばのようにどびゅんと猛もう烈れつな加速で走り始める。

「……へ？」

　スタート地点には、その馬の綱を引くはずだったスタッフだけが、何か鋭するどい刃は物ものでぷっつりと断たたれた綱を持って怪け訝げんに取り残されていた。




　開始です、の声と同時、このはは馬上で身を倒した。自然、フィアの身体を押おし潰つぶすようになってしまい、

「ぐわ！　なんだウシチチめ、いきなり邪じや魔まか、いつも邪魔だがこれはいつも以上に背中でムチムチボヨボヨが感じられて気持ちが悪いそんなに押しつけるな離れろ！」

「ちょっと我が慢まんしてください。わたしはこの子に話があります」

　自分は刀だった。数多あまたの戦場を体たい験けんした刀なのだった。だから当然、その戦いくさで幾いく度どとなく使われた、基本にして強力な兵装の一つ。

　馬というものの扱い方は、よく心得ている。

　久しぶりではあるが──まっすぐ走らせるくらいならば、できるだろう。

　このははポニーのたてがみをそっと掌てのひらで撫なでながら、さらに身を倒してその耳に口を近付けた。同時、別の手を伸ばし、引ひき綱づなにその指先を到達させる。囁ささやいた。

「のう……馬よ。桜肉になりとうなければ──わかるじゃろう？　妾の言うことは、聞いておったほうが、幸せじゃぞ……？」

　ぷるり、とポニーの背中が震ふるえたような気がした。動物としての本能、絶対的強者への恐怖で。瞬しゆん間かん、スタッフの握る引き綱を刀の力で断つ。自由を得たポニーはもはやこちらの下げ僕ぼく。

「征けい！」

　号令に従い、一気に加速する。

「うおおお!?　い、意外に速いぞ、というかその脅きよう迫はくはさすがにどうなのだ、ウシチチよ!?」

「大事の前の小事です！　勝つために手段は選えらんでいられません！」

　いささか卑ひ怯きようではあるが、仕方ないことなのだ。これは、引き綱がたまたま切れるというアクシデントに、ポニーの謎なぞの暴ぼう走そうというアクシデントが重なっただけのこと──それがたまたまラッキーな方向に転んだだけなのだ！

　ちらりと後ろを見て、スタートダッシュで得たリードを確かく認にんする。他ほかのポニーはのろのろと引き綱に従って歩みを進めていた。もはやこれ以上スピードを上げる必要もなさそうだ──と安あん堵どしていたとき、それが見えた。

「うわ、結構揺ゆれる、な、これ……？」

「きゃ、いた、おしり、結構っ──ちょっとどこ触ってるのよ人間！　殺すわよ！」

　ぐらりと一ひと際きわ大きくバランスを崩くずし、春はる亮あきが前につんのめる。先刻このはがそうしていたように、前の乗り手に覆おおい被かぶさるようになる。最初に身を離はなして座っていたせいで、余計にバランスが取りづらくなっていたのだろう。

「ご、ごめん！　ちょっと、待て、うわっぷ！」

「わ、わわわ、私の首筋に息を吹ふきかけるだけでは飽あき足らず今度は脇わきの下に!?」

「だあ暴あばれるな、落ちる、マジで落ちるっ？」

「えーと、お客さん、一いつ旦たん止まりましょうか？」

　引き綱をしていたスタッフの言葉に、白しら穂ほがはっと首を横に振った。

「いいえ──逆よ。スピードを上げて！　全速力！　この腐れ人間のことは、ああもう、こうしておくから！」

　白穂は片腕で春亮の首をロック。脇の下に抱え込むようにする。抱え込みすぎて、もはや脇の下ではなく胸の下ともいえるレベルだ。

「おおい、白しら穂ほ!?」

「黙だまりなさい！　これは単なる荷物で邪じや魔まな死体なのよ、そうなのよ……！　落ちてタイムロスするよりはマシだわ。特別に許可するから、私の腰にしがみつきなさい死体！」

　自や棄けになったように、白穂が春はる亮あきの頭を抱え込む。春亮は恐る恐る白穂の細い腰に腕を回す。振動で揺ゆれ動く手が、頭が、どこに当たっているのか彼は何を感じて何を思って何を嗅かいでいるのかギャラリーの微笑ほほえましいものを見るような目が許せず、

「……馬よ。進路、六時の方向」

「なっ。ウシチチ、何を……!?　Ｕターンしてどうするー!?」

　何を？　愚ぐ問もんだ。ふしだらブロッカー（馬ば上じよう編へん）を繰くり出すために決まっていた。

　スタート地点近くまで戻って、また鼻先を前方に向けて、つまりは春亮達のポニーと並行するような形に。

「あれ、このは……？」

　白穂の脇わきの下から怪け訝げんにこちらを見てくる春亮に、にっこりと笑顔えがおを返して──

「わー。バランスが崩くずれちゃいましたー」

「そう言いながら手を伸ばしてくるのは明らかにおかしいだろぉっ？」

　元々不安定だったので、つん、と軽く押して重心を動かすだけで充分だった。白穂の脇から春亮の首がすっぽりと抜け、ポニーから落下する──さすがにパートナーが落下しては停止せざるをえない。スタッフが春亮を引き上げている間、白穂は鋭するどい目でこちらを睨にらんでいた。

「卑ひ怯きような手を……！」

「不幸な事故です」

「……一応、私も同意しておこう。何も今日きようのウシチチはリミッターが外れているようで文句一つ言うのも恐ろしいとはちょっとしか思っておらんぞ、うん」

　ここまで戻ったことで、自分達のスタッフも追いついてきてしまった。手早く引ひき綱づなを修理される──さすがにもう一度切断するのはやりすぎだろう。春亮達も再度騎き乗じようを果たし、今度は普通の二人ふたり乗りでポニーを進ませ始める。自分達も引き綱を頼りにのろのろとレースを再開。

　速度は失われ、スタートダッシュで稼かせいだ時間も無になったが、気分は悪くない。

　自分にとって、彼のふしだらイベントの阻止とはそれほどに価値のある最重要事項なのだ。




　ようやく折り返し地点に辿たどり着き、春亮達は急いでポニーを降りる。このはの謎なぞの攻こう撃げきで一度落下はしたが、下が芝生しばふだったためにたいしたダメージは受けていない。

　フィア達も含め、参加者はほとんどダンゴ状態になって到着しているようだった。待ち受けていたスタッフに案内され、春亮と白穂はこの折り返し地点に並んでいる縦たて長ながのボックスの前へ。一カップルが一つのボックスを使う形のようだ。

「さ、入ってください、二人ふたりで！」

　ボックスのカーテンが開かれる。なんか試着室みたいだな──と思った瞬しゆん間かん、

「ここでは《カップル早着替え》が行われます！　中の籠かごに入っているものに女性のほうが着替えて、それから最後の二人三脚にどうぞ！　彼氏さんはそれを手伝てつだっていただく感じです、それでは頑がん張ばってください！」

「な！　ちょっ──！」

　白しら穂ほと二人で強引に押し込まれ、しゃっ、とカーテンが閉められる。

　無言で白穂と二人、見つめ合って。

「はっ！（ぷすり）」

「ぐはッ！　無言で目め潰つぶしは止やめろ、目め隠かくししろって言えば済む話だろうが！」

「ならさっさとそうしなさいよ！　した？　したわね？　もし何か見たら殺すわ、その目玉を抉えぐり出して下水道に流して誰だれかがその目を移植されて記き憶おくを受うけ継ついだとしてもその糞ふん尿にようパラダイスの光景しか目に浮かばないようにしてから殺すわ！」

「意味わかんねえよ！」

　春はる亮あきはハンカチで目め隠かくしして、さらにボックスの角の方向を向く。背後で白穂が嘆息するのが聞こえ──そして。

　しゅる、しゅる、と。

　衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。

（うっ……）

　無む論ろん、このボックスはそれほど広いものではない。本当に試着室ほどの広さしかない。近すぎる。視覚を塞ふさいだことで逆に聴ちよう覚かくが鋭えい敏びんになっているような気もする。

　そんなとき、とん、とお尻しりの辺あたりが押された。

「ん？」

「きゃあっ!?　も、もっと隅すみっこにいなさいよ人間！」

「いや、これ以上隅には行けないって……」

　勝手に想像してしまう。今尻に当たったのは何だ。彼女がスカートを脱ぐ動作で、おしくらまんじゅう的に、尻と尻が当たってしまったのではないのか──いや待て想像するな！

「んっ……これ、ちゃんと洗せん濯たくしてるんでしょうね……くっ!?」

　それからひとしきりごそごそ音を聞いていると、不意に白穂が呻うめいた。

「どうした？」

「最悪だわ。これ、絶対に、一人ひとりでは着れない作りになってる……誰だれかにチャックを上げてもらわないと」

「お、俺おれが上げるしかない……のか？」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよ。だがこれは時間との戦いだ。白穂は舌打ちを一つして、

「それしかないのなら──そうするしかないでしょう！　でも、いい、絶対に私の指示通りに動くのよ!?　それ以外の動きをしたら殺すわ、人間！」

「り、了解」

「じゃあ、まずはゆっくりと振り向いて……そう。それから、右手をゆっくり前に」

　ふにょん。

「ゆ、ゆっくりって言ったでしょうが何考えてるのよ人間!?」

「痛いてぇ！」

　ばしんと手が叩たたかれた。いったい、今どこを触ってしまったのだろう……これも考えないほうがよさそうだ。それから何かぬいぐるみのような手触りのものが腕を押し下げてきて、

「ああもう、今は時間が惜しいわ。高さを合わせるから、腕の力を抜きなさい……この辺ね。肘ひじを少し曲げて待つこと。私は後ろを向くわ」

「今、どんな状況なんだ？　よくわからん」

「私は着ぐるみのようなものを着てる。でも背中のチャックには構造上手が届かなくて上げられない。今から貴方あなたはそれを上げる。以上よ」

「もう着てて、後はチャックを上げるだけなのか？　だったら目め隠かくし外はずしたほうがやりやすいんじゃ──」

「な、何を言っているのよ人間！　チャックが上がっていないんだから、前はともかく、後ろは半脱ぎ状態に決まってるでしょ下着が見えるわよ見る気なの見たいのねこの変態！」

「オーケー、わかった。このままで行こう」

「その手をさらにチャックまで導みちびきたいところだけど、そこまでは腕が届かないわ。いい？　高さはだいたい合ってると思う。ゆっくりと、ゆっくりとよ！　手を前に出して」

　そーっと、曲げていた肘を伸ばしていく。そしてほどなく、指先に柔らかな生き地じの感触。

「ひぁっ……？」

「ど、どうした？」

「っ……もう！　この際、我が慢まんするわよ！　少しずれてる、もう少し左下……！」

「左下……？」

　まさに手探り状態で、指先を少しずつずらしていく。しかしそのたびに、

「んっ……く、あっ……い、行きすぎよ、馬ば鹿か……っん！」

　などと白しら穂ほが押し殺した吐と息いきを漏もらすのでひどくやりづらい。

　冷静になって考えてみると、今自分は白穂の背中のチャックを上げようとしている。そのチャックの起点を手で探っている。それはどこにあるか。脊せき髄ずいに沿って、腰こし骨ぼねの周辺だろう。そのあたりでニアミスしているということは、そのあたりをまさぐっているということであって、人体の構造的にそのあたりにある部位と言えば、おしり以外の何物でも──

（じ、実は今俺おれ、とんでもないことをしてるんではっ!?）

　慌あわてて一いつ旦たん手を離はなそうとしたとき、指先に何か違う感触が生まれた。小さく硬質な何か。これがチャックだ。救われた気分で一気に持ち上げようとするが、

「待ちなさい！　髪を挟はさむわ、持ち上げるから……はい、ゆっくりと上げて……」

　ちいいいい。この音だけで背徳的な気分になってしまうのはどういうわけか。閉めているのであって、開あけているわけでもないというのに。

「よ、よし、できたわ……！　もういいわよ、目め隠かくし」

　許可が出たので、春はる亮あきはゆっくりと目隠しを取ってみる。

　眼前には、白くてフカフカの毛が生はえた着ぐるみを首から下に着込んだ白しら穂ほがいた。動物だろうが、何の動物かはいまいちわからない──と思いきや、籠かごから彼女は長い耳のある動物の頭部を持ち上げた。首の継つぎ目めからそのまま髪を流して、すっぽりと被かぶる。

　前面に中の人の顔が出せるようになっている、ウサギの着ぐるみだった。

　彼女のこんな姿を見るのは、正直とても新しん鮮せんだった。じーっと見つめていると、

「……何よ。さっさと行くわよ」

「いや、なんか意外と似合ってるな、と思って」

　赤面したウサギのふかふかパンチは、当然のように、あまり痛くはなかった。
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　最後の二人三脚、復路のスタート地点に向かう。やはりダンゴ状態ではあったが、既すでに何組かのカップルが走り出しているのが見えた。急がねばならない。

　スタッフの人が春はる亮あきの足と白しら穂ほの着ぐるみの足を紐ひもで結び始める。早くしなさいよ早く！　ともはや体面も何もなく白穂はスタッフに文句をつけていた。そんなとき、春亮の視界に銀ぎん色いろの何かが映る。

　丁度同じタイミングで、フィア達も早着替えを終えてこの場に辿たどり着いていたのだった。彼女役のこのはは、縞しま々しまのトラの着ぐるみ姿になっていた。これもまた新しん鮮せんだ。

　同じようにスタッフに紐を結ばれながら、フィアが歯は嚙がみしてこちらを睨にらむ。

「ちっ……ウシチチがウシチチでなければ今いま頃ごろはもう走り始めておったのに！　まったく、相変わらず着ぐるみに引っ掛かって早着替えの邪じや魔まをするくらいしか能のない不要体たい積せきよ！」

「し、仕方ないじゃないですか！　最初からもっと余裕のあるサイズを用意してくれてればよかったのに……」

　よくよく見れば、横縞のこのはの着ぐるみは胸の部分が心なしかぴっちりしているような気もする。その体積を無む理り矢や理りに収めるために、きっとこちらには想像もできないような死し闘とうが繰くり広げられたのだろう。

「あら……虎とらね。干え支とからすれば、過ぎ去った過去の遺い物ぶつだと言っても過言ではないと思うわ。今年ことしは私という兎うさぎに任せておいてほしいわね。無理して走ったりしないで、忘れ去られた去年の年賀状みたいに押し入れで埃ほこりを被かぶって茶ちや色いろくなっていてくれないかしら？」

　ばちばちばち、と白穂達三人の視し線せんがぶつかり合う。今いま更さらだが、なんとかわかり合うことはできないのだろうか。平和的に全すべてが解決できるような、そんな方法はないのだろうか──？

　勿もち論ろん。

　無理だった。

「行くわよ人間！　繫つながったほうの足から！　せーのっ！」

「足を引っ張るなよ、ウシチチ！」

「代かわり映ばえのしない返しですが──こっちの台詞せりふです！」

　準備よし、とスタッフの手が上がるのと同時、春亮達は同時にスタートを切る。紐で結ばれた右足から、一、二。一、二。徐々にスピードに乗り、大おお股またで走り始める。白穂はけっして運動が得意なほうではなかったはずなので、その点は少し心配だったが──サヴェレンティへの愛が為なせる業わざか、今のところ走りは快かい調ちようだった。

　同じ参加者の一組、犬いぬの着ぐるみを片方が着ているカップルを追い抜く。いいペースだ。これなら──と思ったとき、

「ふっ、はっ、はー！　容易たやすい、容易い！　ザ・イビルプリンとでも命名すべき闇やみモンスターが私の頭にブヨブヨ当たって気持ち悪いのだけが問題だが、この私の運動神経をもってすれば二人三脚など楽勝よ！」

「勘違いしないでほしいですけど、わたしが合わせてあげてるんですからね!?　自分一人ひとりが頑がん張ばってるみたいに！」

「黙だまれイビルプリン！　むしろ私が我慢しているのだ！　私の強固な精神力で今は心を閉じてやってはいるが、油ゆ断だんすると私の中に眠るライト属性の淑しゆく乳にゆうパワーが敵を倒せと暴あばれ出しかねん！　この！　ように！」

「ちょっ、二人三脚しながら頭突きで跳はね上げるなんて、器用な、真ま似ねをっ……んっ！　こらフィアさん、真ま面じ目めに走りなさい！」

　そんな騒さわがしい会話を繰くり広げつつ、フィアとこのはの組がぐんと前に出るのが見えた。猫ねこの着ぐるみカップルを抜く。蛙かえるの着ぐるみカップルを抜く──人間以上の身体能力を具そなえているだけあって、その速度は群を抜いている。しかもどういうわけか、今はそれなりに呼吸を合わせて一つの目標に向けて邁まい進しんしているのだ。最大の敵と言わざるをえなかった。

　今の得点状況は横よこ一いつ線せん。このトライアスロンで勝ったものがそのまま優ゆう勝しようすることになるだろう。負けるわけにはいかない。

　しかし──

（落ち着け……！）

　それがただ一つの対抗策で、対処法だ。春はる亮あきはそれを悟っていた。

　地力でフィア達に勝てるわけがない。付け入る隙すきがあるとすれば、これが単なる速度勝負ではなく、二人三脚だということだ。今は奇き跡せき的てきに呼吸が合っているが、フィアとこのはという犬けん猿えんの仲なかコンビがその状態をずっと続けられるわけがない。きっと、まだ一度くらいは揺ゆらぐはずだ。耐えて耐えて、その一いつ瞬しゆんのチャンスを逃のがさないようにするしか──

　春亮は、それを、悟っていた。

　ただし。

　パートナーは、ただ貪どん欲よくに愛のために勝利を求めるパートナーは、そうではなく。

「まずいわ！　行かせる、もんですかっ……ペース上げるわよ！」

「ちょ、無理すんな白しら穂ほ！　慌あわてるな、慌てたら逆にピンチにっ──！」

　説得も虚むなしく、白穂が一気に足の回転を上げる。春亮も必死でついていこうとする。が、それにも限度があり、

「きゃ、あっっ!?」

「ぐはっ！」

　足がもつれ、絡からまり、足裏から芝生しばふの感触が消え──そして、転んだ。

　派は手でに、転倒した。

　肩に走る衝しよう撃げき。芝生しばふの青あお臭くさい匂におい。

　白しら穂ほが慌あわてて身を起こし、愕がく然ぜんと目を見開いて、前方を見ていた。

　遠ざかるフィア達の背中を。

　サヴェレンティと仲直りするために、絶対に勝たなければならない相手の背中を。

「あ、ああっ……！」

　春はる亮あきの耳には、世界の終わりを目まの当あたりにしたかのような、白穂の悲痛な声だけが届く。

　もがくように、足あ搔がくように、彼女は腕を前に伸ばしていた。

　けっして届かない、届くはずのない何かを求めて、腕を伸ばしていた。

「嫌いやよ。私は──嫌。こんなの……サヴェレンティ……！」

　春亮の視界の中、全すべての動きは緩かん慢まんだった。時間が引き延ばされているかのような感覚。絶望と後悔に包まれた停滞の世界。

　だが、次の瞬しゆん間かん、その超常的な感覚はあっさりと失われることになる。

　どういうわけか──

　倒れたままの自分の身体が、物凄い勢いで前方に滑り始めたからだった。
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　最後のウシの着ぐるみカップルを追いぬけば、もう前には誰だれもいない。後はあそこのゴールテープを切れば、晴れて春亮達の一位を阻止するという任務は完了だ──というときになって。

　フィアは気付いてしまった。

「……なあ」

「なんですか？」

「失念しておったが、もしこれで私達が一位を取ってしまって、しかもあの伝説が真実だとすると──私とお前が永遠に結ばれることになってしまわんか？」

「……ハッ!?　そう言えば!?」

　動どう揺ようのために、二人ふたりのリズムが僅わずかに崩くずれる。転びはしないがスピードが落ちる。

　その瞬間、周囲のギャラリーがどよめくのが聞こえた。

　何が起こったのか、とフィアは首を回して──そして、見えたのは。

　スピードの落ちた自分達の横を一気に駆かけ抜けていく、ウサギの着ぐるみの姿だった。




　白穂は困こん惑わくしていた。

「ちょ、なに、これは……!?」

　追い打ちを避ける格かく闘とう家かのように素早すばやく立ち上がった。そして短たん距きよ離りスプリントの選せん手しゆのように力強く走り出した。

　だが、それらは全すべて、自みずからの身体からだが意い識しき的てきに成したものではない。

　身体が勝手に動いたのだ。いや、より正せい確かくに言うなら──

　この自分の身体を包んでいる、ウサギの着ぐるみが勝手に動いたのだ。

　それは、つまり──

　白しら穂ほは首を回す。視界の端はしに、見えた。観かん客きやくの中に、見えた。

「白穂ー！　がんばって、もう少しだよー！」

「サヴェレンティ……！」

　手をメガホンにして応援の声を発している、世界で一番大好きな恋人の姿。シェイクで汚れた服の着替えだろう、黒くろ絵えが着ていたような猫ねこの着ぐるみパジャマに身を包んでいた。

　なぜ。どうして、応援してくれてるの？　自分は嫌われたはずなのに？

　そんな些さ細さいな疑問はすぐに頭の中から吹ふっ飛んだ。恋人が自分を応援してくれている。世界にはそれさえあれば充分だった。太陽がほどよく温かいのも、地球が律りち儀ぎにその周りを巡めぐっているのも、宇宙が冷えて滅んではいないのも、きっと全てはそのおかげだった。

　だからあらゆる疑問を置き去りにして、白穂は走る。奔はしる。趨はしる。

　恋人の応援は声だけではなかった。《王権を果たすサヴエレンテイ・完全パーフエクシヨン・人形ドール》としての能力で──ヒトガタである着ぐるみを操作してくれている。動きに逆らわず、それに合わせるようにすれば、着ぐるみは第二の肉体だった。自分を支えてくれる誰だれかの手足だった。

　恋人と一つになって、走っているようなものだった。

　だから。

「私達が……負けるはず、ないでしょうっ……！」

　スピードの落ちていた銀ぎん髪ぱつと眼鏡めがねのコンビを、ゴールのほんの数メートル手前で抜き去って。

　そして白穂は、誰よりも早く──

　ゴールテープを切った。

　歓声。司会の喧やかましいアナウンス。

　数秒呆ほうけて、そしてようやく実感する。勝った。勝ったのだ！

　しかし不快なことに、足元からの潰つぶれたヒキガエルのような声が勝利の余よ韻いんを一いつ瞬しゆんで台無しにしてくれた。

「ぐぇ……き、気付いてたか？　後半、ずっとお前、俺おれを引ひき摺ずってたんだぞ……」

　足には何かボロ雑ぞう巾きんのようなものがくっついていて、恨うらめしい目でこちらを見上げていた。サヴェレンティの力のおかげで、その存在を完全に忘れて走り続けることができていたのだ。

　だから白穂は、まさにボロ雑巾に向けるような目でそのボロ雑巾を見下ろしつつ、心の底からの本心をそのまま口にした。

「あら。いたの？」
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「終わりです……何もかもが……」

　とりあえず二着でゴールした後。このはがフィアと共にがっくり項うな垂だれていると、フリップバトルで司会をしていた女性スタッフがたまたま目の前を通りかかった。

「ど、どうしました!?　怪け我がですか、救きゆう護ご班はん呼びましょうか？」

「いえ。いいんです……ウフフ。もはや全すべてが虚むなしい……わざわざ同性愛カップルのふりをしてまで参加したのに……」

「ふり？　ああ、なんか雰囲気が違うと思ってたら。でもお客さん、どうしてそんなことを」

「伝説、ですよ。今回一位の人達……あはは。本当は、カップルでもなんでもないんです……ええ、まったく、これっぽっちもっ！」

「あー……なんとなく事情はわかった、ような」

　スタッフは何かに合点がいったかのように頷うなずき、それから挙きよ動どう不ふ審しんに周囲を見回した。すっとこちらの耳元に顔を近付けてきて、

「んと……お客さん、なんとなく口が堅かたそうですし、同じ女としてあまりに不ふ憫びんなので教えちゃいますけど。秘密ですよ？　あのカップルバトルの伝説は、うちの社長が集客のために作って最近流し始めたものなんです。効果ゼロ根拠ゼロの完全なデマ。だから気を落とさずに──」

　がばりと顔を上げる。

「だ、だって……その！　ネットで噂うわさになってるとか、それに、結婚式の写真とかもあるって」

「ネットの噂はあくまでも噂ってことで。あこぎな社長がサクラとして書き込んでるのかもしれないですし。イベント説明のとこに貼はってる結婚式の写真は本当ですけど、あれは元々結婚の予定のあるカップルが優ゆう勝しようしたからで、特にこのイベントのおかげってわけでは……わあ！　お、お客さん、ホントに女の子が好きな人とかじゃないんですよねっ!?」

　無む意い識しきのうちに、このはは彼女に喜びのハグを繰くり出していた。




　時刻は既すでに夕方近かった。

　軽い表ひよう彰しよう式しきのようなものが終わり、ギャラリーや他ほかの参加者達がばらけ始める。

　春はる亮あきは整せい理り体たい操そう代わりに首を軽く回しながら、その光景を見ていた。フィアとこのはも、帰ってきていた黒くろ絵えも、それを見ていた。

「あの……その……」

　元の服に戻った白しら穂ほは、不安げに、不安定に、もじもじと身体からだを揺ゆらしていた。腕に抱えているのは、優ゆう勝しよう賞しよう品ひんとして与えられた、とても巨大なとけにゃんこのぬいぐるみ。それを子供のようにぎゅうっと抱だき締しめたまま、ちらりと視し線せんを上げる。だが怯おびえたように自分の爪つま先さきに戻す。その繰くり返し。

　彼女の前には、恋人が立っている。汚れた服から猫ねこパジャマに着替えた（一いつ緒しよについていった黒くろ絵えが売っている場所を教えたのだろう）サヴェレンティが、微妙に頰ほおを膨ふくらませた不満げな顔で白しら穂ほを見つめている。

　仲直りのためのアイテムは手に入れたが、それさえあればすぐにどうにかなるというわけでもない。かなりの時間を使ってからようやく、白穂が勇気を振ふり絞しぼるように口を開く。

「た、助けてくれて……あり、がと。それで、ええと……どうして……」

「ねえ白穂。ボクは今、ちょっと怒ってるよ。どうしてかわかる？」

　白穂の言葉を遮さえぎるようにして、見ればすぐにわかることをサヴェレンティが言った。

　それはその、と白穂はあたふたと視線を彷徨さまよわせる。心当たりがいくつかあって、それら全すべてに自分の責任を感じていて、どれから言及すればいいかわからない、という迷いの態度。普段ふだんの凜りんとした彼女からは想像もできない姿。

　サヴェレンティはそこで呆あきれたように息を吐はいた。むん、と胸を張って、真正面から、

「あのね──いくらボクでも、白穂が春はる亮あきくんと一いつ緒しよにカップル限定イベントに出たりしたら、むっとするよ！　白穂の恋人はボクなんだから！　今までも、これからも、ずっと！」

「え……？」

　信じられないといった様よう子すで、白穂が顔を上げた。

「お……怒って、ないの？　許して、くれるの？」

「だから怒ってるってばー。もー、なんでボクと一緒に出てくれな……いやまあ、着替えに時間がかかったボクもちょっと悪かったとは思うけど。ボクを待ってたらイベントに間に合わなかっただろうし。それでも、さあ」

「そ、そうじゃなくて！　イベントの前の──ベンチで、私の束そく縛ばくが重いとか、窮きゆう屈くつとか言ってたの……」

　サヴェレンティはきょとんと首を傾かしげ、

「へ？　何か言ってたっけ？　そこではボク、別に怒ってはいなかったような……あ、思い出した。あのとき、目の前の公園で走ってたわんちゃんの首輪がすっごく窮屈そうで苦しそうでさ。で、どうしよう、って話はフィアちゃんとしてたよ？　ひょっとしてそれのこと？」

「!?　さ、最初からやり直すしかないって」

「うん。だから、一いつ旦たん外してから首くび輪わをちゃんと嵌はめ直さないとダメでしょ？」

「主人が悪くて、そんな奴やつのことなんかもう知らないって──」

「うんうん。自分の飼かい犬いぬのことなんだから、もっとちゃんと見ていないとダメだよね！　多た分ぶん、あの後でフィアちゃんが飼かい主ぬしさんに言いにいってくれたと思うんだけど……首くび輪わを嵌はめ直すお手伝てつだいとかもやったのかな？」

　ふらり、と白しら穂ほの足がよろめいて、

「いや、それだけじゃなくて──そう！　シェイク！　私がシェイクをぶちまけたら、何にも言わずに、むっとしてどこかに行って……！」

「あー、あれ。白穂、適当に買ったでしょ！　そりゃ種類はなんでもいいとは言ったけど、あれはないよ……この《ふれあいわんにゃんパーク》限定のご当地Ｂ級シェイクだよね、あの《にゃんこ大好きアジ味》は！　《わんこ大好きビーフジャーキー味》とか《うさたん大好き人にん参じん味》とかならまだ大丈夫だったかもしれないけど、さすがに厳きびしかったよ。口に入っちゃって凄すごい味と臭においがして、口を開いたら危険だと思ったから、一刻も早く処理できるとこ行かなくちゃ、って思って──わ」

　ぺふん、と。

　白穂がサヴェレンティの胸元に抱きついていた。

　震ふるえる白穂の髪。囁ささやくように、何かを言ったようだった。それを聞いたサヴェレンティが、ふ、と表情を緩ゆるめて、白穂の頭を優やさしく撫なでる。

　少し離はなれた場所で、一同は二人ふたりの様よう子すを眺めていた。このはが小さく肩を竦すくめ、

「一件落着、ってところですかね。今日きようはいろんなものに振り回されただけのような気がしますよ……まあ何にしても、永遠に結ばれたりしなくて本当によかったです！」

「あの巨大とけにゃんこがゲットできなかったのは残念だが、シラホ達の家に遊びに行けばいつでも会えるわけだしな。負けたのも事実だし、ここは大人おとなしく譲ゆずっておこう。だがとけにゃんこグッズはやはり何か欲しい──帰る前に忘れずにあの土産みやげ物屋に寄らねば！」

「やれやれ。全身がけっこう痛いし、わりと精神にもダメージが来てるぞ……ううっ、なんか今回一番被害を受けたのは俺おれのような気がする。変態セミ食い男の噂うわさが街に広まったりしませんように……」

「被害と言うなら、うちもかなりの大損害よ。サヴェちゃんを恨うらむ気はないけど、カップルバトルなんていうやたら楽しそうなイベントの大半を見み逃のがしてしまった。みんなのとんでもないレアシーンの数々があったに違いないのに！」

　そんなことを好き勝手に呟つぶやきながら、春はる亮あき達は微苦笑でその光景を見つめ続ける。

　恋人達の光景。

　沈みかけの夕日が、淡あわい橙だいだい色いろの光で二人を包んでいた。

　こんな光景こそが、白穂とサヴェレンティという二人の日常なんだろうな、と春亮は思う。

　つまらないことで擦すれ違って、足あ搔がいて、もがいて、不安がって、怒って。

　でも最後には、ごく自然に、当然のように、一番近くに戻っていて。

　なんて強固。なんて不安定。なんて奇き跡せき。なんて理不尽。

　それが恋というものなのだろう。

　だから、今、フィアが憧どう憬けいするように見つめているのかもしれなかった。

　だから、今、このはが羨せん望ぼうするように見つめているのかもしれなかった。

　ヒトではない彼女達が、ヒトのようになりたいと願ねがう彼女達が見る、一つの到達点。

　彼女達がその輝かがやきを心に刻んだのなら、長い道のりを歩ききるための糧かてにしたのなら、それはとても喜ばしいことだった。最初はただの休日の暇ひま潰つぶしで、フィアの思いつきに付き合っただけだったが、ここに来てよかったと春はる亮あきは本心から思う。いろいろひどい目に遭あったことも軽く水に流せるような気がした。

　少年サヴェレンティの平坦な胸に顔を埋めていた白しら穂ほが、もぞもぞと背筋を伸ばして恋人を抱だき締しめ直す。今度はきちんと肩を抱いて。顔と顔の高さを合わせて。

　白穂はまだ、その手に大きなぬいぐるみを持ったまま。

　だから春亮達の視界では、二人ふたりの顔は丁度そのぬいぐるみに遮さえぎられて隠かくれてしまう。

「ふむ。レアシーンを見み逃のがしたのは残念じゃけど、まあ──ええかな。これでお釣つりがくるような気もするよ。しゃったーちゃんす、と」

　黒くろ絵えがカメラの音を小さく響ひびかせ、その瞬しゆん間かんの記き憶おくを切り取る。

　ぬいぐるみの向こうで、近付いた顔と顔の間で、そのとき何が行われたのかは。

　見えていなくても、きっと──みんな、わかっていたはずだった。







[image: ]







[image: ]







　その日、春はる亮あきの安眠はいつも以上に騒さわがしく破られた。

「た、たた、大変だ大変だぞ春亮！　起きろー！」

「ぐっはー!?」

　安らかな夢の世界を超重力が押おし潰つぶす。肺から空気が強制的に絞しぼり出された。

　慌あわてて目を開いて見えたのは──

　こちらの胸の上に馬乗りになっている、一人ひとりの少女の姿。

「た、大変だ、何度も言うが大変なのだ！　起きろ！　早く！」

「ぐふ……な、何が、大変だって？」

　フィアはどこか緊きん張ちようしたような、興こう奮ふんしたような表情で、春亮の顔を真上から覗のぞき込んでいた。寝ぼけた春亮の瞳ひとみとは対照的な、ぱっちりと開かれた瞳。フィアはさらにぐーいと上半身を倒し、春亮の顔の前で拳こぶしを握りつつ、

「いいか……まずは、大変に白い！　とても白いのだ！」

「し、白い……」

　確たしかに白いのだった。寝ぼけていた春亮の頭が次第に目覚め、癒ゆ着ちやくしていた瞼まぶたが次第に開き、そしてはっきりと見えてくる白。自分の胸の上に乗っているフィアの下半身の白。スカートの中の白。正せい確かくには白とオレンジの縞しま。慌てて目を逸そらす。

「それからだな、なんというかこう、ヒャー！　だ！」

「ひ、悲鳴……？」

「全然違う！　冷たいということだ！　ヒエヒエなのだ！」

　冷たい？　違う。感じるのは温かさだ。胸の上にある太ふと股ももの温かさだ。肌の温かさと柔らかさ。なぜか興こう奮ふんしすぎて言葉足らずになっているフィアは、まだわからんのかとでも言いたげに苛いら立だたしそうに身体からだを揺ゆらす。その振動で震ふるえる肌。柔らかく温かい太股。

「そしてキラキラ！　あのような輝かがやき、見たこともない！　ホラ、もうわかっただろ？　大変なことだと理解できただろ？」

　ぐーい、とフィアがさらに上半身を倒す。キラキラと輝くフィアの髪が自分の頰ほおに触れる。眩まばゆい。くすぐったい。本当に、目を奪うばわれるキラキラ。

「春亮……？　聞いておるのか？」

　ああ、自分はまだ寝ぼけているのか。思わず、その髪に手を伸ばしてしまっていた。縋すがるように。慈いつくしむように。違う、これはきっと、それを払おうとしているだけで──

「むむ！　さてはまだ半分寝ておるのだな！　ならばやはり直接見せるしかない、起きろ！」

「へ？　う、わわっ」

　伸ばしていた手がフィアに握られ、ぐーんと布ふ団とんから一本釣づりされた。つまりは強引に起き上がらされた。さすがにこうなればもう眠気は完全に飛んでしまう。今まで夢うつつに考えたり見たりしていたフィアのアレやコレやが急に気き恥はずかしくなり、できるだけ記き憶おくを捨て去るように努めた。

　フィアはさらにこちらの手をグイグイと引っ張る。そのまま部へ屋やの外まで連れ去られた。パジャマのままなので寒い。少し異常なくらいの寒さだ。

「ほらほら、こっちだこっちだ！」

　背中を押されて廊下を進む。そうして、中庭の見える縁えん側がわに辿たどり着いたとき──

　春はる亮あきは理解した。フィアの興こう奮ふんの理由を。

　ぴょん、と跳はねるようにして、フィアが自分の前に出る。その中庭を背景に、その光景を誇るように、銀ぎん髪ぱつを散らしながらくるりと身を捻ひねった。

「な!?　凄すごいだろ、大変だろ！　こんな状況、見たこともないぞ！」

「あ……」

　その瞬しゆん間かん。

　春亮の目に映っていたものの全すべては等しく輝かがやいていた。

　輝くものしか、そこにはなかった。

　きらきらと、きらきらと。

　翻ひるがえる銀色の髪。

　どこか自じ慢まんげな、フィアの笑顔えがお。

　そして──中庭に降ふり積つもった雪が形作る、一面の白い世界。
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「いやー。しかし、こんなに降るなんて何年ぶりだろうなあ」

「昨晩からずっと降ってたんでしょうね。どうりで寒いと思いましたよ」

　雪ゆき景色げしきを眺めながら、いつものようにのほほんと会話する──が、今いる場所はいつもの縁側ではなかった。ついでに言えばこのは以外の客人も到着していた。

　春亮は隣となりに立っていたその客人に軽く目を向けて、

「いんちょーさん、来るのも大変だったろうに、いきなり誘さそっちゃってごめんな。フィアがどうしてもってうるさかったからさ」

「なに、丁度暇ひましていたところだったし、せっかくの大雪だ。マンションの窓から眺めるよりは、こうしてお前と……おほん、フィアくん達と一いつ緒しよに遊ぶほうが楽しいに決まっている」

　咳せき払ばらいを交えつつ、クラス委員長らしく硬い口く調ちようで錐きり霞かが答える。だがその表情自体は小さな笑えみを浮かべた柔らかなものだった。

「いやあ……だったらいいけど。問題はさ、遊ぶっていうか、来ていきなりこんな《仕事》みたいなの手伝てつだってもらっちゃって悪いな、と」

「雪の重量というものを侮あなどるのは馬ば鹿かげている。特に古い家屋では大事故に繫つながる恐れもあるし、何にせよ早めにやっておくべきだろう──この、雪かきというものはな」

　言いながら、錐きり霞かは手にしたスコップを軽く動かして庇ひさしから雪を落としていく。

　そう、ここは夜や知ち家けの屋根の上だった。古い家なので、一晩かけて降ふり積つもった雪の重みを放置しておくのは微妙に怖い。だから何はともあれといった感じで雪かきをすることにしたのだ。到着するなり錐霞を手伝てつだわせるようなことになってしまったので、そこは本当に申もうし訳わけなく思う。

「そうですねえ。特にこの家、重い誰だれかさんが屋根に乗ったせいで普通に瓦かわらが壊こわれてたりもしてますし。いつのまにか家が潰つぶれてた、みたいになったら困ります」

「まあ、この手伝いは私が自主的に言い出したことだから気にしないでくれ。雪かきというのも初めてだからいい経けい験けんになる……ところでサヴェレンティくん達は呼んでいないのか？」

「一応、声はかけてみたんですけどねえ。やっぱり白しら穂ほさんが超絶面めん倒どう臭くさがってるらしいです」

「そりゃそうだろうな……風流に雪見したり元気に雪遊びしたり、とかは確たしかにあいつのガラじゃない。せっかくの雪なのに、『何よこの寒さ発生装置は。早く消滅すればいいのに』とかしかめっ面つらで言ってる姿が目に浮かぶぞ」

　元気に雪遊びと言えば、と春はる亮あきは視し線せんを動かす。

　眼下の中庭。そこでは、子供っぽい体型の二人ふたり──フィアと黒くろ絵えがやはり子供っぽく遊んでいた。

　フィアにとって、こんな大雪を体験するのは初めてなのだろう。全すべてが新しん鮮せんそうに、何もかもが興きよう味み深ぶかそうに、けらけら笑ったり声を出して驚おどろいたりしながら雪の上を走り回っている。かと思えばふと足を止め、去年クリスマスプレゼントのお返しとして渡した手て袋ぶくろで雪を掬すくい上げて頭上に撒まき散らす。雪の欠片かけらを鼻の頭に乗せた顔で、フィアはまたくすくすと笑った。本当に、心の底から彼女は今の状況を楽しんでいるのだ。何がそんなに面おも白しろいのかはわからないにしても、見ているだけでこちらの頰ほおも緩ゆるんでくる。

　一方、黒絵のほうはその小さな手に雪を乗せて、それをいつもの寝ぼけ眼まなこで見つめたままじっと何かを思案しているようだった。何か斬ざん新しんな雪遊びの方法でも考えているに違いない。

「まったく、あの子達は……下に落とした雪を運ぶ係だったはずですけど」

「台車はちゃんと倉庫から出して用意してあるから、俺おれ達の号令待ちなんだろ。ある程度溜たまってから運べってさっき言っちゃったし。ん、そういや下に結構溜まってきてるな。じゃあそろそろ──おうっ？」

　フィア達を呼ぼうと身を起こしたその瞬しゆん間かん、つるりと足が滑った。単に身体からだのバランスが崩くずれた程度のことだったが、それだけでも一瞬、背筋にひんやりしたものが走る。

　なんとか体勢を立て直し、そして次に感じたのはくんと軽く腰が引っ張られる感触だった。見れば錐霞の袖そで口ぐちから伸びた革ベルトがこちらの腰に巻きついている。そんなに慌あわてて助けられるほどのことでもなかったのだが、咄とつ嗟さに命いのち綱づなとして巻いてくれたのだろう。

「あ、ありがと。大丈夫、ちょっと滑っただけだからさ」

　春はる亮あきの言葉に、錐きり霞かとこのはは眉まゆを寄せて答えた。

「この作業は意外に体力と神経を使うものだなと思っていたところだ。疲れているから足の踏ん張りが微妙にきかなくなっているのだろう。夜や知ち、お前はもう降りていろ」

「そうですね、残りはわたしと上うえ野のさんだけで大丈夫ですよ」

「そうか？　まあ微妙に疲れてきたのは確たしかだし、ここはお言葉に甘えとくか……じゃあ俺おれは下でフィア達を手伝てつだうことにするよ。お前らも気をつけてな」

　本当に足を滑らせて落ちても皆に迷めい惑わくをかけるばかりだ。ここは素直に屋根を降りておくことにした。ゆっくりと梯はし子ごを伝つたい降り、庭のフィア達と合流する。思うまま雪を弄もてあそんでいたフィアがひょいと顔を上げて、

「ぬっ。どうした、上は終わったのか？」

「足がフラフラしてるってリストラされてきた。これからの俺の仕事はお前達の監かん督とくだ。さあさあ、そろそろ遊びも終わりな。落とした雪が溜たまってきたから、これを隅すみに運んで──って黒くろ絵え、お前、何やってんだ……？」

　春亮はジト目で見やる。突然に奇き怪かいな行動を取り始めた黒絵の姿を。

　小さな手で掬すくい上げていた雪を、黒絵はいつもの寝ぼけ眼まなこのまま、おもむろに自分のコートの胸にぺふぺふと貼はりつけていた。さらに貼りつける。まだまだ貼りつける。剝はがれそうになったので、ぷちりと抜いた自分の髪を針金的な芯しんにして補強する。そして出来上がったのは、

「こ、これは……なんという新しん鮮せんな重み！　軽い気持ちで雪ブラを作ってみたら、予想外にもうちらの理想的未来予想図のシミュレーションぽくなってしまったよ！　夏にはこうなる予定じゃと報告しちょきます！」

「ずいぶん早い未来だな！　というか、この私という淑しゆく乳にゆう同盟のリーダーを差し置いてそんなシミュレーションに耽ふけるとはけしからん！　……おほん、私のぶんも頼む」

「お安い御用～」

　ふんぞり返るフィアの胸に、黒絵がぺたぺたと雪を盛りつけ、そして髪の芯しんを入れて補強していく。「またあの子達は変な遊びを……」と、頭の上からこのはの呆あきれ声ごえが聞こえてきた。

「ほいほい、ほいっと。こんな感じでどうかな？」

「お、おお……！　ずいぶん大盛り、というか特盛りだな！　たいへんズッシリくる！」

「実じつ験けん的てきに、近くにある既き製せい品ひんの大きさと形をパクってみました。リアリティのためよ……む、リアリティと言えばもう一段階凝こってみよう。今回はディティールを重視してみるテスト」

　黒絵が自分の髪の房を手で持ち、まるで屋や台たいの型抜きのような慎しん重ちようさでフィアの雪ブラを削けずっていく。ややあって、よし完成、と黒絵が額ひたいの汗を拭ぬぐうような仕し草ぐさをしながらフィアの前から退どいた。そこで初めて春亮はそのディティールを目まの当たりにし、

「ぶっ……!?」

「ば、馬ば鹿かげている！」

　今度はそんな二人ふたり分ぶんの声が頭上から聞こえてきた。

　フィアの服の上にできているそれは、ブラというより、ほぼ実際の胸の模造品。自然な形でこんもりと盛り上がり、流りゆう麗れいな曲きよく線せんを描き、そして黒くろ絵えの匠たくみの削けずりによりその膨ふくらみの先端にはぽっちりと──

「ちょっと黒絵さん！　そんなにリアルなのはふしだらで教育上よくな──ん？　んん？」

　慌あわてて黒絵を注意しようとしたこのはの声に、ふと疑問符が混ざる。黒絵は平然と、

「ミロのビーナスのような芸術的えろすは許されると主張しよう。あとさっき言った通り、これは既き製せい品ひんの大きさと形をモデルにさせてもらいました。細部は一いつ緒しよにオフロとか入ったときの記き憶おく。こんなこともあろうかといつもガン見しておいてよかったと思う次第です」

「き、既製品……な、何か、見覚えのあるような形……まさか……」

　プルプルと震ふるえ始めるこのはの声とは対照的に、フィアはどこか口を尖とがらせるような表情で自分のリアル雪バストを見下ろしていた。

「ふーむ、なるほど、これは実じつ験けん的てきに敵のマネをしてみたというわけだな。肩は重いし下は見にくいし、命の危険を感じる重さだ……おお、この不ぶ恰かつ好こうさ、醜みにくさ、ハズカシイ！　あと重心がおかしな位置にあってフラフラするぞ、バランスが変だ。やはりこれは地球上の存在としては不自然、進しん化か論ろんで今すぐ淘とう汰たされるべき劣性遺い伝でん子しの結晶だな！」

「あ、は、はわわわ！　ち、違いますからね春はる亮あきくん、リアルすぎてそのものなのですがそのものではなく、わたしのとはちょっと違うのであって、先っぽもあんな感じではなくてそういうことにしてほしく、あわわ、ただの雪のはずなのに、なんですか実際にわたしのが見られてるようなこの羞しゆう恥ち心しんは!?」

　声だけでもこのはが大混乱しているのがわかった。だから春亮は思わず、彼女達がいる屋根の上を──見上げてしまった。つい。うっかり。見るべきではないとわかっていたのに。

「い、いやその、それより、お前は足元に気をつけ……うっ!?」

「気をつけうっ、て何ですか。それより今はあの黒絵さんのアレのことで！」

　屋根にいるこのはと錐きり霞かの二人ふたりを、下から、見上げてしまったのだった。勿もち論ろん今日きようは最初から雪かきをする予定などではなく、だから当然そのための服装であるはずもなく、普通に──スカートで屋根に上っている二人を、ばっちりと真下から見上げてしまったのだった。

　今までは一いつ緒しよに屋根に上っていたからよかったのだが、まずい。これはまずい。とか思っているうちに錐霞とこのはもこちらの視し線せんに気付いたらしく、

「アレの……って、きゃあっ!?　は、春亮くーん!?」

「や、夜や知ち、こら、馬鹿げている、何を、何を見ているっっ！」

　二人は同時にスコップを放り出し、慌てて両手で自分のスカートを押さえた。そして反射的にしゃがみ込もうとする。雪の積つもった屋根の上、しかも黒絵の雪ブラにツッコんだり言いい訳わけをしたりで前のめりになっていた状態から無理にそんな動きをしたのだ。運動神経のいい彼女達も当然のようにバランスを崩くずし、

「うわわわわわ!?《黒くろ河かわ》……だ、ダメか、摑つかむところが……！」

「ひえー！　ど、どいてどいてください春はる亮あきくんどいてー！」

　その瞬しゆん間かん、春亮の視界に映ったのは──スキージャンプ競きよう技ぎのようにすぽーんと屋根の端はしから飛び出てくる、二つの影かげ。スカートを押さえながら目を白黒させている錐きり霞かとこのはの姿だった。まっすぐ落ちてくる。それを見上げていた春亮の上に落ちてくる。

　──衝しよう撃げき。

「ぐふっ!?」

　一瞬だけ意い識しきが飛んで、そしてすぐに戻る。背中が冷たいことで、仰あお向むけに倒れているのだと遅れて理解した。それとは対照的に身体からだの前面は温かい。何がどうなっている？

「もぐご……？」

　目は開いているはずなのに視界は暗かった。いや、黒かった。そして微妙に息苦しい。つまり、今は黒い何かが口に押しつけられているということで──

「ひ!?　ちょ、夜や知ち、夜知、馬ば鹿かげ、馬鹿げているっ！　いいか動くなそれ以上口を動かすな鼻を動かすな息もするなすぐに退どくからっ！」

　ちり、とジッパーの感触のようなものを鼻先に感じてこれはひょっとして錐霞のアレのアレではないかと思ったが幸いにして脳のう味み噌その自じ己こ防ぼう衛えい本能がそれについての理解を放ほう棄きしてくれた。ボクは何も知りませんわかりません。

　次に気付いたのは下半身の重みだった。腰から下を覆おおうもの。眼がん前ぜんには錐霞の黒色が乗っているために勿もち論ろん見えないが、感触だけで判断すると下半身に覆い被かぶさっているそれはとても柔らかく温かく二つあるようでぷにむにゅぷにんと震ふるえて乗って挟はさまって、

「あたた……わ、ごめんなさい春亮くん大丈夫ですかどこか骨とか折れてたりしないですよね大丈夫ですかっ!?」

　血相を変えた声と共に、その重みがさらにぐいぐいと強まってきた。下半身をまるごと包み込むような柔らかさ。温度。ダメだこれも考えてはならない。

　そのとき視界がぱっと晴れた。錐霞が這はいずるようにしてこちらの顔の上から脱出したのだ。彼女は少し離はなれたところで中ちゆう途と半はん端ぱな中腰姿勢になり、自分のお尻しりに手を回すようにしてスカートを押さえる。そのまま顔を真まっ赤かにしてあうあうとこちらを眺めているというか睨にらんでいるというか。

　だが下半身には依然としてこのはの重み──正せい確かくにはこのはのアレの重みが乗っかっていた。そのせいで動けない。脱出するにはどうしたらこのははこちらの声など聞こえていないようだし強引に押おし退のければいいのかしかしそれにはあれを直じかに触らなくてはならずそれはそれで大問題で、とその困こん難なんなミッションについて頭をフル回転させていたとき、

「もう一度言うが、やはりバランスが変だな。こんなものはいらん。捨てよう」

　眼がん前ぜんを何か白い塊かたまりが通り過ぎる。そして──ぼふっ。

　まだこちらを心配しながら下半身にしがみついていたこのはの頭に、大きな雪の塊かたまりが直ちよく撃げきする。飛び散る雪の欠片かけら。硬直する春はる亮あき。勿もち論ろんそれは一いつ瞬しゆん前まえまでフィアの胸に装着されていたリアル雪バストで、フィアはおさげを雪まみれにして時間停止しているこのはの姿を見て満足げに頷うなずいていた。

「雪ゆき合がつ戦せんという遊びぐらいは私も知っておるぞ。うむ、つまり私は、こんなサイズのウシチチは所しよ詮せん、ハレンチ行為の防止がてら戯たわむれに投げつけられる雪玉程度の価値しかないのだということを伝えたかったのであって──くらえ！　続いて左バスト発射ー！」

　自分の身体からだの一部分（仮）を捥もぎ取り投げつけるフィア。だが固まっていたこのはがゆらりと春亮の下半身を離はなして立ち上がったかと思うと、

「……」

　一筋の閃せん光こう。ぽてん、と真っ二つになった雪バストが無残にこのはの足元に落ちる。手しゆ刀とうを振りきった姿勢だったこのはが、そっと腰を屈かがめてその残ざん骸がいを拾ひろい上げた。

「なんでしょう、この罪悪感のようなものは……でも安心してください、仇かたきは取りますから」

「おわっ──《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》っ！」

　今度はこのはからフィアに向けて白い弾丸が飛んだ。フィアが反射的にポケットから取り出したルービックキューブを拷ごう問もん具ぐに変えて弾はじき飛ばす。がいん、とまるで鉄同士が打ち合わさったような音が響ひびいた。

　衝しよう撃げきのせいか、微かすかに揺ゆれる鉈なたを構えるフィア。残った雪玉を握り、ゆっくりと間合いを詰めていくこのは。二人ふたりとも、ニヤリと邪悪な笑えみを浮かべていた。

「フィ～ア～、さーん。これからは働いてもらうつもりでしたが……そんなに雪合戦がしたいのなら、いいでしょう、相手になります。でも、わたしの雪合戦はちょっと荒っぽいですよ」

「私こそ、初めての遊びで加減がわからん。すまんな。もしやりすぎてしまったら、もう降参ですと無ぶ様ざまに泣きわめいてみるがよかろう。なんなら今からそうしてもよいのだぞ！」

　そして乱れ飛び始める雪玉。フィアの鉈が足元の雪を掬すくい上げ、大きな雪の塊を作り出してこのはに飛ばす。このはは手刀で迎撃、逆にその塊を切り取って作った小さな雪球を空中で摑つかみ取って連続投とう擲てき。さらには回まわし蹴げりのようにして蹴り飛ばす。フィアは瞬時に変形させた螺ら旋せん槍そうで棒ぼう高たか跳とびのように跳ちよう躍やくし、その全すべてを回かい避ひ。お互いに睨にらみ合い、慎しん重ちように間合いを調ちよう整せいし、またぶつかり合う──

　春亮は引ひき攣つった笑顔えがおでそれを眺めているしかなかった。そうしているうちに、さっきのパニックからようやく立ち直ったらしい錐きり霞かがおほんと一つ咳せき払ばらいをして、

「夜や知ち。止めなくていいのか？」

「はは……一回こうなったら、そう簡かん単たんには止められないよ。ま、直接バトルっていうよりは、今回は雪玉を当てるのがメインの雪ゆき合がつ戦せん形式みたいだしさ。その暗あん黙もくのルールがあるんなら、普段ふだんの喧けん嘩かよりはよっぽど安全──」

「と思いきや、敵はここにも潜ひそんじょったのでした！　隙すきアリ！」

「冷てぇぇぇっ!?」

　突如、背筋に氷の感覚。思わず立ち上がってしまう。

「のおーっ!?　ふひ、ふは、ふははひひ!?」

「ひあっ……つ、つめたっ……何ですかっ!?」

「きゃあっ!?」

　春はる亮あき以外の三人も、同時にそれぞれ声を上げてぴーんと背筋を伸ばしていた。隣となりにいた誰だれかの悲鳴が意外な可愛かわいさだったような気もしたがとりあえず考えないようにする。犯人は悲鳴を上げていない残る一人ひとりに決まっていた。

「うちは裏切りの快楽に魅みせられた女……フハハー、踊れ踊れー」

「く、黒くろ絵えっ！　何するんだ！　背中にすげー大量に入ったぞ!?」

　コッソリと動いていた黒絵の髪が、春亮達それぞれの服の中に雪の塊かたまりを同時に押し込んでいたのだった。春亮は腰の後ろに手を回してシャツの裾すそを捲めくり上げ、内部に侵入した雪をばたばたと落とす。

「ひょっほ、冷たい、くすぐったい！　雪が服に入るとこうなるのか、一つ学習したがそれはそれとしてふひひ!?　は、早く出さねば！」

　どうやら春亮以外は普通に襟えり元もとから雪を入れられていたようだった。フィアもこのはも錐きり霞かも、自分の服から必死に雪を排除しようとしている。フィアは大おお慌あわてでシャツの前を捲り上げてさらにはスカートを押し下げて、臍へそやら何やらがちらちら見えたり見えなかったり。このはは襟元を引っ張っているからその谷間が見えそうでまさかそこに挟はさまってしまったのか指を突っ込むようにしていて危険で錐霞も服の下の黒いものが見てはいけないものがエロティックに見みえ隠かくれ──春亮は自分の雪の排除に集中する。それが終わってもまだ雪が残っている体ていで無意味に服をばたばたして無の境地。みんなまだか早く服をちゃんとしてくれ。

「こらクロエ！　どういうつもりだ！」

「せっかくの雪なんじゃし、今日きようは無ぶ礼れい講こうでどうじゃろう、という提案よ。つまり──屋根から落とした雪を片付けるのは後でもできる！　ふぃっちーとこのさんだけが戦うなんてありえない、ここはみんなで血ち沸わき肉にく躍おどるバトルロイヤル雪合戦を繰くり広げるべきじゃと！　今のはそれを表明するためのファーストアタック！」

「あのですねえ……わたしは単にフィアさんへのおしおきをしようとしただけですよ。雪合戦したいなら黒絵さん達で好きに」

「みんなが本気で楽しめるように一つ提案。ええと……雪合戦の勝者は、この場にいる誰か一人に何でも言うことを聞かせられる権利を得る、という感じでどうじゃろうか」

『ほう。この場にいる、誰だれか、一人ひとり……？』

　なぜかフィア達の声が揃そろい、そしてギラリとした視し線せんが一いつ瞬しゆんだけ、こちらに向けられたような……気がした。錯さつ覚かくかもしれなかったが。

「おほん。気が変わりました。たまには童心に返って遊ぶのも悪くないですねえ」

「うむ、こんなに雪が降るなど滅多めつたにない機き会かい。遊びつくすのが正しいのかもしれん」

「せっかくお招きに与あずかったのだ、雪かきをしてお茶ちやを飲んで帰るというのも馬ば鹿かげている。やはり多少は身体からだを動かして遊んでおくべきかもしれないな」

　どういうわけか三人はあっさりと方針転換し、気軽な口く調ちようで口々に雪ゆき合がつ戦せんへの参加を表明する。しかし気軽なものだったのはその表情と口調だけで、行動は対照的だった。

　このははしゃがみ込み、残像の見えるような速度で足元の雪を手しゆ刀とうで掬すくい上げて次々と雪玉の形に加工している。フィアは雪合戦でそれをどう使うつもりなのか、鉄てつ球きゆう棍こんをぶるんぶるんと素す振ぶりしている。錐きり霞かも呪のろわれた革ベルト《黒くろ河かわ可か憐れん》で雪玉を摑つかんで投とう擲てきする練習をしている。三人とも、しょうがないからやってやるか、みたいなさっきの台詞せりふとは裏腹な真剣さなのだった。どうなろうとも手加減はしないというような緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせているのだった。

　喉のどが渇かわく。よくわからないが、嫌いやな予感がする。春はる亮あきはごくりと唾つばを吞のみ込んで、

「あ、あのさ。俺おれ、まだ参加するとか言ってないんだけど、やっぱり俺も参加しなくちゃ駄だ目め、かな……？　ええと、ほら、そうだ！　お前達が遊んでる間に俺がのんびり雪を片付けとくというのも、みんなが幸せになるための手の一つなんじゃないかと……」

　けれど三人は──寝ぼけ眼まなこの黒くろ絵えを含めた四人の戦士は、勿もち論ろん聞く耳を持たない。

　一触即発の空気を漂わせながら、対たい峙じ。

　緊張感がさらに高まっていく。純白の空間が音を立てて軋きしんでいく。

　そして、その緊張が最大限に高まったとき──このはがきらりと眼鏡めがねを光らせて言った。

「聞き忘れていました。勝利条件は？」

「そりゃ、最後の一人になるまで残っちょくこと、じゃろうねえ。バトルロイヤルじゃし」

「では、逆の質問をします……敗北条件は？」

「決まっておろう。そいつが負けを認めたときだぁぁぁっ！」

　フィアの言葉を合図に、時間が止まっていたかのような緊迫感は一いつ瞬しゆんで弾はじけ飛んで。

　後は──雪玉と手刀と拷ごう問もん具ぐと革ベルトと髪と気合いと怒ど号ごうが縦じゆう横おう無む尽じんに乱らん舞ぶする、何の変哲もない雪合戦の光景があるだけだった。
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「ふう。戦いはいつも虚むなしい……」

　春亮は悟りの境地で縁えん側がわに座り、ずずりと熱あついお茶ちやを啜すすっていた。その左右で、疲労感に満ちた表情の錐きり霞かとこのはも呼吸を整ととのえるようにゆっくりと湯のみを傾けている。

　さらにこのはの横では黒くろ絵えがぐったりと魂たましいを出して弛し緩かんしていた。先さき程ほどの雪バストの件でこのはにヒンヤリ集中攻こう撃げきを受けて速攻で脱落したのだ。その黒絵と、身の危険を感じていの一番にギブアップ（無条件降伏ともいう）した春はる亮あき以外の決着はついていない……負けを認めた者が負けるというルールは、逆に言えば誰だれも負けを認めなければ勝負はつかないということだ。グダグダになるのも当然ではある。

　結局、雪ゆき合がつ戦せんは勝者の生まれないまま体力切れノーゲームということになったのだが──

「よいせ、よいせっ」

「あいつは元気だなあ……」

　フィアだけは逸いち早はやく体力切れから立ち直り、さっきからサッカーボールサイズの雪玉をごろごろと転がしている。

　両手でリズミカルに雪玉を押し、真剣な表情でそれを大きくしようとしているフィア。それはとても微笑ほほえましいものに見えた。春亮はそっと頰ほおを緩ゆるめる。初めての体たい験けんを、心の底から楽しむことができる──それも一種の才能なのかもしれない。

「ふふふ、調ちよう子しが出てきたぞ。ではスピードアップだ！　よいせ、よいせ……おおっ？　これはまずい、止まらんぞ？」

　さらにリズミカルにごろごろと雪玉を転がすフィアは、春亮達のいる縁えん側がわの前を通り過ぎて玄関のほうへ。

「丁度良い、このままちょっと外まで行ってくる！　帰ってきたときには驚おどろきの大きさになっておることだろう……次なる目的、雪だるまの完成は近い。期待して待っていろ！」

「待て待て、この庭の中なら好きにさせるけど外は勝手が違うぞ。雪の積つもった街は危険がいっぱいだ。具体的にはお前がその雪玉を道行く人とか自転車とかにぶち当てて転ばせる可能性もゼロじゃない」

「むー。そもそもこんな日に自転車で外に出るというのが間違っておると思うのだが」

「まあそれは一理あるけど。とにかく、危ないから庭で遊べ……って言っても聞きそうにない雰囲気だなぁ」

「勿もち論ろんだ！　こんな特別な日なのに家の中ばかりおってどうする！」

「しょうがない、じゃあ俺おれも監かん督とく役やくでついてくか。このは達は……」

「春亮くんが行くんならわたしも行きます」

「では私も同行しよう」

「ふぅ、ようやく復活……勿論、うちもついてくよ～」

　留る守す番ばんを頼もうと思っていたのだが、このは達もついてくることになった。結局、みんなで散歩に行くような流れになる。

「よっし、行軍再開！　あ、勿論私が先頭だぞ、できるだけ綺き麗れいな雪をこいつに吸収させてやりたいからな。それいけ我わが雪玉、雪パワーをモリモリ溜ためるのだ！」

「ふぃっちー、うちもお手伝てつだいしてええかな。雪だるまなら二個いるんじゃない？」

「そう言えばそうだな。よしクロエ、お前を副将軍に任命する！　今から作り始めれば、この上に乗せるのに丁度良い大きさになるだろう！」

「いえっさー！」

　ごろごろとフィアが雪玉を転がしながら門を潜くぐり、それにやや遅れて、生まれたての雪玉を育てる黒くろ絵えが続く。そしてその後をぞろぞろと春はる亮あき達がついていく。

　門を一歩出れば、そこは別世界だった。

　白く染そまった光景の中を、二人ふたりの少女が銀ぎんと黒の髪を揺ゆらして進んでいく。

（……）

　最初は本当に、フィアを一人ひとりで歩かせたくない、という理由からだったが。

　これは今日きようという特別な日にしか見ることのできない光景なのだろう。次にいつ見ることができるかわからないものなのだろう。

　それを考えれば──まあ、こんなのも悪くないのかもしれない。

　そんなことを微苦笑で思いながら、春亮はのんびりとフィア達の背中を追いかけ始めた。
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　真っ白な塊かたまりを両手で押していく。右、左。右、左。少しずつ少しずつ、大きくなっていく。ただそれだけのことが無む性しように楽しい。

　肌寒い空気。顔を上げると、いつもとは違ういつもの町が見えた。

　雪でコーティングされた電柱。白いふんわり帽ぼう子しを被かぶった郵便ポスト。普段ふだんの赤一色と違っておしゃれだ。あそこの木の上には綿わた菓が子しのように雲のように横長に積つもっている。クリスマスのときに見た綿の飾りそっくりだ──いや本来は逆なのだろうが。普段はその存在を意い識しきすらしない塀へいの真下は、今はふかふかの綺き麗れいな雪が積もってそのまま残されている、この雪玉をパワーアップさせるためのラッキーゾーンだ。レッツ吸着。

「よいせ、よいせっ。より美しく、より大きく。育ててやるぞぉー」

　さらにスピードを上げ、塀沿いに雪玉を押していく。まだまだ大きくしたい。春亮がびっくりして腰を抜かすような大きさの雪だるまを作るのだ。

「むふふふ……ん、おや？」

「おわっと、とと!?　ふう、ここまで育てたうちの最愛の雪玉・ゴリアテ君（仮）がドブに落ちるとこじゃったよ。ふぃっちー、いきなり止まってどうしたん？」

「いや、何やら賑にぎやかだなと思ってだ」

　道の横手には小さな公園があった。そこには十人くらいの子供達がいて、思い思いに雪で遊んで騒さわいでいる。他ほかには二人ふたりの大人おとな、初老の男と中年の男がその子供達の姿を温かい目で眺めていた。どこかで見覚えがあるような、ないような。

　そうこうしているうちに中年男がこちらに気付いて、ひょいと手を上げて言ってきた。

「おお、黒くろ絵えちゃん」

「どもー。こんなに雪降ると商売あがったりじゃねえ……というわけで、しょうがないので全力で遊んじょります。そっちは何しちょるの？」

「うちも店はおかんに任せてきたよ。で、今日きようはたまたま子供会で集まる日だったから、こいつら連れて雪遊びをな」

　話を聞くに、どうやら男は黒絵の商店街仲間らしい。もう一人ひとりの初老の男も近付いてきて、

「こんなに積つもるなんて珍しいからねぇ。子供にはいろいろ体たい験けんさせといたほうがいい……お、崩ほ夏なつさんとこの。ははは、可か愛わい子ちゃん連れて、両手に花だねえ」

「へ？　あ、えと、その……どうも」

　春はる亮あきが反応に困った様よう子すで頭を下げ、対照的にこのはが満面の笑顔えがおで「いやですお上じよう手ずですねオホホホ」とか挨あい拶さつをする。錐きり霞かは微妙に照れたように会え釈しやくをしていた。

　そんなとき、ふとフィアは近くに気配けはいを感じる。見れば小学生低学年くらいの女の子がちらちらとこちらの顔と大きな雪玉を見比べていた。

「おねーちゃん、これ、雪だるま？」

「お？　フフフ、やはりわかるか。その通りだ……完成したところが見たいか？」

「うん、見たい！」

　きらきらした目で即答してくる。子供の期待には応こたえねばなるまい。

「大きさもそろそろいい感じだな……よし春亮、この公園にちょっと寄ろうではないか。ここで雪だるまを合体させるぞ！　クロエ、よいか？」

「もちろん～。顔に埋め込む用の炭すみとかの準備もバッチリよ」

「ええと……俺おれ達がお邪じや魔ましちゃっても大丈夫ですかね？」

　春亮が引いん率そつの大人達に向けて言う。彼らは笑顔で、勿もち論ろん大歓迎だよと返してくれた。

　フィアはごろごろと雪玉を転がして公園の中へ。もうだいぶ大きくなっているので、子供達の視し線せんが集まってくる……心地ここち好よい。が、

（……？）

　全すべての子供がこちらを見ているわけではなかった。一人の女の子だけは、こちらには興きよう味みなさそうに自分の遊びに耽ふけっている。いや、あれは遊びなのだろうか。ただ地面に座り込み、雪を適当に小さなスコップで集めて山を作っている。その表情もあまり楽しそうには見えない。他の子供達からも離はなれた場所で、こちらを見もせず、ただ一人きりで──

「ふぃっちー、場所はここらへんでええんじゃない？」

「あ、ああ。そうだな」

　とりあえず雪だるまを完成させなくては。他ほかの遊びの邪じや魔まにならない場所に自分が転がしていた雪玉をでんと置き、その横に黒くろ絵えのゴリアテ君（仮）とやらを配置。

「さて、ここからが大事だ。ハレンチ小僧、失敗は許されんぞ。気合いを入れろ！」

「やっぱ俺おれが手伝てつだうことになってんのな。まあいいけど」

「ちゃんと持ったか？　ではいくぞ……がっ・たーいっ！」

　春はる亮あきと二人ふたりで持ち上げたゴリアテ君（仮）を胴体の上に乗せる。慎しん重ちようにバランスを整ととのえてから、そっと手を離はなした。乗っている。完かん璧ぺきなバランスで乗っている。

「おお……！　こ、これが……！」

「ふぃっちー、まだ感動するのは早いよ。ここまで来たらディティールにもこだわろう。炭すみを埋め込んで顔にしてじゃね、ええと……他にも腕とかの材料があればさらにええんじゃけど」

「おねーちゃん、あたし、枝とか拾ひろってこようか？」

「おれ、こいつにマフラー貸してやるよ」

「おお、子供達、いい心がけだな！　よしよし、こいつをパーフェクト雪だるまにすべく協力して頑がん張ばろうではないか！」

　子供たちの手助けを得て、ただ雪玉が重なっていただけの雪だるまに、さらに命が吹ふきこまれていく。顔ができて腕が生はえて手て袋ぶくろを嵌はめて。それはとても楽しい出来事。見ているだけで楽しい成長。

　なのに──やはり、さっきのあの女の子は。

　依然としてこちらに視し線せんを向けることなく、一人ひとりで孤独に雪山を作り続けていた。
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「で、できたー！　完璧！」

「おっきー！」

「すげー、絵本で見たようなやつだ！」

　春亮の視線の先で、完成した雪だるまを見上げて子供達が歓喜の声を上げている。フィアと黒絵も同じ輪わに交じり、満足げな笑顔えがおを浮かべていた。特にフィアは雪だるまを指差してあそこがいいな素す晴ばらしいなうむお前もそう思うか、などと子供達と一いつ緒しよになって品評会のようなことをしている。
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「いやあ、彼女、フィアちゃんだっけ？　こんな短時間で、あんなに子供達と仲良くなってくれるなんてよ。才能があるのかな。いろいろ助かるぜ」

「いやまあ、あいつはあいつで自分のしたいことをしただけだと思いますよ」

「ですね。仲良くなれたのも、才能というより精神レベルが同程度だからというのが一番の理由だと思いますけど」

「はは。まあ、誰だれにでも物もの怖おじせず接することができるというのはフィアくんの美徳だよ」

　中年の商店街店主さんとこのは達がそんなことを話していたときだった。

「ぐわっ!?　い、いてて……」

「あー！　畑はた中なかのおじさんがちょー滑った！」

　子供達が騒さわぎ始めたので見れば、確たしかにもう一人ひとりいた初老の男性、畑中さんが雪の上で尻しり餅もちをついていた。起き上がれない様よう子すで苦しそうに呻うめいている。中年店主が慌あわてて駆かけ寄り、

「どうしました、大丈夫ですか畑中さん？」

「お、おお……す、すまん。腰が……」

「だから無理しないでくださいって言ってたじゃないスか……」

　その様子を一目見て、中年店主は小さくかぶりを振る。それから慎しん重ちように畑中さんの身体からだを背におぶった。心配の視し線せんを向けるこちらに、

「悪いな君達。俺おれはちょっと畑中さんを病院に連れてってくるよ。転んで痛めただけだから大事はないと思うけど、一応な。それで、君達は──」

　そこまで言ったところで、店主は何かを思案するような顔になって軽く視線を彷徨さまよわせた。ちらりと子供達を見て、それからこちらを見る。

「もしよければなんだが、しばらく代わりにこの子達のこと見ててくれねえかな？　せっかくの雪だし、こんなアクシデントで今日きようの子供会が解散ってのも可哀かわい想そうだ。できるだけすぐ俺おれも戻ってくるようにするし、危ないことしないように注意しててくれればそれでいいからさ」

「はあ。ええと……どうする？」

　と春はる亮あきは一同の意見を聞くべく首を回す。まず反応したのはフィアで、大きく頷うなずきながら、

「勿もち論ろん、私は構わんぞ。これは人助けで、つまりは人のタメになることだろう。内容的にも何も問題はないな。子供達の面めん倒どうを見ることなど容易たやすい！」

「ま、どうせこれからも遊ぶ予定しかなかったしねー。それがちょっとゲスト達を交えての遊びになるってことじゃろ？　うちも全然オッケーよ」

　黒くろ絵えだけでなく、このはと錐きり霞かにも異論はなさそうだった。ならば春亮にも断る理由はない。

「やってくれんのかい？　おお、助かったぜ、ありがとう！」

「す、すまんな……俺の腰がヤワなばっかりに。歳としを取るとこれだから……いてて」

「じっとしててくださいよ、すぐ病院連れていきますから。よし、じゃあ後のことは悪いけど任せたぜ。よろしくな！」

　店主はひょいと片手を上げ、雪を踏ふみ締しめながら公園を出ていった。予想外の展開だが、任された以上はしっかり役目を果たさなくてはならないと思う。

「ええと、じゃあとりあえずどうしよう？」

「ふむ。何かあったときに《そこのちっこいの》とか呼ぶのはメンドい。というかみんなちっこいので区別がつかん」

「あなたもそうですからね」

「うるさいぞウシチチ。だからだな、とりあえず自己紹介のようなことでもしてみようではないか。では私から行くが、私は──」

　と、やたら偉えらそうにふんぞり返りながらフィアが自己紹介。春亮達も適当に続いて、次は子供達。順番も何もあったものではなく、口々に自分の名前を連呼するので覚えるのが一苦労だった。そうして一通りみんなの名前を聞き終える──が、まだ名前を聞けていない子供が一人ひとり残っていた。さっきからずっと一人で遊んでいる女の子だ。

　ボブカットの髪に毛糸の帽ぼう子し。ぺたんと女の子座りをして、小さなピンクのスコップで雪を掬すくって。それを自分の前に集めて、山を作って。そして──

　ピンクのスコップをその山の中腹に突き立てて、崩くずす。

　その繰くり返し。

　誰だれとも何も喋しやべることなく。誰とも顔を合わせることなく。ただ黙もく々もくと、そうしている。

「むむ。あいつはさっきからずっとああだな？」

　フィアが思案顔で首を傾かしげる。子供達はどこかバツの悪そうな表情で顔を見合わせていた。何かあるのだろうか。

「とりあえず名前くらいは聞いておかねばな。行ってくる！」

　とことことフィアが少女のところに歩いていき、中腰になって一言二言。軽く少女の頭が揺ゆれる。フィアが困ったように首を傾かしげる。それでも根気よく何かを喋しやべり続けると、根負けしたように少女はスコップをその場に置いた。にこりと笑ったフィアがその手を握って立ち上がらせ、いささか強引な気配けはいではあったが、彼女を連れてまたてこてこと戻ってくる──

「……」

　けっして明るくはない気配と表情をした子だった。俯うつむき加減で、ただ足元に向けられた視し線せん。春はる亮あきは彼女のその目に子供らしからぬ虚無感を覚える。全すべてを諦あきらめているかのような。この世の全てに失望しているような。

「というわけで、今は自己紹介タイムなのだ。だから名前ぐらい教えてくれるとよかろう」

　たっぷりと時間があって、それからようやく、

「……門かど倉くら……陽よう子こ……」

　ぽつり、と声が聞こえた。耳を澄すませていなければ聞きき逃のがしてしまいそうな、小さな声。

　そして彼女はそのまま踵きびすを返し、今までいた場所に戻っていった。ぺたんと腰を下ろし、ピンクのスコップを拾ひろい上げて──また、雪を集めて山を作り始める。

　さすがにもう一度声をかけて引っ張ってくるのも強引すぎると思ったのだろう。フィアは彼女の背中を見ながら、吐と息いきのような呟つぶやきを小さく漏もらしただけだった。

「ふむ……陽子、か……」

「クラ子こだよクラ子」

「え？」

　不意に横から聞こえてきた声に春亮が首を回すと、そこには一人ひとりの男子がいた。坊主頭で、見るからにやんちゃそうな雰囲気を漂ただよわせた少年だ。さっきの自己紹介で聞いた名前を思い出す……確たしか孝こう太たとかいう名前だった。

「コウタよ。お前はあいつのことを知っておるのか？」

　フィアの問いに、仏ぶつ頂ちよう面づらの彼は大人おとなびた腕組みをしたまま「しょーがねーなー」というような気配で答えた。

「だから言ったろ、あいつはカドクラのヨウコで、ネクラのヨウコ。だからクラ子だよ。みんなそう呼んでるぜ」

「あまり感心しない渾あだ名なだな。とりあえず別のニックネームを考案すべきだと忠告はしておこう……それはともかく。つまり、そんな不名誉な渾名がつくくらい、彼女は普段ふだんからああだということかな？」

　錐きり霞かが言うと、孝太はあっさりと頷うなずく。

「そーだよ、いつもあんな感じ。クラスでもあんまりしゃべんねーし、暗いし、何考えてんのかわかんねえし」

「あ、孝こう太たくんは同じクラスなんですね？」

　このはの言葉に一いつ瞬しゆんピクッとしたものの、それを隠かくすように胸を張って彼は続ける。

「ま、まあな。一応な。たまたまな。で、ええと……クラスの奴やつらだって何度も遊びに誘さそったりはしてるんだ。でも聞かねえの。今日きようだって母かあさんがお隣となりさんだから連れてってあげなさいって言うから連れてきてやったのに、ずっとああやって雪集めて山にして壊こわしてるだけだしさ、わけわかんねえ……」

「ふむふむ。そしてキミとは家が隣同士というわけなんじゃね」

「か、関係ねーよ、それもたまたまだよ。とにかくクラ子はあれでいつも通りなんだよ！　だからねーちゃん達もあんまりあいつのことなんか気にしないほうがいいぜ！　俺おれとかも、もう全然気にしないよーにしてるし！」

　ちらちらと陽よう子このほうを見ながら言う孝太。言葉の内容とは裏腹に、どう見ても気にしていた。猛もう烈れつに気にしていた。

　春はる亮あき達は顔を見合わせる。陽子と孝太の関係はなんとなくわかってきたが、

「で、どうするんだ？」

「どうするもこうするも……一人ひとりだけ放っておいて遊ぶのはなあ。なんとか仲間に入ってもらいたいものだが」

「でも、無理強じいするわけにもいきませんよ。たとえ強引に引っ張ってきたところで、あの子が楽しいって感じなかったら意味がないような気がしますし」

「このはくんの言うことにも一理あるな。さて、どうするか……」

　などと考えていたとき、自己紹介を終えて焦じれていた子供達がついにしびれを切らして纏まとわりついてきた。勿もち論ろんその中には孝太もいる。

「だから気にすんなって！　それよりほら、なんかして遊ぼうぜ！」

「うんうん、遊ぼうよおねーちゃん！」

「きらきらだねっ。髪触っていい？」

「ぬわ、こら待て、ちょっと待て、落ち着けー！　って全然落ち着かん！　髪を触るのはいいが、ほわ、引っ張るな痛い痛い……！　ど、どうする!?」

「仕方ない……とりあえずみんなと遊ぶことにせん？　あの子のことも気にしつつ」

「ひとまずの対処としてはそれもアリだろうな。この子達を放ってはおけないし、ひょっとしたら、みんなが楽しく遊んでいる姿を見せることで彼女の気を変えられる……かもしれない」

　消極的だが、とりあえずはそうするしかないようだった。そうと決まれば、とフィアは両手で掬すくった雪を大おお袈げ裟さな動作でぎゅむぎゅむと握り始める。それから冗じよう談だんめかした口く調ちようで、

「きーさーまーらー。よくもやってくれたな、オシオキタイムだ！」

「きゃーきゃー、あははは！」

「こら待て、逃げるなー」

「家でも雪ゆき合がつ戦せんやってたのに、あいつ元気だなぁ……ってわぷっ!?」

「へへ、にーちゃんも、ユダンタイテキってやつだぜ！」

　そうやって、流れのまま雪合戦のようなものが始まる。ルールも何もなく、ただ適当に雪玉を投げ合うだけの遊び。けれど雪というものに触れること自体があまりないから、それだけでもそれなりに楽しいものだ──と思うのだが。

　しゃがみ込んで新たな玉を作りつつ、春はる亮あきはちらりと視し線せんを動かす。

　喧やかましい雪合戦が始まっても、陽よう子この様よう子すはまったく変わっていなかった。こちらに目を向けることすらしていなかった。ぺたんと女の子座り、スコップで雪を集めて丸い山を作り、ある程度の大きさになればざくざくとそれを壊こわす。そしてまた雪を集め始める──どこかストイックな印象すら受ける、意味のわからない孤独な一人ひとり遊あそび。

「とう」

　ぺふ、とささやかな攻こう撃げきが後頭部に加えられた。よく握り固められてもいない、半分粉のままの雪が適当にぶつけられただけ。視界の端はしで銀ぎん色いろの髪が揺ゆれるのが見え、その犯人が自分の横に立って同じものを見ているのがわかった。

「こっちを見向きもせんな……どうしたものか。おい春亮、ハレンチ小僧らしくお前があいつに雪玉を投げつけたり服の中に雪を入れたりするのはどうだ。ムカッときて参加してくれたりするかもしれんぞ」

「そんな単純な話じゃないだろ、多た分ぶん。ていうかそれは完全に俺おれが悪役になる流れだ」

「うむ、仮に作戦が上う手まくいったところで、小学生女子に対するハレンチ行為には変わりない。責任を取って通報は私がしてやるので安心しておくがいい」

　そのとき不意に、声。

「てやー！」

「おっと。ふふふ、甘い甘い」

　軽く身を屈かがめて雪玉を避けるフィア。その視線の先には、ちぇー、と口を尖とがらせる孝こう太たの姿があった。彼はこちらが今まで見ていたものにすぐ気付いたらしく、

「まーたクラ子このこと見てんのかよ。気にしないほうがいいって」

「そういうわけにもいかん。こういうのはみんなで遊んだほうが楽しいに決まっておる……しかし、あいつは昔からああだったのか？」

「あー……」

　フィアが聞くと、孝太はもごもごと答えにくそうに口ごもり、それからぼりぼりと自分の坊主頭を搔かきながら、

「いや……去年ぐらいから、だよ。前はあんなんじゃなかった。もともと明るいって感じのヤツじゃなかったけど、今よりもっと喋しやべってくれたし、女子達とも外で遊んでるの見たことあったし……」

「去年から、か。その原因っていうか、心当たりとかないのか？」

　春はる亮あきが聞くと、お隣となりさんだからな、と孝こう太たは頷うなずいた。そして、声を潜ひそめるようにして──

「あいつんちのおじさんが、死んじゃったんだ」

「……っ」

「いい人だったのにさ。俺おれもたまにキャッチボールとかしてもらってたし、あいつともやってたの見たことあったし、でも──」

「悪いな。わかったよ、ありがと」

　やんわりと春亮が言うと、孝太は口を閉じてそっと瞳ひとみを伏せた。

　春亮は今聞いたことをもう一度頭の中で反はん芻すうする。去年から暗くなり、あまり喋しやべらなくなってしまった陽よう子こ。亡くなってしまった彼女の父親。仲が良かった父親──

「よくある話なのかもしれんが……やりきれんな。父親を亡くしたショックがまだ抜けておらん、ということか」

「……そうかもな」

　フィアと共に、もう一度陽子に目を向ける。一人ひとり、誰だれとも触れ合うことなく、冷たい雪だけと戯たわむれ続ける少女。

　気付けば、孝太も無言で彼女の背中を眺めていた。おそらくは、ずっと昔から彼女のことを見つめ続けてきたその目で。

　フィアがぽつりと呟つぶやく。

「こんなに、お前を見ている者がおるというのに……な。それは、勿もつ体たいないだろう……」

　独ひとり言ごとだったのか、フィアはそのまま一つ大きく頷うなずいた。

「なあ、春亮」

　彼女が何を言おうとしているのか。そのときには既すでにわかっていたが、春亮は聞き返す。

「何だ？」

「私は……私はやはり、あいつをどうにかしてやりたいぞ。できるかどうかはわからんが、このまま放ってはおきたくない。みんなと一いつ緒しよになって遊んだり、もっと笑ったり、話したり……してほしい、のだ。身の程ほど知らずで身勝手な願ねがいなのかもしれないが」

「……んなこたねえよ。俺も同じ気持ちだ」

　頰ほおを緩ゆるめて言ってやった。そうか、とフィアはどこかほっとしたように頷いてから、

「さて、では本気で作戦を考えねばならんな！　あいつをどうやって遊びに引っ張り込むか。フフフ、もう手加減はしてやらんぞぉー」

　腕組みしてふんぞり返る。だがその不ふ穏おんな発言に突っ込んだのは春亮ではなく、

「でも節度は守って行動しましょうね。わざと雪玉をぶつけて怒らせるとかはナシですよ」

「ああ、それはむしろさらに壁かべを作ってしまうことになりかねない。馬ば鹿かげていると言わざるをえないな」

「うーん、向こうが自主的に遊びたくなる方法……こっちに興きよう味みを持ってもらうってことかしらん。はてさて、どうしようかねえ」

　いつのまにかこのは達もすぐ傍そばに集まっていた。孝こう太たが喋しやべっていたことも聞いていたのか、今までの話の流れもだいたいわかっているらしい。

　──努力目標だったものが、今、はっきりとした目的に変わった。

　陽よう子こにみんなと遊んでもらいたい。

　その単純な願ねがいが心に刻まれたなら、後は実際に動くだけだ。春はる亮あき達は顔を見合わせ、その思いを確かく認にんする。

　しかし一方で、陽子と最も近しいはずの孝太は、

「止やめときゃいいのに……どうせ無む駄だだよ」

　と、興味もなさそうに別の友達のところに歩き去っていくだけだった。
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「せぇいっやあああああ！」

「くらうかぁぁぁぁぁ！」

　白の弾丸をお互いに発射しつつ疾しつ走そうするフィアとこのは。並走していた状態から、くんと引き寄せられるように間合いを寄せる。そのまま攻こう撃げきの手を休めることなく、お互いの肉体と弾丸を掠かすめさせながらクロスするように擦すれ違った。直後、同時に二人ふたりとも身を翻ひるがえし踵かかとでベクトルを制御、急制動。純粋な体術にかけてはこのはに分ぶがある。先にベクトルを吸収して動き始めたのは彼女が先だった。まだ体勢の整ととのわないフィアに向けて先制射撃。だがフィアは強引に横よこっ跳とび、ごろごろと前転しながら忍者が手しゆ裏り剣けんを投げるような動きで三発ほど応射する。その華か麗れいな流れに、ぽかんと口を開あけてそれを見ていた子供達がざわめいた。

　しかしこのはも、そんな苦くるし紛まぎれの応射などくらうものか、とばかりに跳んだ。ジャングルジムの側面を階段のように踏ふみ締しめて斜めに駆かけ上がる。その途と中ちゆうにも一投。フィアは前転の途中で両腕を突き出し、丁度下を潜くぐろうとしていた鉄棒をとっさの判断で摑つかむ。逆上がりのようにしてぐるんと一周し、このはの攻撃を回かい避ひ。

　その瞬しゆん間かん、二人ふたりの双そう眸ぼうが真正面からぶつかり合う。

「これで──おしまいです！」

「こっちの台詞せりふだぁぁっ！」

　このははそのままジャングルジムを蹴けって宙へ。フィアは一回転した勢いのまま鉄棒から手を離はなし、その慣かん性せいを利用して、折り曲げた膝ひざで地面をスライディングする。

　──このはが空中から投げ下ろすは、天の怒りたる雷いかずちのような鋭するどく重い弾丸。

　──フィアはアクション映画の二丁拳けん銃じゆう使つかいのように、長い膝立ちスライディングをしながら仰のけ反ぞり、両手で生み出した無数の弾丸をやたらめったら頭上に撃うちまくる。

　空を舞まうもの。地を滑るもの。

　その二者が殺意を滾たぎらせながら上下の位置関係で交こう錯さく。

　その瞬しゆん間かんだけ、その一瞬だけ、時が止まったような感覚があり──

　このはが身を捻ひねりながら着地。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみで敵を見み据すえながら、今の跳ちよう躍やくの勢いのまま、片かた膝ひざをついた姿勢でずさささと後方に滑っていく。フィアもブレイクダンスのように足を使って身体からだの向きを変え、相手から遠ざかる方向へのベクトルの残ざん滓しを味わいながら、同じように片膝を立てた体勢でこのはを見つめていた。

　二人ふたり同時に、舌打ちをする。

「ちっ。逃のがした」

「仕し留とめ損ねましたか……」

　そんな二人の周囲を、刹せつ那なの静せい寂じやくが包んで。

　一拍後、アクション映画さながらの動きを見せた二人に対して子供達が大きな歓声を上げて。

　息を吞のんで二人のハードボイルドアクション雪ゆき合がつ戦せんを見つめていた春はる亮あきは、胸の高鳴りを感じながらぐっと拳こぶしを握っていた。

　……いった。これはいった！

　そう確かく信しんしながら、ちら、と希望を込めた視し線せんを動かすと。

　その視線の先にいる彼女は。自分達が全力で想おもいを伝えようとしている彼女は、なんと──

「見てねぇーッ!?」

　ガン無視だった。

　陽よう子こは相変わらず一同に背を向け、雪を集めて作った山をスコップでぺしぺしと叩たたいているだけだ。なぜ今のを無視していられるのか。さすがにちらっとは彼女だって見たはずだ。自分ですらワクワクして興こう奮ふんするような動きが満まん載さいだった、あのド派は手ででありえない雪合戦を。なのになぜぷいと視線を戻せる。それきり興きよう味みを失える。

「うーむ、あれを完全スルーできるとは、恐るべしじゃね。ええ作戦と思ったんじゃけど」

「馬ば鹿かげているな……あれだけやってもらっても駄だ目めなのか。と、逆にフィアくん達が困ったことになっているぞ」

　錐きり霞かの言葉に視線を戻せば「なにあれすげーよどうやんの教えて教えて！」とか大興奮の子供達が目をキラキラさせてフィア達に群がっていた。ヒーローショーとかでの握手会にも負けない熱ねつ狂きようっぷりだ……本気を出してしまった弊へい害がいというかなんというか。あれではしばらく二人は身動きが取れないだろう。

（この作戦も失敗か……）

　春亮はひっそりと嘆息する。本気のバトル的雪合戦アクションで興味を惹ひく──いけるかと思ったが、結局は空振りだ。

　今までにもいくつか作戦は行っていた。まずはこのはが主しゆ導どうした雪うさぎ作戦。子供達への雪うさぎの作り方を教えるついでに彼女も引き込もうという作戦だ。可愛かわいらしい雪うさぎを持って「ぴょんぴょん。仲間が欲しいウサー」などと人にん形ぎよう劇げきふうに言いながら陽よう子このところに行って冷たい目で見られてすごすご帰ってきたこのはの姿はもはや惨さん劇げきと呼ぶしかなかった。

　錐きり霞かもスノーエンジェル作りというものを子供達に教えて興きよう味みを惹ひこうとした。外国の遊びで、雪の上に仰あお向むけに寝転び、手足を大の字に広げたり閉じたりしてばたばたする──と、雪の上にはまるで羽を広げた天使のような跡あとが残るのだ。勿もち論ろんこれもガン無視。

　春はる亮あきは子供達の一人ひとりが持っていたソリを使って陽子の近くを滑ってみたり、雪とかあまり関係なく鬼おにごっこをしてみたりしたが──やはり効果なし。そこで満を持して行ったのがさっきの雪ゆき合がつ戦せん演えん武ぶだった。普通なら彼女達が人じん外がいの存在であることがバレかねないアクションだが、子供しかいない今ならばなんとか誤ご魔ま化かせるだろうという考えで踏み切った苦肉の策だ。

　しかし、それでも駄だ目めだったとなると──どうすればいいのか。

　そんなとき、子供達に囲まれるフィア達を見ていた黒くろ絵えが大きく頷うなずいて言った。

「ふむ……じゃあ、次はうちが頑がん張ばってみようかね。こんなこともあろうかと用意しておいたあの奥の手を使うときがついに来たようじゃ。ハルにきりりん、少し手伝てつだってくれる？」

「マジか。正直に言えばちょっと不安だが、今はなんでも頼りたい気分だ」

「勿もち論ろん、構わないよ。何をすればいいんだ？」

「二人ふたりの役目は簡かん単たんよ。やってほしいことはじゃね……」

　本当に簡単だった。それが何の意味を持つのかまでは教えてもらえなかったが、きっと黒絵には何か策があるのだろう。

　作戦はすぐさま実行に移された。

　自然なスピードで、するすると黒絵が陽子に近付いていく。流ながれ弾だまが陽子に当たらないように注意しながら、春亮と錐霞が黒絵に向かって雪玉を投げる。適当にそれらをかわしながら、黒絵がさらに歩を進める。

　そして、頃ころ合あいを見計らって──

「わー。やられたーあー」

　春亮と錐霞の投げた雪玉をわざとくらい、黒絵が大おお袈げ裟さにくるくると身をよじらせながら陽子の真横に倒れる。

（なんというわざとらしさ！）

　と春亮は戦せん慄りつしたが、まあそれも黒絵の策のうちなのだろう。多た分ぶん。

「……」

　やはり雪の山を作り、ぺたぺたとスコップの背でその表面を叩たたいていた陽子の目がすっとそちらを向く。そこに蟻ありが歩いていたからただ見ただけ、とでもいうような無関心な瞳ひとみだったが、黒絵は構わず、

「そ、そこにいるのは誰だれ……？　うちは、もう、目が見えん。ああ、仕方がない。辛つらい運命を背負わせることになってしまうが……オヌシに託そう。受うけ継ついでおくれ、こんなこともあろうかと用意しておいた、この伝説の武器を。けっして魔まの者どもに渡してはならんぞ……」

　などと芝しば居いがかった口く調ちようで言いつつ、黒くろ絵えが服の下から取り出したのは──やたらケバい色をした水鉄砲のようなもの。最後の命の灯ともしびを燃もやし尽くすような手つきでぷるぷると陽よう子こにそれを渡す。

「……？」

　渡せた、のだ。あまりに黒絵の言動が唐とう突とつで意味不明だったせいか、つい思わず、といった様よう子すで陽子はその水鉄砲的なものを受け取っていた。困ったな、というように眉まゆを寄せてから、彼女は久しぶりに小さな声で口を開いた。

「これ、なに……？」

　興きよう味みを示した！　好こう機き！　と黒絵が目を光らせ、

「それはスノーボールガンと言ってじゃね、まあ水鉄砲の代わりに雪玉を発射する玩具おもちやよ。こんな日がいつか来るじゃろうと、わざわざ通販で買っちょった甲か斐いがあった。使い方はじゃね、ここをこうして……」

　唐突にむくりと起き上がって陽子にその使い方を一通り教えた後、黒絵は律りち儀ぎにまたぐはぁーとか叫びながらもう一度その場に倒れ直した。

「ではそういうことで。仇かたきを取っておくれ。頼んだぞ、勇者よ……ガクゥ」

「……」

　陽子の瞳ひとみが無感動にその雪玉投とう擲てき銃じゆうを見下ろす。しばらくの沈ちん黙もく。黒絵はひたすらに死体のフリ。春はる亮あき達は固かた唾ずを吞のんで彼女の様子を窺うかがう。

　そして──

（……おお！）

　自分の作った雪の山の前で女の子座りしていた陽子が、ゆっくりと立ち上がったのだった。

　一歩一歩、こちらに近付いてくる。確たしかに近付いてくる。

　マジかよ、と愕がく然ぜんとしたように孝こう太たが呟つぶやくのが聞こえた。地面に倒れ伏したまま、黒絵がぐっと親指を立てているのが見えた。

　本当に。こんなことで、彼女が遊びに参加してくれるようになるなんて──

　と思っていたとき。

　ぴたり、と彼女は足を止めた。その前にいるのは、孝太。

「へ……？」

「言っといて」

　彼女は孝太に向けてスノーボールガンを差し出していた。今までと同じ、暗いものを湛たたえた表情で。何にも関心を示さない瞳で。

「言っとくって、何を……？」

「あの人達に」

　それから彼女は、銃を孝こう太たに強引に押しつけて。

　視し線せんをちらりとこちらに向けて。

　本当に迷めい惑わくそうに──

「……わたしの邪魔しないで、って」

　言ったのだった。

　それは、明めい確かくな、拒絶。

　今までの無関心以上の──拒否。

　銃は孝太の手に残る。春はる亮あきはただ呻うめく。陽よう子こはくるりと身を翻ひるがえし、黒くろ絵えが倒れている場所には戻らず、また別の場所でスコップを動かして雪を集め始めた。山を作る。表面を整ととのえて丸くする。スコップを突き立てて壊こわす──

　春亮は無言でそれを見つめているしかなかった。そのうちに、ごろごろと黒絵がマグロ状態のまま横に転がって帰ってくる。雪だらけになった服をはたきながら立ち上がり、ぼんやりした目で陽子を眺めて呟つぶやいた。

「誤算じゃねえ。ここまでとは」

「ああ。邪じや魔ましないで、か。私達が遊びに誘さそうのは、彼女にとっては迷めい惑わくでしかなかったのかな……はたしてそれは、馬ば鹿かげていることか、そうではないのか」

　見ればフィアとこのはも困惑の目で陽子の後ろ姿を眺めていた。子供達の半分はまだフィア達に纏まとわりついており、もう半分は陽子が立ち上がったことに驚おどろいた様よう子すで、フィア達と同じく陽子の背中を見ている。

　ただ一人ひとり。陽子から直接言葉を向けられた孝太だけが、眉まゆを寄せ、顔を顰しかめ、ぎゅっと目を細めて──受け取った雪玉投とう擲てき銃じゆうを睨にらんでいた。

「……くしょう。ふざけんなよ、ばか……」

　そんな、押し殺したような呟つぶやきが聞こえたかと思うと。

　彼は雪を乱雑にその銃に詰め込み、がちゃり、と構えて──

「知らねえよ！　えーい、ばかやろーっ！　くらえくらえ！」

　自や棄けになったかのように、手当たり次第に雪玉を乱射し始めた。引き金を絞しぼるだけで、ぽんぽんぽんぽん！　と凄すさまじい勢いで銃口から雪玉が飛ぶ。

「のわ！　なんだこら、そんなのは卑ひ怯きようだぞ！　男なら正々堂々とだな……わぷっ!?」

「孝ちゃん、ずっこいぞ！」

「うっせえ！」

「みんな、協力して孝にーちゃん倒すぞ！」

「おー！」

　事態は一気にカオス化する。雪玉を避けながら、黒くろ絵えが他ひ人と事ごとのように「しまった、伝説の武器が魔まの者の手に！　光の勇者達は世界を救うことができるのか！」などと呟つぶやいていた。

　しかし周囲が騒さわがしくなっても、春はる亮あきの胸中には逆に重苦しさが満ちている。

　──世界なんて救えなくてもいい。ただ、自分達は、あの子が寂さびしそうなのが嫌いやなだけなのに。救うなんていうのはおこがましいけれど、それでも、彼女を助けたかっただけなのに。

　全すべて、余計なお世話だったのだろうか。

　彼女に、みんなと一いつ緒しよに笑ってほしいというのは、自分達のエゴだったのだろうか──

　そんなことを考えていたから、勿もち論ろん、顔面に飛んできた孝こう太たの雪玉をかわすことなどできなかった。




　　　　[image: ]




　──日が暮れかけていた。

　斜陽の射さし込む公園に、もう子供達の姿はほとんどない。

　先さき程ほど、畑はた中なかさんを病院に連れていった店主が帰ってきて、それを契けい機きにそろそろ解散しようということになったのだ。店主は今まで子供達の相手をしていた春亮達に何度も礼を言って、一人ひとりで帰らせられない小さな子達を家まで送るべく一緒に帰路についていた。

　だから、今この公園に、残っている子供達の姿はほとんどない。

　逆に言えば、二人ふたりだけが残っている。

「……」

　変わらず。

　彼女はそこに在った。

　橙だいだい色いろの光を浴びて、雪を適当にかき集めて山を作っている陽よう子こ。けれどそのうちに、その山にスコップを突き立てて崩くずし始める。誰だれとも視し線せんを合わせず、誰とも言葉を交かわさず、誰とも笑い合うことなく、ただ繰くり返している。

　終わりのない、孤独で寂さびしい一人遊び。

　そしてそれを、孝太が無言で見ていた。ただ見つめることが自分の役割だとでもいうかのように、じっと、じっと、見ていた。家が隣となり同士だから、誘さそって一緒に帰るように言われているのだろう。けれどそれをいつ言い出すべきかわからない。言い出していいのかどうかもわからない。そんなように見えた。

　春亮達も、彼女をずっと見ているしかなかった。

「結局……最後まで、ああしておるだけだったな」

　ぽつり、とフィアが呟いた。

「特に楽しそうにも見えないのに、なんであんなことばっかりやってるんだろう。ああ、それすら聞けてないな……なんつーかさ、こう……残念だよ」

　言いながらも、春はる亮あきは視し線せんを逸そらさない。本当に、彼女のあの遊びにはどんな意味があるのだろう。それすらわからないままだ。楽しい雪ゆき合がつ戦せんよりも、雪うさぎ作りよりも、陽よう子こはあんなことをしていたかったのか。

（……ん？）

　していたかった？

　斜陽の中に見える、小さな少女の背中。その光景の中、ふと春亮の脳のう裏りに引っ掛かるものがある。そうだ、もう一度考えてみよう。彼女のあれは何なのだ？

　地面にぺたっと座って。小さなスコップで雪を集めて。ある程度集めたら、表面をぺたぺたと整ととのえて丸くする。しばらくそれを眺めた後、山の中腹にグサリとスコップを差し入れて、崩くずす──その繰くり返し。

　彼女は飽あきもせず、まったく同じ行動を繰り返している。

　まるで──まるで、そうしなくてはならないものであるかのように。

　自分は今まで、あれをただの手て慰なぐさみのようなものだと思っていた。雪合戦とかしたくない、という意味で、抗こう議ぎのように意味のない行動に耽ふけっているのだと思っていた。

　だが、それは本当にそうだったのか？

　あれは意味のない、単なる時じ間かん潰つぶしの破は壊かい行為なのか？

（わたしの邪じや魔ましないで）

　その台詞せりふは、何かの目的がある行為を妨げられたときにこそ使う言葉ではないのか──？

「春亮くん？　どうしました？」

「待て、ちょっと待てよ。何か、わかりそうな気が……お前達も一いつ緒しよに考えてくれ」

　気付いたことをこのは達にも伝える。彼女達もはっと顔色を変えた。

「確たしかに……妙だな。馬ば鹿かげたことだが、気付かなかった」

「うん。よく見れば、完全に同じアクションじゃねえ。や、完全に、でもないか。違うことと同じこと。そこに何かヒントがあるのかもしらんけど……」

　陽子の動きを注視する。

　雪を集める。盛り上げて山を作る。ぺたぺたと表面を整える。黒くろ絵えの言う通り、些さ細さいな違いがないわけでもなかった。今回はさらに手て袋ぶくろを嵌はめた腕でぺたぺたと表面を整える。丸くなったら、またスコップを持ち上げて、作った山の中腹に刺し入れて、崩して──

「……あれは、本当に《崩して》おるのか？」

「どういうことだ、フィア？」

　腕組みをして、真剣な目でフィアは陽子の姿を見つめていた。視し線せんを外さないまま、

「今、奴やつは一度手て離ばなしたスコップをわざわざ拾ひろい直してから、それを山に刺した。今までもずっとそうだった。ただ壊こわしたいだけなら、たとえば蹴けり飛ばしたりすることだってできるはずだろう。なのにやらない。いつもスコップで──しかも同じ位置に、横から刺し込む形だ。そこに何か意味があるのではないか。つまりだな、あれは山を壊こわそうとしておるのではなく、たとえば……」

　かくり、と軽く銀ぎん色いろの頭を傾けて、フィアは続ける。

「見る限りの印象で言えば、そう──穴でも開けようとしておるように見えなくもないな？」

「あな……？」

　声を出したのは春はる亮あきではなかった。春亮達の横で、ぼんやりと陽よう子こを見ていた孝こう太ただった。それから彼ははっと陽子の前に作られた山を見る。そして何かに気付いた様よう子すで目を見開いた。

「おいコウタ。お前、ひょっとして何か心当たりでもあるのか」

「あ、えと、いや……」

「孝太さん。教えてくれませんか？」

　このはが優やさしく言うと、孝太はひとしきりもごもごとしたあと──観かん念ねんしたように、喋しやべり始めた。

「あいつのおじさん……北のほうの出身の人らしくてさ。だから、昔はよくあいつんち、家族で北のほうに旅行とかしてたんだ。スキーとかスノボとかやりに。実家に帰るついでとかだったのかな？　わかんねーけど」

「ふむ」

「でさ……俺おれ、あいつの部へ屋やで見たことあるんだ。大事そうに飾られてた写真。写真立てとかに入ってて、机の一番目立つところにあってさ。好きな写真だったんだろうな」

「その写真とは、どんなものだったのだ？　それがあいつの行動と何か関係があるのか？」

　フィアの言葉に、孝太はぎゅっと唇を嚙かむように俯うつむいて。

　言った。

「──かまくらの写真だよ。あいつと、おばさんと、生きてたころのおじさんの三人で……幸せそうに、かまくらにぎゅうぎゅうに詰まって、みんなで並んでピースしてる写真」
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　今まで見ていたもの。今も見えているもの。

　しかし今、それらは違う意味を持って春亮の眼がん前ぜんで全すべて作り替えられていた。

　雪を集める。山を作る。表面を整ととのえて丸くする。中をくりぬこうと横向きにスコップを突き入れる。けれども上う手まくいかず、山が崩くずれてしまう……そして、それをまた初めから繰くり返す。

　ああ。そう思って見れば、確たしかに納なつ得とくできる。

　ずっと、そうしたかったのだ。雪が降ったから。思い出していたのだ。

　一人ひとりで、自分なりに、作ろうと──していたのだ。

　彼女以外、誰だれもいなくなった場所。斜陽が白い雪を染そめているだけの寂さびしい場所。

　そこに、彼女が何かの想おもいを雪に託す音だけが聞こえている。

　さく。さく。ぺたん。さく……

　その想いが何なのかは、勿もち論ろん、見ているだけの春はる亮あきにはわからない。単純に在りし日を懐かい古こしたいだけなのかもしれなかったし、あの瞬しゆん間かんに戻りたいという届かない祈りなのかもしれなかったし、もっと複ふく雑ざつで深遠で軽々しく理解してはならない何かなのかもしれなかった。

　唯ゆい一いつわかるのは──ただ、それが彼女の願ねがいであるということだけだ。

　せっかく雪が降った、次にいつあるかもわからない、この希少な今日きようという一日に。遊ぶことよりも、笑うことよりも、何よりも優ゆう先せんして、彼女がただ一いち途ずにやり続けた──願い。

「なあ春亮。私はな、あいつを笑わせることができるかもしれん作戦を一つ思いついた」

「奇遇だな。俺おれもだよ」

　フィアは春亮の隣となりで、何か眩まぶしいものを見るかのように目を細めて、小さな少女の後ろ姿に視し線せんを向けていた。実際、雪に反射する夕ゆう日ひはいささか眩しかったが、きっとそれだけではないのだろう。

　フィアと春亮だけでなく、やはり、誰もが彼女を見ていた。

　孤独な一人ひとり遊あそびを──ではなく。

　真しん摯しで禁欲的な願いの光景を、見ていた。

　だから話し合うことは決まっていた。

「ですが、作れますかね？　問題がいくつかあるような気がしますよ」

「ああ。まず一つは雪の量だ。降ふり止やんでもうだいぶ経たっているからな……見ての通り、ほぼ溶けかけだ。残っているところには残っているのかもしれないが」

「そうじゃね、だいぶ量がいるような気もするし……陽よう子こちゃんはミニサイズのを作ろうとしちょるみたいじゃけど、せっかくじゃからうちらはリアルサイズでいきたいねぇ」

「根本的な疑問だけどさ、かまくらってどうやって作るんだ？　あの陽子ちゃんが作ってるミニサイズのやつが、あれだけやってまだ上う手まくできてないってことは……あの子の作り方が間違ってるかもっていうか、別のちゃんとした作り方があるのかもって思うんだけど」

　春亮が言うと、錐きり霞かが思案顔で顎あごに手を当てた。

「そうだな……馬ば鹿かげているが、彼女が人より不器用だという可能性もなくはない……にしても、あれだけ繰くり返しているのだ。雪質などの問題もあるかもしれない。そして、作り方、か。一応ネットで調しらべてみよう」

「お願い、きりりんー」

　携帯を操そう作さして情報を集め始める錐霞。ややあって、僅わずかに眉まゆを寄せた表情で顔を上げた。

「確かく実じつに作る方法は……まず山を作り、そこに水をかけて一晩放置し固め、翌朝それをくりぬくのがいい……らしいぞ。確たしかに、これなら雪質関係なく作れそうではあるが」

「雪国ならそれでいいのかもしれんが、今もう溶けかけておるのだぞ。一晩放置したら完全に消えてしまうのではないか!?」

「結局、その手も難むずかしそうですね……」

　問題は山やま積づみだった。雪の量。雪質。一晩かけて固めるという方法を使おうにも、気温の問題がある。

　ようやく、陽よう子この願ねがいがわかったのに。

　彼女に笑ってもらえるような、喜んでくれるような方法を見つけたのに。

　できないのか。

　結局、自分達には、何もできないのか……

　春はる亮あき達の言葉数が少なくなり、無言で陽子の背中を見つめる時間が増える。斜陽の落とす影かげが濃こくなる。白い雪が黒い影へ緩かん慢まんに変へん貌ぼうしようとする。

　完全に日が暮れたら。夜になったら。

　時間切れだ。彼女は家に帰るだろう。帰らなくても、帰らせなくてはならないだろう。

　この、とても貴重な、雪の降った一日の全すべてを──叶かなわなかった願いに費やして終わる。それは寂さびしすぎるように思えた。なんとか、些さ細さいでもいい、いつか今日きようという日を思い出したときに微笑ほほえみが浮かべられるような思い出を持って帰ってほしかった。そうでなくては、あまりにも──悲しすぎるではないか。

　そんなとき。

「む……待て」

　引き続き携帯で情報を調しらべていた錐きり霞かが、はっと指の動きを止めて言った。

「いんちょーさん、何か見つけたのか？」

「ああ。この方法ならばあるいは……しかし、これにもいささか問題点があるな。そこをどうにかできればいいのだが」

　皆で一いつ緒しよになって錐霞の携帯を覗のぞき込み、軽く説明を受ける。

　イヌイット式のかまくら。正せい確かくにはイグルーというものの作り方だ。

　それは雪のブロックを何個も削けずり出し、それを積つみ重ねてドーム状にする方法で作られる。山にしてから中をくりぬく、陽子がやっていたものとは対照的なものだ。

　この製法のキモはただ一つ。ブロックを用意しなくてはならない。イヌイットは足元にある氷河のような雪を切り出して作るのだろうが、そんなものは自分達には無理すぎる。雪の量と質の問題は依然として変わらない。搔かき集めて、何かの型に入れて作ろうにも、そんなことをしている間にも雪は溶けていく。錐霞がせっかく見つけてくれた手だが、これもいささかハードルが高いのでは……と春亮が思っていると、

「雪のブロック……？」

　何かに気付いた様よう子すで、はっとフィアが顔を上げた。

「どうしたんだ？　何かブロックを作る手でも思いついたのか」

「ああ。手はある」

「マジで!?」

「だが──問題も、ある。ひどく個人的な、気分の問題だ」

「気分の問題って……？」

　聞きかけて、ふと春はる亮あきは口を噤つぐんだ。

　瞳ひとみを細めて陽よう子この背を見やる、フィアの横顔。そこに感じる愁うれいは、春亮が今までに何度も見てきたものと同じ。

　──彼女が、自みずからの過去を思い出したときに、浮かべるもの。

「私は、あいつに笑ってもらいたい。喜んでもらいたい。幸せな記き憶おくを作ってもらいたい。なのに、そのために、忌いまわしい過去の私というモノを使うのは……どこか、矛む盾じゆんしているような気がするのだ。いいのだろうか、と思ってな……」

　フィアは迷うように、じっと陽子を見つめていた。じっと。じっと。

　気付けば、春亮はその銀ぎん色いろの頭にそっと手を伸ばしていて。

「……今いま更さらだよ。お前はもう、昔のお前じゃない。自分だってわかってるだろ？」

「ん──そう、だな」

　フィアの迷いを雪のように柔らかく溶かしたのは、何だったのだろうか。

　おこがましく考えれば、それは自分の手の温度だったのかもしれなかったし、あるいは彼女が陽子の背中を見守ることで胸中に見つけ出した何かの温度かもしれなかった。

「かつて人の命を奪うばった私の機構手を、誰かの笑顔えがおのために差し伸べることの是ぜ非ひ。それが赦ゆるされるのかどうかがわからなくとも──何もしないでいるよりはずっといいと信じて、私は手を伸ばす。それが今までやってきたことで、これからもやっていくことだ……迷うことはなかったな」

　フィアは、ふ、と頰ほおと肩の力を抜いて笑う。

　次に彼女が見るものは。自分達が見るものは。決まっていた。

　依然として陽子を見続ける──けれどその耳でこちらの話を聞き続けているのははっきりしている、彼の横顔。

　彼は前を向いたまま、久方ぶりに、口を開いた。

「──どうにか、できるの？　ねーちゃん達」

　ぶっきらぼうで、それでも隠かくしきれない思いが込められた言葉。

　フィアはもう一度笑い、ちらり、と孝こう太たの横顔から遠い陽子の背中へと視し線せんを動かした。頰を緩ゆるめたまま、その小さな彼女の背中に問い掛けるように、

「こんなに、お前を見ている者がおるというのに……な。そんなところにおるのは、勿もつ体たいないとは思わんか？　お前は、誰だれの目からも隔かく絶ぜつされた暗くら闇やみに閉じ込められておるわけではない。全すべてを諦あきらめて虚無に浸ひたるべき、廃はい棄きされた呪のろわしい不要品などではない──お前はまだ、必要とされておるのだ。だから、出てこい。そのためにこの手が役立つなら、いくらでも伸ばしてやろう……」

「ねーちゃん、なにそれ？」

「ふふ……独ひとり言ごとだ。気にするな」

　フィアは陽よう子こから孝こう太たに顔を戻した。そこでようやく、孝太もフィアのほうを見た。

「どうすんの？」

「なあに、任せておけ。私達がかまくらを作ってやる」

「問題があるとか言ってたじゃん。よくわかんねーけどさ」

　意外にこちらの話をよく聞いていたのか、不満げな顔で口を尖とがらせる孝太。それに答えたのはこのはだった。

「ふふ……わたしも一つ、雪の量という問題を解決する手は思いついていますよ。まだけっこう雪が溶けずに残ってそうな場所に心当たりがあります。日差しもあまりないところですから急げば間に合うでしょう……まあ、実際作る場所はうちの庭にしたほうがいいでしょうけど」

　うちの庭。つまりそこに近い場所なのだろうと考えて、すぐに思い至る。

「そうか、俺おれん家ちの裏の林か！」

「確たしかに、あそこだったらまだ雪が残ってるかもしれないな」

「うちの庭というのはええ考えじゃね。雪かきで下ろした雪の山も残っちょるじゃろうから、あれは補強とかのちょっとした仕事に使えるじゃろ」

　錐きり霞かと黒くろ絵えも頷うなずく。こうして場所は決まった。だが孝太はいろいろと信じられないらしく、

「てかさ、まだよくわかってねーんだけど。雪の量とか以前に、作り方とかでいろいろ無理とか言ってなかったかよ」

「それはな、覚悟を決めた、というだけの話だ。そうすれば何も問題はなかったのだ、コウタよ。私は普通の人間ではなく、だから普通の人間ではできないような、普通の人間には信じられないような方法で解決できる──ふふ、それだけだ」

「えー。なんか一気に胡う散さん臭くさくなったぜ。普通の人間じゃないって何さ？」

　眉まゆを顰ひそめる孝太。黒絵が冗じよう談だんめかした調ちよう子しで答えた。

「ぬふふ。じゃあ三択にしようかねぇ。好きに選えらんでくれてええよ。一番──うちらは実は魔ま法ほう少女で、魔法が使える。二番、うちらは異世界から召喚された超能力戦士で、超能力で思うがまま。三番──」

「私達は呪のろわれた道具が呪われすぎてヒトの形を取ったもので、本性の能力を使うことができる──だな」

　気負いも何もない、薄うすい微笑で。フィアが最後の選せん択たく肢しを提示した。

　孝太は口を膨ふくらませるようにして、

「からかうなよ、わけわかんねー。でもまあ、最後のが一番なさそうだな……だってそんなヘンな設定聞いたことねーし。まだねーちゃん達、魔ま法ほうとか超能力のほうが使いそうだよ」

「……そうか」

　ひっそりと、フィアの笑えみが深まって。

　春はる亮あきが彼女に対してそうしたように、フィアはそっと手を伸ばして孝こう太たの頭を撫なでた。

　孝太は眉まゆを寄せてもぞもぞしつつ、

「わ、なにすんだよねーちゃん。ガキじゃねーって……で、俺おれは？　俺はなんか手伝てつだうこととかないの？　ねーちゃん家ちで作るってんなら行ってもいいぜ！　その……暇ひまだし！」

「馬ば鹿かげている。君はとりあえず彼女を連れて家に帰るべきだろう」

「そうですね。このまま夜遊びをさせて、夕食を作ってあなた達の帰りを待っている親おや御ごさん達を心配させるわけにはいかないですし」

「で、でもさ！」

　真ま面じ目めな錐きり霞かとこのはの言葉に孝太が反はん駁ばくしようとする。だがそのとき、フィアの掌てのひらがぽんぽんぽん、とリズミカルに孝太の頭頂部を叩たたいた。

「聞け、コウタよ。かまくらを作るのは私達に任せてほしいが、勿もち論ろん、お前にも大事な役目がある。お前にしかできない仕事だ。それを頼まなくてはならない……やってくれるな？」

「なに？」

「簡かん単たんなことだ。かまくらが完成したらうちへの道案内人が呼びに行くから、そこでお前がこっそりヨーコを家から連れ出すのだ。さすがに今日きよう会ったばかりの私達がそうするのは難むずかしいだろうからな」

「……それだってヨアソビってやつなんじゃねぇの？」

　ジト目での鋭するどいツッコミに、フィアは軽くギクリとする。それから適当な言いい訳わけ。

「そ、それはそうなのかもしれんが、あれだ、さっき一番文句を言っていたあそこのウシチチもそんなたいした奴やつではないので、というかぶっちゃけワルイ奴なので頼めば見て見ぬふりをしてくれるというか、少しくらいなら許してくれるというか……そう、実は私がおせんべというワイロを払う約束をしたから大丈夫なのだ。完成した後にちょっとお前達二人ふたりを招待するくらいならばな。夜道を歩かせるときにもちゃんとガードマンがついておるし。だからお前は私に感かん謝しやしつつ、安心して自分の役目を果たすがよいぞ」

　ワイロかよオトナって汚ぇなー、とかわかったようなことを孝太が呟つぶやき、なぜか流れで汚お職しよく役人のような立ち位置にされてしまったこのはが、むー、と唇くちびるを尖とがらせて呻うめいていた。
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　そして、場所は夜や知ち家けの裏の林。

　イヌイット式のかまくら──イグルーは日本のかまくらと違って、雪のブロックを積つみ重ねて作る。雪のブロックさえ作れればあとはそれを円状に並べて互い違いに積み重ねるだけでいい。日本式より遥はるかに簡かん便べんだ。

　しかし勿もち論ろん、そこには一つの問題がある。雪のブロックをどうやって作るか。もはやあまり量もなく、そして微妙に溶けかけて柔らかくなってしまっている周囲の雪からどうやって何十個ものブロックを作成するか。

　その答えこそが──

「十じゆう番ばん機き構こう・狭式加圧態《リッサの鉄柩"Iron Coffin of Lissa"》、禍動curse/calling！」

　ルービックキューブの変じた鋼こう鉄てつの立方体が、亡者の悲鳴の如ごとき音ね色いろで機構を軋きしませながらぎしぎしとさらなる形へ変へん貌ぼうしていく。屹きつ立りつする闇やみ色いろの鋼はがね。見ているだけで凍こごえそうな冷たい質感と、不吉な暴ぼう虐ぎやくの予感を漂わせる圧倒的な質量。

　最終的にその立方体が変形して形作ったのは、言わば全方位吊つり天てん井じよう。上下左右、自在にその体たい積せきを狭せばめることができる鋼鉄の柩ひつぎだ。前面だけを開いた状態で犠ぎ牲せい者しやを待ち受ける、暗あん鬱うつな拷ごう問もん処刑器具。

「おお、あれこそが魔ま法ほう少女フィアレッドの三十二の魔法の一つ、《まじかる☆ですぼっくす♪》……あそこに普段ふだんは夢パワーでキラキラ星の欠片かけらを閉じ込めたりしちょるんよね！」

「おいクロエ、なんだそれは」

「せっかくなので、さっき孝こう太たくんに説明したうちらの正体その一・魔法少女説でいってみようかと」

「魔法少女っつーか、戦隊モノみたいな名前なのが気になるな……」

　まあ黒くろ絵えの言うことだからな、と春はる亮あきは気を取り直し、

「とりあえず第一号を作ってみるか。いいか、フィア？」

「いつでもよいぞ」

　春亮は木々の間に積つもっていた雪をスコップで掬すくい上げ、フィアの鉄てつ柩きゆうの中に投入した。ある程度の量が溜たまったところで、フィアはその拷問具の外枠部分の板を動かし、柩の縦たて、横、奥行きを同時に狭めていく。それは本来のこの機構の役割──《体積を狭める》という単純明快な拷問、そして処刑に求められていた動きそのものだ。

　だが今は誰だれも害さない。

　その逆を生み出すために、そう願ねがって、今ここに在る。

　だから──

「ふむ。こんなものか？」

　フィアが鉄柩に繫つながった立りつ方ぽう鎖さを一振りし、鋼鉄板を元の位置に移動させて体積を戻す。そして前面をぱくんと開かせると──そこでは、春亮の詰め込んだ雪が押おし潰つぶされて綺き麗れいな直方体のブロックを形作っていた。

「おお、できてるじゃないか」

「フフン。実は意外に繊せん細さいな操そう作さが要求されるのだ。この私の制御力があって初めてできることだぞ、もっと褒ほめろ」

「ふぃっちー、えらいっ。うちが褒めまくる！　なでりなでり」

　ふんぞり返って胸を張るフィアの頭を、黒くろ絵えがにこにこと撫なでる。フィアは満足げにむふんと鼻から息を吹ふき出していた。

「で、一応ここからの段取りを確かく認にんしちょくと……次はこのブロックを庭まで運ぶわけじゃね。ピラミッド方式がええかな？」

「なんですかそれ？」

「なんというか、イメージ的に言うと、木の棒を下に何本も並べてその上をごろごろ……みたいな。ん、これってモアイの運び方じゃったっけ？」

「知りませんけど……まあ、ニュアンスはわかりました。じゃあその木を用意しないとですね。できるだけ衝しよう撃げきは与えないほうがいいでしょうし、まず運うん搬ぱん容器を作ってその棒に載せておくことにしましょう。トロッコみたいに」

「さすがこのさん、頼りになる魔ま法ほう少女コノハピンクじゃ！　なんでもかんでもバッサリいくね！」

「人を通り魔みたいに……でもまあ、ピンクですかぁ。えへへ、一番女の子らしいということですね、まぁある意味当然ですね？」

「へ？　いや、このさんといえば肉！　なので新しん鮮せんな豚ぶたコマ色とでも言うべき──ゲフンゲフン。ええと、とにかくこのさんに一番似合う色というだけですよ！　説明は野や暮ぼよね！」

「……何か聞こえた気がしますが、とりあえず聞かなかったことにしておきます」

　肩で大きく溜ため息いきをつきつつ、このははそこらの木を素す手でで切り倒し始めた。一メートルほどの丸太を何本も作る。太い木の幹は半分に割って中をくりぬき、竹を割ったような形の容器にする。

「で、この丸太ロードと容器を使って塀へいのところまで運ぶ。そこから塀を乗り越えて庭に下ろすのはこの魔法少女クロエホワイトにお任せ。女神ツヤヤカクロカミノミコトの力をその身に宿した清純派美幼女巫み女こキャラということで一つよろしく。こんな感じに、髪でよいせっと」

「そして庭では私がこの《黒くろ河かわ可か憐れん》でブロックを受け取り、並べる……と」

「魔法少女キリカブラックはブラックらしくクールな参さん謀ぼうタイプ。と思いきや、実は好きな相手の前だとついツンケンしてしまうツンデレタイプなだけなのだっ」

「く、黒絵くん。い、いや私はいつもナチュラルでニュートラルで、別に特定の個人の前で態度が変わったり変わらなかったりはだな……」

　もごもごと錐きり霞かが何かを言っていたが、よくは聞こえない。ともあれ、それで各おの々おのの役割は決まった。バケツリレー方式だ。

　時間をかければかけるほど雪は溶けていく。なので早速作業を始めることにした。

　春はる亮あきはスコップで雪をかき集めてフィアの拷ごう問もん具ぐに投入。がしゃこんとフィアが圧あつ縮しゆくプレスして雪のブロックを作成。それをこのはが運うん搬ぱん容器に載せて、塀のあたりで待つ黒くろ絵えのところまでごろごろと運んでいく。その間にまた春亮は次のブロックのための雪を集め始める──

　休む暇ひまがないので、実際のところはかなりの重労働だった。スコップを持つ手も重くなる。

　だが全員が真剣だった。必死に自分の役割を果たしていた。

　春亮の一番近くにいたのはフィアで、だから彼女の頑がん張ばりが一番よく見えた。拷ごう問もん具ぐを操そう作さするのにも疲労は溜たまるはずだ。けれど文句の一つも言わず、額ひたいに浮かぶ汗を拭ぬぐおうともせず、ただひたすらに雪のブロックを作り続けている。

　春亮はスコップを動かしながら言った。

「かまくらができたらさ」

「……ん？」

「中に明かりとして置くのはやっぱりロウソクだよな。風ふ情ぜいがある」

「わからんでもない。風情……うむ、そうだな。想像してみると風情がありまくる。雪に包まれた空間。揺ゆれるロウソクの光。そこに照らし出される──」

「あ、そうだ。煎せん餅べいとお茶ちやを用意しとかないと。まぁ完成した後でも、孝こう太たくん達が来る間にお湯沸わかせば間に合うか……」

「おいお前、私の心を読むな。さてはお前が最後に残った魔ま法ほう少女ハレンチグリーンだな。おせんべと緑茶を用意するのが得意魔法だからグリーンだ」

「少女じゃねえし、せめて春亮って名前ぐらい入れてくれ」

　そんなくだらない会話をしながら、ひたすらに腕を動かし続ける。

　息切れするのが早くなって、二の腕もパンパンに張るようになって。

　言葉数も少なくなり、ただ黙もく々もくと手を動かすだけの時間が多くなる。

　それでも嫌いやではなかった。辛つらくも苦しくもなかった。

　胸の中にあるのは、小さな使命感と、高揚感。

　未来に待っているものが予想できたから、耐えられるのだった。

　そう、きっと。絶対に。必ず。

　これが完成したとき、その前にあるのは──

　これまでの全すべての疲れを吹ふき飛ばしてくれるような。

　珍しい大雪が降った、この今日きようという特別な一日を、さらに特別なものとして強く記き憶おくに刻んでくれるような。

　そんな素す晴ばらしいものに違いないはずだった。
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　こつん、と家の二階の窓に小石が当たる。

　少女が顔を出して、そして彼女はぶっきらぼうな少年の顔を外に見る。

　彼は囁ささやくように言う。

「出掛ける用意して、降りてこいよ」

「……」

　案内人として孝こう太た達を呼びに来た春はる亮あきは、少し離はなれた場所でその様よう子すを見ていた。

　孝太は完全な防寒装そう備び。その顔には夜に家を抜け出すことへの緊きん張ちようと不安、そして興こう奮ふんがあり──さらに今は何よりも、見上げている少女がどう反応するかという恐怖のようなものも見みえ隠かくれしていた。もし、無言でカーテンが閉められたら。ぴしゃりと窓が閉じられたら。親を呼びに行かれたら。

　対する陽よう子こは無言。孝太の真意を測るように、じっと、彼を見下ろしている。

　彼はごくりと唾つばを飲み込んで。

　真しん摯しに、一いつ生しよう懸けん命めいに、考えて。

　彼女を動かすための言葉を、告つげる。

「……明日あしたになったら、もう、溶けちゃうぜ」




　数分後。

　位置関係が変わっている。

　二階の窓と道路ではなく、二人ふたりともが道路で向かい合う。陽子はジャンパーを着て毛糸の帽ぼう子しを被かぶっているが、まだ足は動かしていない。迷うように佇たたずんでいる。

　春亮は思い出していた。孝太を家から連れ出したときに、彼も迷っていたのだった。ぼそぼそと言っていたのだった。どうやってあいつを連れ出せばいいのかわからないよ、と。

　春亮がアドバイスしたことは二つある。

　自分よりも孝太のほうが遥はるかに陽子についてはよく知っている。だから全部を任せる。俺おれ達のアドバイスとかはあんまり気にしないで、自分の思うことを思う通りに言えばいいさ──というのが一つ。

　そしてもう一つは、自分ではなく、家で待っているフィアから託されてきた言葉。

（もしあいつがなかなか動こうとしなかったら？　はん、その場合にすべきことなど決まっておるではないか）

　春亮が冗じよう談だんめかして伝えた、そのフィアのアドバイスを。

　孝太は実行する。

　つまり──

（実力行使だ。お前が本当に、自分のしていることの正しさを信じられるなら、言葉などいらん。力ずくで攫ってしまえ！）

　恥はずかしそうに、照てれ臭くさそうに。

　彼は少女の手をしっかりと摑つかんで、それを引っ張って、走り出したのだった。




　困こん惑わくした表情を浮かべつつも、そのまま彼についていく陽よう子こ。

　春はる亮あきは頰ほおを緩ゆるめてそれを眺めていたが、そこで自分の役割をはっと思い出し、

「おっと。案内役なのに置いてかれたら意味ないよな」

　そして、不器用で一いつ生しよう懸けん命めいでとても微笑ほほえましい二人ふたりの子供達に追いつくべく、溶けかけの雪を踏ふみ締しめて自分も走り始めた。
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　事情はよくわからないままだったけれど。

　ひょっとして、という微かすかな期待と、手を引く彼の力が自分の身体からだを進ませて。

　辿たどり着いたのは、見知らぬ一軒の日本家屋。古く広い場所。

　幼おさな馴染なじみの彼もそこを訪れるのは初めてなのか、きょろきょろと辺あたりを見回しながら敷しき地ちに入っていく。先せん導どうする昼間の男の人はチャイムを鳴らさず、家の横を通り抜けて庭のような場所に向かった。こちらの手を引く彼も、男の人の背中を追ってずんずんと進んでいく。




　そして──広い庭の隅すみっこに、あったものは。




「ふ、わあ……こ、こーくん、これ……」

「行くぞ」

　やはり、ぶっきらぼうに。

　ロウソクの灯あかりが漏もれるその白いドームの入り口を見つめたまま。

　彼は、ぎゅっ、と繫つないだ手にさらに力を込めて、早口で言った。

「見ての通り、あんまり大きくないけどさ。でも、まだねーちゃん達だけじゃちょっとだけ足りないから──ぎゅうぎゅうに詰めて座らないとスペース空いて寒いから、だから俺達も一緒に入らなきゃ駄目なんだって……さ！　だから、しょうがないから、行こうぜ！」

　引っ張られて、歩き出す。

　入り口から漏れる、ロウソクの光が近付いて。

　ちょっと腰を屈かがめて、恐る恐る、中を覗のぞき込んだら。

（あ……）

　中にいるのは、お父とうさんとお母かあさんと自分の三人ではなくて。

　やはり昼間に見た、四人の女の人だったけれど──それでも、思ったのだった。

　家の机の上に置いてある、あの写真みたいだな、と。

　そこにいるみんなが幸せそうにしていて。

　冷たい雪の中なのに、とっても温かな、人口密度。

　だから自然と、自分の顔が、一つの表情を形作っていて。

　それに気付いた一人ひとりの少女が、大きく頷うなずいて言ったのだった。

「うん、よい顔だな！　そうこなくては、だ！」

　そんなことを言われても、と陽よう子こは思った。




　だって、綺き麗れいな銀ぎん色いろの髪をしたその人こそが。

　その場で一番のいい顔で。

　自分の心からの願ねがいが、全すべての望みが叶かなったかのような、とても素敵すてきな笑顔えがおで──

　本当に幸せそうに、ぽりぽりとおせんべいを齧かじっていたのだから。
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　桜さくら参まいり白しら穂ほはカウンターに頰ほお杖づえをつき、じっとその男を見やっていた。

　薄うす暗ぐらい店内。元から古く陰気な空間でしかなかったこの骨こつ董とう店てんは、主である父親が死んでもその態度を変えず、依然として古く陰気なままでいる。墓場のような停滞感と静せい謐ひつさに満ちたままでいる──一体の人形が声をかけてきたあの瞬しゆん間かん、人生が変わったあの瞬間を除けば、それこそがこの店の常であるのは確たしかだった。

　白穂は特に特徴もないその中年男から一いつ旦たん視し線せんを逸そらし、カウンターに置かれた、彼が震ふるえる手でペンを走らせたばかりの一枚の紙に目を遣やる。演技と同じだ。相手を心身ともに掌しよう握あくするには緩かん急きゆうを利用しなくてはならない。視線が逸れたことに相手が安あん堵どの呼気を漏もらした瞬間、その間かん隙げきをつくように、意い識しき的てきに凍こおらせた言葉のナイフを彼の臓ぞう腑ふに挿そう入にゆうする。

「──一つ、言わせてもらうけれど」

「ひっ……な、なんでしょう」

　視線を戻す。怯おびえた様よう子すを見せ始めた男とは対照的に、白穂は瞳ひとみと言葉の冷感を維い持じしたまま、

「この店は慈じ善ぜん事業でやっているのではないわ。買い取った骨董は、それが欲しいという他ほかの客に売って初めて利益が出るもの。つまりね……他の客に売れないようなものを買い取らせようとする客は、我われ々われにとって客ではなく、無価値で、むしろ不利益をもたらす犯罪者と同じで、つまりどうされようと文句を言えない存在よ。それを踏まえて、この質問に正直に答えなさい」

　音もない吐と息いきを挟はさむ。これも緩急の歯車の一つ。そして、もっとも効果的なタイミングで数秒続けたその無言を破り、

「貴方あなたは──この呪われた品物を、他の客に売れるわけがないこれを、私がいったいいくらの無駄金を払って引き取ると思っていたのかしら？」

「ひ……ひぃぃぃぃ!?　ご、ごめんなさいごめんなさいぃぃっ！」

　刹せつ那な、顔面を蒼そう白はくにした男はこけつまろびつ店を走り出ていった。棚たなにぶつかって皿やら陶とう磁じ器きやらを割られることがなくてよかったと思う。

　静けさの戻った店内。白穂はふうと息を吐はいてから、そっとカウンターの上のものに視線を落とした。頰杖をついたまま、僅わずかに口をへの字にして呟つぶやく。

「あの逃げっぷり……どうやら本当に呪のろわれてるっぽいわね。初めて当たりを引いちゃったわ……」

　勿もち論ろん、白穂は呪われた道具を見抜く眼がん力りきなど持ってはいない。まあそれは他の骨董品を見る目も同じなのだが。彼女がするのは、気が向いたときに店番としてここに座り、何かを買い取ってほしいという客がいれば適当な安値をつけて買い取り、それより少しだけ高い値札をつけて店に並べるだけ。そうすれば少なくとも損をすることはない──儲もうけようという気はさらさらなく、暇ひま潰つぶしにこの店のカウンターに座って骨董の空気を吸うという、森林浴ならぬ骨董浴のような日常行為に少しばかりの実用性を持たせているだけだった。

　ただし一つだけ、白しら穂ほはその適当な暇ひま潰つぶし商売にもルールを決めていた。恋人に迷めい惑わくがかかるようなことだけはできない。この平へい穏おんな生活を脅おびやかすような道具には細心の注意を払う──と。基本的に呪のろわれた古い道具は骨こつ董とう品ひんとして人の手を渡り歩くことが多い。それを取り扱うものとして、いくら注意しても注意しすぎるということはないはずだ。

　だから白穂は、買い取り客の態度や持ち込まれたものに不ふ穏おんな気配けはいを感じたら、とりあえずさっきのようにカマをかけることにしていたのだった。そして今回初めてそれがクリーンヒットした。駄だ目め元もとでもやっておくものだなと思う。

　さて、と白穂はカウンターの上の買い取り希望用紙に目を落とした。先さき程ほどの男があからさまに挙きよ動どう不ふ審しんな様よう子すでおどおどと書いていたものだ。はたしてここに書かれている住所氏名、電話番号は本物か。確たしかめるのは簡かん単たんだ。その意味はあるのか。

　それから──カウンターの上にあるものは、もう一つ。

　男が持ってきた大きなトランク。開かれたその中からは、折おり畳たたまれた木製のデッサン人形のようなものが手足をはみ出させている。サイズは人間の子供ほどで、人形としてはかなり大きめだが、作り自体は古ぼけた流りゆう線せん型けいの部品が紐ひもで繫つながれている簡素なものだ。頭もただの球体で、鼻の部分に申もうし訳わけ程度の突起が作られているだけ。

　このデッサン人形のようなものを不審に思った理由は、正直なところ、勘としか言えなかった。世界でもっとも大切な別の人形といつも一いつ緒しよにいるから、その「普通ではない人形の匂におい」みたいなものを身体からだが覚えていて、それをこのデッサン人形からもなんとなく感じ取れたのかもしれないが。

　これが何なのか、どういう呪われた道具なのかは、あの男が何も言わずに逃走したためにわからない。しかし少なくとも、意志を持っているような、つまりは人化するレベルのものではないだろうと白穂は思った。これに感じるのはあくまで不ふ穏おんな、意志のないモノの気配だ。

「まあいいわ。とにかく──品物を置いて逃げたということは、これはうちにタダで買い取りをさせたということでしょう。だったらもう、これをどう処分しようとこっちの勝手なはずよね……」

　単純に考えるなら、捨てたり壊こわしたりするのが一番楽だ。だが同じ呪われた人形である最愛の恋人の存在を思い出せば気軽にそうすることはできなかった。仮に捨てたとする。誰だれか拾ひろって人に迷惑がかかるかもしれないのに、と恋人は怒るだろう。仮に壊したとする。一応お仲間だったんだけどな、と恋人は悲しむだろう。そんなことが原因になって嫌われでもしたら自分は死ぬしかない。

　となると──面めん倒どう臭くさいが、やるべきことは決まっていた。

　これがいかなる力を持った呪いの道具でも（あの客が何か勘違いして『そう思い込んでいる』だけという可能性もまだ残ってはいるが）、自分には関係がない。さっき男に言った通りだ──こんなものを無む償しようで引き取って処理するなどというのは慈じ善ぜん事業以外の何物でもないし、自分にはそんなことをする気はまったくない。それを喜んでやろうとするお人ひと好よしは他ほかにいる。

　白しら穂ほは軽く腰を浮かせてカウンター上のトランクに手を伸ばした。

「まったく──本当に、あの人間だけは理解できないわね。何が楽しくて呪のろわれた道具の保管なんてやっているのかしら。呪いを解いても別に報ほう酬しゆうが出るわけじゃないのに」

　そんなことを呟つぶやきながら、中ちゆう途と半はん端ぱにはみ出ていた例の人形に体重をかけ、ぎゅうぎゅうとトランクの中に押し込んでいく。力を込めるそのリズムに合わせて区切られた独ひとり言ごとが、さらに口から漏もれていた。

「まあ、変態の変態的思考なんて、わかるわけがないわね──今は、勝手にこれを送りつけても問題ない場所があるっていう事実だけで、充分、よ！」

　そうだ。こんなもの、この家に置いていていいはずがない。呪われた道具はあの変態男に押しつけるのが当然なのだ。一見人畜無害そうに見えて、いつも変態行為をする隙すきを窺うかがっていて、女と見れば見境なく近付いて変態的な言葉を囁ささやき、そしてこれは偶然だアクシデントだとつまらない言いい訳わけをしながら実際に変態行為をする、あの変態男に……！

　そんなことを考えつつ、さらに腕全体を使って体重をかける。その拍子に白穂の肘がその人形の鼻を微妙に押し込んでしまったが、彼女は気付かなかった。

「えいっ……と！」

　強引でもなんでも入りさえすればいいのだ。トランクの蓋ふたを無む理り矢や理りに閉じ、金具でロック。力任せに詰め込んだせいか、その古い金具には今にも弾はじけ飛びそうな感じにテンションがかかっているような気もしたが、特に問題視はしないことにする。向こうの家に届くまでぐらいは保もつだろう。それ以降はどうなろうと知ったことではない。

　それから白穂はカウンターの下から宅配便の着払い用紙を取り出し、携帯の住じゆう所しよ録ろくを見ながら例の場所の住所を書き殴ってペタリとそのトランクに貼はりつけた。そして電話をかける。

「もしもし？　集荷を頼みたいんですけど。今すぐ来てもらえます？」

　宅配便の営業員とやりとりをしながら、白穂は考えていた。これで自分の仕事の八割方は終了だ。残る二割は──逃げていったあの男に連絡を取り、この落とし前をつけさせることだろうか。できるかどうかは定かではないが。

（まあ……気が向いたら後で電話して、二度とこんなことができないように脅おどしぐらいはかけておこうかしらね。書いてた番号が出で鱈たら目めだったらそこで終了だけど）

　嘆息する白穂。

　それきり、彼女はトランクの中身への興きよう味みを失ったので。

　やってきた宅配便の業者にそれを手渡すそのときも、白穂はトランクの中で起こっていた異変にはまったく気付かないままだった。




　──彼女に鼻の頭を押された人形が、その中でモヨモヨと形を変え始めていたことには。
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　その翌日の夜や知ち家け──日にち曜よう日びの午前中。

　このはは温かい日の照る縁えん側がわで、久しぶりにのんびりと日向ひなたぼっこをしていた。

　洗せん濯たくは済ませたし、買い物は夕方でいいし、宿題は昨夜ゆうべ終わらせていたし、用事は何もない。さらに黒くろ絵えは仕事、フィアは補習で学校に出かけており、家はとても静かだ。最高の休日の条件が揃そろっている。欲を言えばせっかく二人ふたりきりなので春はる亮あきと何かしたかったが、彼は昨夜夜よ更ふかししたとかで、部へ屋やに戻ってお昼寝中だ。隣となりで一いつ緒しよにお昼寝というのがまあ妄もう想そう的てきに最良の選択ではあるにしても、さすがにそういうわけにはいかない。なので次点として、このははこの穏おだやかな時間を利用して思う存分日向ぼっこをすることにしたのである。

（あー……ぽかぽかー……）

　しかしそれはいつもの日向ぼっこではなかった。たまにやる──あるいは、たまにしかやらない──ことだが。

　全裸日向ぼっこだった。

　少なくともこのはの感覚的には。

（たまには……やっぱり、こうして日ひ干ぼししないと、ですねぇ……）

　縁側に横たわる黒い鞘さや刃ばの日本刀が、ほふー、と吐と息いきを漏もらす。身体からだに溜たまった湿気やら何やらが日光によって完全に浄化されていくイメージ。ふふふ、さらば。カビやサビなどにこの身を明あけ渡すことは未み来らい永えい劫ごうないのだ。諦あきらめるがよいー。

　あまりに気持ちよくて眠くなってきた。うとうと、とこのはは感覚の瞳ひとみを細める。どうしよう、寝ちゃおうかな。でもお客さんが来たらどうしよう。そのときはめんどくさいし居い留る守すかな。そう言えばさっきお洗濯してたときにトランクみたいな荷物が来てたけど何だろう。レアな相手からの着払い。寝入りばなの彼を起こすのも忍びないのでとりあえず放置しておいたが、後で忘れずに相そう談だんしておかないと……眠……ふわぁ。

　身体を撫なでる風。普段ふだんは露あらわになっていない部分を爽そう快かいさが包む。穏やかな日の熱ねつがそこに移り込む。ぽかぽか。じんじん。どこか背徳的な解放感があった。ああ、本当に、人の姿でも全裸で砂浜に寝転んだらきっとこんな感覚を味わうのだろう。とても、気持ちいい。

　快楽的な夢うつつ。楽園的な半はん覚かく醒せい状態。このははあえて意い識しきの瞼まぶたを開くことなく、その曖あい昧まいなぬるま湯の宇宙をぷかぷかと漂ただよう。いろいろなことを考えたような気もしたし、何も考えていなかったような気もした。時間の感覚が消える。思考と夢の区別が消える。現実と思考の区別が消える。

（うひゅ……むーん……はりゅあきくん……うふふふ。お日ひ様さまぽかぽか、春亮くんも、ぎゅっとして、ぽかぽか……）

　何やらとても幸せな夢を見ていたような気分。その気分を意い識しきしたということは、僅わずかに意識が覚かく醒せいに寄ったということだ。ふと人の気配けはいに気付き、ぼんやりと視覚を向けると、

「あれ……？」

「おはよう、このは。起こして悪かったな」

　春はる亮あきが同じ縁えん側がわのすぐ隣となりに座っていた。いつもの笑顔えがお。いつもの優やさしい声。いつもの学校の制服──なのに、少しだけ違和感がある。はて？

　頭に残る寝ぼけた感覚を振り払おうとしていると、春亮がそっとこのはの身体からだを持ち上げた。

「あ、春亮くん……？」

「日向ひなたぼっこしてたんだろ。拭ふいてあげるよ」

　敷しき布ぶ団とんのように、このはは柔らかい手ぬぐいを自分の下に敷いていた。春亮はその手ぬぐいを持ち上げ、片手で持ったこのはの身体をそっと拭き始める。こんな、こんなことをされるのは……なんというか、久しぶりのような気がする。

「あ、その、春亮くん」

「いいから任せとけって。優やさしくするからさ」

「は……は、はい……じゃあ、その。お願ねがい、します……」

　恥はずかしかったが、せっかく彼がやってくれるというのだ。断ることはできなかった。また頭がぽーっとしてきて、夢うつつの状態に意識が引き戻される。どうなっているんだろう。予想外の幸運だ。これは夢の続きか？

　集中。自分の身体の上を、手ぬぐいを持った彼の手が優しく這はい回る。曲きよく線せんをなぞる。硬さを確たしかめるように指でつつかれる。吐と息いきが吹ふきかけられる。刀身が指の輪わでしごかれる。悪戯いたずらっぽく指先で弾はじかれる。

　それは、くすぐったくて、恥ずかしくて、刺し激げき的てきで、むず痒がゆくて、とてもとても──

　気持ちよくて──

「あ、は、くぅんっ……は、春亮、くん、その、もう少し……」

「もう少し強くしたほうがいい？」

　意地悪な声と同時、くい、とどこかがどうにかされて。

　身体にぴりりと不快ではない電流が走って。

「ひ、あああっ？　ぎ、逆です、もう少し、優しく、ね、優しく、おねがい、しますっ……」

「はは、了解。このはって、敏感なんだな……」

「び、敏感、なんて、そんな。普通、普通ですよ」

「そうか？　ああ、そう言えばさ、前から聞いてみたかったことがあるんだけど」

「ふぁい……な、なんでしゅ、か……？」

「この姿のときってさ……どこがどこにはっきり対応してる、とかあるの？　たとえばさ──胸とか。このはのあの胸は、この姿だと、どこなんだ？　丸くなってる、ここかな？」

「ひ、ひゃああっ？」

　予想外の台詞せりふ。さらに頭が混乱する台詞。そして──もう布越しではなく、汚れを拭ふくわけでもなく、ただ純粋に、彼の素す手でが自分の身体からだをまさぐった。絶妙の力加減で。強くもなく弱くもなく、ただ快楽的な刺し激げきが生まれる力加減で。

　ああ、たしかにそこは胸です。おっぱい的な感覚が生まれる場所です。だから、そんな、しつこく掌てのひらでこねくり回すみたいにしちゃ駄だ目めです。指先で叩たたくようにするのも駄目です──と口を開こうとしたが、身体を走る刺激の奔ほん流りゆうが言語中ちゆう枢すうを軽く麻ま痺ひさせている。しかもそれだけでは終わらず、次の瞬しゆん間かんには、

「あれ。じゃあお尻しりはどこなんだろ。ここか？　どう、このは？」

「は、あ、ああっ？　そ、そこは、そこはぁっ……!?　あっ、あっ、あんっ！」

　新たな部位から電流が発生。彼の指が指が指があそこに。敏感なところに。自分はビクンビクンしているのではないのか。甘あま嚙がみするように爪つめを立てられておかしな声。痛いでも気持ちいい。気持ちよくていいのか。何が起こっている？　彼はどうしてこんなことをしている？　とっても気持ちいいけど、興こう奮ふんしすぎて何が何だかわからないけど、でも、でも！

　彼がくすりと笑う音が聞こえた。とても近くから。

「へえ……このはって、ここが一番、敏感みたいだな。とっても素敵すてきな声が聞こえてるよ。興奮する。もっと聞きたいよ。だからさ、次は、指じゃなくて──」

　また新たな、別種の刺激の予感。温かい風のような何か。違う。これは息だ。彼の吐と息いきだ。ああ、つまり、彼は口をこの自分の身体に近付けていて、この敏感な場所に舌を伸ばして、な、舐なめ、舐めようと──!?

「ひ、ひゃーわーわー♪　そこは、そこは、そこはダメぇぇぇぇええっ!?」

　そのとき、回路のどこがどう繫つながったか、ぴーん、と一本の線せんが脳内に走る。理性と思考を繫ぐ直通ライン。パニックの針が振り切れすぎて一周して元に戻ったのかもしれない。寝起きと混乱と快感のせいで夢うつつだった意い識しきが一気に覚かく醒せいし、ハッと大事な一言を伝えてくる。

　──これは、絶対に、何かが、おかしい！

　気付けば全身に違和感が満ちていた。

　このはは自分の身体を揺ゆらして彼の手から脱し、空中で人の姿になって中庭に着地。依然としてのほほん顔で縁えん側がわに座っている彼に向けて手しゆ刀とうを構えた。

「あなた──誰だれです！」

「何言ってるんだよ。俺おれは俺だって」

　顔も声も春はる亮あきだ。だが違う、とこのはは確かく信しんしていた。

　不覚すぎる。大失態だ。屈辱だ。猛もう省せいしなくては。いくら寝ぼけていたとはいえ、今まで気付かなかったとは信じられない。彼は自分の所有者ではない。夜や知ち春亮ではない。似ているが、その姿を持ってはいるが、別の何かだ。

「正直に答えなさい。あなたは、いったい──」

「だから正直に言ってるんだけどさ。うーんと……ていうか、それより、いいの？」

「何がですか」

　油ゆ断だんなく手しゆ刀とうを構えたまま、瞳ひとみを細めて言う。だがその圧力などどこ吹ふく風で、彼はにこりと笑った。

「あのさ──ガッツリ戦せん闘とう態勢なのはいいけど、そのせいで丸見えだぞ。上も下も。いや、本当にこのはっていいおっぱいしてるよな。柔らかそうで、こっちの手とかが埋もれちゃいそうでさ。たまんないよ。あ、ひょっとして誘さそってるのか？　だったら全然オッケーだよ。そのままさっきの続きを──」

「ひ、ふ、ふしだらなーっ!?」

　あれは違う違うと自分に言い聞かせてはいたが、やはり完全に春はる亮あきと同じ顔と声でそんなことを言われるのはダメージが大きかった。ぐあーん、と脳のう味み噌そをハンマーで叩たたかれたような衝しよう撃げき。頰ほおにかっと血が集まる。相手の視し線せんが気になってたまらなくなる。反射的に手で胸と股こ間かんを隠かくして、何か着るものはないかと周囲を見回して、あそこに干ほしてる生乾きの洗せん濯たく物もの、とりあえずあれでどうにかするしかないと──

「……はっ!?　しまった！」

　ふと気付く。そうやって彼から目を離はなしたほんの一いつ瞬しゆんの間に、彼の姿は──ここに至って断言するに、ニセ春亮の姿は縁えん側がわから消えてしまっていた。

　物干し竿ざおから生乾きのシーツを引ひっ摑つかみ、それをとりあえず身体からだに巻いて走る。一瞬だけ玄関のほうで気配けはいを感じたが、このはがそこに辿たどり着いたときには既すでにニセ春亮の姿はどこにもなかった。おそらく外に出ていってしまったのだろう。

「いったい、あれは……何なんですか。わけがわからな……」

　瞳を細めて呟つぶやいていたとき、このはの視界に一つのものが映る。何か関係がありそうなもの。あからさまに不ふ審しんなもの。

　さっき届いて、この玄関に放置しておいたトランクが──開いていた。内側から強引な力が加えられたかのように、金属製の留とめ金がねが外れて足元に転がっている。そして、ぱくんと開いたトランクの中は空からだ。何も入ってはいない。

「……」

　このはは素早すばやく自室に戻り、携帯で電話をかけた。事情を最も知っていそうな人間へと。呼び出し音は長く続き、やがて根負けしたように通話が開く。

『……何よ。一応言っておくけど、私は補習で学校にいるの。今はたまたま休み時間なだけ。つまらない用事ならすぐに切──』

「白しら穂ほさん。あなたが送ってきたトランクの中身は何ですか？」

　時間が勿もつ体たいない。単刀直入に言うと、ぐっ、と息を吞のむような音が聞こえた。ややあって、

『何か、あったの、かしら？』

「あったなんてものじゃないですね」

　さっき起こったことを説明する。ニセ春はる亮あきの出現。姿形は本物そっくりだったが、行動や態度は本人とは多少違っていたこと。

『へえ。そ、そう……』

「何か知っていますね？　あからさまに不ふ審しんな声ですけど」

　冷えた声で言うと、観かん念ねんしたのか、彼女は嘆息を交えて喋しやべり始めた。

『別に隠かくすつもりはなかったわ。貴女あなた達はプロなんだから、私が何もしなくても特に問題なく処理するだろうと思っていただけよ……今いま更さらの言いい訳わけだけど』

　そして彼女は続ける。事の発ほつ端たん。彼女の家の骨こつ董とう店てんを訪れた客。その男が持ってきたデッサン人形のようなもの。カマをかけると慌あわてて逃げ出したこと。呪のろわれた道具だと判断して夜や知ち家けに送りつけたこと。

「で──そのデッサン人形って何なんです？」

『相手は愚かだったわ。買い取り用紙の電話番号が普通に通じたという意味だけど。で、あの男から話を聞いた限り、あれは……そうね』

　おほん、と咳せき払ばらい。努めて冷静を装よそおった声で、白しら穂ほは言った。

『どうやら、誰だれかが《ある人物》の《ある行動》を頭に思い浮かべながら鼻のボタンを押すと、《その行動》を目的とする《その人物》に変身してしまう──という呪のろいの人形らしいわね。ちなみに今思い返すと、あれをトランクに入れたとき、私が何かの拍子に鼻を押してしまった可能性は……ええと、まあ、ゼロではない、ような気がしなくもないわ』

「な、なんですって？　聞きますけど、そのとき白穂さんが考えていたのは!?」

『い、いつも通りよ。特に珍しくもないことだわ。状況的に、そっちの家に送ることを考えてたときだったから……だから、その。あの変態男が変態的な行為をするところ……ふ、フツーでしょ？』

　このはの頭に衝しよう撃げきが走る。

　彼女の言うことが本当だとすると。

　人形が変じるのは《白穂の考えるような変態行為をする春亮》……それはまさしく、この自分の身体からだを弄いじり回した挙句、全裸のこちらを見ても動じることなく、むしろ嬉うれしそうにしていたさっきのニセ春亮ではないか！

　フツーどころではない。このはが思うに、元々、春亮について白穂はいいイメージを抱いていない。サヴェレンティに対していつセクハラをしてもおかしくない、というように、春亮を言葉通りの変態男として四六時中警けい戒かいしている感じなのだ。そんな白穂フィルターを通して変態化（！）された春亮……それは、どんなふしだらなことをしでかしてもおかしくない、もはや一体の魔ま物ものだ。戦せん慄りつする。

「ぜ、絶対に止めなくては！」

『追加情報よ。あの男から聞く限り、元の人形に戻るパターンは三つあるらしいわ。一つは起動時にインプットされた行動を明めい確かくに果たすこと。今は──あれが思うまま、これ以上なく変態行為を果たせば、ということになるのかしらね。何十人、あるいは何百人にセクハラすればいいのかは知らないけれど』

「……そんなの許すわけにはいきません。条件も曖あい昧まいですし、それを待つのは愚ぐの骨頂です」

『もう一つは純粋な時間経過。約四十八時間が経過するとあれは元の人形に戻る──一応言うけど、私が起動させたのは昨日きのうの夕方よ。あと、その間に新しく鼻の頭の変身起動スイッチが押されれば新しい変身が起こって条件が上書きされる……と』

「このまま何もしなくても、あと丸一日くらいはかかりますね。しかも、もしその間に他ほかの人に再起動させられたとしたら、そこからさらに何が起こるかわからない状況になる──さっきのと同じく、被害が広がるだけでしょう。現実的ではありません。残る一つは？」

『強制リセットスイッチがあるそうよ』

「それですよ！　そういうわかりやすい解決策を待ってました！」

　ぐっと拳こぶしを握り、電話越しに前のめりになって言った。このまま打つ手がなくなり、最終的に《力ずくで破は壊かい》みたいなことになるのが考えうる限り最悪のパターンだった。彼の姿形をしているものをこの手で壊こわすなんて勘弁してほしい。

「で、そのスイッチはどこに？」

『身体からだのどこか』

「……」

『わ、私はちゃんと聞き出す努力をしたわよ。悪いのはあの男。怯おびえてたのか何なのか知らないけど、電話口でやたらもごもごしててすんなり喋しやべらなかったから、苛いら々いらして《さっさと言いなさい。でないと今家の前にいるから火をつけるわよ》って脅おどしたら電話が切れて──」

　そりゃまあ逃げますよねぇ、とこのはは呆あきれを込めて嘆息する。それに気付いているのかいないのか、白しら穂ほはさらに悪びれる様よう子すもなく言葉を続けた。

『そのときにはまだ何も起こってなかったから、何が何でも知りたい情報でもなかったし。それっきり連絡はしてないわ。だからスイッチの詳しい場所はわからない』

「はぁ……しょうがないですね。じゃあ自力でなんとか見つけ出すしかないというわけですか。わかりやすい場所にあればいいんですけど」

『どんな形してるかとかもわからないけれどね。鼻の起動スイッチみたいに《部位を押す》ということかもしれない』

「言われてみれば……でもまあ、まがりなりにもスイッチなんですから手触りとか手て応ごたえとかでなんとかわかるでしょう。どうせアレを拘こう束そくしてから調しらべるという形になりそうですし」

『気が向けばもう一度あの客に電話してあげなくもないわ。出るかどうかは知らないけど』

「期待しないで待ってますよ」

　何にしても、破は壊かいする以外の手が見つかったのはよかった。しかし手当たり次第にリセットスイッチを探してみるにしろ、白しら穂ほの電話が奇跡的に通じてスイッチの場所を教えてもらえるにしろ、やはり相手の身体からだの自由はそれ以前に奪うばっておく必要がある。放置しておいても被害は増えるばかりだし、一刻も早くあのニセ春はる亮あきを捕まえねばならない。

「で、ニセ春亮くんはどこかに行ってしまったんですけど。行き先に心当たりはないですか」

『最初の方向性に縛しばられるはずだから、どこかに変態的行為をしにいったのは間違いないと思うわ』

　そこでこのははふと思い出した。彼が学校の制服を着ていたことを。それを話すと、

『ある程度は衣服も作り出せるみたいね。私が起動させたとき、変態男が変態男らしく学校で変態行為をするシーンも……まあ、まったく考えなかったとは言えないわ。そのせいかしら』

「た、大変じゃないですかー！」

　思うままふしだら行為をすることが目的のニセ春亮が学校に向かっている。放っておけば何が起こるか。それは、被害に遭あう女子だけでなく──本物の春亮の未来にも影えい響きようのあることだ。

　このはは携帯を耳に当てたまま、慌あわてて制服を着込み始める。止めるためには自分も学校に行かなくてはならない。

『今思い出した情報をさらに追加するけど。どうやらアレ、暗殺用に使われてたこともあるらしいわ。つまり、アレは何があろうと、どんな邪じや魔まが入ろうと、全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって指令を《やり遂とげる》性質を持っているはずよ』

「聞きたくありませんでしたそんな情報！　ああもう、こんな日に補習なんて……フィアさんも行ってるっていうのに！」

『私もいるんだけど』

「ええ、白穂さんも気をつけてください、わたしもすぐ向かいますから！」

『もしものときに舌を嚙かんで死ぬ用意はもうできているわ。安心して急ぐことね』

　彼女らしい、迂う遠えんに助けを求めるメッセージ。それを最後に通話は切れた。

　このはは制服を着ると自室を飛び出す。部へ屋やで寝ている本物の春亮のことがふと頭をよぎったが──起こさないほうがいいだろう。事情を知れば確かく実じつになんとかしようとするだろうが、仮に学校で春亮が二人ふたりいるのを誰だれかに見られたら厄やつ介かいなことになる。

　このはは居い間まに「出掛けてきます。お留る守す番ばんをよろしくお願ねがいします」という置き手紙を残し、それから家を飛び出して全力で学校に向かって走り始めた。
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　学校の校門付近。

　校舎の昇降口に至るまでの道を、メイド服の少女──サヴェレンティが鼻歌を歌いながら掃き掃除している。日にち曜よう日びだったが、恋人が補習で学校に来ているためにあえて休日出しゆつ勤きんさせてもらっていたのだった。

　正式には理事長の秘書補佐見習いという肩書であっても、こうした用務員的仕事も通常業ぎよう務むの一つ。もう慣なれたものだ──ドジな失敗も、たまにしか、しない。

「ふんふふーん♪　ふっふふーん♪」

　調ちよう子しよく箒ほうきの音をサッサカ奏かなでていたとき、彼女はふと一人ひとりの生徒が校門を潜くぐってきたことに気付く。もう補習は始まっている時間だし、部活にしても遅いし、それ以外の普通の生徒は日曜なのでそもそも学校には来ない。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな時間に一人で登校してくるなんておかしいな、と視し線せんを向けると、

「おっ、春はる亮あきくんだっ。おはよーっ！」

　ぶんぶんと手を振って元気に挨あい拶さつ。彼も軽く手を上げ、にこやかな笑顔えがおを浮かべてまっすぐこちらに向けて歩いてきた。

「おはよう、サヴェレンティ。今日きようも可愛かわいいな」

「へ？　へ？　あ、あははー、ありがとっ！　いきなりボクの意表をつく挨拶とは……やるね！　さては退屈な日曜日をちょっとしたサプライズで彩いろどろうっていう粋いきな演出だね!?　お世せ辞じでも嬉うれしいよっ」

　ストレートな台詞せりふにサヴェレンティは少しだけ困こん惑わくする。ふんわりした違和感が頭の裏側に漂ただよってきた気もしたが、照てれ隠かくしに頭を搔かいているうちにすぐ消えていった。目の前の春亮はいつもの笑顔だし、いつもの声だし、何もおかしいことはない──はずだ。

　しかし歩いてきた春亮は足を止め、じっとサヴェレンティを見つめて続けた。

「お世辞じゃないよ。サヴェレンティはいつも可愛い。本当だよ」

「ひょっ？」

「実はさ、前からその可愛さの秘密はなんだろうって考えてたんだ。そうだ、今、ちょっといいかな？　確たしかめたいことがあるんだけど」

「確かめたいこと？　って、およよよ？」

　首を傾かしげていると、くすりと笑った春亮がそっとこちらの手首を摑つかんできた。そしていささか強引に引っ張られ、学校を囲む塀へいの傍そばまで連れていかれる。背中にはその塀、前と横には背の高い植え込みや観かん葉よう樹じゆがあって、外部の視し線せんからは完全に遮しや断だんされた空間だった。

　間合い近く、春亮はサヴェレンティを見下ろしている。サヴェレンティは何かがおかしいなと思いながらも、彼の瞳ひとみを見つめ返した。

「あのさ、春亮くん。どうしてこんなところに──」

「いや、ごめんな。確たしかめたいっていうのは……ちょっと、その。お前の胸のことなんだけど」

「む、胸？　ボクの？」

　いつもと同じメイド服なのに。いつも彼にも見られているのに。その視し線せんがとても気になった。谷間をじーっと観かん察さつされているような気がした。けれど、自分も彼も普段ふだん通りなのに、変に意い識しきして今いま更さら隠かくすのも失礼だろう。もじもじとサヴェレンティは首を縮ちぢめて身体からだを揺ゆらすしかなかった。そうして震ふるえる胸の様よう子すをまた春はる亮あきが凝ぎよう視ししている気がした。

「お前さ……サイズ、変えられるだろ？」

「う、うん。ボク、そういう造つくり、だからね」

「いつもはだいたい一いつ緒しよのサイズだよな。具体的に何センチとかって決めてたりするのか？」

「いやまあ、具体的にはテキトーだけど……学校とかで、事情を知らない人達にヘンに思われたら困るから、だいたい毎日同じぐらいにはしてるよ？」

「そう、それだよ。俺おれが確たしかめたいのは」

　ずい、と一歩春亮が足を踏み出した。真剣な目で。その迫力に気け圧おされ、サヴェレンティは一歩下がる。とん、と背中に塀へいの感触。持ったままだった箒ほうきを無む意い識しきのうちに握にぎり締しめていた。

　そして春亮は、真ま面じ目めな顔で──本当に、探究者のような気配けはいで続けた。

「さっきも言ったけど、お前は可愛かわいい。でもさ、本当にお前にピッタリのサイズってのがあるんじゃないかって思うんだ。もっともっと、最高にお前が光り輝かがやく組み合わせがあるんじゃないかと思うんだ。今より大きくすればいいのか小さくすればいいのかはわかんないけど」

「ほへ？」

「あ、そうだ……それと、形もだ。形もいろいろ変えられたりするんじゃないのか？　釣つり鐘がね型がたとかおわん型とかさ。その組み合わせも含めるととんでもない数になるな。でも、俺、どうしても気になるんだ。どうしてもお前の最高の姿を確かめたいんだ。だからさ、お願ねがいだ、確かめさせてくれよ。手伝てつだうから。俺に出来ることは、なんでも手伝うから──」

　さらにずずい、と春亮が近付いてきた。じっとこちらの胸を見ながら。メイド服からはみ出ている谷間をガン見しながら。両手を何かの準備運動のようにわきわきと動かしながら。

　サヴェレンティは、びたーん！　と背後の塀に貼はりつくようになって、

「ちょっと待って、ちょーっと待ってー！」

「嫌いや、なのか？」

「い、嫌っていうかさ──」

「いつかデートしたときとか、触らせてくれたじゃないか。揉もむ？　とか聞いてきたり」

「あれは、その……事故みたいなものだったし、ちょっとだけだったし。と、とにかく今とは違うよ！　今は、なんかこう、春亮くんから伝わるガッツリ感がさ！　それにその──ボクは、そう、やっぱり白しら穂ほの恋人だし！　怒られちゃうし！」

「二人ふたりだけの秘密にしてれば……大丈夫さ」

　優やさしい声こわ音ねで言って、さらに一歩。なんと怖いもの知らずな。しかし、逆説的に言えば、それほどまでに本気だということだ。身体の芯しんがどくんと熱あつくなるのをサヴェレンティは感じる。そんなに、春はる亮あきくんはそんなに、本気で、ボクのお胸を──

　いやいやいや！

「ていうか、そう！　ボクはお仕事中！　掃除がまだ途と中ちゆうだったから、遊んでるわけにはいかないの！　邪じや魔ましたら、めー、だよっ！」

　手に持っていた箒ほうきをぎゅっと握り、軽く春亮の前で振る。これを掃除以外の用よう途とで使いたくはないなー、と思っていたら、

「……そっか。そうだな、ごめん。わかった、胸の件は諦あきらめる。俺おれは別に用事があって学校来たわけじゃないから、お詫わびに掃除手伝てつだうよ」

　サヴェレンティはほっとした。やっぱり話せばわかるんだ。

「そ、そう？　だったらいいけど──」

「あ、でもごめん。掃除を手伝う代わりって言ったらアレなんだけどさ、別件でもう一個だけお願ねがい！　ちょっとだけ男モードになってくれないか？」

「……？」

　怪け訝げんに思ったが、さっきの胸の件とは相あい反はんするような、むしろえっちな方向性とは逆に行くような要求だ。ならば問題はないだろう。サヴェレンティは「ちょっと待ってね」と春亮に頷うなずいてから後ろを向き、自分の胸を揉もみしだいて刺し激げきを与えて凹へこませ、その体たい積せきをゼロにする。スカートの下も手早くアレヤコレヤして必要なものを必要な形に用意した。声はあまり変わらないが、あーあーと一応少年声の発声練習をしてから振り向く。

「はい、できたよ、春亮く──ひゃああああっ!?」

　完全に振り向くことはできなかった。その途と中ちゆうの隙すきをつき、背後からがっしりと春亮が抱きついてきたからだ。完全に包み込まれている肩。首筋に感じる吐と息いき。

「な、なに、なになになにーっ!?」

「よく考えてみたらさ──俺、あんまり、男のお前とは触れ合ってなかっただろ。だからさ、いろいろ確たしかめさせてもらおうと思って」

「た、確かめ、って……一いつ緒しよにおふろ、入ったよぉぉ……？」

「そうだっけ？　まあいいじゃないか、とにかく知りたいんだよ。ほら、お前のくるくる髪の感触とか、耳の反応とか、ほっぺの柔らかさとか……」

「ひ、ひゃうううンッ？」

　くせっ毛の髪が人差し指でくるんと搔かき上げられ、露あらわになった耳に息が吹ふきかけられ、ほっぺがつんつんされる。その間にも、春亮は残った片手にさらに力を込めて抱きしめてくる。いや、それは単に抱きしめているだけではなかった。

　メイド服のままサヴェレンティは男性体になった。だから当然、さっきまで谷間を作っていた脂肪の消失、布地を持ち上げていた膨ふくらみの消失により、胸部には大きな隙間が空あいていて──

　その、ぶかぶかになっていた布地のスペースの中に。

　春はる亮あきの、手が、すっぽりと。

「は、春亮くーん!?　そ、それ、まずくない？　なんだかまずくない？」

「全然。何言ってるんだ？　俺おれとお前は、今は同性なんだから……これは、ただの、スキンシップだよ。ただのおふざけで、ただの遊び。恋人を裏切るようなことには、ならないさ……」

「そ、そんなぁ……んッ……」

　さわさわ。さわさわ。平坦な胸がまさぐられている。何かを探すように。っは、とサヴェレンティは吐と息いきを漏もらす。頭がぼーっとしてきた。

「ちょ、だめ、そこは──!?」

「確たしかめるだけさ。これも、男同士のスキンシップ……でもまあ、ぶっちゃけて言えば、ちょっと揺ゆらいでるよ」

「……ふぇ？」

　軽く首を捻ひねって、すぐ横にある彼の顔を見る。彼は微かすかに息を荒げながら、至し近きん距きよ離りでこちらの目を見つめながら、言った。

「予想外に、興こう奮ふんしてる。だから、思っちゃうな……男同士でもいいかな、って」

「ひ、ひぇぇええ!?　そ、そーいう人もまあ、いないわけじゃなかったけど、やっぱりそういうのはぁぁ!?」

　サヴェレンティはぐーいと両手で彼の首筋あたりを押してその身体からだを跳はね退のけようとするが、なぜか彼を引ひき剝はがすことはできない。本気で力を入れているのに。普通の人間よりは自分は力が強いはずなのに。どうして。

　そうしている間に、彼がより一層体重をかけてきて。

　大きくはだけられていたこちらの首筋に、熱あつい吐息がかかって。

　それから、軽く開かれた彼の唇と、そこからちろりと伸ばされた舌が。

　さらなる粘膜と肉の触れ合いを求めて、こちらの肌に近付いてきて──




「は・あ・あああああああああああああああっっっっっっ！」




　世界が鳴動して割れるような、裂れつ帛ぱくの気合い。魂たましいの震ふるえる叫び。

　そして──ごいーん、という鈍にぶい音。

　いろいろなことがありすぎて、脳のうの処理量が追いつかない。パンクしている。視界がぐるぐると回っている。見えたものは、どれが夢でどれが真まことなのか。見み慣なれた恋人の姿。翻ひるがえるスカート。煌きらめく金属バット。吹ふっ飛ぶ春亮──そのときも両手でサヴェレンティは彼の身体を押し続けていたので、一いつ瞬しゆん、勢い余って彼の鼻の頭を押してしまったような気がした。その間にもぐるぐる、視界と意い識しきは回り続けている。とりとめのない混乱の思考が漏もれ続けている。

（あわわうわわわはわわわどうなってるんだろ春はる亮あきくんボク全然わかんないけどそれは大変だよお仕事しなくちゃこないだの銭せん湯とうのときとかもひょっとしてそんな目で、というか本当にそうだったらよく考えると銭湯ってとんでもないことになっちゃうんじゃないのかな男の人って基本身体からだ隠かくさないしむしろ鍛きたえてる人ほど見せびらかす感じだしそれはつまり女湯に入ったらおっぱいの大きな人ほどそれをグイグイ見せつけてくるみたいな状況と同じなわけで、だからたとえばもし春亮くんが鍛えられた筋肉に凄すごい興きよう味みがあったりしたらもはや完全に男湯は見渡す限りのパラダイスで興こう奮ふんしまくりでうわわ目が回るよぐるぐるぐる──）

　乗り物に酔ったような感覚。ふっと自分の足から力が抜けるのがわかって。

　そうしてサヴェレンティの意い識しきは暗転した。




「サヴェレンティ！　ちょっと、サヴェレンティ、しっかりしてー！」

「きゅう……」

　頭の上にピヨピヨと星を回転させているような様よう子すでぐったりしているサヴェレンティを助け起こし、白しら穂ほは懸けん命めいに声をかける。だがやはりサヴェレンティはあまりのショックに半分気絶しているような前後不覚状態だ。

「今、なにか凄すごい音が……あっ！　しまった、遅かったですか！」

　がさがさと植え込みを搔かきわける音がして、背後からこのはが現れる。ようやくのご登場ね、と白穂は鼻を鳴らし、

「まったくだわ。もう少しで取り返しのつかないことになるところだったわよ──既すでに絶対に許せない領域に足を踏み入れてるけど！　この世界の歴史教科書全すべてに載のせるべき歴史的変態行為よ、ありとあらゆる生物の良心を以もつて断罪すべき性の戦争犯罪だわ！」

「ええと、詳しくはわかりませんが……その、サヴェレンティさんがそうなってるってことは……御ご愁しゆう傷しよう様さまです。男の子モードなのが気になりますけど、深くは追及しないでおきましょう。わたしの精神衛えい生せいにもよくないような気がしますし」

「それがいいと思うわ。というか本体は……」

　そこで周囲に視し線せんを巡めぐらせ、嘆息。

「……思い切りやったのに、どうやら取り逃がしたようね」

「それで、思い切り、ですか」

　何やらジト目的なものが届いてきた。白穂は右手に持っていた金属バットを持ち上げ、

「ええ。思い切り。全力疾しつ走そうで助走をつけた挙あげ句くにフルスイングで後頭部をジャストミートしたけど意外に頑がん丈じようだったわ。サヴェレンティを助け起こしてる間にどっか行っちゃったのね」

「もし本物だったらどうなるのか、っていうのを少しぐらい考えました……？」

「そう言えば全然考えなかったわ」

　たらりと脂あぶら汗あせを流したまま、「んん～？」というような愛あい想そ笑わらい的表情で固まっているこのは。

　何かおかしな返事だっただろうかと思いながら、白しら穂ほは平然と、

「仮に本物だったとしても、サヴェレンティに許しがたい歴史的変態行為をしてた事実が変わるわけでもないし。つまりはそれを見た私がすべきことも結局変わらないわ。どのみち同じことをするだけだもの、別にいいじゃない」

「白穂さんには、もーちょっとこう、人道的な命の大切さみたいなものを頭の片かた隅すみに残しておいてもらいたいんですけど……」

「却下ね。害虫の命まで大切に考えるヒューマニストなんて聞いたことがないわ──それに、これでとりあえず後頭部にはリセットスイッチがないってわかったのよ。一歩前進したんだからむしろ感かん謝しやしてほしいわね」

「はあ……」

　そんなことよりも、と白穂はあの偽にせ者ものが逃げていったと思おぼしき方向に視し線せんを向けつつ、

「確たしかにアレ、見た目からは全然見分けがつかないほどにあの変態男そっくりになってるわね。急いで追ったほうがいいと思うけど」

「そろそろ補習が終わってもおかしくない時間ですよね。出歩く生徒が多くなるとそれだけで危険度が──ところで白穂さんの補習は？」

「サヴェレンティの貞てい操そうを守ることよりも大事な事象がこの世にあると思うの？」

「……再補習、頑がん張ばってくださいね。で、これからすべきは──相手の行動を予想してみると、白穂さんの想像で生まれたわけですから、きっと白穂さんが想像するような相手に優ゆう先せん的てきにセクハラしにいくでしょう。つまりまずはフィアさんを捜さがすべきでしょうね」

「任せるわ。私はサヴェレンティが復活するまで見てなくちゃいけないから」

　その答えは予想していたのか、特に文句も言わず「では気をつけてくださいね」とこのはは校舎のほうに向かっていった。

　白穂は相変わらず目を回しているサヴェレンティの頭を膝ひざに乗せ、その髪を優やさしく指で梳すき始め──そこで唐とう突とつに思い出した。

　ちらりとこのはが消えた方角を見やる。一つ言い忘れていたことがあったのだが……今いま更さら仕方ないだろう。なんとなくそんな気がする、というだけだし。

（サヴェレンティがさっき鼻の頭を押してたかも、だからひょっとしたら行動パターンがちょっと変わっているかも、ってことなんだけど……まあ、確かく証しようはないし。わざわざ電話して知らせるようなことでもないわよね、きっと）
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「ふいー、終わったあ……」

　こきこき、とフィアは教室の椅い子すに座ったまま首を回した。まさかまた補習を受ける羽は目めになるとは思わなかった。しかし自じ業ごう自じ得とくではある──前回のテストはちょっと油ゆ断だんしすぎてしまったのだ。その油断のせいでせっかくの日にち曜よう日びの半分が水泡に帰した。次のテストこそは頑がん張ばらねば。

　がちゃがちゃと机の上の筆記用具を片付けていると、ふと教室のドアが開く。何気なく見たところ、そこにいたのは予想外の人物。

「キリカではないか。どうした、お前は補習とかではなかっただろ？」

　優ゆう等とう生せいの錐きり霞かが赤点を取っているわけがない。勿もち論ろん部活もやっていない。そんな彼女が、なぜ普段ふだん通どおり制服を着て鞄かばんを持ってこの日曜日の学校に来ているのか。

　自分の席に歩み寄りながら、錐霞は少しばかり照れたように苦笑して、

「馬ば鹿かげたミスだが、明日あした提出の宿題プリントを机に忘れていてね。昨夜ゆうべやろうとして気付いたんだ。明日の朝に学校で済ませようかとも思ったが、簡かん単たんに終わる量でもなかったような気がしたし──だから取りにきた、というわけだよ」

「なーんだ。そんなことなら、私にめーるの一丁でもくれればよかったのに。帰りにでもお前の家に届けたのだが」

「補習のある日だと気付いたのも学校に来てからなんだ。この教室が補習用に使われているとも知らなくて、終わるまで待つ羽は目めになったよ」

「ぬっふっふ、キリカらしからぬうっかりミスだな」

　まったくだ、と笑いながら錐霞は自分の机からプリントを取り出し、クリアファイルに挟はさんで鞄に入れた。

「さて。私の用事は済んだし、フィアくんの補習ももう終わりだろう？　一いつ緒しよに帰ろうか」

「望むところだ！　だが今までの補習のエネルギー消費が激はげしくてだな、喉のどが渇いておるのだ……学食の自じ販はん機きでジュースでも買って一服してから帰らんか？」

「勿もち論ろん、構わないよ。ところで今日きようの補習に他ほかに知り合いは？」

　うーんと、とフィアは天てん井じようを見上げて思い出す。

「シラホは……途と中ちゆうまではおったのだが、さっきの休み時間にどっか行ってしまったな。最後の古文の補習も間違いなく受けることになっておったはずなのに、とうとう戻ってこんかった。勇気あるサボリだ。他には──」

　視し線せんを動かして、ちらりと教室のドアを見る。錐霞が来る一いつ瞬しゆん前まえにフラリと教室を出ていった一人ひとりの少女の背中を思い出しながら、

「あいつがおったぞ。納なつ得とくできると言えば納得できるが、不ふ思し議ぎと言えばそれ以上に不思議だ。組そ織しき的てきには補習とか受けてもよいものなのだろうか」

「ああ、あの女か……未知を求めるからといって学校のテストで点が取れるとは限らないからな。ふん、その未知の追及がいかに無価値でくだらない概がい念ねんかがまた一つ証明されたようだ。馬鹿げている」

　いつものことだが、それは錐きり霞かにとってあまり楽しい話題ではない。意図的にフィアは声を明るくして椅い子すから腰を上げた。

「よーし、準備完了！　さあ行こうキリカ、補習のあとのジュースはきっと格別だ！」

「ふふ、忘れ物のせいで無む駄だに登校したあとのジュースもな」

　そしてフィアは錐霞と一いつ緒しよに教室を出ていく。補習で潰つぶしてしまったぶん、せめて残りの日にち曜よう日びの時間はいつも以上に楽しまねばな、と思いながら。




　……勿もち論ろんのこと。

　補習中なので携帯の電源を切っていたフィアは、このはが電話の繫つながらないことに苛いら立だっているということなど考えもせず。

　たまたま忘れ物を取りに学校に来ただけの錐霞は、このはが「日曜だから上うえ野のさんが学校にいるわけないですよね」と連絡を諦あきらめたことなど気付きもせず。

　だから廊下を歩く二人ふたりは、ただ、笑い合うだけだった。

　現時点で起こっている事態を。

　そして、これから起きようとしている事態を、知ることもないまま──
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「突然だけど、お前っていい筋肉してるよな。すっごく──いいよ」

「我わが返答・褒ほめられて悪い気はしませんという反応。ですが、いささか不ふ審しんさが……」

「さすが戦士だよな。他ほかの奴やつらの贅ぜい肉にくとは違う。他の奴らがだらしない豚ぶただとすると、お前は百ひやく獣じゆうの王・ライオンだよ。狩人かりうどの中の狩人、荒ぶる自然の一番の理解者！　ああ、俺おれもお前みたいな筋肉が欲しいな……なあ、筋肉のつき方とか調しらべさせてもらっていい？」

「不審さが……あったような気もしますが、それはそれとして、未知を求める方向性は応援すべきです。全面的に協力したいので協力します」

　さすが戦士だとか狩人の中の狩人とかいう台詞せりふを聞いて何やら気分がぽやぽやしてきたような感じがしたもののきっとそれとはまったく関係なく論ろん理り的てきに彼に協力すべきという結論に至ったので、ン・イゾイーはこくこく頷うなずく。彼は嬉うれしそうに笑って、彼女の手を引いて階段裏のちょっとした空間に連れ込んだ。ここならば人目につかない。

「さて、筋肉のつき方を調べるには……やっぱり、触ったほうがいいよな」

「我が同意・そうかもしれません。ではどこから触りますか。おそらく一番足が発達しているものと推測しますが」

　こちらから言うと、彼は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたように目を開いたあと、にんまりと笑った。

「話が早くて助かるよ。ふふ、じゃあ、遠えん慮りよなく……」

「……っ」

　しゃがみ込んだ彼の指が、足首の腱けんに触れた。戦士の急所。もし悪意を持った人間が剃刀かみそりの一つでも走らせればすぐに戦士としての命運は尽きてしまうだろうが、信頼できる人間とそうでない人間の区別くらいはつくのだった。彼には害意はない。他ほかのどんな意図があるのかは──正直、筋肉調しらべと言われてもいまいちよくわからなかったが。

　彼の手は次第に脚あしに沿って上がっていく。ふくらはぎ。揉もまれる。硬いと思っているのか柔らかいと思っているのか気になった。理由は未知。さらに上がって膝ひざ裏うら。上下に擦こするように感覚を確たしかめている。

「へえ。意外と、柔らかいんだなぁ。触り心地ごこち、いいよ。いい筋肉だよ」

「そう、です、か。自分ではわからないという反応を、んっ、反応、します……」

　彼は中腰になり、さらに手を上へ。太ふと股ももへ。筋肉に満ちた太股へ。だからなのか、彼はそこを最も念入りに、時間をかけて重点的に撫なで擦さすった。指の腹で。掌てのひらで。揉むように。指先で摘つまむように。それらは両手を使って、左右の太股の全箇所を目標に、同時多発的に行われる。裏側が揉まれると同時に親指で表側が刺し激げきされる。

「ッ……は、あ、っ、ん……」

「どう？」

「どう、とは……？」

「気持ちよそうな声出てるし、マッサージ的な効果もあるんじゃないかなって」

「我わが返答……未知・です。これは、未知の、不ふ思し議ぎな、感覚……ふ、あ、ン」

「ふふ。顔はいつものクールなままなのに、我が慢まんして、声が出てて、身体からだだけがぴくぴくしてるの……すっごい、興こう奮ふんするな。自分でも自分の身体に何が起こってるのかわからない、って感じか。俺おれはずっとこうしていたいけど、一応聞いとこうかな──止やめる？」

　彼がこうしているのは未知の解明のためだ。自分がそれをしようというのに、他人にそれをさせまいというのはどうなのだろう。やはり協力すべきだ。自分にとっても、この不思議な気持ちよさを味わう──もとい、未知の感覚を追及するのはよいことなのだ。たぶんきっと。

「つ、続けて……続けて、くだ、さい」

「そう。嬉うれしいよ、ありがと。何かあったら、素直になっていいからさ……筋肉、太股、強い、強い、太股、太股筋っ！　いい！　いいぞ！」

　彼の手の動きがさらに激はげしくなった。徐々に徐々に、太ふと股ももからさらに彼の指が上がっていく。動きやすいように短くしている制服のスカートの中に入り込んだ。そして、太股から──太股の付け根に触れそうになって──

　慌あわてて止めた。

　さすがに止めた。

「そこ、には……筋肉は、ないのでは、と。判断、しま……すっ」

「──そうだな。じゃあ、今度は上半身の筋肉チェックだ」

　彼はそのやりとりを面おも白しろがるような声こわ音ねで言って、すっと立ち上がる。身体からだを寄せてきて、今度は首筋をつつっと手でなぞってきた。肩を触ってきた。人差し指を一本だけ立て、その肩から水滴を模すように落下させる。胸の曲きよく線せんに沿って人差し指が伝い落ちる──ここは男が気軽に触ってもいい場所だったか、この国の文化的にはどうだったか、あまりよくないような気もするが彼の態度が自然すぎるから違うのかもしれない。そんなことをぽわぽわ考えているうちに、彼の指はその膨ふくらみを通過してさらに下へ。

「そうだ。上半身の筋肉って言えば、ここだよな……」

　制服の下部。胸の下。ボタンを止めずに開あけている領域へ。

「んッ……」

　腹筋がなぞられる。ぴくりと身体と肺が反応してしまう未知。彼は興こう奮ふんと感動を抑おさえきれなくなったかのように上ずった声で、

「ああ……凄すごい、やっぱり筋肉凄いよ。お前の筋肉最高！　弾力があって、どんなハイテク樹じゆ脂しも敵かなわないような独特の反発力。なのに柔らかくて、どこまでも触っていたくなるような優やさしい心地ここち好よさがあって、まるで天使みたいだ！　エンジェルだ、エンジェルマッスル！　筋肉！　もっと動いてくれ、俺おれにお前の筋肉を感じさせてくれ！」

「あ、は、あ・あ!?」

　箍たがが外れたかのように、彼がン・イゾイーの腹筋を弄いじり回す。彼女は未知のこそばゆさにビクンビクンと背筋を震ふるわせる。肉に沿って走る指先。弾力を確たしかめる指の腹。

　だが、そこで一つのトラブルが起こった。

「もっと、もっと腹筋動かしてくれ！　ああ、ここか、ひょっとしてここ触ったらもっとビクンってするのか？　敏感そうだしな、するよな、してくれ、ほら──！」

「ふ、あ……はっ──!?」

　気配けはい。いけない。彼の指が触れようとしているそこは、そこだけは！

　はっと我われに返ったン・イゾイーの身体が反射的に動く。

　身を捻ひねって体たいを入れ替え、右みぎ膝ひざをぐんと胸の前まで持ち上げた戦せん闘とう態勢で彼の手をガード。その位置で膝を保持し、それ以上の相手の攻こう撃げきを許さない。

　いつのまにか荒くなっていた呼吸を必死に抑えつつ、しかしそれを悟られないように平静を保った声で、ン・イゾイーは言う。

「そ……そこには、臍へそには、みだりに触れてはならないのです、という制止で、制止します。臍は大地プーサガに気ラーマを至らせるとても重要な経路で、人体の中心点であり、だから、その、その──我わが部族では……その……」

「……？」

　こちらのいきなりの反応に驚おどろいたのか、彼は怪け訝げんな顔で瞬まばたきをしているだけだった。

　ふと我われに返ったせいで、今までの自分の態度が急に恥はずかしくなってきた。困こん惑わくする。混乱する。もう駄だ目めだ。未知の探究もひとまず止やめざるを得ない。それにしても恥ずかしい。

「つ、つまり！　ここは、大事なところなので、もう駄目なのです。我わが想起・前々からこの国の人々にも伝えたく思っていたというのは確たしかでしたという告白。この国の人々も──貴方あなたも、もっと臍へそを重要視し敬意を払い、最も大切に扱うべき人体の秘所だという認にん識しきを抱くべきなのです……」

　照てれ隠かくしのようにもごもごと言いながら、ン・イゾイーは持ち上げていた膝ひざはそのまま、さらにそこから足を伸ばして。

　その足の親指で、彼の鼻先をぴんと弾く。もうおしまい、というのを、多少の警けい句くの意味合いも込めてその足デコピンで伝えてみたのだった。

「では……そろそろ。失礼ながら失礼します」

　足デコピンの衝しよう撃げきで（そんなに強くしたつもりはないが）顔が跳はね上がったのか、彼は視し線せんを上に向けてぼんやりと動きを止めていた。

　しかしいつまた臍を触らせろ弄いじらせろと復活してくるかわからないので、ン・イゾイーは彼を置いて踵きびすを返し、階段裏の空間から脱出した。

　今までのことを思い返す。

　彼があんなにも筋肉に興きよう味みのある人物だとは思わなかった。そこは既き知ちになってよかったと思う。自分も気持ちよかっ──もとい、興味深い未知の感覚を味わえたし、太ふと股ももの筋肉くらいならまた触らせてやってもいいかもしれない。いくらでも、向こうの気の済むまで触ってもらっても構わない。けれど──

（やはり、臍は……まだ、早い、です）

　頰ほおに未知の熱ねつが籠こもる。発散させるべく、無表情にむにむにと自分の頰を揉もんだ。

　ああ、本当に、そこだけは簡かん単たんには触らせられない。

　もっとよく考えてからでないと。もっとよく話し合ってからでないと。

　──部族では、あそこは結婚相手以外に触らせてはいけないことになっているのだから。
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　料理のおばちゃん達が普段ふだんいる厨ちゆう房ぼうは日にち曜よう日びなので閉まっている。だがテーブルのある学食のホール自体は利用できるようになっていた。フィアが自じ販はん機きで買ったジュースをちびちび飲みながら錐きり霞かとダベっていると、

「大変だ、フィア！　いんちょーさん！」

「ん、夜や知ち？」

「なぜ学校におるのだ、お前も忘れ物か？」

　予想もしない展開。血相を変えた春はる亮あきが学食に走り込んできたのだ。春亮は肩で息をしながら、ひどく真剣な様よう子すでこちらの手を摑つかんで席から立ち上がらせる。

「そんなんじゃない、大変だ！　急ぐぞ、来い！」

「わ、わたた、引っ張るな!?　なんだ、なんなのだ!?」

「いんちょーさんも、さあ、ついてきてくれ！」

「よくわからんが……只ただ事ごとではなさそうだな。後で説明してもらうぞ」

　あまりに強引なので、とりあえず腕を引っ張られるままについていくしかなかった。

　そして辿たどり着いたのは校舎の敷しき地ち隅すみにある体育倉庫。午前中にどこかの部活が使っていたのか、鍵かぎは開いていた。

　カラーコーンやらボールの入った籠かごやらが雑然と仕し舞まわれているだけの、埃ほこり舞う空間。フィア達をそこに押し込んでから、春亮はがらがらと倉庫の引き戸を閉めた。わりと大きめの窓があるので明あかりには困らない。

「で、こんなとこに連れてきて何の用だ。補習も終わってのんびりしておったところだったのに……何か問題でも起こったのか？」

「問題か。そうだ、大問題だよ。二人ふたりにしてもらわなきゃいけないことがある」

「お前がそうまで言うとは、よっぽどのことなのだろうな……それは？」

　錐きり霞かが目を細めながら問うと、春亮は真剣な、真剣すぎるほどの表情で頷うなずいた。

　そして、こちらをじっと見み据すえながら、はっきりとした口く調ちようで──

「臍へそを……出すんだ。二人とも」

「は？」

　聞き違いかと思ったが、どうやらそうでもないらしい。春亮の表情はまったく変わらない。自分の知らない何かの日本語の隠いん語ご表現かと隣となりの錐霞を見ても、二つの怪け訝げんな顔が向きあうことにしかならなかった。

「おいハレンチ小僧め、なんでそんなことを言うのだ。お、おかしなことをするつもりなら呪のろうぞ！」

「そ、そうだ夜や知ち、理由を言え。いきなりそれは意味がわからないぞ、馬ば鹿かげて──」

「いいから、早く言うことを聞くんだ！　これは、本当に……大事なことなんだ……！」

　二人の文句にも気け圧おされることなく、むしろ春亮はさらに語調を強めて一歩を踏み出し、フィアと錐霞の肩にそれぞれ手を置いた。強い視し線せん。

　冗じよう談だんを言っているような様子は微み塵じんもなかった。そこにあるのは、ただひたすらな本気感とでも言うべきもの。ぼんやりと枯れているような普段ふだんの春亮は滅多めつたに見せない、純粋で力強い意志と欲求。そんな瞳ひとみに真正面から見つめられて、不覚にもどきりとしてしまう。

　突飛とつぴなことであるのは確たしかだ。だがこの春はる亮あきの様よう子すは真剣すぎる。冗談や酔すい狂きようで言っているレベルではない。ならば詳しくは説明できないような理由が何かあるのかもしれない──

　フィアはもう一度軽く錐きり霞かと顔を見合わせ、

「まぁ……よくわからんが、そこまで言うならな。臍へそくらい、今までにも風ふ呂ろ上あがりとかに何回も見られておるし」

「わ、私も、初めてではないから……その。し、仕方ないな。ここなら、誰だれかに見られるような心配もないし。ちょっとだけだぞ、本当に、臍だけを出せばいいんだな……？」

「ああ。それだけでいい」

　軽く口をへの字にしながら、フィアは制服の下側のボタンをぽちぽちと外して前を開あけた。丁度ン・イゾイーの制服姿と同じような感じになる。頰ほおを薄うすく紅こう潮ちようさせた錐霞も同じように制服の前を開けて、下に着ていたシャツを恥はずかしそうに腹の上まで捲めくっている──彼女の身体からだを包む黒革の衣い装しようがちらりと肌はだ色いろの中に見えていた。

「だ、出したぞ。これでよいのか!?」

「うう。意外に恥はずかしいぞ。こら、そんなに見るな夜や知ち、馬ば鹿かげている……くぅっ……」

「ああ。それでいい。二人ふたりとも、しばらくそのままだ」

　こちらに並んで制服を捲り上げさせたまま、春亮はその二人の前で姿勢を低くした。臍の高さに視し線せんを合わせ、それをじっと見つめる。妙に熱ねつの籠こもった視線で見つめる。

「ああ……こうなって……おお……」

「な、何が《こうなって》なのだ!?」

「フィアのは……小さくて、真っ白で、綺き麗れいな花みたいだな。いんちょーさんのは、なんかほっとするような形でさ……うん、こういうのも好きだな」

「花ぁ!?」

「好きー!?」

　錐霞と共に上ずった声を思わず出してしまったが、春亮は大おお真ま面じ目めな顔のまま続けた。

「だけど、本当に──まずいな。とてもこのままじゃ」

「なぬ!?　褒ほめてたと思いきやどーいうことだ！」

「まずいのか夜知!?　ば、馬鹿げている。やっぱり、私の臍は、どこかおかしいとか……？」

　やはりその言葉と表情は真剣すぎる。何か言葉通りにまずい事態が起きているのかもしれない、とフィアは思った。いつも枯れ老人な春亮が、これほどまでに本気になるような事態の心当たりと言えば──やはり、呪のろわれた道具に関係したことか。たとえばどこかの誰かがおかしな道具を使って、それは無差別に伝染病のような呪いを振ふり撒まくもので、罹り患かんしているかどうかが臍を見ればわかる──とか。それならば春亮が説明する時間すら惜しいというほどの勢いでこんなことをしているのにも一応の納なつ得とくはできる。

　春亮は依然としてフィアと錐霞の前にしゃがみ込み、右に左に視線を走らせて交互に二人の臍へそを観かん察さつしている。ごくり、と彼が唾つばを飲み込んだのはなぜなのか。緊きん張ちようか戦せん慄りつか。それ以外の何かか。とりあえずとんでもないことが進行しているのは確たしかなようだと思えた。

「な、なぁ。黙だまってないでなんとか言え、春はる亮あき。私達は、どうすれば……」

「わかった──やってみよう。なんにしても、このままよりはいいはずだから。フィア、そのマットの上に寝てくれ。勿もち論ろん臍は出したままな」

「う、む……？」

　言われた通り、陸上用のマットに横になる。さらに春亮は、

「で、いんちょーさんは──さらにそのフィアの上に。向かい合う形で」

「は、はあ!?」

「早くしてくれ、いんちょーさん！　頼むから！」

「く、ええいっ……後で本当にちゃんと説明してもらうぞ、夜や知ちっ……」

　春亮の真しん摯しな勢いに押し切られたか、スカートの尻しりを気にしつつ、錐きり霞かもマットの上に載のってきた。こちらの腰の横に膝ひざをつき、肩の上に手をつく。つまり錐霞に押し倒されているような格好になってしまった──至し近きん距きよ離りにある彼女の顔が恥はずかしい。ふわふわと垂たれてくる彼女の髪がこそばゆい。

「で、いんちょーさん、もっとお腹なかを落としてくれ。フィアの臍と自分の臍を向かい合わせるみたいに！」

「くっ……」

　フィアは錐霞がはだけて垂らしている制服の感触を腹付近に感じる。つまり言われた通りに錐霞がその身を少し沈めたのだ。

「ああ、そうだよ……うん……」

　春亮は身を屈かがめて、こちらの下半身側から斜めに、その部分を──臍と臍が向かい合う部分をじっと見つめている。微妙に息を荒げて見つめている。何事かを小さく口の中でぶつぶつと呟つぶやいていた。

「これで、二つ、二つ同時に、臍が見えるように……最高……二つの最高が合わさってより最高に見えるよ、臍、へそ、おへそっ。つるつるの穴。すべすべの穴。吸い込まれそうだ、何もかもを吸い込んでくれそうだ、ああ、入りたいよ、入りたい……」

「……待て、よく聞こえんのだが、お前、何かおかしなことを言って──」

「本当に──まずい。我が慢まんできないって意味で、まずい！　いんちょーさん、もっとだ！　頼む、お願ねがいだ、もっとくっついてくれ！　フィアとお臍をくっつけてくれ！」

「ば、馬ば鹿かげている、何だ、わけがわからない……もう知らないぞっ。ええい、ほら、これでいいのかっ!?　馬鹿げているっ……！」

　切せつ羽ぱ詰つまった春亮の声。混乱したように、あるいは自や棄けになったかのように、錐霞がさらにこちらとの身体からだの距離を縮ちぢめた。腕と膝ひざを折り畳たたみ、言われた通り、臍と臍を重ねるようにする。ぴとっ、とくっつく温かなお腹なかの温度。

「そう、それだッ！　ああっ……この光景、祈るしかない！　祈りたい！」

「ん、ふあっ……ち、ちょっと待てハレンチ小僧め、顔を近付けすぎで、いくらなんでもじーっと見すぎというか、鼻息が当たってだな……おい今拝おがんでおらんかったか私の気のせいか!?」

「気のせいだよ」

「というか、いい加減説明を……あと見られすぎたせいか、なんか臍へそが痒かゆくなってきたぞ」

　錐きり霞かのお腹の温度でじんわりと汗を搔かいてきたような気がする。だからだろうか。もぞもぞとお腹に手を伸ばしながらそう言うと、春はる亮あきははっと目を見開いて、

「馬ば鹿かっ！　駄だ目めだ、止やめろ！　指で搔かくなんてとんでもない！　もっと慎しん重ちようにするんだ、そこは一番大事なところなんだぞっ！」

「しかし、夜や知ち、私もなにやらむず痒く……も、もうこの体勢、いいだろう？」

「駄目だって！　わかった、俺おれに任せてくれ、二人ふたりの臍は俺が守る！　なんとしても守ってみせる！　優やさしく優しく、傷一つつけずに手入れしてやるよ……これで……！」

　その一いつ瞬しゆん後だった。

　温ぬくもっていた腹部に、新たな温もりが生まれたのは。

「ぬほー!?　春亮、こら、ハレンチ小僧めーっ！　の、呪のろうぞ、何をしておる!?」

「夜知、こら、んッ、止め……そんな、ところ……っ」
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　フィアと錐きり霞かの臍へそがくっついていたその空間に、何の躊ちゆう躇ちよもなく、春亮が強引に鼻を突っ込んできたのだ。制服をはだけて露あらわにされた二人ふたりのお腹と、春亮の顔面のサンドイッチ状態。

　そして春はる亮あきは小さな鼻息を漏もらしながら、フィアの臍まわりに新たな感触を発生させる。

　一いつ生しよう懸けん命めいに。一心不乱に。それでいて、宝物を扱うように、丁てい寧ねいに──

　舐めてきた、のだった。

「っ、ひゃは、ひひははうひひひ!?」

「のっ……は、あ、くっ……ば、馬ば鹿かげっ……そ、こ、んぐぅぅっ!?」

　自分に覆おおい被かぶさっている錐霞の身体からだがビクンビクンしているのを、くすぐったさによる涙で滲にじむ視界に見ながら。意味不明かつ理解不能な春亮の行動に、ただひたすらに混乱しながら。

　フィアは率直に思った。

　駄だ目めだ。

　春亮が壊こわれた。
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「おっ、ふ、あっ……くすぐった、っ……」

「夜や知ち、なんのつもりだ、いい加減っ──っ、あ！」

「ああ、二人とも、スゲェよ。興こう奮ふんする、なんて綺き麗れいなんだ……こんなの見たことない。これからは、俺おれが、こうしてやるから。もう勝手に一人ひとりで触ったりするなよ」

「さ、触ったりなど、しておらんっ……！」

「ウソつくなよ、さっきの様よう子すだと、今までにも一人でここ弄いじったりしてたんだろ……？　ったく、堪こらえ症のない奴やつだな」

「っ、ぉ、は……」

「いんちょーさん、そんなに気持ちいい？　もうあんまり声も出ない感じだな。大丈夫、何も心配しないでいいよ。ちゃんと俺が面めん倒そうみてあげるから。そうだ、フィアのもいんちょーさんのも、両方俺のものにする。他ほかの人になんて渡さない……ああ、ああ！　ずっと舐なめてたいな！　また我が慢まんができなくなってきたよ、優やさしくするけど、優しくしながらもっと強くするよ！　大丈夫、俺はわかってるから！　全部わかってるから！　だから激はげしくするけど心配しないで、声とかも出していいから、ほら、ほら、ん、ちゅっ──」

　動きを止めて呆ぼう然ぜんとしていられたのもそこが限界だった。

　このははその声が聞こえる体育倉庫の引き戸にぷるぷる震ふるえる腕を伸ばし、

「そ……そ・こ・ま・でェーっ！」

　ズンバラリと戸をぶった切って突入した。

　中に見えた光景にもピシリと視界が罅ひび割われる感覚を覚える。服を乱して体育マットの上に寝転ぶフィア。同レベルの格かつ好こうで彼女を押し倒すようになっている錐きり霞か。二人ふたりとも顔を真まっ赤かにして息を荒げ、全身を強こわ張ばらせて虚こ空くうを見つめている。そして、その二人の腹の間に顔を突っ込んでいるのは──無む論ろん、あのニセ春はる亮あきだ。

「う、ウシ、チチ？」

「このは、くんっ……」

　フィアと錐霞が潤うるんだ目でこちらを認にん識しきする。涎よだれの零こぼれかけた口でこちらの名を呼ぶ。それと同時に、ニセ春亮も二人の肌から口を離はなしてこちらに目を向けていた。偽にせ者ものだ。あれは偽者だ。だが顔は春亮で、姿は春亮で、そんな存在があんなふうに（予想とはちょっと違っていたが）二人の敏感な部分を好き勝手にしているというのは、勿もち論ろん、当然のように、言うまでもなく、自明の理として──許しがたいものがある。

「ふ……ふしだらブロッカー（無む血けつ編へん）っっ！」

　怒りは満ちているが、いくらなんでも春亮の姿をしているものを切り刻むわけにはいかない。刀の切れ味を封ふう印いんし、純粋な掌しよう底ていをぶち当てて吹ふっ飛ばそうと踏ふみ込む。が、

「っ!?」

　素早すばやくフィア達から身を離はなすニセ春亮。それは春亮本人の運動神経ではとてもできないような、一流の体たい操そう選せん手しゆにも匹敵する敏びん捷しよう性せいを感じさせる行動速度だった。身軽なステップでさらに後退し、ある程度の間合いを開あけてニセ春亮はにっこりと笑いかけてくる。

「やあ、このは」

「馴なれ馴なれしく名前を呼ばないでください……そう言えば暗殺用として使われてたこともあるとか言ってましたね。だったら今のような動きができるのも納なつ得とくです。バットで殴られても平気な防御力もあるみたいですし」

　今から考えれば、家でこいつを取り逃がしたのもそのスペックの片へん鱗りんだったのだろう。いかに全裸で気を取られていたとはいえ、ただのコピー人形ならああもあっさり逃げられるはずがない。こいつは呪のろわれた道具にふさわしい人じん外がいの動作力を具そなえているのだ。

（さて……どうしましょうかね）

　相手の動向に注意しながら、このはは瞳ひとみを細める。ニセ春亮は彼の顔で吞気のんきに頭を搔かきつつ、その踵かかとを滑らせて微妙に間合いを広げていた。

「よくわかんないけど……怒ったお前には近付きたくないなあ。なんか嫌いやな感じがするし」

　ニセ春亮の視し線せんがちらりと横手に──この体育倉庫の窓に向けられる。

　こちらが自分を捕まえに来たことを悟ったのか。リセットスイッチで仮かり初そめの生を終わらせようとしていることを悟ったのか──そもそも自分というモノの仕組みについてニセ春亮自身は知っているのか？　いや、人形である自覚は持っていなくとも、本能的に危険を察知しているということはありうる。

　理屈はともかく、相手が逃げようとしている、ということが問題だった。

　ここまでの学校の様よう子すを見るに、まだ奇跡的にこのニセ春はる亮あきは一般人には犯行を行っておらず、明めい確かくな騒さわぎにはなっていないようだったが──これからもそうだとは限らない。

　まだ学校にはいくらか女子生徒が残っているだろう。もし逃がせば、彼女達がこのニセ春亮の毒どく牙がにかかってしまう。無む理り矢や理り押し倒されて臍へそをべろべろ舐なめられたりしてしまう。そうなれば彼の学校生活は終わりだ。偽にせ者ものがやったなどという言いい訳わけが通じるわけがないし、たとえ理事長達が何かフォローしてくれるのだとしても、生徒達の心証までは操そう作さできまい──

　つまり、今後も彼と自分が幸せな学校生活を送れるようにするためには、ここでニセ春亮を逃がすわけにはいかないのだ。絶対に。

　しかし、とこのはは人知れず唇を嚙かむ。

　さっき把は握あくした通り、こいつは人じん外がいの身体能力を具そなえている。そして相手のほうが脱出経路である窓に近い位置にいる。自分は姿形が気になって直接的な攻こう撃げきができない。この状況下で、相手の逃亡を阻止できるか──？　正直なところ、五分五分だ。

（だったら……できることは、なんでもやってみるしかないでしょう……！）

　そう決意し、このはは思考を巡めぐらせた。ニセ春亮を絶対にこの場から逃がさないために、事態を解決するために、自分にできることは何か。

　それは。それは──

（は、恥はずかしすぎますが……え、ええいっ！）

　カッ、とこのはは目を見開き、そして。

　自分の制服の裾をガバリと捲り上げて、言った。

「み、見てっ！　春亮くん、見てください、わたしのおへそ！　おへそですよ！　す、好きにしてくれていいんですけど！」

「お……おおっ……!?」

　後ずさりしていたニセ春亮の足が止まり、目を見開いてこちらのお腹なかを凝ぎよう視ししてきた。急いで制服に着替えたので、シャツなどを着る余裕はなかった。だから完全に無防備な腹を彼に向けて曝さらけ出すことになっている。

（く、食いつきました！　二人ふたりにしてたことから予想した通りです、やっぱり今はおへそマニアみたいな感じに！　で、でも、恥ずかしっ……！）

　ちらりとフィア達の様子を見ると、二人は身体からだに力の入らない様子でマットの上に寝込んだまま、「!?　!?!?!?」とひたすらに混乱している目でこちらを見上げていた。その視し線せんからさらに細かく感情を読み取ってみると──何をしているのかという疑念。大丈夫かという心配。ハレンチなという怒り。こいつも狂ったかという納なつ得とく。

　失礼な、と思いはするが、今は説明できない。

　ニセ春亮はゆっくりとこちらに足を進めてきた。

「おお……最高だよ。フィアともいんちょーさんとも違う。肉感的でセクシーな穴だ。ああ、拝おがんでいいか、このはの肉感的な素す晴ばらしい臍へその穴を拝んでいいか!?　ああ、臍穴様さまっ！」

「も、勿もち論ろんいいですよ。褒ほめられるのは、嬉うれしい、ですし」

「本当か。でも、さっきまではなんか怒ってたんじゃ……」

　疑われてはならない。逃がしてはならない。正念場だ。このはは必死に頭を回転させ、

「それは──それは、その、わたしを置いてフィアさん達とぬけがけをしていたからです！　わたしも仲間に入れてほしかったというわけなのです！　だからほら、そんなことは気にしないで、わたしとおへそ遊びしましょう春はる亮あきくん！　こっち来て！」

　ニカー、と人工的な笑顔えがおを浮かべて誘さそう。唇の端はしが引ひき攣つっていたかもしれないがニセ春亮には幸いにも気付かれなかったようだ。

「ああ、ああ、このはっ！　ありがとう！　やっぱりお前は最高だよ！」

　抱きついてくるニセ春亮。偽物だとはわかっているが、それでも少しはドキリとした。前傾姿勢で、胸の間に挟はさまるようにして、彼はこちらの臍を見下ろしている。まずはじっくり観かん察さつしようということなのだろう。荒い息。体温。

「く、あっ……」

　見られている。普段ふだんは見られないところをじっくりとねっとりと、ねぶるように見られている。弄もてあそぶように見られている。じん、と身体からだの芯しんが熱あつくなってくる──が、このははやるべきことを忘れてはいなかった。

　自然な動作で手を伸ばし、彼の頭を触る。殺さつ気きは勿もち論ろん、意図があることすら悟られてはならない。ただの生体的な反応という体ていで、慈いつくしむような手の動きをカモフラージュにして──その実、このはは必死に探っていたのだった。

（リセットスイッチは……どこっ!?）

　髪をまさぐりつつ探す。耳の上を探す。髪の付け根を探す。後頭部を探す──ここは白しら穂ほがバットで確たしかめたからよかったか。でも一応。

「んー……ふふ。じゃあ、このは。触るよ……」

「あっ、はい。どう、ぞっ──んッ……」

　頭にはないか。ニセ春亮の指に腹をつつかれ、このははぴくりと身体を震ふるわせる。だが、まだだ。位置の下がった相手の頭をさらに胸で包んで挟はさみ込みながら、ぎゅっと腕を回して抱きしめるようにする。こうしなければ背中にまで手が届かない──胸の間のふがふがという感触に当然ながら羞しゆう恥ち心しんが爆ばく発はつしそうになるが、ニセモノだ、挟まっているのはニセモノの頭だ、これは春亮の写真を貼はった抱だき枕まくらを抱だき締しめているようなものなのだ、と必死に自分に言い聞かせて耐える。

　自分がスイッチを探していることを悟られてはならなかった。不ふ審しんに思われれば逃げられるかもしれない。自みずからの肉体を囮おとりにして、このはは相手の身体のどこかにあるというリセットスイッチを探し続ける。臍に与えられる変態的な刺し激げきに耐えつつ探し続ける。

「は、あ……へぁっ……」

　抱き合い、さらにニセ春はる亮あきの頭に顎あごを乗のせるような姿勢になっていたので、フィアの姿がよく見えた。彼女は魚のように口をパクパクさせながら、

「お、おま……なぜ、はれ、ハレハレハレンチ、な……！」

　勿もち論ろん、事情を喋しやべるわけにはいかなかった。ニセ春はる亮あきに悟られる。

　作戦ですこうしなければ駄だ目めなのですリセットスイッチがあってそれを探しててですね、という意図の何割かでも伝わればいいと思い、このははバチリバチリと意味深にフィアに向けてウインクを飛ばす。混乱するのはわかりますが大人おとなしくしててください、みたいな意味のモールス信号でも発信できればさらによかったのだが、無論自分も向こうも未習得だ。

　こちらのウインクを見、フィアはハッと目を見開いて背筋を伸ばした。何かを察してくれたかとほっとしたのも一いつ瞬しゆん、

「うお、おぅ……!?　自分から服を捲まくって、ハレンチを受け入れ、イヤラシく誘さそい！　そ、そして、自じ慢まんげにウインクなどして快楽をアピール！　う、ウシチチ、お前……そんな奴やつではないと、思っておったのに。快楽に流されるとは、愚おろか者ものめ……！」

「ダメだ、フィアくん。責めてはいけない。私だって、あのまま続けられれば、どうなっていたことかっ。羨うらやま……いや、羨ましくなどない、残念、だ……」

　フィアの肩に手を置き、錐きり霞かは沈痛な表情で首を横に振っていた。普段ふだんならきっと錐霞はこちらの意図に気付いてくれたと思うのだが──今は彼女も精神的ダメージが大きいということだろうか。きっと自分でも、今自分が何を喋っているのかわかっていないに違いない。

（ええいっ……とにかく、二人ふたりがおかしな動きをする前にっ……！）

　どこだ。どこなのだ。

　このははニセ春亮の身体からだを探る手の動きをスピードアップさせる。ない。ならば次の場所に行くしかない。

「くっ……ね、ねえ春亮くん、寝ながら、してくれませんか……？」

「ああ、そうだな、勿論だよ！　さすがこのはだ、俺おれに好きにさせてくれるんだな！　だからこのはは最高だよ、さあそこに寝て！　俺に見せて、このはのそこ、もっといっぱい見せて！」

　抱き合っていた体勢から、ぐるりと彼を引き倒すようにして床ゆかに。一瞬だけ、「寝たーッ!?　さらにガッツリ触らせる気ですと!?」というようにフィア達がムンク的表情を見せていたような気がした。だが今はそれを気にしていられる暇ひまはない。このはは倒れた動作をカモフラージュに、手を彼の身体の前面に回した。スイッチは胸か、脇わき腹ばらか、首筋か、逆に臍へそか？　ニセ春亮に圧のし掛かかられる。臍の周りをなぞられる。身体を跳はねさせて、しかし止まるわけにはいかない。上半身にないならば下半身だ。柔道の寝技の攻防のように巧妙に体勢を入れ替え、愛あい撫ぶだとニセ春亮に言いい訳わけのできる手つきでその身体の各部に手を這はわせ、軽く押していく。どこだ。ふくらはぎ。膝ひざ。太ふと股もも……だが、調しらべれば調べるほど、このはの胸中には焦しよう燥そう感かんが満ちていく。

（な、なんで、見つから……あ、あとは、残ってる場所は!?）

　考えるまでもない。そして迷っていられる場合でもない。

　意を決して、最後に残ったそこに手を伸ばして、触れる。婉えん曲きよく的てきに言うなら『彼の下腹部をひととおり』まさぐる──これは偽にせ者もの。彼ではない。人間でもない。だから別にどうということもない。どんな体たい験けんにもならない。そんなことを自分に言い聞かせながら。しかし、

「おっ、と……はは、このは、ちょっと強いよ。触るのはいいけど、もっと優やさしく、さ」

「そ、そんな!?」

　愕がく然ぜんとする。

　はっと手を離はなして、また反射的に別の場所に手を伸ばそうとして──止まった。

　もう、調しらべていない場所は、ない。

　自分は、考えうる全すべての場所に手を這はわせた。ちゃんとある程度の力を込めて押していた。押し損ねたはずがない。つまり──

　なぜだ。ニセ春はる亮あきの身体からだの、ありとあらゆる場所を調べたのに。

　リセットスイッチが、どこにも、ない。

（どうして……っ!?）

　理解できない。納なつ得とくできない。白しら穂ほが客から聞き出した情報が間違っていたのか？　ならばどこが間違っていたのだ？　正しい情報はどれだ？　自分は何をすべきなのだ？

　予想と目もく論ろ見みが外れたことによる混乱。その隙すきに、ニセ春亮がさらに体重をかけてこのはに圧のし掛かかっていた。やはり至し近きん距きよ離りにあるのは春亮の顔で、囁ささやくのは甘く優しい春亮の声で、

「じゃあ……そろそろ、このはのも、綺き麗れいにしてあげないとな。大丈夫、このはのも、俺おれが一生世話してやるから。気持ちよく、丁てい寧ねいに、してやるから、さ……」

　ニセ春亮がその口をこちらの腹に近付けてくる。吐と息いきが素す肌はだに、露あらわになった臍へそに吹ふきかけられて、乳房の下側にもその温度を感じて、身体の奥おく底そこがびくんと震ふるえて、

（あ、ちょっ……駄だ目め、駄目、駄目、なのにっ……）

　これからどうすればいいのか、と戸と惑まどう意い識しきの狭はざ間まに滑り込んできた吐息の温度に、脳のう髄ずいが一いつ瞬しゆんだけ茹ゆだる。力が入らない。そのままニセ春亮の顔が近付いてくる。舌を伸ばして近付いてくる。

（我が慢まん……でも、我慢しても、その先は？　ここから打つ手は、打てる手は──ああ、待って、考えますから、ちょっと待っ──）

　だが彼は待たないのだった。その行為こそが、自分のものであるという印をこのはに刻み込む大切な儀ぎ式しきだとでもいうかのように。

　そして、このはがぎゅっと目を瞑つむって。

　濡ぬれた舌の湿り気を、その臍に感じようとした瞬間──




「帰ろうかとも思ったんだけどね。これでも珍しく、多少の責任感みたいなものを感じてたりはするのよ」

「ボクも珍しく、個人的に、そのぉ……キミにはオシオキしなくちゃダメな気分ー！　なので、そーこらへんでストップだよ！　従せよObey！」




　救い主がこの体育倉庫に飛び込んでくる。白しら穂ほとサヴェレンティ。サヴェレンティが手を一振りすると、このはの臍へそに舌を入れようとしていたニセ春はる亮あきの背筋がぴんと伸び、弾はじかれたように後退した。呻うめき声ごえを漏もらしながらその身体からだの動きを停止させる。

　満足したようにサヴェレンティが頷うなずくのを見ながら、身を起こしたこのははほっと息を吐はいた。そうだ──いくら人間そっくりに変身しているとはいえ、元は人形なのだ。ならば全すべての人形に対する王権を持つ彼女の《支配》が効きかないはずがない。

　やれやれ、これでようやく──とこのはが安あん堵どしかけたときだった。

　未いまだ詳しい事情を知らず、ただ混乱の極致にあった二人ふたりがようやく動いた。何もしないわけにはいかないとばかりに動いた。

「よ、よくわからんが今だー！」

「ああ！《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

　ようやくマットから起き上がった二人が、ニセ春亮に本能的なお仕置きを開始する。錐きり霞かは呪のろわれたベルトを後ろからニセ春亮の顔に回して引き倒し、フィアは真正面から跳とびかかる。

　そして──錐霞は、革ベルトでニセ春亮の鼻を押さえたまま。

　フィアは、倒れたニセ春亮の胸に馬乗りになって、その鼻先に指を突きつけて。

　同時に言った。

「さ、さすがに今日きようのお前の所しよ業ぎようは目に余るぞ、夜や知ち！　何か事情があるのかもしれないが、だとしても、説明くらいちゃんとしてだな……と、とにかくもっと真ま面じ目めにやれ！」

「そうだハレンチ小僧め、いつもハレンチだが今回は度を超しておる！　もうハレンチは完全禁止だ！　呪のろうぞ！」

　二人を制止しようと手を伸ばした姿勢のまま、このははたらりと汗を流していた。

「あー……」

　どうしよう。なんか最後にまためんどくさいことになる気がする。




　そして実際にめんどくさいことになった。

「この夜知が、偽にせ者もの、だったとはな……話を聞いても信じられないが……」

　錐霞が倉庫の床ゆかに座り込んだニセ春亮を覗のぞき込むようにしながら言う。サヴェレンティが見ているので逃げられはしない。だから今はあまりニセ春亮の行動を制限してはいなかった。彼はずささとお尻しりで後ずさりして、

「ひいいいい！　近付かないで！　いんちょーさんみたいな綺き麗れいな子の顔が、そんな近くにあると、それだけで心しん臓ぞうが……ま、まともに見れないから！」

「き、綺き麗れい……？　ぬふ、馬ば鹿かげている……だが、こんな夜や知ちも新しん鮮せんだな。まさかこんなことになるとは、な……ぬふふふ」

　真ま面じ目めな観かん察さつ者しやのような顔でうんうん頷うなずいているが、堪こらえきれない含み笑い的なものが漏もれている錐きり霞か。

　そのときサヴェレンティがちょこんと膝ひざを揃そろえてしゃがみ込む。同じようにニセ春はる亮あきの顔を覗のぞき込んで、

「さっき二人ふたり同時にスイッチ押しながら同じようなこと言っちゃったからねぇ。ひょっとしたらその相乗効果みたいなのが働いてこうなってるのかも。チョー真面目、女の子にいやらしいことするなんてとんでもない、っていうかさ」

「わ、わあああ！　サヴェレンティ、気をつけてくれ、大変だ、スカートなんだから！　あと胸も！　ダブダブで中が見えそうになってたりするよ、まずいよ、ごめん、目を瞑つむっとく！」

「えーと……さっきとは全然逆の意味で言うけど、ボク、今は男の子だよ？」

「それでもだよっ!?　ああ、なんでみんなそんなに無防備なんだ。もっと恥はじらいを持たなくちゃ駄だ目めだよ……」

　手で顔を覆おおってぷるぷると首を横に振るニセ春亮。悪い性質を持ったわけではないはずなのに──どうしてだろう、何やらとても間違っているような感覚がある。罪悪感にも似た何か。

　でもこれは所しよ詮せんは人形、プログラムでそうなっているだけの機き械かいと同じなのです、とこのはが自分に言い聞かせていたとき、無防備なサヴェレンティから逃のがれてきたニセ春亮の視し線せんが今度はこちらを向いた。

　オ……アア……！　と彼は絶望的なものを見るような眼まな差ざしになって、

「な、なんてっ……た、たいへんだー！　このは！　なんて姿なんだよ！」

「へ？　あの、わたしはいつも通りですよ、服だってちゃんとボタン止めましたし……」

「そんなレベルじゃない、丸見えじゃないか、盛り上がりすぎだよ、他ほかの男子とかがもしそれを見たらどうなると思ってるんだ。ちょっとはこっちのことも考えてくれ！　見てるほうが恥はずかしくなる……それにスカートも短いって！　ああ、なんでそんなに危険な姿で平然と立ってられるんだ!?　怖い、怖いよ、女の子怖い……！　なんで俺おれ、男子校に行かなかったんだろ。と、とりあえずこれで隠かくして！」

　ばささー、とニセ春亮がビニールシートを頭からこちらに被かぶせてくる。あまりに予想外の行動に抵抗をする暇ひまもなかった。てるてる坊主のように身体からだ全体を覆われ、体型が隠いん蔽ぺいされる──ふぅー、と彼はようやく満足したように大きな息を吐はいた。

　それとは対照的なゲラゲラ笑いがそのとき聞こえてきて、

「くくく、うひひひ！　なるほど、ウシチチは存在自体がハレンチだということがこいつのおかげで証明されてしまったようだ！　よっ、ハレンチの化け身しん！　ぷぷ、み、みだりに男どもを不ぶ恰かつ好こうなウシチチ体型で誘ゆう惑わくするのは淫いん婦ぷのすることだからな、コレを期にお前は今後もその恰好で登校をすればよいのではないかと……うぷぷ！」

　ブバホォー、と心の底から楽しそうに噴ふき出しながらこちらを嘲ちよう笑しようしているフィア。癇かんに障る。被されたビニールシートにサックリと切り傷が生まれていた。刀っ気が手から漏もれてしまったらしい。苛いら々いらする。

　とりあえずそのシートをフィアに投げつけて宣戦布告しようとしたとき、今度はニセ春はる亮あきがフィアのほうを見た。

「おっ？　わ、私のハレンチな部分にも文句をつける気か？　さもありなん、私はウシチチとはまた違う意味で全身コレ魅み力りよくの塊かたまり、まるで宝石のような輝かがやきを放っていたりいなかったりのパーフェクトレディなのだからな！　だがビニールシート攻こう撃げきはお断りだぞ！」

　微妙に身構えるフィアとニセ春亮が、じーっと見つめ合って。

　そしてニセ春亮はほっとした顔で頷うなずいて言った。

「うん。フィアはフィアだな。元気でとてもいいと思うよ」

「おいーッ!?　ちょっと待て！　それはまるで私に感じるセクシーな部分がゼロだと言っておるみたいではないか!?　もっと何かあるだろう、お前が困ってドキドキしたりする部分が！」

「あらあら、よかったじゃありませんかフィアさん、この真ま面じ目めすぎるニセ春亮くんにも怯おびえられないなんて、いったいどこがレディのつもりだったんですかねぇ……？　オホホホ！」

「待てフィアくん、また飛びかかって鼻のスイッチを押したりすると面めん倒どうなことになるぞ！　ここは堪こらえるんだ！」

「離はなしてくれキリカ！　私はこのにっくきニセモノに世の道理というものを教えてやらねばならん！」

　そんな感じの騒そう乱らんの中──白しら穂ほがふうと息を吐はいて、

「馬ば鹿か騒さわぎはいい加減にしてほしいわね……とりあえずサヴェレンティ、気をつけ」

「へ？　うん、ゴメン、ボク、何かやっちゃったかな……お、怒らないで白穂……？」

　肩を縮ちぢめておどおどと直立するサヴェレンティに、

「貴方あなたじゃないわよ、そこの人形を！」

「あ、だ、だよねー？」

　頭を搔かき搔かき、サヴェレンティがニセ春亮に《気をつけ》をさせる。とりあえずサヴェレンティがいれば、偽にせ者ものの行動を封じることは容易たやすい。が、

「あの……例のリセットスイッチなんですけど。身体からだのどこにもありませんでしたよ」

　このはは小さく口を尖とがらせるようにして白穂に言った。その情報があったからこそあんなことをやったのだ。自分の身を呈して逃亡を阻止し、臍へそをまさぐられるなんて恥はずかしいことをされながら必死に相手の身体からだを調しらべた。

「ふん、スイッチを探るためならそうと言わんか。てっきり、私はウシチチがついにハレンチフォースの暗黒面に堕おちてしまったのかと……自分から服を捲まくり上げるなぞ、とても正気の沙さ汰たではないからな！」

「事情を話せる状況じゃなかったじゃないですか！　ていうか、わたしのアイコンタクトにまったく気付いてくれなかったくせに……」

「それは、まあ──正直すまなかったよ、このはくん。あんな馬ば鹿かげた状況だったんだ、なかなか頭も働かなくてね」

　フィアはふんぞり返りつつ、錐きり霞かは申もうし訳わけなさそうにそんなことを言う。そして白しら穂ほは怪け訝げんに首を傾かしげていた。

「スイッチがなかった？　本当に？」

「本当ですよ」

「ふぅん……？　あの男が噓うそをついてたとも思えないけど……どういうことかしらね」

　本当に、何のために自分は頑がん張ばったのだろうか。このはは心から嘆息する。

　情報違いか何なのか知らないが、リセットスイッチが押せないなら──このまま動きを止めておいて四十八時間の時間切れを待つしかない。手て錠じようとかロープだと脱出される可能性があるので、サヴェレンティにはもう少し付き合ってもらう必要があるだろう……

「まあ、それはともかく、よ」

　そんなことを考えていたとき、このはは白穂がニセ春はる亮あきに歩み寄るのを見る。腕組みをして、ニセ春亮の真ま正しよう面めんに立つ白穂。サヴェレンティが表情も制御しているのか、ニセ春亮はどこかぼんやりと彼女を見返しているだけだった。

「白穂さん？　何を……」

「ああ、別に気にしないで。やっておくべきことがあったのを思い出したの」

「やっておくべきこと……とはなんだ、シラホよ？」

「簡かん単たんなことよ。そう、とても簡単なこと」

　ちらりとこちらを見た白穂の表情に、一同は戦せん慄りつする。本能的な恐怖に背筋が冷える。

　くすくすと、にこやかに、笑っていたのだ。

　それから白穂は、ニセ春亮に向かって左足を踏み出して。

　逆の右足は、弓のように後方に引ひき絞しぼって──

「ええ、簡単すぎて説明する必要もないと思うけど……私のサヴェレンティの身体からだに触って揉もんで抱きしめたこれに、私はまだ金属バットで思いっきりぶん殴った程度の罰しか与えていなかったのよ！　だから、とりあえず──変態男の変態的行為に対する、私の気分がさらに晴れるような罰ばつとして、こうするわ！」

　ぶん、と振り上げられる右足。その、女子サッカー代表のフリーキックのような、完かん璧ぺきな美しさを持って繰くり出された白穂の蹴けりは──

　ずどむ、と鈍にぶい音を立てて、突き刺さった。

　サッカーという譬たとえ的には、とても正しい場所に。

　つまりは、タマ的なものがある場所に。

「ひぃぃぃ!?　春はる亮あきくんっ……!?　て心配しなくてもいいんですけど、なんか心配してしまうような出来事がー!?」

「むう、痛いのだろうかアレは」

「い、痛いと聞くぞ。馬ば鹿かげているが、我われ々われには想像もできないほどにな……」

「ボクにはわかるよ、わかっちゃうよぅ……し、白しら穂ほが残ざん虐ぎやく超人になっちゃったよー！」

「ふふ──ふふふふふ！　うふふふふ！　おや？」

　白穂がこくんと首を傾かしげ、このは達もそれを見る。

　キックの衝しよう撃げきで軽く浮いていたニセ春亮の身体からだが、こてんと倉庫の床ゆかに倒れて。

　そして──モヨモヨと、その姿を変え始めたのだ。服がぴっちりと身体に貼はりついていく。色が失われていく。肌の質感が変化していく。

　数秒後、そこに残ったのは。

　子供くらいの大きさをした、木製のデッサン人形のようなもの。

　一同は無言で顔を見合わせる。どうしていきなり戻ったのか。しばらく考えて、このはははっと思いつく。

「あ、まさか……リセットスイッチは、普通に押せるようなところじゃなくて。さっき白穂さんがやったみたいに、思いっきり衝撃を与えないと届かないような、身体の内部にあったんじゃ……？」

「な、なるほど。確たしかに、リセットスイッチが簡かん単たんに押せる場所にあったのでは、変身させたものが何かの間違いですぐにリセットされてしまうかもしれないからな」

「むー。シラホめ、さてはその答えに思い至っておったのか？」

「さすが白穂、やっるぅー！　でも、どうして位置がソコだってわかったの？　何かヒントがあったりしたの？　ねえねえ、教えてよー」

　一同が白穂に目を向ける。

　彼女はひたすらに憤いきどおりに満ちた表情で床の人形を見下ろしていた。

「あっ、ちょっと！　どうして戻るのよ、まだ私の気は晴れてないのに！　同じところにもう二、三発は絶対、それから下だけじゃなくて上半身にもやりたいことは──」

　一同はまたゆっくりと視し線せんを戻して顔を見合わせる。

　ジト目のフィアがゆっくりと頷うなずいて、

「……たまたまのようだ」

　一拍置いて、ブホッ、と噴ふき出す音。

　ちょ、フィアちゃ、うくくく、止やめて、上う手まいこと言いすぎて、ボクもう駄だ目めあはひは！　とサヴェレンティがこてんとその場に倒れ、全身をぷるぷると震ふるわせながら悶もだえ始める。

　きょとんとしているフィア。サヴェレンティに釣つられたのか、錐きり霞かは思い出したようにンフッと口を手で押さえ、横を向いてヒクヒク。このははは乾いた引ひき攣つり笑いを浮かべて、心の底から疲労感に満ちた溜ため息いきを吐はき出す──

　なんというか、いろんな意味で、微妙に釈しやく然ぜんとしない感じではあるけれど。

　どうやらこれで、混迷を極きわめた今回の事件はようやくの終息を迎えたらしかった。




　　　　[image: ]




　日が暮れつつある帰り道。

　フィアにこのは、そして錐霞の三人は、トランクをごろごろと押しながら家路を辿たどっていた。勿もち論ろんその中にはただの人形に戻ったあのニセ春はる亮あきが入っている。トランク自体はサヴェレンティが理事長室あたりから勝手に探し出してきたものだった。妙に可愛かわいらしいステッカーが貼はられているところを見るに、漸音ぜのんの私物という可能性が高い。きちんと返しておかなくては。

　そんなことを考えながら、フィアはふとトランクを見下ろして呟つぶやいた。

「しかし……これは、なかなかの力を持った呪のろわれ道具であったな」

「ああ。正せい確かくな変身能力と、思念の方向性による命令遂すい行こう機き能のう……本当に悪用される前に確かく保ほできてよかったのかもしれないな。まあ、私達が馬ば鹿かげた被害を被こうむったのは事実だが」

「そうですねぇ。なんていうか、使いようによってはとてもいいものになりうる可能性も秘めているような気もしますけど……」

　このはの言葉に、ふむ、とフィアは少しだけ考えてみた。一理ある。今回は、最初のきっかけである白しら穂ほが変態的＋春亮という組み合わせで起動させてしまったからまずかったのだ。なぜか最終的にはそこに臍へそフェチ的なニュアンスも加わっていたようだが。自分達の知らないところでニセ春亮が何かをしたりされたりしていたのかもしれないとは思うものの、もはや確たしかめる術すべはない。被害者が春亮を犯人として被害届を出したりしていないことを祈るばかりだ。

　ともあれ、このアイテムのカギは最初の起動時にある。今回のように変態的ではない、ちゃんとした指令を与えておけばいいのだ。もっと別の行動をする春亮のことを考えておけばいいのだ。たとえば、

「そう、私のためにおせんべを焼き続けるハレンチ小僧を考えながら起動すれば……ぬふ、いつもほかほかぱりぱりの焼きたて手作りおせんべが食べ放題！」

「寝てるだけの春亮くん……それだけでとってもいいことができそう……一いつ緒しよに日向ひなたぼっことかしたり、それから、それからっ。でへへへ」

「いつもの間抜け顔でにこにこしているだけの夜や知ち、とか……いや、料理をするあいつ、とかでもいいな。秘伝の味を盗んだり、一いつ緒しよに作ったり──当然、それは私の家で行われるのだろう。あの部へ屋やで、二人ふたりきりで、エプロンをつけて、並んで台所に立って。ば、馬ば鹿かげている。それは、ひどく馬ば鹿かげている、ぞ……」

　グフフフ、と三人ともが含み笑いのようなものを漏もらし、同時にハッと他ほかの二人の様よう子すにも気付く。何をぶつぶつ呟つぶやいていたのか、どんなことを考えていたのかまではわからなかったが──まあ、あまり自分と大差ないことを考えていたのだろうとは思う。

　……誰だれかにぬけがけをされるわけにはいかない。

　フィア達はひとしきり、様子を探りあうような視し線せんを無言で交わらせて。そして誰からともなく、何かを誤ご魔ま化かすような愛あい想そ笑わらいと乾いた声でその沈ちん黙もくを破って喋しやべり始めた。

「は──うはは。し、しかしこれは所しよ詮せん呪のろわれた道具、いくら有用でも使うべきではないな！」

「ええ、いけませんよねそんなの！　やっぱり厳げん重じゆうに封ふう印いんしておかなくちゃ！」

「そ、そうだな！　誰にも使えないようにしておいて呪いが解けるのを待つ、それが一番だ！」

　うんうんと頷うなずき合い、この人形についての三者間不可侵条約のようなものを暗あん黙もくの了解で締てい結けつする。きっと平和は誰もが一歩引くところから始まるのだ。つまりこれは自分達にとっての軍ぐん縮しゆくとか核かく廃はい棄きみたいなものなのである。多た分ぶん。

　そうこうしているうちに夜や知ち家けへ辿たどり着いた。

　玄関を開あけると、夕食用だろう、味み噌そ汁しるのいい匂においがふんわりと鼻び腔こうに届いてくる。勿もち論ろん、出迎えてくれたのはそれだけではなく、

「おう、おかえりー。って、補習のフィアはわかるけど、なんでこのはまで制服なんだ。学校行ってたのか？　ていうかいんちょーさん、いらっしゃい──いんちょーさんも制服？　あれ、今日きようってマジ日にち曜ようだよな。俺おれが勘違いしてるとかないよな？」

　んー？　と春はる亮あきは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしける。人畜無害でお人ひと好よしそうな顔、男にしては似合いすぎのエプロン、台所から漂ただよってくる夕ゆう餉げの香かおり。なんでもないそれらに、ふんわりとした安あん堵ど感かんが胸中から湧わき上がってくる。

　フィア達はそっと顔を見合わせて笑いあった。

「はは。まったく、吞気のんきなやつだ」

「これこそが本物だよ、間違いなくな」

「いつも通りの春亮くん、ですねぇ。やっぱりこの春亮くんがいいですよ」

　フィアは思う。初めの偽にせ者もののようにハレンチすぎても困るが、最後の偽者のようにハレンチにまったく興きよう味みがなかったり嫌いやがったりしてもそれはそれでやりにくい。やっぱりいつものが一番いい。

「うむ、適度にハレンチなことをする普段ふだんの春亮ぐらいがちょうどよいのだな。しかし──カンチガイするな。だからと言ってハレンチを許すわけではないぞ！　適度なハレンチには適度な仕置きで対抗できる、だからこそ言っておるのだ！　度を超したハレンチには想像を絶するようなキツーイお仕置きが待っておる、覚悟することだな！　まあ、その、さすがにシラホがやったようなのはやりすぎだと思わないでもないが！」

　ビシリと指を突きつけて言う。

　このはと錐きり霞かは、その通りだ、と同意するようにさらにくすくすと肩を震ふるわせて。

「ええー？　いきなりなんだよ、わけがわかんないぞ？」

　そしてやはり、今日きよう一日の出来事を知らない春はる亮あきだけが──あの偽にせ者ものにも真ま似ねできるかどうかわからない、これ以上ないほどの間抜け顔で怪け訝げんに首を捻ひねっていたのだった。
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　あとがき




　お久しぶりです、水みな瀬せ葉は月づきです。今回はまさかの短たん編ぺん集しゆう第二弾！　しかしそれぞれの短編の分量がちょっと多めなので、[image: ]としてはわりと厚めの本になってしまいました。なのであまりページ数の余裕がないのだ……早速いきます！　短編集恒例・各話のプチ解説ー。




・【湯けむりに消えたヌポワ】

　めでたくレギュラーになったン・イゾイーにスポットを当ててみようという話。あと実はサヴェレンティと一いつ緒しよに春はる亮あきがモニョモニョ、という流れは前のサヴェレンティ短編のときにやろうと思っていて、分量の都合で泣く泣く使わなかったものだったりする。

・【妖よう刀とう村むら正まさ血けつ風ぷう録ろく】

　最近いろいろ不遇なこのはさんメイン回。Ⅲ巻でちょっと書いてた通り、設定的には昔から決めてた感じです。しかし勿もち論ろん、お酒は二は十た歳ちになってから！　このはさんはウン百歳のおばーちゃんなので許され……ハッ、殺気!?

・【びゅーてぃ・あんど・ざ・びーすと？】

　Ⅶ巻の「日にち曜よう日びはすとーきんぐ日和びより」と対になっていると言えなくもない白しら穂ほメイン話。両組ともフリップバトルの答えを考えたりするのが楽しかったです。まあフィア達のほうは、もうちょっと仲良くしろよお前らとさすがに思わないでもなかった。

・【スノウメルトの人口密度】

　丁度アニメの開始と同時期に雑誌に載のった短編だったので、わりとお試し版的にスタンダードな話。黒くろ絵えが持ってた兵器は……アメリカとかからわざわざ取り寄せたんだろうな……。

・【汝なんじは春亮なりや？】

　書き下ろし。ネコミミに続く、本編では出せない「ユカイな呪のろわれ道具シリーズ」第二弾ということで。なんかいろいろやりすぎたような気がしないでもない。でもまあ、短編集の書き下ろしはお祭りみたいなものですから！（←そうか？）




　というわけで、残り少なくなってきたところで謝しや辞じを！　絵師のさそりがため様、担当編集湯ゆ浅あさ様、コミック版の秋あき奈なつかこ様、アニメスタッフの皆様、キャストの皆様──そして、読者の皆様へ。[image: ]がいろんな広がりを見せていくに従って、この作品は本当にみんなの力で支えられているのだなというのを今まで以上に実感するようになりました。本当に、ありがとうございました！

　では、次はいつもの長編に戻って[image: ]巻……前巻はこう、珍しく「つづく！」みたいな感じで終わってしまったので、できるだけ早めにお届けできるように頑がん張ばります！　それではー。





水瀬葉月









水みな瀬せ葉は月づき

写真はアフレコ台本を見てニヤニヤしている作者の図。この本が出るころには、もうＣ３のアニメも後半戦に突入しているはず……なんか名残惜しいですね。しかしアニメが終わっても原作はまだしばらく続きます！　引き続きお付き合いいただけると幸いー。
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さそりがため

アニメのフィアが可愛すぎてニヤニヤしながら鑑賞しています。モチロン、お茶請けのお煎餅とほうじ茶をおともに！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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